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はじめに 

マリア・ステイシー、ボリスラフ・ゲラシモフ 
 
 
背景 
 
反⼈⾝取引の分野において、⼈⾝取引とセックスワークの関係性は、もっとも議論の紛糾する問題
のひとつです。あらゆるセックスワークを、搾取的であり⼈⾝取引の根本原因だと考える⼈たちが
いる⼀⽅で、搾取的状況下で⾏われることがある他のインフォーマルワークと同様に、⽣きていく
うえでの戦略だととらえる⼈たちもいます。前者は性産業の犯罪化と根絶を訴え、後者は⾮犯罪化
と労働権や労働環境により着⽬することを唱えます。議論は続いており、解決策はないのではない
かと思えてきます。 
 
2000 年に採択された国連⼈⾝取引選択議定書は、⼈⾝取引とセックスワークを明確に別個の現象
ととらえ、⼈⾝取引と強制労働が、幅広い経済分野で起こるものであるとしています。1 しかし実
際には、メディアや NGO、政策⽴案者は、⼈⾝取引によるセックスワークに偏った注⽬をしてき
ました。その注⽬にとは裏腹に、反⼈⾝取引政策の実施のされ⽅は、必ずしも有⽤ではありません。
⻄洋では、売春禁⽌により反⼈⾝取引の介⼊が多く⾏われ、その主眼は、性産業の現場を捜査し、
⼥性たちをその場から強制的に退けることに置かれています。2 捜査の最中、また、捜査後に⽣じ
る有害な影響と⼈権侵害が、世界のあらゆる地域の研究者と活動家の両者によって記録されてきま
した。3 これらの現場で、実際に⼈⾝取引された⼈が特定されることや、捜査の過程で⽀援を受け
られることはまれで、セックスワーカーは、搾取や暴⼒のリスクがより⾼い他の現場に移されたり、
移⺠の場合には、収監されたり強制送還されたりします。救出された⼈たちのためのアフターケア
やいわゆるリハビリプログラムは、⼥性たちが⾃らの意思に反して留め置かれ、そこから逃れよう
とする際には命を危険にさらすリスクさえあり、超法規的収容所として機能しているとの理由から、
批判を受けてきました。4 
 
2007 年、GAATW は、これらの、あるいは、他の反⼈⾝取引の取組が及ぼすネガティブな影響に
ついて『Collateral Damage(巻き添え被害)』にまとめました。5 その調査では、反⼈⾝取引の政策
や取組が、移⺠やセックスワーカーを実際に搾取から保護できておらず、多くの⼈権侵害をもたら
していることが明らかになりました。10 年後、これらの有害な影響が続いているのかどうかを明
らかにし、また、性産業における⼈⾝取引への異なるアプローチ、つまり、セックスワーカーを被
害者としてではなく、性産業における搾取的慣⾏を根絶する取組のパートナーとして扱うようなア
プローチを記録するため、本調査を実施しました。 
 
 
組織化する⼥性たち 
 
組織化は、⼥性運動や⼈権運動において、個⼈や集団のエンパワーメントのために世界中で戦略と
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して⽤いられてきました。世界中の⼥性たちが、個⼈的経験と政治的課題を関連づける取組におい
て、フェミニストの原則と当事者組織化を⽤いてきました。とりわけ、周縁化された集団にとって、
当事者組織化は、⾃分たちのために発⾔し、議論や資源、政策に影響をおよぼすとともに、⽣活や
労働環境の改善に向けた働きかけを可能にする戦略です。この⽂脈において、当事者組織化は、主
流派の⼥性運動や労働運動のような既存の運動によって周縁化された⼥性たちにスペースを与え、
⾃分たちの労働者としての⽣活をより公正なものにする取組をつくりだすことにつながります。 
 
フェミニストの連合体として、GAATW は、⼥性たちの(当事者)組織化を⽀援することに⾼い価値
をおいています。⼥性たちは、⾃らの⼈⽣についての究極のエキスパートです。また、⼥性たちが
⾃ら発⾔し、不正義に対し集団的アクションを起こし、政治的そして社会的に⽣活するためにスペ
ースをつくりだすことによって、意味のある、インクルーシブで持続可能な社会的変⾰が可能にな
ると考えるからです。GAATW メンバーの中には当事者組織化したグループもあれば、GAATW が
グループの当事者組織化やその正式化を⽀援したケースもあります。私たちのメンバーの中で当事
者組織化したグループは限られているものの、それらのグループはネットワークの中でももっとも
活発なメンバーであり、また、その知識やイノベーション、コミットメントに対し、尊敬を集めて
いるグループもあります。その中には、⼈⾝取引のサバイバー、移住労働者、家事労働者、⼈⾝取
引の防⽌や特定、直接⽀援、政策⽴案、再統合などの多くの分野で取組を⾏っているセックスワー
カーもいます。 
 
2007 年、GAATW は、当事者組織化の利点を検討するため、当事者組織化したメンバーの集いを
開きました。当事者組織化は、①抑圧や社会的排除などの経験が、助けを必要とする他の⼥性を⽀
援する貴重なリソースとして活⽤され得る、②⼥性たちのための意味ある社会的役割がつくりださ
れ、かつ、ネガティブな社会的アイデンティティに意義申し⽴てが⾏われ得る、③⼥性たちが当事
者への⾃信を得られる、④⼥性たちは新たな分析や新たなスキル、世界の新たな⾒⽅を利⽤しつく
り出し得る、⑤⼥性たちがサポーティブで強いコミュニティをつくり出せる、⑥⼥性たちが参加の
権利や⾃らの環境に影響できる権利を確認できる、⑦⽣活環境や労働環境が改善され得る、⑧基盤
を築き得る、⑨集団的責任の感覚が醸成され得る、そういったスペースとなることが分かりました。
6 この調査によって、私たちは、(当事者)組織化がセックスワーカーにとってどのような利点があ
るのか、とりわけ、狭義の⼈⾝取引にあてはまるような状況も含む権利侵害に仲間たちが経験した
際に、組織化したセックスワーカーたちがどのように取り組んでいるかを記録したいと考えました。 
 
 
組織化する労働者たち 
 
過去 10 年で、労働者連合や労働組合は、反⼈⾝取引のステークホルダーとして徐々に認識される
ようになってきました。7 現在では、⼈⾝取引について議論する際、活動家や政策⽴案者が、さま
ざまな分野の、あるいは、当事者を代表する団体の労働者と協議することは⼀般的になっています。
8 同様に、⼥性の経済的エンパワーメントを推進したり、搾取や⼈⾝取引のリスク低減に取り組ん
だりする団体の役割は、フォーマル・インフォーマル経済のさまざまな分野の⼥性労働者のための
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ものとして、国際的な政治レベルで認識されるようになっています。しかし、そのような議論に、
セックスワーカー不在である場合が多くあります。例えば、「変化する仕事の世界における⼥性の
経済的エンパワーメント」9をテーマとした国連⼥性の地位委員会(CSW)の 2017 年のセッション向
けに⽤意された背景報告や専⾨家報告には、⼥性の組織化や、家事労働者・ウェイストピッカー・
⾐服労働者・在宅ワーカー・露天商の労働組合への参加に焦点を当てたものがありました。しかし、
セックスワーカーには、そのような注意は払われませんでした。唯⼀のポジティブな成果といえば、
CSW 専⾨家グループミーティングが、セックスワークの⾮犯罪化と、セックスワークを労働とし
て、そして、セックスワーカーの組織を労働組合として認めるよう求めたことです。10 
 
しかし、反⼈⾝取引の⾔説において、売春禁⽌派は、「性的⼈⾝取引」を「労働⼈⾝取引」とはま
ったく異なるものとして、まったく異なるアプローチを要するものとして、巧妙に提⽰しています。
11 労働権の枠組みを⼈⾝取引12や「性的⼈⾝取引」13にも適⽤するよう求める動きも散⾒されるも
のの、著名で尊敬を集めている労働団体は、⾃らのアドボカシーの取組にセックスワーカーや性産
業を含めることについて、あいまいであるか、不安な様⼦です。これにより、セックスワーカーの
権利運動は、セックスワークが労働と認められるための取組において、⼤切なパートナーを奪われ
ているといえます。 
 
労働運動から声があがった場合、それは、組織全体の⽅向性というよりも、個⼈の⾒解に基づいた、
システマティックというより偶発的なものです。道徳的判断が強いために、セックスワーカー個⼈
やセックスワーカーを代表する団体が、労働のレンズをとおして⾒られることはほとんどありませ
ん。労働組合の⼈たちや売春禁⽌派は、セックスワーカーの権利団体を、当事者を代表していない、
ひどいときには、売春宿オーナーのマウスピースだとか「売春斡旋者のロビー活動」と⾮難しまし
た。セックスワーカー団体は、性産業における⼈⾝取引の事例を探知し、対応するのに⾮常に適し
た⽴ち位置にあるにもかかわらず、⼈⾝取引への対応から意図的に排除され、そのことにより、次
の 3 つのネガティブな影響―①セックスワーカーの⼈権侵害に対する脆弱性を低減し、偽情報や強
制によって性産業に従事させられることになった⼈たちの課題をとりあげるセックスワーカーの
能⼒を強化する、権利に基づくアプローチに予算が配分されないこと、②売春禁⽌派の議論にセッ
クスワーカー団体が反論するのに時間や努⼒が費やされること、③反⼈⾝取引政策の発展について
性産業にかんする重要な視点や知識が協議から排除されること―がでています。 
 
この分断によって、グローバルな反⼈⾝取引の取組は、性産業にかんする当事者の貴重な知識を通
じて取組にかかわる⼈々、労働環境を劇的に改善し得る重要なパートナーを切り捨てています。こ
のため、本調査は、セックスワーカー団体が、⼈⾝取引された⼈も含めて、性産業において搾取や
強制、暴⼒を経験した労働者の権利保護のためにこれまでに⽤いてきた取組を記録することによっ
て、セックスワーカー団体を、労働団体や⼈⾝取引に対抗する取組の中でパートナーとして扱うこ
とをめざしました。 
 
 
組織化するセックスワーカーたち 
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セックスワーカーによる組織化や著名なセックスワーカーの社会的関与は、少なくとも 20 世紀初
めにさかのぼり、⻑い歴史があります。14 より最近、1970 年代に、セックスワーカーの権利運動
が組織化され、セックスワーカーを⼈権、市⺠権、労働権を有する労働者とみなすようにとの要求
がみられるようになりました。 
 
フランスでは 1975 年に、セックスワーカーたちがリヨンにあるサン・ニジエ教会を 10 ⽇にわたり
占拠して、罰⾦刑と警察によるハラスメントの中⽌を要求し、同様の占拠はフランス国内の他の都
市にも波及しました。15 イギリスでは同年、English Collective of Prostitutes(英国売春者共同体)
が設⽴され、スウェーデンとイタリアでは、セックスワーカーが組合を結成しました(残念ながら
短命に終わりましたが)。16 ブラジルでは、セックスワーカーでありフェミニストであり LGBT 活
動家のガブリエル・ライテ(Gabrielle Leite)が、新たなラディカルムーブメントである puta politics
を率いました。17 アメリカでは 1973 年に COYOTE (Call Off Your Tired Old Ethics(「うんざりす
るようなあなたの古い倫理観を⽌めて」の意))が、ニュージーランドでは 1987 年に New Zealand 
Prostitutes Collective(ニュージーランド売春者共同体)が、1992 年にはインド・コルカタに Durbar 
Mahila Samanwaya Committee (DMSC)ができました。 
 
この新たな政治運動において、セックスワーカーたちは、労働者・活動家として、また、公的なコ
ミュニティの教育者、他のセックスワーカーのためのピア教育における専⾨家として、⾃ら声をあ
げることによって、逸脱した、病気である、あるいは不道徳といったセックスワーカーに対するス
テレオタイプに挑み、そして抵抗しました。セックスワーカーたちは、公的領域におけるセックス
ワークについての考え⽅を、単にネガティブなものから、祝福されるような、ポジティブで、性を
売ることについて「現実世界の」視点を含むよう、位置づけをし直し始めました。18 
 
また、1980 年代には、International Committee for Prostitutesʼ Rights(売春者の権利のための国際
委員会)をはじめとする国際的なセックスワーカーの権利運動が出現しました。1990 年代には、エ
イズ危機により、さらなる運動の強化がみられました。1990 年に⽴ち上げられた Global Network of 
Sex Work Projects (NSWP)(セックスワークプロジェクトのためのグローバルネットワーク)には、
権利に基づく課題をめぐって世界中のセックスワーカー団体が参加しました。NSWP は、HIV 政
策にセックスワーカーの視点が反映されるようにするうえで重要な役割を果たしてきました。セッ
クスワーカー団体の強みが結集したことによって、世界保健機関や国連エイズ合同計画、Human 
Rights Watch やアムネスティインターナショナルのような国際的な組織が、セックスワーカーが直
⾯する⼈権侵害に注意を払うようになりました。19 
 
当事者組織化は、セックスワーカーにサービスを提供するあらゆるプログラムにおいて、根本的な
取組だと考えられています。このことがもっともよく明らかになっているのは、HIV の分野です。
セックスワークの集団化やピアリーダーシップ、セックスワーカーによるアドボカシーなどのコミ
ュニティ動員の取組は、感染低減やコンドーム使⽤の増加、あるいはその両⽅に有効であることが
分かっています。20 
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 (当事者)組織化によって、どのようにセックスワーカーたちが性産業における⼈⾝取引や、搾取・
脅迫・誤情報・借⾦による束縛のような⼈⾝取引の要因にどのように取り組むようになったかは、
あまり知られていません。性産業における未成年や意に反して従事させられている⼥性たちを記録
するというインドの DMSC の取組や、DMSC の Self-Regulatory Boards (SRB)(⾃⼰規制委員会)
の成果は、⽐較的よく⽂書化されています。21 2016 年、Red Umbrella Fund(⾚い傘基⾦)が委託し
た調査は、9 つの国と 2 つの地域ネットワークにある 13 のセックスワーカーの権利団体に焦点を
当て調査しました。22 調査では、セックスワーカー個⼈やセックスワーカーの団体が反⼈⾝取引の
枠組みにかかわる際の困難や、性産業における⼈⾝取引への対応が記録されました。私たちの今回
の調査は、セックスワーカー個⼈やセックスワーカーの権利団体の代表への詳細な⾯談調査を通じ
て、記録をより掘り下げることを⽬的としました。 
 
上述の課題を⼼にとどめつつ、本調査では、組織化によってセックスワーカーたちが①社会や公権
⼒から受けるスティグマや排除、差別にどのように対応してきたのか、また、②暴⾏や強制、搾取
のような性産業における暴⼒(法的に⼈⾝取引と定義されるものも含む)をどのように防⽌し、取り
組んできたかを明らかにすることを主な⽬的とします。 
 
 
⽅法 
 
基本⽅針 
 
本調査は、GAATW が設⽴以来⼤切にしてきたフェミニスト参加型アクションリサーチ(Feminist 
Participatory Action Research (FPAR))の原則に基づくものです。FPAR は、参加型アクションリサ
ーチの原則と、フェミニズムの原則を合わせたものです。⼈々の⽣きた経験を⼤切にし、その⼈た
ちの視点から状況を理解しようと努め、そして、その⼈たちの⽣活にポジティブな変化をもたらす
ことを志向するものです。FPAR は、単に現実を記録したり解釈しようとだけするのではなく、共
に⾏動することで現実を変えようとするものです。研究と⾏動の関連こそ、FPAR においてもっと
も重要な側⾯です。⾔い換えれば、⾃らの状況の分析にその⼈たち⾃⾝が直接かかわる場合にこそ、
問題解決の答えがよりみえるようになるのです。⾏動の過程において、新たな視点や新たな解決策
が⽣まれることがあります。参加者にとどまらず、研究者も、社会の現実にかんする⾃らの考え⽅
を変え得ます。 
 
本調査は、問題が設定され、その問題を経験する集団によって問題が探求されるという古典的な
FPAR に合致するものではないものの、FPAR の基本的な原則に沿って⾏われました。調査は、⼒
関係に留意しつつ、その中⼼となったのは⼥性たちの⽣きた経験であった点でフェミニストであり、
インタビューを受けた⼈たちが単に回答者ではなくアクティブな参加者でもあった点、そして、
GAATW や、性産業において⼈⾝取引された⼈たちの権利の保護に取り組むセックスワーカー団体
や個⼈の多⼤な貢献の認知のためにパートナー団体が調査結果を活⽤していくだろうという点に
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おいて参加型でした。 
 
プロジェクトチームは、これらの原則に沿って、団体や研究者の選定を⾏いました。セックスワー
カーは、調査の対象にされ過ぎてきた集団であり、当然のことながら、セックスワーカーについて
批判的で誤った描き⽅をされたりすることや、ほぼ何らの利益ももたらさない部外者に疲れていま
す。このため、本調査が情報だけを聞き取り、セックスワーカーの権利団体やセックスワーカーた
ちの知識を搾取するようなものとならないよう、注意を払いました。 
 
 
プロジェクトチーム 
 
プロジェクトチームですが、GAATW の国際事務局からは国際コーディネーターであるバンダナ・
パタナイク(Bandana Pattanaik)と、広報・アドボカシー担当のボリスラフ・ゲラシモフ(Borislav 
Gerasimov)、それから、外部契約したリードリサーチャーとして南アフリカ・ケープタウン在住の
コンサルタントマリア・ステイシー(Maria Stacey)、⽶国マサチューセッツ⼤学アマースト校のス
ヴァティ・シャー(Svati Shah)、カナダ・ヴィクトリア⼤学のアナリー・レップ(Annalee Lepp)、
⽶国ラトガース⼤学のシャヴィ・ビスナス(Savi Bisnath) の 3 ⼈のアドバイザーという、2 チーム
で構成されました。 
 
 
プロセス 
 
プロジェクトチームは 2016 年 8 ⽉、プロジェクトの⽬的を精査し、調査実施国を選定し、調査⼿
法の概要を作成するために打合せを⾏いました。この打合せ後、選定された国々の団体に連絡を取
り、研究者を募集しました。 
 
2016 年 12 ⽉、各国の研究者を集めてワークショップを開き、プロジェクトチームから調査の⽬的
の説明や FPAR の原則にかんする研修を⾏い、ともに調査⼿法や調査スケジュールをまとめました。 
 
フィールドワークのほとんどは、2017 年 1 ⽉から 3 ⽉の間に⾏われました。 
 
2017 年 4 ⽉には、調査チームのメンバーと各国の研究者が参加するワークショップを開催し、調
査データを共有、ともに検討、分析しました。この会合には、American Jewish World Service から
も参加がありました。 
 
国別の章は 2017 年 5 ⽉から 10 ⽉の間に、「はじめに」は 2017 年 10 ⽉から 12 ⽉に⽤意されたも
のです。 
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国・団体の選定 
 
対象とする国や団体を選定するにあたっては、社会的・経済的・政治的・法的・⽂化的⽂脈を踏ま
え、いくつかの条件に沿って検討しました。結果として、⾮犯罪化、犯罪化、⼀部犯罪といったセ
ックスワークにかかわるさまざまな法的モデルをとり、また、⼈⾝取引被害者の出発地・到着地と
される、グローバル・ノースとグローバル・サウス両⽅の 7 カ国としました。 
 
選定した団体は、各国でもっとも尊敬を集めているセックスワーカーの権利団体です。これらの団
体が全体として有する経験を踏まえると、各団体の⼈⾝取引にかんする⾒解、とりわけ、反⼈⾝取
引政策の実施が現場やセックスワークを⽣計⼿段として暮らす⼈たちの⽇常⽣活への影響にかん
する⾒解を説明することが重要だと考えました。 
 
実際的な理由から、GAATW が持つ相互の信頼・尊敬に基づいて調査を進められるよう、これまで
に何らかのかかわりがあった団体を選定することも重要でした。2 つの団体(メキシコとスペイン)
は、GAATW のアクティブなメンバーであるという理由から、また、2 つの団体(インドとタイ)は、
私たちと⻑年にわたる協⼒関係があることから、選ばれました。カナダと南アフリカの団体は、そ
れぞれ、GAATW 理事、本事業のリードリサーチャーとの関係性を理由に選ばれました。ニュージ
ーランドを選んだのは、そのユニークな法的モデルゆえです。⾮犯罪化が、セックスワーカーの組
織化にどのように影響するのかを記録、⽐較できることから選びました。 
 
団体に対し GAATW から連絡を取り、プロジェクトの⽬標を説明し、意向を尋ねました。すべて
の団体が、セックスワーカーの組織化にとってためになる取組を進めるにあたって有意義な調査で
あると考え、本調査への参加に同意しました。 
 
 
研究者の選定 
 
プロジェクトチームでは、各国調査をその国の団体が⾏うべきか、あるいは外部研究者が⾏うべき
かについても議論しました。各団体が⾃らの活動を⾮常によく説明できることは確かです。しかし、
外部の者による⼀定の客観性は有⽤であるとの結論に達しました。部外者は、さまざまな疑問や関
係者が⾒逃しがちな新たな視点を持つと考えられます。このため、私たちが知ってはいるものの部
外者である研究者に依頼することにしました。団体に連絡を取った後で、それらの団体と協⼒して
候補となる研究者を検討、選定しました。選ばれた 7 ⼈の研究者は、学者、コミュニティを拠点と
する実践者、NGO 職員などで、さまざまな研究経験を持ち、皆、⼈権やフェミニストアクティビ
ズムが背景にあり、セックスワーカーの権利運動にかかわったことがあるか、少なくとも馴染みが
あるの⼈たちです。研究者の背景や所属については、国別の章で説明します。 
 
 
フィールドワーク 
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本調査プロジェクトは現場ベースの、質的⼿法によって実施しました。半構造化、⾃由回答式の個
別インタビューと、フォーカスグループインタビューのデータ収集⼿法を⽤い、国によっては、フ
ィールドノートも活⽤しました。1 か国につき 9〜32 ⼈にインタビューを実施し、電⼦メールで追
加情報を提供してもらった場合もあります。個別インタビューとフォーカスグループディスカッシ
ョンは、状況に応じて実施しました。参加者数は、ディスカッションが活発に⾏われるのに⼗分で、
同時に、参加者が安⼼して発⾔できると感じられる規模の 5〜10 ⼈としました。 
 
Skype インタビューとしたカナダを除くすべてのインタビューが、対⾯で⾏われました。すべての
参加者が説明を受けたうえでインタビューに同意し、署名しました。回答者が、⾃らが特定される
よう選択した場合以外は、回答者の匿名性厳守のために注意を払いました。回答者に対する謝礼の
⽀払いは⾏いませんでしたが、旅費は精算するとともに、場合によっては、フォーカスグループデ
ィスカッションで昼⾷やコーヒー、軽⾷を提供しました。ギフト券や気持ちばかりの薄謝を渡した
国もあります。団体の代表へのインタビューは団体の事務所で実施し、謝礼の⽀払いや経費の精算
は⾏いませんでした。 
 
 
質問 
 
プロジェクトチームは、3 種類の質問票を⽤意しました。組織の代表⽤、個⼈の回答者とセックス
ワーカーとのフォーカスグループディスカッション⽤、関係団体⽤で、インタビューやディスカッ
ションの概要説明と、カギとなる質問のほか、共通する質問が含まれます。⼈⾝取引ということば
にまつわる定義のあいまいさから、インタビューの中で搾取や強制、偽情報や暴⼒、借⾦による束
縛などの⼈⾝取引の構成要素について触れる必要がありました。インタビューでは、セックスワー
カー⾃⾝の経験や、セックスワーカーたちが直⾯する搾取的労働環境のスペクトラムをどうとらえ
ているかを記録し、それらの状況について、各団体がどのようにあるいはどの程度取り組んでいる
かを探索することも重要でした。加えて、それらの暴⼒に取り組むにあたって、セックスワーカー
団体が抱える課題や有⽤な要因を明らかにすることも⽬指しました。 
 
 
セックスワーカー団体との協議 
 
FPAR の原則を踏まえて、全事業期間にわたり団体との協議を⾏いました。協議によって本事業が
形づくられたといえます。調査枠組の実現可能性について具体的な提案を受けたこともありました。
例えば、研究者は個別インタビューとフォーカスグループインタビューを実施するよう求められま
したが、ニュージーランドとカナダでは、それは適さないとの助⾔を受けました(各章で説明され
ている理由による)。タイやインドを含めて、個別インタビューよりもフォーカスグループインタ
ビューの⽅が好まれた国もあります。参加者にとって快適な団体事務所あるいは⽣活・就労の場で
の個別インタビューやフォーカスグループの調整にあたっては、団体に助けられました。また、イ
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ンタビューでの回答者の⾒解が正しく反映されているかどうか確認を得る、各章の下書きを団体と
共有しました。 
 
 
参加者 
 
本調査のインタビュー参加者は、参加者が労働者、受益者、あるいはコミュニティメンバーとして
とかかわっているパートナー団体との協議により選定されました。 
 
本調査における回答者は、次の 3 つに分けられます。 
 
団体の代表 
団体のメンバーに対しては、個別とグループでのインタビューを⾏いました。リーダーポストの⼈
や政策提⾔にかかわる⼈、直接的なサービス提供やアウトリーチ、⽀援にかかわる⼈が含まれます
(⼩規模な団体の場合、同⼀⼈物がこれらの役割を同時にこなしている場合もある)。すべての団体
がセックスワーカーのインクルージョンを⽀持しているものの、セックスワーカー当事者の関与や
牽引の度合いはグループによって異なります。 
 
団体を代表する回答者には、団体の変遷、性産業にかんする実態や団体、その国のセックスワーク
にかんする法的モデル、ともに活動するセックスワーカーのコミュニティ、例えば、団体規模やジ
ェンダーや在留資格の観点を踏まえた構成、取り組んでいる問題などについて尋ねました。 
 
本調査における焦点の 1 つが、労働環境に取り組む⼿段としてのセックスワーカーによる組織化の
価値についてであることから、回答者には、セックスワーカー間の組織化の⽅法やその利点にかん
する考えについて尋ねました。同時に、「⼈⾝取引」ということばの理解や、関係するコミュニテ
ィにおける⼈⾝取引の広がりの程度、コミュニティにおいてセックスワーカーに影響する他の問題
についても尋ねました。セックスワーカーのさまざまなニーズや課題、特に、それらに、強要や搾
取、偽情報や暴⼒などの⼈⾝取引の構成要素が含まれる場合、どのように対応しているかについて
も尋ねました。最後に、その国での⼈⾝取引やセックスワークをめぐる⾔説や議論と、それらが、
団体やセックスワーカーのコミュニティに与える影響について説明をお願いしました。 
 
セックスワーカーコミュニティのメンバー 
研究者は、サービス利⽤者として、団体とのかかわり⽅がさまざまな―フォーマルあるいはインフ
ォーマルな「メンバー」としてなど セックスワーカーにインタビューしました。調査デザインに
おいて、異なるジェンダーやセクシュアリティ、在留資格のセックスワーカーの回答を得たいと考
えました。本調査ではこれらの分野の多様性確保に努め、回答者はシスジェンダーとトランスジェ
ンダーの⼥性で、移⺠とその国の国籍を有するセックスワーカーとなりました。回答者がすべて⼥
性となったのは、ほとんどの団体が活動の重点を⼥性に限定していたことによるものです。セック
スワーカーに加えて、セックスワーカーの⼦ども(インド)やセックスワークが⾏われるバーのウェ
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イトレスやオーナーをコミュニティメンバーに含めたケースもありました。 
 
セックスワーカーコミュニティのメンバーへのインタビューの主な⽬的は、性産業において当事者
たちが直⾯する課題を、当事者のことばで記録するためでした。質問者は、回答者の⼈⾝取引の理
解と、⼈⾝取引にかんするよくある神話について探索しました。該当する場合には、セックスワー
カーが⽀援を求めた経験や、団体(政府や NGO など)に妨害された経験についても尋ねました。最
後に、⼈⾝取引やその構成要素に対するより効果的な取組案について、回答者に意⾒を求めました。 
 
協⼒団体の代表 
団体には、コミュニティのセックスワーカー団体が協⼒関係持っている、⼈⾝取引への取組にかか
わる政府または市⺠社会など、少なくとも 1 つの他団体から回答者を推薦するようお願いしました。
協⼒団体へのインタビューの主な⽬的は、⼈⾝取引や搾取への取組や、より広くはセックスワーカ
ーの権利を⽀援する取組におけるセックスワーカー団体の役割について、部外者の視点を得ること
でした。最終的に、すべての国ではありませんが、ほとんどの国の調査にそのような視点が盛り込
まれています。 
 
 
データ分析 
 
研究者は、インタビューのデータを、共通するテーマやパターン、回答者の関係性を特定すること
によって分析しました。データは、すべての研究者とプロジェクトチームによる合同ミーティング
に提⽰され、国を超えて共通する分析事項や結論があるか検討がおこなれました。その結果は、「は
じめに」にお⽰ししています。 
 
 
限界 
 
事業を計画するにあたり調査⼿法をめぐって戦略的な決断を⾏い、そのために避けられない限界が
⽣じました。 
 
本調査は、インタビューと⽂献検索によることから、特定の国や地域の⽂脈におけるセックスワー
カーの組織化や団体をとりあげたもので、⼈⾝取引に対する態度や⼈⾝取引にかかわる労働環境改
善の⽅針を探索するための記録事業ともいえます。 
 
セックスワーカー回答者の選定案はセックスワーカー団体から出されたもので、関係するセックス
ワーカーに対するバイアスが存在するといえます。⼀般的に、団体とかかわりのあるセックスワー
カーは、そうでないセックスワーカーに⽐べて政治的で、これらの要素は結果に影響をおよぼして
います。 
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このため、本報告書は、関係する国や地域のセックスワーカーコミュニティの多様性を表すものと
はいえません。他の質的調査と同様に、本調査は、回答者が経験し証⾔したように、その⼈の現実
を的確に反映するものです。フェミニストの観点からは、典型的でない⼈という⼈はおらず、あら
ゆる経験に意味があります。本調査がいつか他の⽂脈において発展し検証される機会があれば嬉し
く思います。 
 
 
国別の章の様式 
 
国別の章はすべて、その国の社会経済的および政治的状況の説明に始まり、その国で⽤いられた調
査⼿法の説明が続き、そして、調査から分かったことを検討し、まとめと提⾔で終わるという、基
本的に同じ構成をとります。 
 
導⼊部分では、規範や政策、制度が、経済的、政治的、社会的、⽂化的な⼒によって形作られ、⼈
の移動や⽣計戦略に結びつくことから、対象となる国での社会経済的および政治的⽂脈におけるセ
ックスワークや⼈⾝取引の位置づけについて全体的な説明を⾏っています。その国におけるセック
スワークや⼈⾝取引をめぐる法律や議論については、この部分に簡潔にまとめました。 
 
調査⼿法部分では、団体との連絡や調査参加者の⼈数やタイプ、フィールド調査に要した時間や関
係するフォローアップなど、その国で⽤いられた調査⼿法にかんして説明しています。 
 
まとめ部分では、フィールド調査の分析と結果が⽰されています。すべての章が、様式ガイドライ
ンに従ってはいるものの、最終的に、各国のセックスワーカーや団体にとって重要な事柄は異なり、
このことは、国別レポートに反映されています。すべての章で、特定の問題をめぐって、例えば、
有害かつ誤って標的にするような反⼈⾝取引の⼿⼊れ捜査や警察による暴⼒、新たな法律をめぐっ
てセックスワーカー(とアライ)が結集した組織の歴史の瞬間にふれることで、組織化の⼒が強調さ
れる形になっています。 
 
最後に、各章は、中央政府や反⼈⾝取引団体、⼈権関係の資⾦提供者に対する団体からの提⾔で締
めくくられています。 
 
読者は、国別の章のトーンやスタイルが多様であることに気づかれると思います。明らかに学術的
な章もあれば、コミュニティに根ざした章、活動家の視点から書かれた章もあり、それらの多様性
を楽しんでいただければと願っています。これは、本調査の研究者はもとより、セックスワーカー
やセックスワーカーのコミュニティの多様性を反映したものともいえます。 
 
 
結果 
本章の後に続く 7 つの章には、⾮常に異なる背景のセックスワーカー個⼈やセックスワーカーであ
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る活動家の考えや経験が収められています。共通するテーマを⾒出そうという考え⽅もあると思い
ますが、インタビューに応じた 1 ⼈ 1 ⼈にそれぞれの歴史、モチベーション、希望があるというこ
とを忘れてはなりません。本調査では、セックスワーカー個⼈のセックスワークに対する態度に、
ネガティブ、ポジティブ、ニュートラルと幅があることや、⾃らの⼈⽣の旅についての理解や分析、
これまでに経験した問題や解決のしかたが異なることが分かりました。研究者と調査参加者の間に、
信頼や親しみ、信⽤できる雰囲気があったため、回答者は⾃分の仕事についてよい点、悪い点を率
直に話せると感じたようです。このため、多くの共通する経験がありながらも、回答者についてま
とめて話せるようなシングルストーリー23というものは存在しません。 
 
 
誤った⼆分法とあてはまらない名づけ 
 
セックスワークが、性的サービスを売る側の⼈にとって本質的に有害であるかどうかというきわめ
て⼆極化された議論において、活動家は、2 つの相反する単純化され過ぎたステレオタイプ―売ら
れた⼥性(無⼒な、搾取された被害者)かセックスワーカー(エンパワーされた、⾃由な選択をした⾃
⽴した⼥性)―を提⽰するというワナに陥りがちです。これは、セックスを売る⼈たちが経験する
状況の幅をおおい隠してしまうような、誤った⼆分法です。例えば、セックスワーカーとして働い
ていた⼥性が⼈⾝取引の被害者になることもあり、また、
強要や偽情報によって性産業に従事しはじめた⼥性が搾
取的な状況を脱して⾃⽴して性産業で働き続けるという
こともあります。24 セックスを売る⼥性のために何かし
てあげないと、と急ぐうちに、多くの善意の活動家たち
は、セックスワーカーが暴⼒や搾取に遭っている場合、
問題の根源はセックスを売ることそれ⾃体ではなく、劣
悪な労働環境であったり、セックスを売ることに伴う法的⽂脈にあると認識することを拒否し、結
果として、その⼥性の置かれた状況を悪化させることがあります。 
 
この悪い典型例が、南アフリカの章に記されています。フォーカスグループディスカッションで研
究者が⼈⾝取引の定義を説明した際、⾃分は性産業へと取引されたのだと気づいた回答者がいまし
た。仕事が約束され、ジンバブエから南アフリカへの移動を助けてもらったものの、それにかかっ
た借⾦を返す⼿段として⾦銭のためのセックスを強要されたというのです。回答者は、つらい経験
だったものの、⾃⽴して働けるようになり、⼦どもや家族を養うのに⼗分なくらい稼げるようにな
って、性を売り続けることを選択したと語りました。回答者のひとり、チドハワゾは、⾃分のこと
を「誇り⾼い移⺠セックスワーカー」と表現しました。 
 
もう 1 つ、メキシコの例があります。回答者のエステラは、13 歳のとき暴⼒的にセックスを強要
された経験について共有してくれました。2 年以上が過ぎたとき、彼⼥は逃避に成功しました。そ
して、彼⼥⾃⾝のことばによると、「ゲイ男性が、彼がザモロに持っている売春宿で雇ってくれて、
本物の収⼊と、⾃分がしたいことをできる⾃由を得て、よい環境でセックスワークができた。⾃分

「自分に自身を持てるようになった

ときから、私はセックスワーカー。自

分が働くためにだれかにお金を払う

必要はもうない。」 
メキシコ、セックスワーカー、エステ

ラ 



15 

に⾃信を持てるようになったときから、私はセックスワ
ーカー。⾃分が働くためにだれかにお⾦を払う必要はも
うない。」彼⼥はいま 60 歳です。 
 
インドでは、VAMP が、シルピの事例を説明してくれま
した。友⼈に、縫製⼯場での仕事を約束されてインドに
来て、売春宿の⼥主⼈に売られた若いバングラデシュ⼈
の⼥性です。はじめ、彼⼥は、性を売らざるを得ないと
いうことにショックを受けましたが、のちに、それがま
ともな⽣活をし、⺟国の家族に仕送りできる唯⼀の⼿段
だと決⼼しました。やがて、男性と結婚して同居しはじ
めましたが、彼⼥は、セックスワークを売り続けました。 
 
本調査に参加した団体は、「被害者」対「エージェント」

といったラベルづけが有⽤ではないことや、性産業にいる⼈たちの経験が多様であること、その⼈
たちが絶対的に必要としているのは、現状や将来に希望を持てるような⽀援であるととらえ理解し
ていました。例えば、回答したスペインの団体 Hetaira は、「セックスワーク／セックスワーカー」
に加えて、「売春」「売春婦」ということばを意図的に使⽤しました。性産業に従事するすべての⼥
性たちが⾃らを「セックスワーカー」と呼ぶわけではなく、助けを必要とするときには性を売るい
かなる⼈も⽀援してくれる団体があることを伝えたい、というのがその理由でした。カナダの団体
である Butterfly と Stella は、「⼈⾝取引(の被害者)」などのラベルを避けました。個⼈が直⾯する
具体的な状況に即した⽀援ができるよう、具体的状況そのものに⽬を向けるというのが理由です。
これらの状況には、国際的な⼈⾝取引の定義にあるような偽情報や脅迫による移動や、搾取を⽬的
とした移動、あるいは、これらの要素の⼀部が含まれることがあります。どのような場合であれ、
Butterfly と Stella は、いかなる取組や⽀援の中⼼にもその⼈個⼈のニーズを据えることを⼼がけて
いました。状況が、⼈⾝取引の公的な定義に合致するかどうかにかかわらず、カナダで被害者が得
られる保護を受けたいからと⾃らを⼈⾝取引の被害者と名乗る⼥性もいたと話しました。インドで
は、「⼈⾝取引」ということばが広く知られるようになるずっと以前から、VAMP が、性産業にお
ける不正義な状況に取り組んできました。 
 
 
⽣計戦略としてのセックスワーク 
 
セックスワークや⼈⾝取引にかんする議論の⻲裂のひとつは、選択と主体をめぐるものです。禁⽌
派は、もっとも極端な場合、セックスワークにおける選択というのは不可能であり、だから的外れ
だ、そして、セックスワークはそもそも暴⼒的だと主張します。セックスワーカーが⾃分で選んだ
仕事だとはっきり⾔おうものなら、「虚偽意識」にとらわれていると⾮難したり、禁⽌派が積極的
に貢献している家⽗⻑的抑圧の被害者とみなしたりします。この循環論法は、セックスワーカーに
とっては、不可解で腹⽴たしいものです。⾃ら主張できない者とみなされ、当事者の最善の利益を

「セックスワーカーだというと、他の

人は、その理由や言い訳を求める。『彼

女はトランスだから、彼女は幼少期に

性的虐待を受けたから、シングルマザ

ーだから…』と。私がシングルマザー

として[スーパーマーケットチェーン

店の名前]で働いていたときには、『か

わいそうに。シングルマザーだからこ

こで搾取されているのね』と言う人は

だれもいなかった。セックスワーカー

になると、なぜセックスワーカーな

の？と。自分の生活を説明しなくちゃ

ならないのは最悪。他の業種で働いた

とき、なぜと聞く人なんていなかった

のに。」 
スペイン、セックスワーカー、ヴィコ 
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考えているという⼈たちによって⾃分たちの意⾒が無効とされているからです。 
 
本調査の⽬的からすると、セックスワーク活動家のアヴァ・カラドナによる選択と主体の区別が有
⽤だと考えました。カラドナは、「前者は、私たちはみな⼈⽣における『平等な』選択肢とリソー
スへのアクセスを得られるという、虚構の⽂脈をほのめかすもの。後者は、計画したり戦略を持っ
たり、制約のある構造においても⾏動できる私たちの能⼒を認めるもの」25と説明しています。 
 
セックスワークはまず何よりも⽣計戦略であり、妨害や差別、嫌がらせや⾮難をされずに稼げると
いうことをセックスワーカーも望んでいます。いくつかの例をすでにお⽰ししたように、セックス
ワーカーも他の⼈たちと同様に、限られた選択肢の中から最善の選択をします。加えて、多くの⼈
たちにとって、セックスワークは、その⼈たちが従事する唯⼀あるいは主な仕事ではないことがあ
ります。例えば、メキシコの調査でインタビューに応じた⼥性の 1 ⼈はバーのウェイトレスでした
が、「収⼊を 4 倍にもできる」⽅法であることから、シフト終了後に、バーの客とセックスするこ
とがありました。インドでは、野菜を売りながら客を探すという屋台商⼈や、結婚式で客をとると
いうダンサーも報告されました。スペインでは、フリーランスの宅配業者として働きながら、週末
にはセックスワーカーとして副収⼊を得るという回答者もいました。宅配業者として社会保障費や
税を払うことはできるのに、セックスワーカーとしてはそうすることができません。 
 
セックスワークの⽅が、家事⼿伝いや⼯場労働、農業のように⼀般的に低賃⾦な仕事に⽐べると望
ましいと考える⼈もいます。タイでは、セックスワーカーの収⼊は、国⺠の最低賃⾦に⽐べ 2〜10
倍であり、他の仕事よりセックスワークを選ぶ⼥性がいることは不思議ではありません。26 スペイ
ンでは、「セックスワーカーだというと、他の⼈は、その理由や⾔い訳を求める。『彼⼥はトランス
だから、彼⼥は幼少期に性的虐待を受けたから、シングルマザーだから』と。私がシングルマザー
として[スーパーマーケットチェーン店の名前]で働いていたときには、『かわいそうに。シングル
マザーだからここで搾取されているのね』と⾔う⼈はだれもいなかった。セックスワーカーになる
と、なぜセックスワーカーなの？と。⾃分の⽣活を説明しなくちゃならないのは最悪。他の業種で
働いたとき、なぜと聞く⼈なんていなかったのに。」と、⾃分の選択に疑問をなげかける⼈たちに
対して憤っているセックスワーカーもいました。南アフリカでは、セックスワーカーは家事⼿伝い
より平均して 6 倍稼げるため、学校教育を受けなかった貧困層の⿊⼈⼥性が就くことの多い職業で
す。27 本調査で回答したセックスワーカーの多くが、⼦どもや他の家族を扶養しており、その家族
で唯⼀の⽣計維持者でした。インドでは、VAMP のメンバーは、⼦どもの教育を重視していました。
あるセックスワーカーは、「私たちの⼦どもたちが教育を受けられて、そして、必ずしもセックス
ワークではない⼿段で稼げる選択肢を持てて、私はとても幸せに思う…。⾃分の⼦どもが働くよう
になったらセックスワークを辞めたい思うというのは、社会復帰じゃない？」他の⼈たちと同じよ
うに、セックスワーカーも、がまんできるだけの労働環境に不満を持ちつつも、収⼊を得なければ
という必要性と、⾃らに与えられた選択肢のバランスをとっているのです。 
 
本調査でインタビューに応じた団体はすべて、セックスワーカーが最善かつもっとも安全な⽅法で
仕事ができるよう努めていました。どの団体も、宣伝や交渉、働くのに安全な場所、専⾨職による
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⽀援、語学教室、医療などについて助⾔を提供しています。同時に、売春禁⽌派の主張に反して、
セックスワーカー団体が、⼥性たちを性産業にとどめようとはしていないこと、そして、⼥性たち
が性産業に残ることで団体がいかなる利益も得ていないことを強調しておかなければなりません。
これらの団体は、セックスワークによって稼ぎ続けることを望む⼥性たちを⽀援するとともに、⼈
⾝取引を含むさまざまな理由から離職を決めた⼈たちの⽀援も積極的に⾏っています。ニュージー
ランドでは、NZPC が政府の雇⽤事業の⼀環として、セックスワーカーに対しさまざまな経済的・
社会的困難について助⾔を⾏うとともに、別の仕事を探す⽀援先に紹介しています。カナダでも、
同様に、Stella と Butterfly が、セックスワーカーが性産業を辞めたい場合に、さまざまな政府の雇
⽤事業や社会事業につなぐ⽀援をしています。Butterfly は、移⺠であるセックスワーカーを対象に、
英語教室とマッサージ教室も開いています。タイでは、Empower がセックスワーカーを対象に英
語教室を開き、性産業で働く⼈たちだけではく、マッサージ師や観光ガイドなど別の仕事を探そう
とするセックスワーカーにとっても⾮常に助けになっています。インドでは、上述のように、VAMP
がセックスワーカーの⼦どもたちを対象として、セックスワーカーが⾃分の⼦どもの教育に投資す
るようにと取り組んでいます。そうすることで、インドの規範がそうであるように、⼦どもたちが
⼤きくなったときに親を⽀えてくれるようになり、親はセックスワークを退くことができます。他
の多くの国で、セックスワーカーの権利団体は、移住してきたセックスワーカーが希望する場合に
は正規雇⽤に就けるよう、書類の取得を⽀援していました。 
 
 
課題と解決策 
 
本調査の主な⽬的の 1 つは、⼈⾝取引の事例を含めて、性産業における搾取や強要、暴⼒にセック
スワーカーの権利団体がどのように取り組んでいるかを記録することでしたが、セックスワーカー
個⼈やセックスワーカーとともに活動する団体がもっとも重要で急を要すると考えている課題に
ついても知りたいと考えました。このため、それぞれの国でセックスワーカーが直⾯する主な課題
について、⾃由回答式で尋ねました。かえってきた答えは、セックスワーカーが対処しなければな
らない⽇々のな経験にかんするものが多く、そのため、本セクションでは、セックスワーカーがと
らえるこれらの困難に焦点をあてます。 
 
 
スティグマと犯罪化 
 
セックスワーカーが直⾯する主な課題について質問する
中で、他の課題、とりわけ⼈⾝取引に⽐べて、スティグ
マと犯罪化がよく挙げられました。スティグマと犯罪化
は、⼈⾝取引を助⻑する状況ととらえられしてみられて
いる場合もありました。 
 
スティグマは、調査対象国のあらゆるセックスワーカーに影響する最⼤の困難であり、各国に共通

「本当の問題は、私たちの仕事が違法

であるということ。そのために、哀れ

みの目でみられる…。人々は私たちの

ことを見下し、人身取引されたに違い

ないと考える。」 
タイ、セックスワーカー、ニーナ 
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する所⾒です。1 つの別個の困難としてここでとりあげていますが、スティグマは、セックスワー
カーが直⾯するあらゆる問題の根源です。そして多くの場合、他の問題と切り離して考えることは
できません。セックスワークは、不⽀持や嫌悪、好奇の視線、哀れみなど、さまざまな反応を引き
起こします。セックスワーカー(特に⼥性の)にかんするスティグマは、社会における⼥性の地位に
かんする家⽗⻑的規範と異性愛規範に起因するものです。そのような社会において⼥性は、家庭に
いるよき「マドンナ」的な妻か、あるいは、外にいて、道を逸れ⾮難される、だらしなく不道徳な
「娼婦」のいずれかに押し込まれています。スティグマは、犯罪化につながり、結果的に、スティ
グマを強化します。タイの回答者の 1 ⼈は、「本当の問題は、私たちの仕事が違法であるというこ
と。そのために、哀れみの⽬でみられる…。⼈々は私たちのことを⾒下し、⼈⾝取引されたに違い
ないと考える。」と話しています。 
 
セックスワーカーには、スティグマ、犯罪化と、⾃らが経験するさまざまな問題―警察や客、親密
なパートナーや知⼈、コミュニティのメンバーからのハラスメントや暴⼒を含めて、医療や他のサ
ービスからの排除、社会的周縁化とストレス、⼼理的圧⼒ との関係性がよくみえています。本調
査のインドの章に記録されているとおり、スティグマは、セックスワーカーの⼦どもたちにもおよ
び、⾃尊感情や学業成績の低下、⼈⽣の選択肢が狭まることにつながります。メキシコでは、調査
において、セックスワーカーの家族が、⼦どもたちをセックスワーカーから遠ざけられ⾦銭を巻き
あげられる様⼦が記録されました。スペインでは、家族や知⼈が、アウティングや同様に⾦銭を要
求しセックスワーカーを脅していることが分かりました。カナダでは、回答者の 1 ⼈が「スティグ
マ化された状況で働くということは、拒絶される可能性があるので、履歴書に書けない、銀⾏を利
⽤できない、住まいを確保できないということ。」と話しました。 
 
ニュージーランドでは、スティグマが存在しないわけではありませんが、他の研究でも明らかにさ
れているようにもっとも少なかったです。回答者は、脱刑罰化によって、警察や医療サービス、社
会サービス、地域の姿勢が改善されたと指摘しています。 
 
スティグマへの取組は、すべての団体に共通するものでした。例えば、南アフリカでは、Sisonke
と SWEAT が、スティグマ低減に役割を果たしたことについて次のように語られ話してくれました。 
 
「セックスワーカーとして持っているスティグマが、最初の頃とは違うということは、助けになる。
[…] 私たちが、Sisonke とともにさまざまな場所へ出かけると[アウトリーチ]、⼥性たちに、売春
宿主は以前は⾃分たちに対して失礼な態度をよくとっていたが、いまは以前とは違う。Sisonke が
直接、売春宿主と話しに⾏ってくれたから。[…] 地域でさえ、いまではセックスワーカーに敬意
を払ってくれる。」 
 
同じように、HIV 危機が起きた 1990 年代から、VAMP/SANGRAM がセックスワーカーの組織化
に取り組んできたインドでは、セックスワーカーに対する敬意が向上したと報告されています。⼥
性たちが政府や広い社会と直接かかわれるようにすることは、根本的に、孤⽴の解消やセックスワ
ークにかんする社会的スティグマに疑問をなげかけること、HIV の犯罪的運び屋としてではなく最
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前線で流⾏とたたかう者として彼⼥たちを可視化することにつながっていました。 
 
スティグマへの取組は、私たちがインタビューしたすべての団体の主な活動の 1 つでした。全団体
が、公開イベントの開催、調査の公表、⾃信や⾃尊⼼、スティグマと向き合う⼒の向上を⽬的とし
たセックスワーカーの組織化に取り組んでいると回答しました。結局のところ、セックスワークが
違法ではなくなり、セックスワーカーを実際に知り、話をし、話を聴くようになると、スティグマ
は低減されるでしょう。スペインでのフォーカスグループインタビューの中で、ある回答者は「ス
テレオタイプを破って、セックスワーカーの友だちをつくって！」と話しました。 
 
 
移⺠であるセックスワーカー 
 
この数⼗年で、グローバリゼーション、国家間や国内での不平等な発展、紛争、環境問題により、
かつてみたことのないレベルの国際的な⼈の移動が引き起こされました。より発展した国々では、
⾼齢化社会や職場におけるジェンダー平等、サービス志向の経済に向けた動きによる労働⼒不⾜の
ような⼈⼝動態の変化によって、(低賃⾦の)⼥性の労働⼒が、とりわけ家事やケア労働、エンター
テイメント分野で求められるようになりました。より発展していない国々では、経済構造改⾰や産
業化により伝統的な⽣計⼿段が失われ、もともとの地域を離れて仕事を探さざるを得ないというよ
うに、とりわけ⼥性が影響を受けています。同時に、働く⼈の労働権と⼈権の保護は、資本主義と
新⾃由主義的政策により脅かされています。これにより、多くの⼥性、とりわけ、教育の状況や社
会的地位が低い⼥性たちにとって、移動と労働の不安定さが増しています。セックスワーカーにと
って、⾃らの仕事が刑罰の対象とされていることで、その不安定さはいっそう⼤きなものとなりま
す。 

 
移⺠であるセックスワーカーは、暴露や強制送還の恐れ
から、搾取的な状況を受けいれたり、よりリスクの⾼い
性⾏為に合意したりしがちです。また、医療を遠ざけが
ちで、HIV や性感染症を含む職業上の病気につながるこ
ともあります。28 カナダでは、移⺠であるセックスワー
カーの⽀援団体である Butterfly のメンバーが「アジア系
の移⺠であるセックスワーカーは、⼈種、⾔語、社会的
地位、在留資格、法的地位ゆえに脆弱性が⾼く、⼈権を

否定されている。スティグマと周縁化によって暴⼒や搾取の危険が増し、医療や保護、司法など基
本的なサービスの利⽤もさまたげられる。」と説明しました。メキシコでは、医療機関で求められ
る健康管理カードを持っていないという理由で、セックスワーカーが医療サービスを拒否されるこ
とがあります。スペインでは、同様に、頻繁に法改正が⾏われることによる混乱や偽情報のため、
あるいは、⾏政が定める健康カードの受領資格を満たさないとの理由から、移⺠は、国⺠皆保険か
ら排除されています。南アフリカでは、腐敗と犯罪を持ち込んでいるとして移⺠が中傷され、フォ
ーカスグループディスカッションでは、セックスワーカーの中にもこれを信じている⼈がいること

「アジア系の移民であるセックスワ

ーカーは、人種、言語、社会的地位、

在留資格、法的地位ゆえに脆弱性が高

く、人権を否定されている。スティグ

マと周縁化によって暴力や搾取の危

険が増し、医療や保護、司法など基本

的なサービスの利用もさまたげられ

る。」 
カナダ、Butterfly、エレーヌ 



20 

が語られました。 
 
ニュージーランドでは、セックスワークが⾮犯罪化されているものの、移⺠が性産業に従事するこ
とは認められていません(他のあらゆる産業については制限がないにもかかわらず)。本調査の回答
者たちは、それ以外の犯罪化された環境の中で、セックスワーカーが経験するスティグマをはじめ
とする多くの害悪を、移⺠であるセックスワーカーがどのように経験しているかについて説明して
くれました。⼈⾝取引からの保護にかわって移⺠にセックスワークを禁⽌することは、搾取を助⻑
し許容する環境をうみだしているといえます。 
 
私たちがインタビューした全団体が、移⺠であるセックスワーカーの問題に取り組もうと、⽀援を
提供していました。南アフリカでは、SWEAT と Sisonke が、移⺠にも団体の取組にかかわっても
らうことで、移⺠であるセックスワーカーと地元のセックスワーカーとの間の連帯をうながしてい
ました。ニュージーランドでは、移⺠であるセックスワーカーのためにリソースを集約しており、
回答したセックスワーカーは、搾取されている移⺠に会った際には、移⺠であるセックスワーカー
を警察につきだすことがその⼥性の利益になるとは限らないので、NZPC に連絡をとるようにして
いるとのことでした。カナダでは、24 時間 365 ⽇のホットラインからアウトリーチ、在留資格書
類にかんする⽀援や広報のしかたなど、Butterfly が、さまざまなサービスを提供しています。スペ
インでも、在留資格や、移⺠として利⽤可能なサービスについて、Hetaira が移⺠であるセックス
ワーカーに助⾔を提供しています。メキシコでは、Brigada Callejera が、⽂書に記録されることで、
医療を利⽤する際に必要となる健康カードを得られるよう、移⺠であるセックスワーカーを⽀援し
ています。 
 
 
さまざまな搾取的状況：「少なくとも、私はカウントされていない」 
 
セックスワークにも、他の仕事にも、とりわけ、規制と
監視がほとんどないような労働集約セクターに、搾取的
で安全ではない、不健康な労働環境が存在します。持続
的なスティグマ、差別、セックスワーカーの社会的周縁
化にもとづく犯罪化は、搾取や⼈⾝取引が処罰されない
といった、セックスワーカーの権利が侵害される環境を
うみだします。本調査の参加者は、⻑時間労働や給料の
天引き、ルール違反に対する罰⾦、給料のごまかし、⾼
い賃料、不⼗分な⾝体的保護など、マネージャーや売春
宿主によるさまざまな搾取的状況を指摘しました。回答
者は、その要因として、性産業をとりまく犯罪化やステ
ィグマが、マネージャーや売春宿主に暴露を理由に脅迫するのを許してしまっていることや、セッ
クスワーカーが法的救済を求める機会が限られてしまっていることを挙げました。このような搾取
的な⾏為は回答者に共通して頻繁に挙げられましたが、多くの回答者が、政府やメディアによる⼈

「…私たちの多くが経験する搾取と

いうのは、長時間労働や不確かな給

与、1 ドルでも多く私たちからかすめ

とろうとできることは何でもする経

営者など…ベッドに縛りつけられて

12 時間もぶっとおしでレイプされる

というような搾取ではない…で、何か

悪いことが起きたときには、私たちが

経験しているそういうことが、なかっ

たことにされてしまう。」 
ニュージーランド、セックスワーカ

ー、ダニエル 
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⾝取引や「性奴隷」といったとらえ⽅よって、より起こりやすい形態の搾取がみえにくくなってい
ると指摘しました。ニュージーランドのダニエルは、次のようなすぐれた説明をしてくれました。 
 
「資本主義の下でだれもが搾取されているのと同じつまらない⽅法で私たちも搾取されているこ
とが、無視されているということ…私たちの多くが遭っているのは、⻑時間労働や不確かな給与、
1 ドルでも多く私たちからかすめとろうとできることは何でもする経営者など…ベッドに縛りつけ
られて 12 時間もぶっとおしでレイプされるというような搾取ではない…で、何か悪いことが起き
たときには、私たちが経験しているそういうことが、なかったことにされてしまう。『えっと、少
なくとも、私はカウントされていないよな』と思うと、悪いことが起きてもそれを認識するのは難
しくなる。」29 
 
私たちがインタビューした団体は、このような状況を打開するために、マネージャーや売春宿主、
⼥主⼈との交渉も⾏っていました。NZPC は、法的な状況や許される労働環境について、売春宿の
運営者を対象としたアウトリーチや啓発にかなりの労⼒を費やしていました。⾏動規範を作成して
ウェブサイトで公表するとともに、⾏動規範の実施について運営者を⽀援していました。運営者が、
資料や助⾔を求めて事務所に⽴ち寄ることもあります。インドでは、⼥主⼈やセックスワーカーの
夫、「喧嘩っ早い」⼈が、セックスワーカーに乱暴をしたり、無料でのセックスを要求したり、⽀
払いをめぐってごまかそうとしたりした場合に介⼊するため、VAMP が、特別委員会を⽴ち上げま
した。 
 
 
イデオロギーによって黙らせること、周縁化、排除：「私たちについて、私たち抜きに語られてい
る」 
 
多くの回答者が、特に⾃分たちにかかわる政策に話がおよぶと、政治参画からの排除についてのフ
ラストレーションを明らかにしました。売春禁⽌派は、セックスワーカーは⾃らを代弁することが
はできない、しない、と主張します。セックスワーカーにとってより安全で搾取的でない労働環境
のマネジメントなど、性産業に商業⾯からかかわっているセックスワーカーは、軽蔑の対象にされ
ています。⾃らを代弁し、⾃分にとって何が最適かを知っている分別ある⼈として、尊厳と理性を
もって認められかつ受け容れられるよう取り組むことは常に難しく、疲れることです。 
 
これらのフラストレーションは、カナダのケリーの発⾔に現れています。 
「…フェミニストやセックスワーク反対派の運動は、本当にうまく、セックスワーカーの組織化の
評判を落としたと思う。私たちのことを『客引きロビイング』と呼ぶの…セックスワーカー団体は、
⼥性を性産業にとどめておくために存在していると[主張している]。セックスワーカー⽀援団体は、
ずっと、⼥性がセックスワークを離れる⽀援をしてきたし、それも、仕事としてではなく特に資⾦
がなくてもそうしてきた。」 
 
それにもかかわらず、また、フェミニストを名乗る反⼈ 「…自分たちの存在を争ったり正当

化したりするよう求められるだけで、

マジで疲れる。」 
カナダ、セックスワーカー、アヴァ 
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⾝取引団体からの敵意にも⻑年耐えながら、本調査の回答者は、セックスワーカーの声が聞き届け
られるよう働きかけを続けてきました。調査研究やイベントをとおして、セックスワーカーは⾃ら
のことばで⾃分たちの懸念を表明し、⾃分たちの課題を共有し、政策的解決策を提案することがで
きます。認められるまでのたたかいは続いており、歩みはゆっくりですが、確かな成果を⽣んでい
ます。もっとも特筆すべき成果は、NZPC が組織したセックスワーカーによる⻑年の運動により達
成されたニュージーランドにおけるセックスワークの⾮犯罪化です。南アフリカでは、Sisonke の
メンバーが南アフリカの国としての 2016-2019 年 HIV 計画策定のワーキンググループ共同議⻑を
務めました。メキシコでは、Brigada Callejera がセックスワーカーたちを組織化し、メキシコ市が
セックスワーカーを⾮俸給労働者と認め、他の労働者に認められている権利を獲得することにつな
がりました。タイでは、Empower が 2017 年に⼥性差別撤廃条約の国別審査で情報提供したことを
受けて、政府が、セックスワーカーたちと対話せざるを得ない状況になりました。これらの成功は、
セックスワーカーにコミュニティの感覚や⾃尊⼼、敵対的で黙らせられるような環境下であっても
政治参画をもたらすことから、評価される必要があります。 
 
本調査にかかわったすべての団体が、各地のセックスワーカーたちにとって「⾏くべき」団体にな
っていました。努⼒が報われ、セックスワーカー団体の役割が―渋々という場合もありましたが 
警察や社会福祉団体、NGO を含む他の関係者から認識されるようになった事例もありました。そ
のような協⼒のベストな事例は、NZPC の役割が政府機関や他の NGO からよく理解され、尊敬さ
れているニュージーランドです。インドでは、VAMP と警察の関係性が時間をかけて安定的に改善
し、地元警察の副警視が「⼈⾝取引を防ぐため、われわれがセックスワーカー団体と協働すること
は重要」と述べ、警察が、的確な知識のためにセックスワーカーのネットワークを頼りにしている
ことを認めました。 
 
 
セックスワーク、⼈⾝取引、反⼈⾝取引 
 
 
ぼんやりとした、明⽩でないことば 
 
インタビューを実施したほとんどの国のセックスワーカーが、⾃らの経験において、⼈⾝取引の定
義上の要件にあてはまらない状況が多いと語りました。特筆すべき例外は、メキシコでした。⼈⾝
取引の悲惨な事例が記録されており、それらは、近年メキシコを悩ませてきたギャングや⿇薬組織、
⾼い不処罰率、指摘されているような警察や司法に広がる腐敗とつながる暴⼒との関連で理解され
るべき事例でした。 
 
インタビューしたセックスワーカーの⼤半が、⼈⾝取引とは何かについて少なくとも基本的な理解
を有しており、⼈⾝取引が搾取を⽬的としたごまかしや強制、コントロールによる移動を伴うもの
であると説明することができました。しかし、これらの状況が存在することは認めながらも、多く
の回答者は、そのような経験をしたことがなく、定義上の条件にあてはまるような状況にある⼈を
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知りませんでした。 
 
⼈⾝取引が、道徳的アジェンダに後押しされた、性産業
の外からもたらされた問題であるととらえられている国
もありました。⼈⾝取引とセックスワークを概念的に混
同することによる有害な影響に対抗するため、そのよう
なアジェンダを理解せざるを得ないと感じている団体も
ありました。例えば、「⼈⾝取引」と「セックスワーク」
が同じことをさすものと理解した場合、売春宿への⼿⼊
れ捜査のみがセックスワークに対する唯⼀の合理的な対
応だとする考えや、⼿⼊れ捜査・救出・超法規的収容・

さらなる⼿⼊れ捜査という「回転ドア」に結びつく政策につながっていきます。 
 
ニュージーランドでは、⾮犯罪化をめぐる議論において⼈⾝取引は当初の懸念事項ではなかったに
もかかわらず、国連⼈⾝取引議定書の採択によって、移⺠の性産業従事禁⽌条項が売春改⾰法に盛
り込まれることになりました。しかし、条項は、性産業に従事する⼥性たちのウェルビーイングへ
の純粋な懸念に基づくものというよりも、反移⺠政策の意図が反映されたものでした。スペインで
も、性産業従事者の懸念としてよりも、ベルリンの壁崩壊と東ヨーロッパからの移⺠の⼤幅な増加
によって、1990 年代に⼈⾝取引の概念が再現しました。 
 
タイでは、セックスワーカーは「だれかを利⽤する」「ごまかす」「だます」「借⾦」などのことば
や状況を容易に理解しているものの、「⼈の取引」（タイ語での⼈⾝取引）という表現は、外から性
産業に持ち込まれ押し付けられたものと理解されていました。インドでも同様に、VAMP が、共有
された倫理観に基づく思い込みの⾏為に対して内部的にも集団的にも対応していました。外国由来
の反⼈⾝取引の取組の開始にあわせ、コミュニティは、⾃分たちのものとは異なる法的パラダイム
にかかわるとともに、法律を理解するため努⼒を結集しなければならなくなりました。興味深いこ
とに、インドでは、過去 20 年の間に売春斡旋者の影響⼒が⼤きくなり、これらの売春斡旋者の中
には⼈⾝取引に関与している⼈もいるという性産業の変化をセックスワーカーたちが⽬撃してい
ました。⼀⽅で、タイでは、性産業における⼈⾝取引は以前の⽅が多く、性産業内部の変化によっ
て過去 15 年の間に徐々に減ってきて、珍しくなってきたことが認められました。 
 
 
「私たちを逮捕する⾔い訳に過ぎない」 
 
本調査が対象としたセックスワーカー個⼈やセックス
ワーカー団体の経験では、反⼈⾝取引の制度は役に⽴つ
ものになっていませんでした。『Collateral Damage』に
広く記録され、また、本調査のインタビューでも明らか
になったように、多くの反⼈⾝取引の取組はセックスワ

「ぼんやりした、明白でないことばだ

と思う。正直なところ、そのことばを

耳にしたときの私の感情的な反応は、

たたかおうと身構える感じ。反セック

スワークの主張に対して、準備はでき

ている…それに、セックスワーカーと

しての私の権利を損なうようなこと

のために、人身取引の議論が使われる

のをたくさん見てきた。」 

ニュージーランド、セックスワーカ

ー、ミシェル 

「反人身取引政策は、セックスワーカ

ーにマイナスの影響を及ぼしている。

書類のない移民を発見し、女性たちを

強制送還するために使われている。移

民であるセックスワーカーは、リスク

に直面する女性として統計上の数字

に入っているが、反人身取引政策がし

たことといえば、彼女たちを強制送還

しただけ。」 
スペイン、Hetaira、シルビア 
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ーカーに汚名を着せるもので、有害です。そのため、セックスワーカーたちは苦い経験から、反⼈
⾝取引運動の本当の動機について疑わしく思っており、売春を根絶しようとする⾔い訳とみていま
す。特に、⼈⾝取引政策は、移⺠とりわけ書類のない移⺠を標的にするたくみな取組だとみられて
います。そのためタイでは、Empower の創設者 PʼNoi は「新法はタイについてではなく、アメリ
カのような⼤国[を保護するため]にある…」と話し、スペインの Hetaira の活動家シルビアは「反
⼈⾝取引政策は、セックスワーカーにマイナスの影響をおよぼしている。書類のない移⺠を発⾒し、
彼⼥たちを強制送還するために使われている。移⺠であるセックスワーカーは、リスクに直⾯する
⼥性として統計上の数字に⼊っているが、反⼈⾝取引政策がしたことといえば、彼⼥たちを強制送
還しただけ。結局、こういう政策は、移⺠⼥性をコントロール戦略」だと指摘しました。 
 
グローバルな反⼈⾝取引制度の⽬的が⼈⾝取引の潜在的被害者や実際の被害者を保護することだ
としても、⼈⾝取引とたたかうための政府による法律や政策の適⽤のしかたは、決して無害だとは
いえません。例えば、メキシコでは、ホンジュラスからの移⺠⼥性が、働いていたバーに警察の⼿
⼊れ捜査が⼊ったときの状況を説明してくれました。バーには、⼥性が 2 ⼈しかいませんでした。
そのため、警察は 1 ⼈を⼈⾝取引の被害者、もう 1 ⼈を加害者にすると決めました。どちらも⼈⾝
取引に関与していないのにです。警察は、1 ⼈の⼥性に対し、もう 1 ⼈の⼥性にお⾦を渡すよう命
令し、写真を撮り、お⾦を巻き上げ、⼥性たちを裸にして所持品検査を⾏いました。加害者とされ
た⼥性は、⾃⽩調書への署名を命じられました。被害者とされた⼥性はシェルターに引き渡され、
友⼈に不利な証⾔をするよう命じられました。不当に告発された⼥性は、禁固 3 年を命じられまし
た。この⼥性はすでに出所していますが、犯罪歴を理由に職に就くことができません。 
 
もう 2 つ事例があります。スペインでは、セックスワーカーを現場に送迎する副業に就いていた⼥
性が、⼈⾝取引で起訴されました(その後、証拠不⼗分で無罪となりましたが)。もうひとつは、ス
トリートを拠点にしているセックスワーカーにお菓⼦を販売した元客が職務質問され、メディアが
搾取者として扱ったのです。 
 
このような反⼈⾝取引法の誤った適⽤に加え、セックスワーカーは⽇常的に警察によるハラスメン
ト―しばしば合法のラインを超えて、恐喝、暴⾏、強かんにまで及ぶ を経験しています。このた
め、警察が不信感を持たれる場合があるのはもっともなことです。カナダのアリスのことばでは、 
 
「⾃分が警察に⾏くなんて絶対に考えられない…暴⾏や強奪に遭ったら…法制度について Stella が
⽀援を提供していることは知っているけれど、その⽀援があっても、法制度にはかかわりたくない。
暴⾏に遭っても、いえ、いいですって感じ。⾃分の中でなんとかして、その客をブラックリストに
加える、私はそういう⽅法で対処する。暴⼒的な攻撃に遭ったことはないけど、合意がなかったこ
とはある。だけど、[警察は]結構ですって[思う]。」 
 
ニュージーランドだけですが、⾮犯罪化によって、セックスワーカーコミュニティと警察の関係性
が、不信感から協働に変化した事例があります。いまでは、セックスワーカーたちは、保護を求め
る際に警察を信頼できると感じています。ただし、移⺠であるセックスワーカーをめぐる警察の役
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割については論争のある点で、移⺠であるセックスワーカーの脆弱性を⾼め、周縁化するものとみ
なされています。 
 
 
⼿⼊れ捜査と救出 
 
⾒当違いで熱の⼊った反⼈⾝取引の取組でよくあるもののひとつが、注⽬を浴びるような⼿⼊れ捜
査と救出です。タイとインドにかんする章には、これら 2
つの対応が収められています。いずれのケースでも、⼈
⾝取引の被害者を救出するという⼝実で、⻄洋の反⼈⾝
取引 NGO が地元の法執⾏機関と協⼒して売春宿への⼿
⼊れ捜査が⾏われました。また、⼿⼊れ捜査にはメディ
アが同⾏し、セックスワーカーのドラマチックな写真や、
当事者の⾝元を暴露するようなセンセーショナルな記事
を書いています。外国の NGO の職員が客を演じた事実も、
これらの事例に⼀層の奇妙さを加えています。2〜3 ⼈の
未成年の⼥性だけが発⾒され(強制がなかったとしても、制度上、法律により⼈⾝取引の被害者と
みなされる)、事実が判明した後で、⼿⼊れ捜査を正当化する⽬的で、⼥性たちに⼈⾝取引に遭っ
たと⾔わせて「被害者をつくる」ということが⾏われました。⼿⼊れ捜査は「救出された」⼥性た
ちにとってストレス、トラウマとなるものでした。これらの事例には、「被害者」とされた⼈が犯
罪者のように収容され、家族にさえ連絡のとれないまま政府の施設に置かれたという不条理も含ま
れました。これらの事例で、⼥性たちを⽀援するために介⼊したのはセックスワーカー団体で、家
族に連絡したり着替えを届けたり、通訳を⼿配したり、事件の最新情報を提供したりしました。イ
ンドでは、外国の NGO の⼈から VAMP メンバーの⼥性「奴隷所有者」と叫ばれるということも
起きて、うち 1 ⼈はあまりのストレスに⼊院を余儀なくされました。 
 
 
権利を実現する 
 
 
セックスワーカーによる、セックスワーとともにある、セックスワーカーのための、セックスワー
カーの組織化 
 
7 か国のセックスワーカー団体は、それぞれに異なる⽂脈の中で運営されていますが、セックスワ
ーカー⽀援のアプローチは基本的に同じです。いずれの団体も、⼈間を中⼼に据えた、総合的で、
批判的ではない⽀援を提供することで、セックスワーカーのニーズに応えています。セックスワー
カーがいる場所に出向きます。イデオロギーや道徳観を押し付けたりはしません。 
 
ほとんどの団体が限られた財源で運営されていますが、セックスワーカーのニーズに応えるために

「手入れ捜査が新聞や TVで広く報道

されたために、若い女性 2 人に悪影響

があった。名誉を毀損されて、将来も

台無しになり、学校に戻れないと動揺

していた。1 人は、どうせ名誉を汚さ

れたのだからとダンダ[セックスワー

ク]に戻り、もう 1 人はカルナータカ

州の人と結婚した。1 人は、自殺未遂

を図った。」 
インド、フォーカスグループ参加者 
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さまざまなサービスを⽤意しています。7 団体とも、敷居が低いドロップインセンターや、安全で
プライバシーが守られる無料スペースとして場を提供し、そこではコミュニティのメンバーが集っ
たり、⾷べたり、飲んだり、友⼈をつくったり、語学教室から⽀援グループ、カウンセリング、法
的助⾔や医療サービスに⾄るさまざまなサービスを利⽤することができます。加えて、どの団体も
セックスワーカーが働く場にアウトリーチし、個⼈のニーズに沿って傾聴や助⾔、介⼊やリファー
を⾏っています。 
 
重要なのは、インタビューしたセックスーカーたちが、
さまざまな⼼配事―搾取的あるいは強制的な労働環境や
売春宿主・マネージャー・売春斡旋者とのトラブルを含
む があれば、セックスワーカー組織を利⽤すると答え
たことです。また、例えインフォーマルな形であっても、
互いにつながっているというセックスワーカー間に共通
する経験が強くみられました。マドリードの公園であっ
ても、上海の売春宿であっても、チェンマイのバーであ
っても、働く場において、セックスワーカーどうしが互
いを気遣っている様⼦が明らかになりました。政策⽴案
者は、売春宿への⼿⼊れ捜査やその他の反⼈⾝取引の取組こそ搾取的な⽣活・労働環境に終⽌符を
うえで打つので効果的だと感じているかも知れませんが、本調査では、そのような対策は、セック
スワーカー団体がワーカーに対して継続的なサービス―本⼈が選択する場合には、セックスワーカ
ーの⼦どもへのサービスやセックスワークを辞めるためのサービスを含む を提供するのを実際
には邪魔することが分かりました。そのような⽀援ではなく、本調査で説明されているような、よ
り意義と敬意ある解決策であるコミュニティに根差した取組こそ優先されるべきです。 
 
 
反⼈⾝取引へのセックスワーカーの貢献：賢い解決策 
 
セックスワーカー団体は、⼈⾝取引を含む性産業における搾取や暴⼒に取り組むうえで、とても重
要な役割を負っています。セックスワーカー組織は、性産業におけるそのような状況に介⼊するに
あたってベストな⽴ち位置にあり、反⼈⾝取引運動は、セックスワーカー団体の取組を認識しその
意義を理解する必要があります。 
 
本調査では、セックスワーカーが、同僚が経験した不正義について聞きつけたとき、ショックを受
け、⼼配し、⽀援しようと⾃らが持つリソースを駆使してきたことが明らかになりました。私たち
のパートナー団体が運営するところでは⼈⾝取引の報告がまれであり、⼈⾝取引や深刻な搾取が起
こっている状況においては、セックスワーカー団体は、賢く、クリエイティブで、⽂脈に照らして
適切で、かつ、被害者にさらなる害をもたらさない⽅法で状況に⽴ち向かっていることも分かりま
した。本調査で記録されたいくつもの事例から、そのことが分かります。 
 

「彼女[性暴力に遭った移民のセック

スワーカー]は、入管のことを心配し

て NZPC に来て、NZPC は彼女を支援

した。NZPC は、警察とやりとりした

り、彼女をリスクにさらすことなく警

察が彼女と話せるようにしたり、彼女

が強制送還とかそんなことをされる

ことのないよう支援していた…だか

ら、私は、NZPC はそういうのをする

のが本当にうまいと思う。」 
ニュージーランド、セックスワーカ

ー、リディア 
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タイでは、Empower のメンバーが、Empower 主催の英語教室に通うようになったミャンマー出⾝
の移⺠セックスワーカーのことを話してくれました。この⼥性は、⾃らの意思によってセックスワ
ークに従事してはいたものの、雇⽤主にパスポートを取り上げられ、移動を制限され、借⾦返済ま
で給料から多くの天引きをされていました。メンバーがこの⼥性が使える選択肢を説明し、それぞ
れの選択肢の影響について議論しました。当局に対し⼈⾝取引の被害者として通報するという分か
りやすい選択肢は、彼⼥にとって現実的ではありませんでした。シェルターやミャンマーに送られ
ることは望んでおらず、よりよい環境の下でセックスワーカーとして稼ぎ続けたかったからです。
グループは協働して問題解決にあたり、これを実現するための解決策にたどり着きました。 
 
南アフリカのダーバンでは、ピアエジュケーターがアウ
トリーチの際、近くにいる売春斡旋者にコントロール、
監視されていると思われる若年⼥性と思春期の少⼥たち
と出会いました。コンドーム配布の際に SWEAT と
Sisonke のホットラインの電話番号を少⼥たちに渡すと、
後に電話がかかってきて、組織犯罪対策当局に通報する
ことができました。このことから潜⼊捜査が⾏われ、南
アフリカ最⼤の性搾取を⽬的とした⼦どもの⼈⾝取引組
織の起訴につながりました。もう 1 つの南アフリカの事
例では、SWEAT のピアエジュケーターが、地元ギャング
が、2 ⼈のセックスワーカーの 10 代の娘を搾取⽬的で誘拐し薬物を飲ませたことを知りました。
警察が事件への対応を拒否したため、このピアエジュケーターたちは別の地元ギャングに協⼒を求
め、2 ⼈の少⼥は解放されました。 
 
インドでは、VAMP の紛争救済委員会(TMS)に、売春斡旋者が連れてきた少⼥が未成年ではない
かと疑った売春宿の⼥主⼈から連絡があった。TMS メンバーが調査のため売春宿に⾏くと、売春
斡旋者はその少⼥を連れて別の売春地区に逃げ込んだ。メンバーがその地区でアラートを発すると、
タクシー運転⼿から、客引きが少⼥をどこに連れて⾏ったか知らせがあった。TMS メンバーは少
⼥を発⾒、実際に未成年であることを確認して保護者に連絡するとともに、保護者と少⼥にカウン
セリングを提供し、警察にもつないだ。客引きは再び逃⾛したものの、TMS の⼥性たちのパワフ
ルな⾏動は影響⼒があり、その売春斡旋者がコミュニティに戻ってくることは⼆度となかった。 
 
これらの事例や国別の章に記録されている他の事例に共通しているのは、解決策がいつも明⽩で従
来のやり⽅どおりだとは限らないということです。具体的な状況に応じてベストで「第⼀に、害を
およぼさない」解決策を⾒つけるために、セックスワーカーたちはクリエイティブにならなければ
ならない場合もあります。 
 
 
多数の⼒：変⾰のための組織化 
 

「…その子は本当に助けを求めてい

たので、客引きたちが見ていない間

に、私たちの電話番号が載っているパ

ンフレットを手にとって、ケープタウ

ンに電話をしてきてくれた。ケープタ

ウンの Sisonke のホットラインに電話

をくれたので、私たちも事件について

知ることができた。相談に対応し始め

て、警察に通報すると、警察が捜査し

て、実際に、客引きが若い子たちを管

理していたその場所が見つかった。」 
南アフリカ、Sisonke、コーザ 
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すべての団体が、セックスワーカーを⽀援する政府や NGO などリファー先となる他の組織とのネ
ットワークを構築していました。セックスワーカーが最初に⽀援を求めるのはセックスワーカー団
体であることが多く、その⼈が何を必要としているのか話を聴いた後で、その⼈が希望する場合に
は、セックスワーカー団体から適切な団体や政府組織につなぐことになります。これがもっともう
まくできていたのはセックスワークが⾮犯罪化されたニュージーランドで、NZPC は、コミュニテ
ィにおけるその役割が認められるとともに、敬意を集めていました。 
 
⼈⾝取引やセックスワーカーが被害に遭う犯罪の疑いに対処するため、セックスワーカー団体が、
政府機関・部署や NGO と現実的な協⼒関係―容易でない場合も を築いている場合もありました。
⼈⾝取引が疑われる事例での、SWEAT と Sisonke の A21 の⼈⾝取引ナショナルホットラインとの
協働は、⼈⾝取引とセックスワークの混同が存在することは確かながら、⽇常の運営においては⼈
⾝取引を根絶するという⽬的を共有しており、そのような事例に協⼒して対応できることを⽰すも
のです。 
 
個別事例への⽀援を超えて、本調査は、セックスワーカーやその⽀援者の組織化が、どのようにス
ティグマや差別、迫害に⽴ち向かい、懸念や権利について共に声をあげてきたかをとらえることも
⽬的としました。調査対象の団体のほとんどが、セックスワーカーの処遇に抗議したり、セックス
ワーカーにかんするネガティブな偏⾒に⽴ち向かうために、医療関係者や LGBTI 運動と、それか
ら程度はより⼩さいもののフェミニスト運動とも協⼒関係を築いていました。 
 
例えばスペインでは、Hetaira が M dicos del Mundo や他の NGO とともに、マドリードのヴィラ
ヴェルデ公園でのセックスワーカーに対する嫌がらせや暴⼒について、⾃治体との会合を開いたり、
⽂書を提出したり、抗議を申し⽴てたりしています。これらのアクションの成果はまだ出ていませ
んが、組織化によって、セックスワーカーが牽引する団体の正式な登録が認められることにつなが
りました。カナダでは 2012 年に、セックスワークにかんする刑法の条⽂を訴える動きに続いて、
少⼈数の活動家たちがセックスワーク法改正のためのカナダアライアンスを⽴ち上げました。最⾼
裁判所が条⽂を無効にする判断を下し、保守政府が客を処罰する法案を提出すると、アライアンス
はデモを呼びかけ、政策⽴案者向けに情報をまとめた資料をつくり、法律をめぐって何が起きてい
るのかをセックスワーカーの理解を助けるとともにとり得る⾏動を⽰した 3 つのガイドを作成しま
した。保守派の訴えが前進してしまったものの、アライアンスはリベラル政府に対しても働きかけ
を続け、加盟団体は 28 に増え、その後も増え続けています。メキシコでは、Brigada Callejera と
Mexican Network of Sex Work がセックスワークを⾮俸給労働者と認めるようデモを主催し、この
訴えは 2014 年に実現されました。 
 
 
まとめ 
 
広く⽀持されている反⼈⾝取引⾔説のもっとも有害な点は、恐らく、イデオロギー的⽬的と政治的
⽬的のために、セックスワークと⼈⾝取引が混同され続けることです。⼈⾝取引対策として、セッ
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クスワークを違法化(セックスワークに関連する状況を犯罪化)した国もあります。多くの反⼈⾝取
引団体が、性産業における⼈⾝取引を根絶するには、性産業そのものを根絶すべきと訴えています。
『Collateral Damage』に⽰され、本調査でも明らかになったとおり、セックスワーカーたちは、⼈
⾝取引対策という名⽬の下に広範囲にわたって嫌がらせを受け、逮捕され、矯正施設に収容されて
います。 
 
複雑な法的定義をともなう反⼈⾝取引の枠組は、もっともひどい搾取のあり⽅に焦点を当て、厳罰
アプローチをとっており、セックスワーカーが直⾯する実際の搾取的で暴⼒的な労働環境を改善す
る助けにはなっていません。セックスワーカーは、性産業における⼈⾝取引やその他の不正義に絶
対に反対しますが、⽣活⼿段を邪魔したり壊したりしようとする試みには反対です。セックスワー
カーのウェルビーイングへの本⼼からの⼼配には感謝する⼀⽅で、救出を必要とする被害者として
ラベリングされることは拒否します。セックスワーカーをスティグマ化し迫害する社会においては、
セックスワーカーは⾃然と当局に不信感を抱き、通報したり捜査に協⼒したりすることに後ろ向き
になります。搾取や⼈⾝取引の根絶に当たり潜在的にカギとなる⽀援者層が除外されているといえ
ます。 
 
本調査に参加した 7 か国や他国のセックスワーカー団体は、性産業からあらゆる形態の暴⼒、強制、
搾取を根絶したいと願い団結しています。すべてのセックスワーカーのための安全や労働環境改善、
⼈権や労働権の尊重という関⼼を共有しています。セックスワーカー団体の貢献は、いくつかの⾯
で反⼈⾝取引の取組を改善させる潜在的可能性を秘めています。第⼀に、セックスワーカー団体は、
道徳的価値判断を押し付けたり、害を与えたりすることなく、個⼈の決断を⽀援し尊重するような
⼈間中⼼のやり⽅でセックスワーカーにサービスを提供します。 
 
第⼆に、セックスワーカー団体は、エビデンスを向上させることができます。道徳やイデオロギー
に基づく反⼈⾝取引の⽅策は、エビデンスとの関係で問題があることがいくつかの研究から分かっ
てきています。例えば、オーストラリアの研究者 Sallie Yea は、同分野には「ごまかし、誤⽤、ひ
どいときには既存のエビデンスの無視」が多くあると指摘しています。30 探せばそこにエビデンス
があるにもかかわらず、不都合な事実である場合には、そのエビデンスが無視されるのです。反⼈
⾝取引の取組の実効性を⾼めるには、イデオロギーではなく、よりエビデンスに基づく取組にしな
ければなりません。セックスワーカーたちは内部の⼈間として、本来の意味での⼈⾝取引のケース
の探知に結びつくような情報を提供し得る特徴的な⽴ち位置にあります。 
 
第三に、セックスワーカーの権利にかんする団体は、グローバルな反⼈⾝取引対応におけるこれま
での最弱点といえる側⾯―予防と保護 に貢献することができます。有⽤な社会的ネットワークを
つくることで、セックスワーカー団体はセックスワーカーたちに対して⾃分たちの権利について伝
え、スティグマや孤⽴、周縁化を抑え、セックスワーカーの法的助⾔や医療・社会サービスへの利
⽤を⾼めることができます。これらすべての役割について、セックスワーカー団体こそが提供する
のにもっとも適した位置づけにあります。これらすべての役割によって、セックスワーカー組織は
搾取や⼈⾝取引とのたたかいにおける不可⽋なアライなのです。セックスワーカー組織には、より
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⼤きな役割とその役割を果たせるだけの予算が措置されるべきです。 
 
究極的にいえば、セックスワーカーの権利団体は、その主⽬的を構成員の⼈権、経済的権利、社会
的権利、政治的権利、労働権が国家や私⼈に認められかつ尊重されることをめざす労働者の権利団
体です。労働者の権利団体の活動は、ある意味で、⼈⾝取引のサバイバーに対して⼈間を中⼼に据
えて⼈権やエンパワーメントを基礎とするサービスを提供する GAATW メンバーや GAATW パー
ナーの取組に⾮常に似ています。例えば、GAATW に加盟する多くの反⼈⾝取引組織のように、セ
ックスワーカー団体も、権利や労働環境、権利侵害に遭ったときにどこへ助けを求めればよいかに
ついて情報を提供しています。反⼈⾝取引業界では、これらは⼈⾝取引防⽌、意識啓発、エンパワ
ーメントなどと呼ばれることが多いです。権利侵害が起きた場合、反⼈⾝取引組織のように、セッ
クスワーカー団体も、権利侵害の申し⽴てや、警察、裁判所、⼊管当局とのやりとり、基本的ニー
ズへの対応、⼼理カウンセリング、家族との調整、コミュニティへの復帰、職探しを⼿伝うなどの
⽀援を⾏っています。反⼈⾝取引のプログラムでは、これらは再統合や社会包摂サービスと呼ばれ
ます。 
 
このように、反⼈⾝取引組織とセックスワーカー組織の取組に類似性はあるものの、ここで述べた
反⼈⾝取引組織は、典型的ではなく、少数派であると述べておかなければなりません。セックスワ
ークと⼈⾝取引を混同しないよう注意しつつ、それでも、セックスワーカーの権利組織と反⼈⾝取
引の取組は⽭盾するものではないと強調しなければなりません。セックスワークを⼈⾝取引と概念
上混同してしまうと、反⼈⾝取引組織の取組とセックスワーカーの権利団体の取組の類似性に多く
の⼈が気づけなくなってしまいます。同様に、セックスワークを仕事として認めないと、労働にか
んする権利団体や組合がセックスワーカーの権利組織と連帯できなくなってしまいます。 
 
本章の冒頭で、ラベリングや分類が不⼗分で助けにならないことが多いと書きました。ラベリング
は、せいぜい、特定の時期の個⼈のアイデンティティの⼀部を説明するものに過ぎません。その⼈
を「⼈⾝取引の被害者」や「セックスワーカー」とラベリングするよりも、そのときのその⼈の状
況を理解し、その⼈が話すその⼈のニーズに応えることが重要です。私たちの加盟団体やパートナ
ー団体の多くのその取組が⽰すように、反⼈⾝取引組織とセックスワーカーの権利組織は互いに相
容れないわけではありません。セックスワーカーの権利団体も⼈⾝取引の状況に取り組むことがで
きるし、反⼈⾝取引組織もセックスワーカーの権利を尊重することができます。本調査がこれらの
点を明確にし、シングルストーリーの危険性を避ける必要性への認識強化につながれば幸いです。 
 
 
提⾔ 
 
本調査で明らかになった結果に基づいて、現在の反⼈⾝取引の取組による副次的被害が軽減され、
根絶されるような、よりよい、包摂的な、敬意ある反⼈⾝取引政策に向けて以下提⾔します。 
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⼈⾝取引に対するアプローチの変更 
 
2014 年、⼈⾝取引とりわけ⼥性と⼦どもにかんする国連特別報告者は、国連総会で演説し「⼈⾝
取引は法執⾏の問題にとどまらず、むしろ、根気強い政治的意思によって維持される継続的で⻑期
的なコミットメントを必要とする社会的、経済的問題である」と述べ、「⽂化的、政治的転換」を
求めました。31 
 
このような概念的転換は、⼈⾝取引を、歴史的、社会的、政治的、経済的状況の複雑な組み合わせ
に影響される事象としてとらえるというアプローチの深化を必要とするものです。反⼈⾝取引の取
組においては、搾取を⽣産し再⽣産する構造的な状況と、⼈⾝取引が起こる特定の⽂脈を考慮に⼊
れる必要があります。 
 
 
セックスワーカーの話を聴く 
 
⼈⾝取引の影響を受けた⼈や、そのような⼈たちを代表する組織が、政策⽴案や事業の計画・実施・
評価に参画するべきです。これは、家事労働や漁業、農業など、⼈⾝取引が起きている他の分野で
はすでに⾏われていることです。 
 
セックスワーカー団体は、セックスワーカーたちの声が聴き届けられる場を⽤意することができま
す。内部の⼈間として、本調査で明らかになったように、性産業における課題や対応策をもっとも
よく知っています。反⼈⾝取引の関係者は、セックスワーカーを、反⼈⾝取引の取組における敵で
はなくパートナーとして認識する必要があります。 
 
 
セックスワークを⾮犯罪化する 
 
セックスワークを完全に⾮犯罪化することですべてが解決するわけではなく、それはセックスワー
カーの権利を保護する最初の⼀歩です。⾮犯罪化の主張は、セックスワークは仕事であるという理
解に基づくもので、⾮犯罪化は性産業においてより安全でより健康的な職場を整備する前提条件で
す。そのような職場では、セックスワーカーの権利が労働法によって保護され、他の労働者が享受
するのと同じ労働上の保護がセックスワーカーにも認められます。他の分野と同様に、そうするこ
とで、⼈⾝取引を含む搾取的労働環境が⽣まれにくくなります。 
 
 
セックスワーカーに対するスティグマを軽減する 
 
⾮犯罪化と同様に、セックスワークに対するスティグマが軽減されると、セックスワーカーが労働
者や権利を持つ同じ市⺠として認められていきます。スティグマの軽減は、⼈⾝取引に加担するよ
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うな性産業の周縁化を抑制し、搾取が起きたときに、セックスワーカーがサービスを利⽤したり正
義を追及したりする能⼒を⾼めることにつながります。 
 
 
セックスワークと⼈⾝取引の混同を⽌める 
 
セックスワークと⼈⾝取引を混同することは、不⼗分な反⼈⾝取引政策や⾮⽣産的な売春政策につ
ながります。セックスワーカーや⼈⾝取引された⼥性の権利を実現する助けにならない、不適切な
対応につながります。2 つの問題とも複雑で、それぞれの経済的、政治的、社会的要因を考慮に⼊
れた個別のアプローチや政策が必要です。 
 
 
セックスワーカーの組織化に投資する 
 
セックスワーカー団体は何よりもまず、⼈権団体です。権利侵害に遭った⼈を⽀援し、⼈権を擁護
しています。資⾦提供者は、この取組におけるセックスワーカー団体の役割を認め、⼈⾝取引が広
がらない性産業に変えていくためにセックスワーカー団体を⽀援することが必要です。 
 
 
さらなる調査研究を⾏う 
 
組織化は異なる⽂脈において違って作⽤するものであり、ある国でセックスワーカー組織が⽤いた
戦略が他の国で必ずしもうまくいくとは限りません。さまざまな⽂脈における好事例を集め続ける
ことが⼤切です。そうすることで、組織どうしが互いに学ぶことができ、異なる⽂脈にいる⼈権活
動家たちが、セックスワーカーのウェルビーイングに対するセックスワーカー団体の多⼤な貢献を
認識できるようになります。 
 
 
マリア・ステイシー(Maria Stacey)は臨床⼼理⼠で、開発分野、とりわけ健康、HIV、⼈権、メン
タルヘルス、参加型の地域開発に焦点をあてたプログラム開発において 20 年以上の経験を有する。
セックスワーカーの健康と⼈権分野におけるスペシャリストで、献⾝的なセックスワーカー活動家
でもある。これまで、南アフリカの SWEAT に勤め、セックスワーカーの HIV プログラムを⽴ち
上げ、管理したほか、南アフリカセックスワーカー規模推計調査やマッピング調査、セックスワー
カーも関与する事業のための好事例ガイドなど、調査研究プロジェクトをコーディネートした経験
も。現在、フリーランスのコンサルタント。 
 
ボリスラフ・ゲラシモフ(Borislav Gerasimov)は GAATW の広報・アドボカシー担当、⼈⾝取引を
移住やジェンダー、労働との関連やより広い⽂脈で探究する初めてのオープンアクセス、ピアレビ
ュージャーナル『Anti-Trafficking Review』の編集者でもある。GAATW に勤める以前は、Animus 
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Association/La Strada Bulgaria(2001-2009 年)、オランダの La Strada International(2009-2016 年)
勤務。LGBT の⼈たち、HIV/AIDS とともに⽣きる⼈たち、セックスワーカーの権利を促進するブ
ルガリアやオランダの団体でボランティアも。ブルガリアにあるソフィア⼤学でイギリス哲学の学
位取得。
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タイ 
ジュリア・デイビス 
Empowerは、私達⾃⾝です。 
Empower Foundationは、セックスワーカーが保有し運営するコミュニティ組織であり、1985年に
⽴ち上げられた。Empower Foundationは⼈権法の枠組を⽤いて、今⽇のセックスワーカーコミュ
ニティにおけるニーズに応え、セックスワークが仕事として受け⼊れられセックスワーカーが安全
に働くことが出来るように、また汚名や犯罪状態から解放される未来に向けて進んでいる。
Empowerの活動には、セックスワーカーの労働条件や⽣活を改善するための、個⼈から全⼟レベル
にわたる対象への法的⽀援は勿論、教育プログラム、アウトリーチおよびカウンセリングが含まれ
る。 
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性⾵俗産業における労働条件についてはこの数⼗年で、1990年代初期にみとめられたような暴⼒、
強要⾏為、詐欺についてはほとんど⽿にしない段階まで著しく向上したが、セックスワークは依然
違法なままであり、セックスワーカーは反トラフィッキング法に基づいて⾏われる捜索および救助
活動から引き起こされる、蔓延する労働基本権違反や頻繁でより過激な脅迫などを含む、絶え間な
い困難に直⾯し続けている。トラフィッキング被害者を助け出すことを⽬的とした、⼼理操作によ
る性的⾏為への同意形成を含むおとり捜査、警察による強制捜査活動時に撮影された写真の国内報
道機関による公開、そして、教育や労働を得る機会が制限され、かつ、労働補償や刑事補償は与え
られない官営施設への強制拘留といった⼈権侵害としばしば紐づくものだった。 
そうした警察の強制捜査や救助活動によって引き起こされた混乱とストレスが終わるのは、労働場
所が強制捜査されてから数⽇、数か⽉、あるいは数年も経て、⼥性達が拘留や政府による保護、移
⺠収容施設から釈放されて帰宅が許され、逸失収⼊を補填しようと仕事に急いで復帰した後となる。 
 
そうした、彼⼥達が警察の強制捜査の影響を被る数⽇、数ヶ⽉あるいは数年において、セックスワ
ーカーのニーズと関⼼を取りまとめ、⾃⾝や互いのために彼⼥達が主張する声を敷衍するのが
Empowerである。Empowerの計上では、タイにおいて2015年、警察による娯楽施設への強制捜査
が53回⾏われ、その結果としてセックスワーカーが逮捕、罰⾦処分、拘留および/あるいは国外追
放された。このリサーチに関わったセックスワーカー達は性⾵俗産業において強制労働、債務労役
やトラッフィッキングを経験したことがないにも関わらず、彼⼥達がトラッフィッキングとの戦い
の結果として直⾯させられているリスクについての認識は、全員共通なものであった。 
本章では、業界内の搾取に対処したり⾃分達のコミュニティのエンパワーメントに貢献するための
活動はもちろん、彼⼥達とトラフィッキングについての⾔説との関係、つまり、反トラフィッキン
グ政策およびその実現に伴って彼⼥達が蒙る影響に焦点をおくことで、タイの性⾵俗産業で働く⼥
性達の声と経験を主要点とすることに努める。本章を成す⾒識を提供する⼥性達は、その32年の活
動を通じて、国中のセックスワーカー達の声を最も代表する存在となったEmpowerのメンバーであ
る。 
 
イントロダクション 
政治的背景の概略 
東南アジアにおいて植⺠地化を唯⼀免れた国家であるタイは、貧困率を1986年の67%から、2015
年には同年の⽶国の貧困率である7.2%より低い6.3%にまで急低下させると同時に、世界銀⾏の分
類が「低所得」から「⾼中所得」まで⼀世代に満たない期間の中で急進した経済、2 というその発
展のサクセスストーリーがしばしば引き合いに出される。ジェンダー開発、健康アウトカムや教育
の達成だけでなく⼈材開発全般に関して、タイは⽶国開発プログラムにおいて「⾼⼈間開発」ステ
ータスにあるとみなされている。3 にも関わらず、2017年に開催された67回⽬の国連⼥性差別撤廃
委員会における、タイの市⺠ソサエティ組織を代表する⼥性達の合同声明においては、⼥性の平等
における顕著な障害と現政権による⾃由の制限下における困難の悪化について引証しつつ、⼥性差
別撤廃に向けた進展の遅さについて⾔及されている。4 
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1932年、⾰命によって、タイにおいて初の、憲法と絶対的君主制に対する制約の創設がもたらされ
た。以後、タイではほとんど常に市⺠と軍閥の間で権⼒闘争が続いており、1世紀に満たない期間
において軍による政治介⼊が12回も⾏われた。⽀配権を握る軍による抑圧は⺠主化を求める学⽣達
を軍が武⼒鎮圧して死者が出た1973年に限界点に達し、最終的には、独裁政治の打倒に成功した。
軍が権⼒を取り戻す1976年までの短い数年は、⺠主的統治が⾏われた。その後、政府の権⼒者は何
度も変わり、つい最近では、2014年に国家平和秩序評議会(NCPO)が権⼒を握った。NCPOの⼈権
に係る活動実績は、広く実施され、かつ、軍事裁判所において訴追が為されてしまう、平和的な政
治的意⾒の相違の犯罪化を含めた、⼈権⾏使の専断的な制限を批判する⼈々から成る、国際⼈権団
体6 と現地の⼈権擁護活動家双⽅からの激しい批判を引き起こした。 
 
政治的活動、強制的検閲や活動家や反体制派の専断的な逮捕を禁じるものが何もない現在の状況を、
ヒューマン・ライツ・ウォッチは「⼈権の危機が深刻化しつつある」と表現した。8 NCPOが権⼒
を握ってからの数年においては、アルコールと娯楽に係る法律の成⽴および執⾏の急増を伴う、道
徳に係る取締りの増加と、経済弱体化がみとめられた。9 2016年8⽉に⾏われた憲法案の是⾮を問う
国⺠投票は、反対運動は禁⽌され、中⽴的なオブザーバーのグループによる投票監視要求が拒絶さ
れた、投票開催地の抑圧的な地域性について、国内外の⽴会⼈から批判を受けた。10 
 

「アメージング・タイランド」: セックスワークとグローバル化 
タイの性⾵俗産業は海外顧客の誘引において、17世紀における外国の要⼈や中国の貿易業者の来訪
から始まる、⻑い歴史を持っている。第⼆次世界⼤戦期間における、タイへの⽇本軍事基地設⽴は、
絶え間なく深刻化する近代グローバル化において始まりの印を刻むものとなった。 
性⾵俗産業は、ベトナム、ラオス、カンボジア近隣での戦闘の合間に⽶国部隊が休養と娯楽のため
にタイの娯楽施設に集中してなだれこんだ、⽶国によるベトナム戦争の間に急激な拡⼤を迎えた。
11 この間に、タイに初めてのバー、カフェ、ソープマッサージパーラーが開業し、12 ⽶国の GI 達
はタイで 1966 年と 1968 年の間に毎年、680 万から 1080 万 USD を費やした。13 「アメージング・
タイランド」のようなプログラムや、バス⼀杯の訪問者をバンコクのパッポンのような娯楽街に直
接送り届けるツアーを宣伝し、観光事業と性⾵俗産業葉その後何年も成⻑を続けた。1998 年、国
際労働機関(ILO)はセックスワーカーは毎年、3 億 USD に近い⾦額を⽥舎の家族に送⾦しており、
「多くの場合、政府出資の開発プログラムの予算を超える合計額である」と報告した。14 2016 年、
旅⾏および観光事業は総体としてタイの GDP において 10％近くまで貢献しており 15 、タイの観光
省は 3260 万⼈の海外からの来訪者が 459 億 USD をもたらしたと報告した。16 
 
1998 年に⾏われたタイの性⾵俗産業に関する調査では、65%から 85%の海外旅⾏者が単独旅⾏の
男性であったことが⽰唆された。17 タイのローフォーラムは、性⾵俗産業の収⼊を、毎年約 43 億
USD と述べている。18 
 

訴追か保護か: セックスワークと法  
世界中の多くのセックスワーカー同様、タイのセックスワーカーは、彼あるいは彼⼥たちの労働場
所や⽇々の活動を犯罪とみなす法的環境の中で働いている。しかしながら、タイにおけるセックス
ワークの歴史は⻑く、セックスワークの圧倒的⼤多数は、違法化法案を制定されることを経ずに発
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⽣したものである。タイにおけるセックスワークの最も古い記録は、約600⼈の⼥性を住まわせた
アユタヤの優良売春宿の運営を、王国の公務員が補助していた、17世紀にまで遡ることができる。
性⾵俗産業は、20世紀半ばまで法的な監督を受けることなく続いてきていた。 
 
タイにおいて、初めてセックスワークを違法化する法案が通ったのは、セックスワーカーを「社会
秩序の侵害」として社会浄化の為のスケープゴートにする政府キャンペーンが⾏われていた、1960
年であった。Sarit Thanaratの命令に従い、セックスワーカー達は逮捕され、罰⾦を取られ、セッ
クスワーカーの“モラルを回復させる”為に新設された施設に勾留された。19 Ban Kret Trakanは現在
でも強制治療施設として機能し、運営され続いている。その⼊所者の殆どはトラフィッキングの被
害者と認定された少⼥や⼥性である。同法は1996年に改正され、その⼀番の焦点は児童買春に移⾏
したが、モラルに関するロビー活動の影響から、成⼈であるセックスワーカーに対するペナルティ
はそのままとなっている。20 

 
諸法令は⼤量検挙のためにセックスワーカーを対象としており、セックスワークが犯罪であること
から、セックスワーカーは⼀般的な労働監督機構に守られないためしばしば法的保護が得られない
状態のままとなっている。 
 
1996 年の売春法では、売春の宣伝、売春⽬的の⼈員勧誘、未成年者の売春関与や「売春組織」へ
の関与はもちろん、売春⽬的の勧誘がもし「おおっぴらで恥知らずな⽅法であった、あるいは公共
の迷惑となった」場合には違法になることとなった。ここで重要なのは、「売春組織」という⾔葉
が定義されないままの状態とされ、そのことが売春が⾏われている、あるいは⾏われていた可能性
があるならいかなる場所であっても、セックスワーカーの集団を無差別に違法としうる点において、
有効であったことである。21 1996 年の売春法に加えて、1979 年の移⺠法、2008 年の外国⼈就労法、
1966 年の娯楽施設法、および 2008 年の⼈⾝取引対策法は、友⼈の売上の⼀時的な代理保持から売
春施設での労働までという広域に亘った犯罪によって、タイのセックスワーカーに罰⾦を科する、
拘留する、訴追する、あるいは国外退去させるために、併せて⽤いられた。諸法令は⼤量検挙のた
めにセックスワーカーを対象としており、セックスワークが犯罪であることから、セックスワーカ
ーは⼀般的な労働監督機構に守られないため、しばしば法的保護が得られない状態のままとなって
いる。不当な扱いや搾取を経験し、労働者として保護を受けたいと望むセックスワーカーは逮捕、
屈辱を受けること、加えて移⺠の場合には国外追放の危険を覚悟しなくてはならない。顧客による
暴⼒の場合、セックスワーカー達は警察によってセックスワーカーと認定されてしまうことに伴う
リスクを推し量らなくてはならぬことから、タイ刑法にすら頼れぬままとなり得る。 
 
移⾏しつつある地域 
タイでは 1970 年代から、より⾼い賃⾦のため、あるいは⾃⾝あるいは家族のために経済レベルを
上げ得る機会を増すため、そして場合によっては安全や⽣存のために、地⽅から急速に成⻑してい
る都市中央部に移動する何⼗万⼈もの労働者による、国内あるいは国境越えの移⺠が急増し始めた。 
タイの娯楽および輸出業界が拡⼤したため、バー、ホテルや⼯場といった場における労働の機会も
増加した。タイの都⼼部から離れた地域から来たセックスワーカーはもちろん、暴⼒から逃れてき
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たミャンマー/ブルマからの少数⺠族グループが、ラオス、カンボジア、ベトナムや中国国籍の労
働者達に加わっていった。 
移⺠達は、建築作業、家庭内労働、⾐類品⼯場、農業、海産物業界、および娯楽産業において職を
得た。今⽇では、多くの⼥性はセックスワークを選択する前に、そうした産業における労働を経験
している。法的⽂書を整えていない莫⼤な数の移⺠にとってこの旅路は、現地のサービスや専⾨家
をあてにすること、無標の境界線を越えること、そしてパスポート、労働許可や労働監督機構を利
⽤できる可能性無しに、労働のためにタイに到着することを意味する。 
 
過去 15 年あるいはそれ以上の期間におけるミャンマー/ブルマのインフラ開発は、越境を格段に容
易にし、搾取的な斡旋業者の存在必要性を減じる意味をもたらした。それでも、正式な書類を持た
ずにタイで働いているセックスワーカーの推定数は、合法労働⼈数の半分から同数であるものと想
定されている。22 

 
移⺠達は、建築作業、家庭内労働、⾐類品⼯場、農業、海産物業界、および娯楽産業において職を
得た。今⽇では、多くの⼥性はセックスワークを選択する前に、そうした産業における労働を経験
している。 
 

今⽇のセックスワーク 
タイにおけるセックスワーカーの推定数はばらつきが⼤きく、その実数は⽇々変化しているものと
⾒込まれる。タイの国家AIDS委員会は、2014年時点でタイには140,000⼈を超えるセックスワーカ
ーがいると概算していた。23 タイ政府の概算ではその値はほぼ倍で、300,000⼈だとしている。24 タ
イのセックスワーカーの⼤多数は、バー、カラオケ、マッサージショップ、ゴーゴーバー、ホテル
やソープランドなどの業界で働いている。売春宿、あるいは公園、ビーチ、路上といった公共の場
所で働いているセックスワーカーは、殆どいない。タイのセックスワーカーの圧倒的多数は、⼥性
である。約80%はシスジェンダーの⼥性であり、⼤多数は⼦を持つ⺟親である。25 残りは「第⼆の
⼥性」あるいは「カトゥーイ」などと様々に区別されるトランス⼥性で、シスジェンダーの男性の
数は相対的には少数である。セックスワーカーは、タイ全域はもちろん、ミャンマー/ブルマ、中
国、ラオス、ベトナムやカンボジアなど諸外国から集まっており、様々な⺠族を⽰している。セッ
クスワーカーの収⼊は、現時点では⽇当THB310（約USD8.50）である国の最低賃⾦の2倍から10
倍と、その労働場所に応じて幅広く変動しがちである; その⼤多数はその賃⾦を、中抜き⽅式では
なくむしろ主に、顧客から直接受領する⽅式で受け取っている。26 

 

反トラフィッキングモデル 

トラフィッキング被害にあったと認定された者も含めた、あらゆる領域の労働条件を代表するセッ
クスワーカーによる何年にも及ぶ批判に関わらず、「警察による強制捜査と救助」は、反トラフィ
ッキング活動の基本モデルであり続け、タイの性⾵俗産業界で働く⼥性をそのターゲットとするた
めに使⽤され続けてきた。このモデルには、顧客のふりをしたタイ警察あるいは反トラフィッキン
グNGOの代表が、トラフィッキング被害にあっている、あるいは売春法に違反していると疑われ
るティーンエイジャーや⼥性に性的サービスを要求したり、場合によっては実際にサービスを受け
るという、おとり捜査がしばしば含まれている。証拠⼗分とみなされると、報道機関のメンバーを
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引き連れた様々な政府部⾨、警察、重武装した軍⼈やNGOメンバーといった⼀連の集団を代表す
る者達を含むグループが現場に強制捜査を執⾏し、18歳以下と判断されたセックスワーカー、年齢
に基づきトラフィッキング被害者だと確認されたセックスワーカー、およびトラフィッキング被害
に遭ったと⾃認する18歳以上のセックスワーカーを「救助」する。そうしたトラフィッキング被害
者と確認された者は家に送還されるまで、最⻑で2年となる⼀定期間、政府のケアプログラムに強
制的に⼊れられる。18歳以上である、あるいはトラフィッキング被害にあったと確認されなかった
セックスワーカーについては、その保有する市⺠権や法的書類に応じて、逮捕、拘留、罰⾦刑、国
外追放を含む様々な結果がもたらされる。政府のブラックリストに載せられ、パスポートに売春法
違反を犯したことを⽰すスタンプが押されてしまうこともある。27 2017年6⽉、第67回国連⼥性差
別撤廃委員会会合において、警察戦略事務局代表が、タイ王国国家警察庁はセックスワーカーに対
するおとり捜査を承認する⽅針は持っていないが、タイにおいてはその取り組みを継続するという
ことを認めた。28 

本研究の⽬的は、タイのセックスワーカーが経験するそれらおよびそれ以外の権利侵害、反トラフ
ィッキングの枠組とセックスワーカーの間の関係、および、セックスワーカー達の権利を主張し
様々な主体による虐待と搾取に抵抗することでEmpowerがセックスワーカー達をサポートしてい
る⽅法を調査することにあった。 
 
トラフィッキング被害にあったと認定された者も含めた、あらゆる労働環境領域を代表するセック
スワーカー達による何年にも及ぶ批判に関わらず、「警察による強制捜査と救助」は、反トラフィ
ッキング活動の基本モデルであり続け、タイの性⾵俗産業で働く⼥性をそのターゲットとするため
に⽤いられてきた。 
 

⽅法論 

設計 
リサーチ「⽬的」が急先鋒のものであった本リサーチでは、設計から実施に⾄るまで、本プロジェ
クトの精神とEmpowerのコアバリューを維持しつつ、参加型でかつ⼥性の平等な権利を主張する性
質の⽅法論が⽤いられた。Empowerは、コミュニティのメンバーがしばしば誤った内容を伝えられ
たり、侮辱されたと感じさせられたり、同コミュニティには何の関係もないキャリアや計画の進展
に奉仕させられて彼⼥たちの時間、経験や専⾨性が⾷い物にされることとなったりした、研究者や
ジャーナリストとの⻑く苦い関係に⾔及した。29 そのために、このプロジェクトがそうしたよくあ
る搾取の再現、つまり、セックスワーカー達の貢献内容が持つ本当の意味や、セックスワーカー達
の教えとリーダーシップに対する敬意を⽋いた臨床的な抜き出し情報にならないことが、Empower
にとっては重要であった。この理由から同組織は、タイで組織化しているセックスワーカー達の興
味、懸念、ゴールについて基本的な理解があり、コミュニティにおいて信頼を得ている友⼈という
その役割を理由に、外部の研究者ではなくEmpowerのボランティアの英語教師である⼥性を推薦し
た。 
 
 
フィールドワーク 
フィールドワークの計画は、コミュニティ内のセックスワーカー達の興味事項を中⼼に据えること
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を⽬的として、Empowerの代表者に意⾒を貰い主導を受ける形で策定された。フィールドワークに
は、Empowerのメンバーに対する従来型インタビュー3回に加えて、コミュニティ中⼼で参加型の、
セックスワーカー達の経験と興味を軸に構築されたフォーカスグループディスカッションが4回、
含まれていた。それらの内、最初の2回はチェンマイ北部の都市にある、Empowerで現在最も活発
なコミュニティセンターで⾏われた。それらのディスカッションはEmpowerが最近開設した、セッ
クスワーカーが集って⽣活、労働、警察での経験や法理解で得た知識を共有する、リーガルクラブ
で実施された。コミュニティ内のセックスワーカー達の主な懸念事項は警察や逮捕に係るものであ
るため、それらのフォーカスグループではリサーチクエスチョンの内容を、娯楽産業界に適⽤され
る法について参加者が⼀緒に、そして互いに学ぶ機会となる構成になるよう纏められた。初回のリ
ーガルクラブでのミーティングには、20代前半から30代半ばにわたる年齢層の、様々な⺠族グルー
プを代表する、タイ⼈、シャン族、リス族、アカ族を含む、13⼈のセックスワーカーが含まれてい
た。 
2回⽬のリーガルクラブでのミーティングには、10⼈の⼥性が含まれており、その内4⼈は初回ミー
ティングに参加した、前回と同じ⺠族グループと年齢層を代表するメンバーだった。 
 
ミーティングの構成は、法律、⽀援機構や労働場所における搾取に関する、ディスカッション、交
流、参加型活動となっていた。 
2回⽬の2つのフォーカスグループは、Empowerがコミュニティメンバーと⻑く繋がりを保っている
国内中に多数ある拠点の内の1つである、バンコク郊外の海沿いにあるマハチャイの中⼼都市で、
開催された。両セッションには、20代半ばから30代半ばにわたる年齢の、全員タイ⺠族の⼥性がそ
れぞれ3⼈と5⼈、含まれていた。ディスカッションは、彼⼥達それぞれの労働場所̶娯楽街の屋上
バー̶で開催された。フォーカスグループに参加した25名の⼥性は、その全員がEmpowerと/ある
いは他の参加者と、すでに信頼関係を有していた; ほとんど全員が、リサーチコンサルタントのこ
とをよく知っていた。Empowerのメンバーはその場に同席し、紹介やディスカッションの⼿助けを
積極的に担った。フィールドワークには、Empowerに接触して警察による強制捜査と救助⽅針にお
ける失敗と、それらによるセックスワーカーへの悪影響を公的に認めるという反トラフィッキング
組織としてはユニークな役割は勿論、タイ発祥である点に基づいて選び出された、地元の反トラッ
フィッキング組織FocusのBen Svastiに対するインタビューも含まれていた。 
 
強み、限界、そして「客観性」 
このフィールドワークを成すインタビューとフォーカスグループは、Empowerというコミュニティ
の名の下に築かれた信⽤と尊敬の強靭さによって可能となったものだ。フォーカスグループの参加
者達はリサーチの⽬的に同意した⾚の他⼈同⼠ではなく、むしろ、Empowerというコミュニティを
構成する「姉妹」であった。参加者の⼤多数は、同組織を数ヶ⽉あるいは数年前から知っており、
そこを⾃分達の教室、台所、そして家庭として過ごして来た⼥性達だった; 彼⼥達は、⾃分達は家
族だと認識している⼥性達であった。そうした信頼関係が無かったら、このような深みのあるフィ
ールドワークは不可能であり、そしてこれはより重要なことであるが、参加者達にとってポジティ
ブな経験にはならなかったことであろう。彼⼥達は、ジャーナリストや研究者達によってEmpower
の多くのセックスワーカーが経験させられて来たように、信⽤を裏切られたり、他⼈に個⼈情報を
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提供することを強いられたり、ステレオタイプ化されたり、彼⼥達の仕事あるいは仕事の中の最悪
の部分のみによって⼀纏めにされてしまったりはしないだろうという確信があったが故に、このプ
ロジェクトに参加することを厭わなかった。信⽤と敬意は不可侵なものとして掲げられ、全研究プ
ロセスを通じて可能な限り最⼤限守られた。そうした理由から、本リサーチのアプローチは、事前
に決めた質問事項の全てを全参加者に必ず問う訳ではない、セミフォーマルなインタビューによっ
て構成された。質問事項の中でも、例えば、暴⼒を受けた経験に関するそれらについては、Empower
との付き合いが短い⼥性達は想定対象には含めなかった。 
 
トラフィッキングという問題は、外部の者が妥当であろうと想定する発⽣頻度に反して、実発⽣は
明らかに稀だという点で、⾮常にデリケートなテーマである。セックスワーカー達と実施した本リ
サーチにおける「トラフィッキング」という⾔葉と枠組を⽤いることは、リサーチ⽬的上不適切な
ストーリーの押し付けと認識されることに加え 30 、セックスワーカー達−特に東南アジア⼥性であ
るセックスワーカー−と彼⼥達の仕事を敬意に値しない、「哀れ」とか「不道徳」なものだとする、
通俗的で差別的な視線を反復するものであり、セックスワーカー達の⾏為主体性と⼈格を密かに傷
付け、攻撃する効果を⽣じ得る。そうしたアプローチの影響は、「セックスワークを選ぶ者などい
ないだろう」、あるいはそうした選択に係る意思決定は疑わしいものだという危険な筋書きを固定
化してしまうものであり、それによって、フィールドワークのプロセスにおいてすらも差別が再⽣
産され、セックスワークが汚名を帯びたものとされている状態をより悪化させてしまう。⼥性達は
不安なく共有できることや⾃分達に関連があると分かったことを共有するであろう、という理解の
下で、参加者に敬意を払い、かつ、参加者に負わせる痛⼿を減じるため、参加者が⾃分達にとって
の懸念事項に関する議題を、彼⼥達⾃⾝の⾔葉で出すよう促す⽅式で質問事項が構成された。この
アプローチは、客観性という概念について問い、中⽴性という概念を否定する現代のインターセク
ショナルフェミニストのリサーチ⼿法に従ったものであり、⾃⼰を認識させ、かつ、リサーチ参加
者の尊厳を守ることを優先する、再帰的なアプローチを採⽤せんとするものである。31 本プロジェ
クトは、セックスワーカー達が提⽰した⾒解、枠組や⾔葉を中⼼に措くそのプロセスを、強みとし
て認識している。 
 
その⽬的において、Empowerのメンバーは、時間とリソースの問題によってコンサルタントを雇う
ことなく⾃分達⾃ら監修するリサーチプロジェクトが実現できなかったことについて、遺憾の意を
表した。故に、選択された措置は、同コミュニティでボランティアをしていたが同コミュニティ出
⾝者ではなく、かつ、割り当てられたタイムラインに従って英語で活動できるだけでなく、Empower
というコミュニティの品位に敬意を払うことを優先するこのプロジェクトを推進する能⼒も有す
るコンサルタントを選出するという、ちょっとした妥協を⽰す内容であった。コンサルタント/英
語教師として、役割がはっきりと区分されていた訳ではなかった; インタビューを受けた者のうち
⼀部はEmpowerの英語教室の⽣徒であり、そのことは、情報の内容そのものではないにしても、情
報が共有される⽅法には間違いなく影響を及ぼした。信⽤、親密さ、および相互的信頼関係の枠組
の中でリサーチを⾏うことの強みは、プロセス全体にわたって参加者達が共有する⼤らかさと根底
を流れる遊び⼼、ユーモアや安⼼感のある雰囲気を⾒れば明らかである。既に構築されてしまった
関係の範疇内で取組みを⾏う場合、諸々の制約は避け得ないものであるが、彼⼥達の特異性の中で
は、そうしたものは認められなかった。 
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インタビューは、所与の環境と能⼒レベルにおいて可能な範囲に応じて、英語とタイ語、時には両
⾔語を切り替えつつ⾏われた。 
 
調査結果 
Empowerは1985年に、”PʼNoi”の名がより有名なタイの活動家、Chantawipa Apisukと、バンコク
のパッポン通りにあるバー地区のセックスワーカーおよび活動家のグループによって創設された。
同組織は、事前に何らかの題⽬を設定することなく始まり、そういったものよりはむしろ、セック
スワーカーにはあらゆる⼥性と同等の⼈権を享受する資格がある、という前提に拠って成⻑してい
った。2012年時点で、50,000⼈を超えるセックスワーカーがEmpowerに⽣徒あるいはボランティ
アとして参加した経験を有しており、Empowerの⾒積もりでは、セックスワーカーの⼈数は毎年お
およそ20,000⼈に届くという。Empowerのメンバーは、メコン地域近隣の国々はもちろんタイ全域
から訪れた、様々な⺠族グループを⽰している。Empowerの仕事は、タイのセックスワーカーの圧
倒的多数であるシスジェンダーの⼥性に纏わるものであるが、歴史的には⼀部の資⾦提供と権利擁
護の受け取り⼿でもあった。32 Empowerは、セックスワーカーが集い、教育、健康、司法アクセス
や政治参加に係る権利を主張するためのコミュニティスペースである。メンバーはEmpowerを、語
学教室、学位プログラム、司法に係る教育や⽀援、カウンセリング、映画会場、料理、⾷事、飲み
会、あるいはぶらぶらするために集まる場所として使⽤している。 
創設時点では、Empowerは主に英語⼒̶パッポンのセックスワーカー達が、国際化が進み英語頼り
な⾵⼟において顧客とコミュニケーションをとることを可能とする⼿段̶の習熟に取り組んでい
た。その当時から今⽇に⾄るまで、Empowerの英語教室は、英語で⾃⼰表現することにおいて⽣徒
の⾃信を育むことにより、⾏為主体性とエンパワーメントを養うことを⽬的としている。創設者で
あるPʼNoiは「私⾃⾝実際に学んだことですが、“yes”と”no”を⾔えるようになることから、⼈は蒙
る搾取を最⼩化できるようになるのです」と振り返った。 
 
「したい」; 「したくない」; 「⾏く」; 「⾏かない」; そして「コンドームを使います」といった
事柄について顧客とコミュニケーションを取る⼥性は、より安全に働ける、と彼⼥は仔細に述べた。
Empower のメンバーであり英語教室の⽣徒でもある Tangmo は、彼⼥が出会えた知識とコミュニ
ティによって、彼⼥が仕事においてより安⼼感と⾃信を持てるようになった、と説明した。別の⽣
徒、Soda は「数週間前には、私はとってもシャイで喋れなかったのよ！」と笑い、冗談を⾔った。
Empower では、その仕事を理由にセックスワーカー達がどこでも⾃分が当然に蒙るものと思い込
んでしまっている差別を受けることなく、セックスワーカー達⾃⾝の興味、経験や⽣活が中⼼に措
かれたスペースが作り上げられている。「別の語学学校では、⼈々は私たちを⾒下していました」
そう、Aea は話した。実際、Empower のある⽣徒は別の語学学校において、彼⼥がセックスワー
カーだからという理由でトイレを使うことを禁じられていたと話した。33 

 
Empowerが⾏う活動の中⼼は、Empowerの現メンバーによる、チェンマイにある何百という娯楽
施設の最新状況把握や⻑期的な信頼関係の維持、および、新たな関係構築を⾏いつつ実施される、
チャンマイのバー、カラオケ、マッサージショップ、ゴーゴーバー、売春宿、そして路上で働く⼥
性達への週次のアウトリーチ訪問である。Empowerという家族のメンバーである⼥性達は、仲間の
セックスワーカー達を、コンドームやセックスワーカーの権利の概要をまとめ労働場所に警察の強
制捜査があった際に何を想定すべきかについてのアドバイスが詰まった、最近開発されたThe High 
Heeled Lawyerの法律ハンドブックといったリソースの配布と同様に、同コミュニティやコミュニ
ティ内で可能な活動に紹介する。Empowerのアウトリーチ訪問は、Empowerの現メンバーと
Empowerをまだ良く知らない⼥性達が共に座り、語り合い、飲み物を飲んで、質問したり経験を共
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有する機会を得ることが可能となる時間を含むよう、設計されている。 
Empowerメンバーの⼤多数は、同組織にアウトリーチ訪問や⼝コミを通じて紹介され、タイ語の読
み書きや英語、中国語や⽇本語を学ぶ語学教室⽣として参加し始める。そこから、多くの⼥性達は
そこから続けて、Empowerの⾼卒認定プログラム、最近開発したシアタープログラム、リーガルク
ラブやCan Doバー̶セックスワーカーがあらゆる労働環境において望むであろう安全で公正な労
働条件の実例として、2006年にEmpowerのメンバーが開いた共同運営のバー̶を含む、他の活動
にも参加するようになる。これらのプログラムを通じて、⼥性達はコミュニティでリーダーとして
の役割を担ったり、活動を計画したり、進⾏中のプロジェクトに貢献したり、新しいメンバーに対
してメンターとして振舞ったりし始める。Tangmoにとっては語学授業が、より⼤きなコミュニテ
ィへの⾜がかりとなった。彼⼥達はTangmoを、Empowerの年次「キャンプ」̶互いを良く知り、
権利主張のための戦略はもちろん、彼⼥達が共有したセックスワークに係る経験、懸念、未来に対
する希望についてより深く議論するために、⼥性達が共に数⽇間過ごす機会̶に参加するよう導い
た。そのキャンプはTangmoにとって、Empowerの友達と英語教室以外で⼀緒に過ごす初めての機
会だった。キャンプから帰ると、彼⼥のコミュニティとの信頼関係は深まり、彼⼥はEmpowerのリ
ーガルカウンセリングを⽤いて初めてパスポート申請の準備をし、リーガルクラブに参加し、⾼卒
認定に向けて活動し始めた。 
 
彼⼥は後に、職場の年少の友⼈とEmpowerの英語教室を引き合わせた。Tangmoのような⼥性達は
しばしば、リーダーになり、⾃⾝が得たのと同じだけ、あるいはそれ以上のサポート資源を、コミ
ュニティの他のメンバーにもたらす。 
 
トラフィッキングについて: 「我々を逮捕するための理由づけに過ぎない」 
 
彼⼥/彼達の仲間である世界のセックスワーカーの⼀部とおそらくはあまり変わりなく、この調査
に参加したセックスワーカーたちはトラフィッキングというストーリーを、その実態より遥かに熟
知していた。どのインタビューでも、「トラフィッキング」という⾔葉についての⾔及は、性⾵俗
産業の外̶政府、警察、あるいはニュース報道̶からもたらされる物語に対する、⾮難の⾔葉を引
き出した; トラフィッキングについて語った⼥性達は皆、今⽇のタイにおいてトラフィッキングと
いう問題は主に、性⾵俗産業の外側から描き出されたものであるといった意⾒を述べた。「かつて
は、[この業界に]トラフィッキングがあったと思いますが、今ではもうありません。⼈々は私たち
を[セックスワーカーとは]受け⼊れられないので、トラフィッキングとみなしてしまうのです。」
どこで初めてトラフィッキングについて⽿にしたかを尋ねたところ、Namはトラフィッキングに関
する内容をニュース報道で⾒たと説明した。「警察が私達を逮捕するために⽤いる、⾔い訳に過ぎ
ません」と、彼⼥は⾔った。あるタイの反トラフィッキング組織が宣伝している、騙されてバーで
働くことになった地⽅出⾝の⼗代の⼥の⼦を描く動画について意⾒を聞いたところ、Maiは「こう
いった類いの動画は沢⼭⽬にしましたが、現実にそういった事態を⽬にしたことはないんです」と
述べた。彼⼥は敢えて、「私は、彼らが単に、セックスワーカーはこうに違いないと想像した⾃分
たちの考えに基づいて作ったのだと思います」と⼝にした。Oaは、彼⼥のEmpowerでの7年の経験
の中で「 [政府、ジャーナリストや反トラッフィッキング組織によって]⽬撃されているというト
ラフィッキングの類いのものを、⼀度も⽬にしたことがありません…セックスワーカーを知らない
⼈達は[労働場所に] やって来ると、⽬にしたものに驚きます。彼らは外で酒を売っている男性や
トゥクトゥクの運転⼿を⽬にし、彼は屋内で⼥性を搾取しているものと思い込んでしまうのです。
トラフィッキングという⽤語でさえ、外部から押し付けられたものなのです、とLizは説明した: 「タ
イ語には、“利⽤された”、“嵌められた”、“騙された”や“借⾦を負っている”はありました。; “薬物
取引”や“物品取引”はありましたが、“⼈⾝取引”[トラフィッキングのタイ語訳]は、かつて存在して
いなかった⽤語です」。Empowerの創設者であるPʼNoiはトラフィッキングという概念とその海外
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にある起源の相対的な新しさについて⾔及しつつ、同⽤語は⽶国が普及させた法的アプローチと符
号するものだと述べた。「トラフィッキングは、2006年のタクシン政権以後のみ存在する⾔葉です
…新法はタイだけに関するものではありません; ⽶国のような⼤国を保護するものです…」彼⼥は
強調した。「Empowerに来て“助けて下さい、トラフィッキング被害にあったんです”と私に告げる
⼈に会ったことがありません。」 
 
インタビューの結果は、Empower の⻑年の主張を裏付けるものであった: タイには確かに⼈⾝売買
が存在しているが、トラフィッキングの主たる現場は現在も過去⻑年においても、性⾵俗産業界で
はない。1997-98 年まで、トラフィッキングという⽤語は⼀般的になっていなかったが、国連⼈⾝
取引議定書の、⼈⾝売買の定義 34̶脅迫、あるいは暴⼒、強要や詐欺を強いられた状態でセックス
ワークを⾏う⼥性̶に合致する経験が、タイではありふれたものとなってしまっていた。「現代版
奴隷」という⾔葉が、1990 年代初期のタイの売春宿におけるビルマ⼥性の労働条件の描写におい
て、初めて登場した。とはいえ、労働条件が改善された娯楽施設の増加を含む 35 さまざまな要因が、
かつては閉じられた場所であった売春宿をオープンにし、⼥性たちが性⾵俗産業内において、より
多様な労働場所と労働条件にアクセスできるようになるよう、導いた。Empower の 2012 年報告書
「Hit and Run」では、同組織は右記を強調した「過去 15 年において、タイの性⾵俗産業界からは
⼈⾝売買は着実に消滅しつつある…」。同レポートではより詳細に、「我々の調査によると、2008
年以降に警察の強制捜査において捕捉された⼥性達はその圧倒的多数が、⾃主的にタイに来て、⾃
分でやると決めた仕事を⾃由意志で⾏っていたと述べた。彼⼥達は⾃⾝の労働を搾取されたとは感
じていないことが分かった」と述べられている。36 
 

⼀連の労働条件 
他の産業界同様、過去数⼗年の間に労働条件は劇的に改善したが、性⾵俗産業界には劣悪な労働条
件がかなり認められる、とEmpowerは強く主張している。とはいえ、セックスワークが違法である
ゆえに、セックスワーカーが、他の業界の労働者なら享受できる法的監督を⽤いてそうした状態に
対処する可能性は制限されてしまっている。Empowerとそのメンバーは、性⾵俗産業界における労
働条件は、ILOが定義するところの適正な労働から、37 強制労働や債務労役の指⽰、終いには法に
よると18歳以下の労働者を含むカテゴリーの⼈⾝売買まで含んでおり標準を満たさぬ、到底容認で
きない労働形態にわたるものにまでわたる範囲におよぶものだと認識している。38 Empowerは、セ
ックスワークが違法であるが故に、タイのセックスワーカーは現在誰も、適正な労働条件の下で雇⽤
されていないのだと主張している。 
 
Empowerによると、87.2%あるいは推定261,600⼈という圧倒的多数のタイのセックスワーカーが、
標準に満たぬ労働条件とされる2番⽬のカテゴリーにおいて働いており、それは彼⼥達が適正労働
の不⾜に直⾯していて、労働法の基準を下回る労働条件の下で働いているが、強制労働、債務労役、
あるいはトラフィッキングの兆候は⽰していないことを意味している。39 

その仕事が違法なものであることから、彼⼥達は労働保護福祉事務所、雇⽤局、社会保障事務局や
オンブズマンを通じて得うる保護を求めることができない; 従って、彼⼥達は尊厳や⾝体的統合の
侵害に対して講じられる法的⼿段を持たない。そのことは、雇⽤者が処罰を受けることなく、⾃由
に搾取的な運営⽅針を課せるということを意味している。その結果が、タイの労働法に反しており、
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⾃由、公正さ、安全や尊厳という適正な労働の原則に対する障壁を⽰す「バーのルール」が、殆ど
どの娯楽施設でも課されているという⾵⼟である。40 被雇⽤者の遅刻、誤った⾊のユニフォームの
着⽤、許容体重超え、定期性感染症検査(場合によっては、⽉に3回⾏われる)合格証明の提⽰漏れ
や顧客との勤務時間外に外で合うこと等に罰則を適⽤し、すべて減給を課す運営⽅針と同様に、ア
ルコールや顧客数のノルマを課すルールが⼀般的となってしまっている。 
インタビューを受けた⼥性達の中に、強制労働、債務労役あるいは被トラフィッキング状態の者は
誰もいなかったが、労働条件については全員が、労働法の基準に反した状態にあると述べた。フォ
ーカスグループでディスカッションの俎上に載った労働場所の全てにおいて、⼀般的に割り当てら
れる休⽇⽇数は⽉に2⽇̶タイの労働法が要求する⽇数の半分̶であり、⽋勤⽇については全て罰
として1⽇につきTHB700から1000（おおよそ20から30USD）の減給が課せられていた。ある娯楽
施設では、減給があまりに法外なものであるため、インタビューを受けた⼥性達のうち4⼈―うち1
⼈は7年にわたる常勤労働者であったが―は誰も、⼀度たりとも給料全額を受け取ったことが無か
った。⼥性達は、減給を避けるためにセックスワーカー達が危険な減量ドラッグを使ったり、健康
的あるいは安全と感じられる程度以上の酒を飲むことが珍しくない、その⾵⼟について語った。 
 
被雇⽤者の遅刻、誤った⾊のユニフォームの着⽤、許容体重超え、定期性感染症検査(場合によっ
ては、⽉に3回⾏われる)合格証明の提⽰漏れや顧客との勤務時間外に外で合うこと等に罰則を適⽤
し、すべて減給を課す運営⽅針と同様に、アルコールや顧客数のノルマを課すルールが ⼀般的と
なってしまっている。 
 
ある⼥性は、許容体重を超えてしまったために仕事を失った。別の⼥性は、強制的な飲酒量割り当
ての結果として、バイク事故に遭った。全てのバーのルールや運営⽅針の中で、業務時間外に顧客
と外で会った場合に雇⽤者に⽀払わなくてはならない罰⾦が最も搾取的である、と数⼈の⼥性達は
強調した。このルールは不均衡な売上分配をもたらすだけでなく、彼⼥達の個⼈としての⾃律性に
不正に介⼊し、娯楽施設のオーナーに対して彼⼥達の余暇や個⼈的な交流に対する過度な⽀配⼒を
与えるものだ、と彼⼥達は⼒説した。参加者達は、⼗分飲まない⼥性を罰するルールが彼⼥達の健
康に与える悪影響についても強調した。ある⼥性は、ゴーゴーバーで働きだしてから、以前より頻
繁に体調不良になっていると述べた。 
 
Empowerは、国内のセックスワーカーの9%は―「広範囲にわたる⼈権が脅かされている」、「到
底容認できない労働形態」とILOが称する状況下で―給料や旅券の⾮配布や雇い主への負債に対す
る利⼦⽀払等で移動の⾃由を制限することを含む、強制労働あるいは債務労役との関連を⽰す労働
に就き、働いていると概算する。41 Empowerは「そうした労働条件は、それ単体では強制労働や債
務労役の定義を満たしません; むしろ、そうした労働条件の存在が、強制労働や債務労役の発現を
可能にしてしまいました。」と強調した。42このリサーチにおいては、強制労働あるいは債務労役
の状態で働いていると認められる参加者はいなかった。 
最後に、Empowerのメンバーは、⾃ら娯楽産業界で働くことを選んだが18歳以下である者を含めて、
タイ国内ではセックスワーカーの3.8%あるいは11,400⼈のセックスワーカーが、⼈⾝売買および/
あるいは児童労働の基準を満たす状況下で働いているという、国連機関合同プロジェクト(UNIAP)
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の概算値を引⽤した。43 

Empowerメンバーの経験では、圧倒的多数の「トラフィック被害にあった」と法律上みなされてい
る⼥性達は実際のところ、彼⼥達がティーンエイジャーであるという１点のみに基づきそう分類さ
れたものだとの指摘がなされた。フォーカスグループ内では、ごく⼀部であるが娯楽産業界で未成
年者が働いおり、娯楽施設は未成年者の労働場所としては適していないと全員が認識していた。 
 
他⽅、⾮常に幼い年齢(⼀般的には、8歳から11歳)から農業や⼯場で働くことや家庭内労働者とし
て家族の収⼊源として貢献し、多くの場合は合法的にバーで働ける年齢になる前から仕事の為に遠
⽅に移動し、⾃⽴し、⾃⾝やその家族を⽀えるというほぼ全員が共有している経験から、⼥性達は
未成年者についてのディスカッションに、共感的な視点をもたらした。 
セックスワークを⾏う未成年者についてのディスカッションにおいて、参加者達は彼／彼⼥達にそ
うすることを強いている根本原因である社会的不平等はもちろん、様々な要因が未成年者に娯楽産
業界での仕事を求めるようにさせていると認めた。インタビューを受けた⼥性達は、娯楽施設のオ
ーナーを未成年者雇⽤について最も責任を問われるべき者であるとし、雇い主達が雇⽤プロセスの
中で法定基準を守らないことについて遺憾の意を⽰した。Empowerのメンバーは、刑事法の撤廃に
よって、未成年者を不適切な年齢で働かせるその他の場所から守っている法的監督と同様のものを、
娯楽産業界にも実施可能にしえることについて⽰唆した。彼／彼⼥達は、⾮違法化された環境では、
娯楽施設がその他の労働場所と同様の労働監督の元に措かれるであろうことだけでなく、⾮違法化
された労働者が安全で健康的な労働環境を積極的に嘆願する為に組合を作ることはもちろん、労働
に係る苦情を申し⽴てる⾃由を得るであろうと結論づけた。44 

セックスワークにおける、あってはならない⼒あるいは強要についての参加者達による暴露が皆無
であったことは、実際のところ、娯楽産業界の内部あるいは周辺やタイの反トラフィッキング業界
で働く者達に、驚きをもって迎えられた。同業界内で働いている未成年者を除き、トラフィッキン
グ事例が殆ど存在しないことについては、反トラフィッキング活動に関与する様々な団体によって
何年にもわたり認められてきた。Empowerは、反⼈⾝売買ユニットの警察官による声明を引⽤した: 
「⼥性が騙され、売春宿に監禁されているというのは、とても古臭い考え⽅だ。我々が現在相⼿に
しているのは、そこにいるべきでない少数のティーンエイジャーだ。」45 
 
インタビューの中で反トラッフィッキング組織FocusのBen Svastiは、性⾵俗産業におけるトラフィ
ッキングは2000年代初期から「深刻さが徐々に減じつつある」と⾔得る状態であり、「そうした”
被害者”は、只その年齢を原因として我々に”被害者”と呼ばれている。彼⼥/彼達はいかなる意味で
も、奴隷ではない」と、繰り返し主張した。「我々はバーにおける⼈⾝売買を追い求めることで、
時間を浪費していると思う。それが⼆度とおきないと⾔うわけではない [しかし]… 他に優先すべ
きことがある、と考えているということだ」彼はそう続けた。 
 
業界内の課題: 警察、差別と汚名 
インタビューを受けた⼥性達は、同業界内に蔓延している労働法違反への不満を述べたが、話題は
⼀貫して、彼⼥達の仕事が違法であることに関係するより⼤きい障害という焦点へと⽴ち戻ってい
った。Lizは「タイのセックスワーカーにとって重要な課題は、警察による職権乱⽤、法の下にお
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ける差別と社会的汚名です」と述べた。こうした課題と相まって、労働場所への警察の強制捜査は、
この調査に参加したセックスワーカー達にとっての最たる不安や恐怖の源となってしまっていた。
セックスワークが汚名とされている状態について⾔及しつつ、Neenaは「本当の問題は、私達の仕
事が違法なものであることです。そのために⼈々は、私達を哀れむ気持ちにさせられているのです。
…⼈々は私達を⾒下し、私達はきっとトラフィッキング被害にあったのだろう、と考えてしまうの
です」と述べた。トラフィッキングの証拠はしばしば、ある⼥性はトラフィッキング法を根拠法と
して実施されるがしばしば売春法による逮捕に終始すると評した、娯楽施設への警察の強制捜査を
正当化するためのものとなっている。46 
 

強制捜査、「救助」と「リハビリテーション」: 反トラフィッキング政策の影響 
Svastiが「本当の被害者」呼ぶところのトラフィッキング被害者が、娯楽産業界には相対的に̶特
に、⽔産業のような他業界と⽐較して47̶存在していないにも関わらず、警察、NGOや政府機関は、
メディアの注⽬と娯楽施設に対する「警察による強制捜査と救助」活動という国際的認識を集め続
けている。 
 
「16歳の⼥性が2⼈、救助されたとします。̶1⼈は地獄のような⼯場から、もう1⼈は売春宿から
̶彼⼥達が得られるサポートは、同じものではありません。⼯場から救助された⼦は敬意を持って
取り扱われ、同情が得られます。売春宿から救助された⼦は、同じサービスは得られるかもしれま
せんが差別を受け、彼⼥の労働に対する補償について声を上げてくれる⼈は誰もいません。」 
 
顔や体を隠そうと必死な⼥性の映像を添えた⼤⾒出しでは、NGOと政府官公庁に祝辞が送られ「法
定年齢に満たないセックスワーカーが解放された」と⾼らかに宣⾔されるが48、Empowerのメンバ
ーが語った内容は、それらとは全く異なる経験を⽰すものである。 
彼⼥達は、それらが及ぼす影響は、そうした活動によって救うと称している対象の⼈々にとってさ
え酷いものである、と説明した。国内メディアで⾃⾝の映像が公開されてしまうことに加え、娯楽
施設で働くティーンエイジャー達は強制的に薬物検査を受けさせられ、1950年代の社会浄化キャン
ペーンにおいて開設されたリハビリテーションセンターであるBan Kret Trakanのような官営の治
療施設に強制拘留される。拘留は数ヶ⽉あるいは数年続き、被拘留者はその間、家族や仕事への接
近を厳しく制限される; 拘留の終わりには、労働補償も刑事補償も無しに、帰宅あるいは国外退去
させられる。 
10年にわたりメンバーであるPing Pongは「16歳の⼥性が2⼈、救助されたとします。̶1⼈は地獄
のような⼯場から、49そしてもう1⼈は売春宿から̶彼⼥達が得られるサポートは、同じものではあ
りません。⼯場から救助された⼦は敬意を持って取り扱われ、同情が得られます。売春宿から救助
された⼦は、同じサービスは得られるかもしれませんが差別を受け、彼⼥の労働に対する補償につ
いて声を上げてくれる⼈は誰もいません」と説明した。Empowerメンバーの知る限り、Ban Kret 
Trakanに拘留されたセックスワーカーに、いかなる形にせよ経済的補償が与えられた事例は無い。
Empowerは、タイの国家⼈権委員会(NHRC)のレポートを引⽤し、「原則上は政府の許可があるの
に関わらず、こうした少⼥達は⾃発的に教育を受ける機会や労働権を奪われてしまうのです」と主
張した。50 Moriは「彼⼥達が⾃分の携帯で家族に連絡を取ることは、許されません」と⾔及した; 「そ
して、彼⼥達が電話で話すときは⽴会⼈が横につき、その内容は逐⼀聞かれてしまいます」、Neena
は⾔い添えた。 
EmpowerのメンバーであるOaによると、政府の監督下に置かれた⼥性達が訴訟⼿続について専⾨
家から説明を受けられることは稀で、彼⼥達はしばしば⾃分がその職業ゆえに処罰を受けるものと
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思い込んでしまう。Empowerのメンバーは、「性的⽬的でのトラフィッキング被害者」と認定され
てBan Kret Trakanに拘留された⼥性達は歴史的に、⼤勢を占める⼊居者と区別できるよう、異な
る⾊のユニフォームを着⽤させられることについて、⾔及した。 
 
トラフィッキングの被害者とは認定されなかった⼥性に対しては̶⼀般的にはその多くは、警察の
強制捜査が⾏われた労働場所で拘留された̶その処分は、逮捕、罰⾦刑、⻑期にわたる拘留後の開
放、国外追放、政府のブラックリスト⼊りと、幅広く異なる。適切な保護や保障も無しに、トラフ
ィッキング事件の証⼈となることを強いられる者もいる。Empowerは「救助活動が⾏われるほど、
私達の⽣活はひどくなる…」と主張する。51 Lizは「トラフィッキング防⽌と⽀援活動に、16年もの
年⽉と何百万ドルもの資⾦を費やしたのに関わらず」「タイのセックスワーカーはパレルモ議定書
を知らない; 彼⼥/彼達が知っているのは、結末は拘留と国外追放だということだけ」と述べた。 

⼥性達が娯楽施設、警察の強制捜査によって逮捕され、助けて貰うために誰かに連絡したいか尋ね
られたとき、答えとして最初に浮かぶのは組織のオーナー̶⼀般的には彼⼥達に虐待やトラフィッ
キングを⾏う者として描かれている、正にその⼈物̶であると、Empowerは細やかに補⾜した。あ
る⼥性はこう冗談を⾔った、「誰に電話できるって⾔うの？私達は全員⼀緒に、そこにいるって⾔
うのに！」。⻑きにわたってEmpowerのメンバーであるWanはマハチャイでのディスカッションに
おいて、警察のバイクが監視しつつ2時間の間に5周もしている⽅向に向かって頷き、「毎晩こんな
感じよ」と⾔った。別の⼥性は、Empowerが配布したコンドームを受け取ることを躊躇っており、
その理由を「私たちは、財布にコンドームを持っておくことが許されていません。警察が来たとき
に持っていたら、それを理由に逮捕されてしまうからです」と説明した。このリサーチを⾏ってい
る間に、フォーカスグループに加わっていた数⼈の⼥性がその労働場所において、警察の強制捜査
を受けた; ある⼀⼈の⼥性が逮捕された。Empowerのメンバーは拘留期間を通じてその⼥性と連絡
を取り続け、彼⼥は幸運にも罰⾦を⽀払うまでの2晩を牢で過ごすだけで済み、翌週には仕事復帰
した。  
Empowerによると、最も甚だしい攻撃は、売春と/あるいはトラフィッキング関連事犯の証拠を得
るためにNGOや警察を代表する者達が⾏う、セックスワーカーへのおとり捜査である。そうした
捜査は、動かぬ証拠を集めるには⾮効率であるだけでなく、影響を蒙るセックスワーカーの⼈権を
侵害するものである。Empowerのメンバーは、⼥性の⾝体的統合や⼈間としての尊厳を損なうもの
である、性的⾏為に同意させるための⼼理的操作についての⾔及に加えて、過去にセックスワーク
に携わったことはないが”顧客”に強く勧誘された結果として初めて携わり、後にその罪によって拘
束され国外退去させられた2名の⼥性達の例を挙げた。Puengは「私達が、警察官を顧客とみなす
ことはまずありません」と説明した。別の⼥性は⼿を胸に当てて⼒説した、「彼らが証拠品として
使っているものは、私達のこの⾝体なのです」。性⾵俗産業を対象としたおとり捜査については、
それがしばしば⼈権侵害に紐付くものであると述べた2003年のNHRCにおいて、初めて批判がなさ
れた。52 ⼥性達は、労働場所から除外されるべき未成年者と、その⽣活を続けることが許されてい
る他のセックスワーカーに対して、もっといいアプローチがあるであろうという意⾒に同意した。 
 
トラフィッキングの被害者とは認定されなかった⼥性に対しては その処分は、逮捕、罰⾦刑、⻑
期にわたる拘留後の開放、国外追放、政府のブラックリスト⼊りと、幅広く異なる。適切な保護や
保障も無しに、トラフィッキング事件の証⼈となることを強いられる者もいる。 
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ナタリーの教訓 

このリサーチに参加したのは最低限の被害のみで警察の強制捜査から逃げ出すことができた⼥性
達だが、バンコクでソープマッサージ業を⾏っていたナタリーへの強制捜査の影響を蒙った⼥性達
においては、その影響はより深刻なものだった。海外NGOの指揮による3ヶ⽉にわたるおとり捜査
の後、開業40年で約400⼈の⼥性を雇い、⼊浴とマッサージに加えて性的サービスを提供すると広
く信じられていたナタリーは、2016年6⽉7⽇にの警察による強制捜査と救助活動の対象となり、
121⼈の⼥性が拘留された。警察のその強制捜査は、100⼈を超える警察、軍、政府、政府関係者に
よって指揮されメディアの代表達を引き連れたもので、その結果15⼈のセックスワーカーが18歳以
下だと判明しトラッフィッキング被害者と分類され、Ban Kret Trakanの社会福祉省の監督下にお
かれた。それら未成年者達のうち最後の者は281⽇後に釈放され、THB3000（約USD88）の補償⾦
を与えられた。タイ国内の彼⼥の故郷への輸送に要した価額と殆ど同額である。トラフィッキング
被害者と認定された⼥性達のうち移⺠であった者は、国外退去させられた。トラフィッキングの被
害者と認定されなかった⼥性達は、売春法および/あるいは移⺠違反として罰⾦刑を科され、拘留
され、移⺠であった73⼈については国外退去させられた。バーテンダー、ドアマンやフロアマネー
ジャーを含む7名の下っ端がトラフィッキング関連犯罪で有罪判決を受け、8年から12年の禁錮を⾔
い渡されたとき、ある地元のニュースソースは、「正義が果たされた」と報じた。53 ナタリーのオ
ーナーとマネージャは⾏⽅不明である。 
 
この警察による強制捜査において注⽬すべきは、トラフィッキング関連犯罪の証⼈として不法拘留
されたおおよそ21⼈の⼥性達であり、Empowerの役割は、彼⼥達が適切な収容施設に移送されるた
めのサポートを成功させることであった。2016年6⽉1⽇、3週間にわたって事案を詳細に追い、拘
留中の⼥性達の元に訪れ、国中あるいは国を跨いだ家族への連絡係として活動するという、おとり
捜査の当事者達は明らかに誰も計画もせず果たしてもいなかった役割を果たした後に、Empower
はタイの⾸相に公開質問状を出し、政府に証⼈保護法の⼿順に従うよう要請した。Empowerは⼥性
達が⾃費で弁護⼠を雇う⼿助けをして、彼⼥達の適時釈放と⾃⾝の事案についてNHRCによる捜査
を求める公式要請を出すことを促進した。3⽇後、タイ国家⼈権委員会の委員であるAnkana 
Neelapaijitが移⺠拘留センターに拘留されている⼥性達の元を訪れ、彼⼥達は違法に拘留されてい
るとの公式声明を出した。54 

 
34 ⽇の不法拘留の後、⼥性達は法廷に連れて⾏かれる前にホテルに移され、彼⼥達のうち 3 ⼈の
みが証⾔を求められた。どうやってタイに来たのか、そして、働くことを強要されていたのか否か
についてついての質問に答えた後、被告を確認して、ナタリーにおける⾃⾝の役割を説明し、被告
の誰かに少しでもお⾦を渡すよう⾔われたことがあるか否かについて答えるよう求められた。法廷
審問に⽴ち会った Empower のメンバーによると、3 ⼈の⼥性は類似の回答を⾏った: 彼⼥達は⾃分
の意思でタイに来てナタリーで働いていた、彼⼥達は共に働く時間を通じて、被告達を知っていた
(彼らのうち 1 ⼈は、彼⼥達には「おじさん」として知られていた)、そして、被告達に⾦を渡すよ
う強要されたことは⼀度も無かった。 
訴訟⼿続に従い、移⺠であった⼥性達は、国外退去前に移⺠拘留センターに移送された。このとき
からその後もずっと、本件の影響を蒙った⼥性達とその家族をつなぐ役割を果たし、各⼥性がどこ
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で拘留されたか、その⼥性がある場所から別の場所にいつ移動させられたかといった記録を維持し
て、開始に3ヶ⽉かかったにもかかわらず100を超える⼈員の拘留についての取り決めが含まれてい
なかったプロセスの⽋陥に嵌まりこんでしまうことが誰にも起きないよう確実にしたのは、
Empowerであった。NHRCおよび政府メンバーとのヒアリングの中で、Empowerは本件の影響を
蒙った⼥性達のために⽀持の声を上げ続けた。2017年2⽉、EmpowerのメンバーであるOaは、同事
件を受けてその時点までに、Empowerは2〜2.5ヶ⽉のフルタイム活動を提供せねばならなかったと
概算した。Empowerは予算外だが捻出せざるを得ず、THB100,000（約USD3000）を超える⾦額
を費やした。55 

Empowerの⽂書化した内容によると、警察による強制捜査と救助は毎年何⼗回も⾏われ、国家平和
秩序評議会が政府の⽀配権を握った翌年である2015年には最⼤値の53回に⾄った。⽶国務省の年次
⼈⾝取引報告書において、タイのランクはレベル3に落ちた。⼈⾝取引対策法はもちろん売春法や
移⺠法の違反にによって⽣じる訴追は、タイにおけるトラフィッキングと戦う政府努⼒に関するも
のとして報告書の中で引⽤され、国際的に成功例とされた。⼈⾝取引報告書は2016年にはトラフィ
ッキング関連犯罪の訴追増について引⽤しつつ、タイのランクを引き上げた。56 

 
 
反トラフィッキングネットワークとの協⼒について 
基本的には警察による強制捜査と救助活動に反対であるにも関わらず、Empowerは反トラフィッキ
ング組織と協働する作戦をとったことがある。Lizは「多数の新規参⼊により[タイで活動する反ト
ラッフィッキング組織の数が]急増し、反トラフィッキング活動に使える資⾦が爆発的に増えた、
2001年頃のことだった」と回想した。その際、年間予算USD2200万で活動しており「侮れない勢
⼒」であったインターナショナル・ジャスティス・ミッションのような、⾼予算の国際的組織によ
って負わされる被害を最⼩限に抑えたいと願って、Empowerは地域の反トラフィッキングネットワ
ークに加わって覚書を結んだ。しかし、2003年における警察の強制捜査中に同覚書の主要条項が破
られ、Empowerやシャン⼥性アクションネットワーク（SWAN)に何の相談もなしに、Empowerの
メンバー達が「救助された」。その余波として、両組織は翻訳サービスの提供を求められた;警察の
強制捜査は、ある⼥の⾝元がけに晒されるという結果も齎した。Lizは「それは初めての、私達が
事前に強い信頼関係を築いていた⼥性達に対する警察の強制捜査だったから、私達は彼⼥達が何を
望みどんな状況であるかを正確に把握していたわ。その前々⽇には、プールの階段にいる彼⼥達と
私達の写真を撮ったりもした」と説明した。覚書違反の結果として、EmpowerとSWANは反トラフ
ィッキングネットワークを抗議のために脱会した。以降、両組織の協働し続けしている。 
 
エンパワーメントされた解決策のための協働 
Empowerは過去15年において、トラフィッキングを殆ど経験していない。しかし、その中である⼥
性が経験したことは、相談役として、総合的に、そして⼒を与えるのに役⽴つ⽅法でセックスワー
カーのニーズに対処するという、同組織のユニークな役割を⽰すものである。2012年頃、Somは⾃
⾝が、国連⼈⾝取引議定書の定める57 トラフィッキングの状態にあると気づいた。彼⼥は移動を厳
しく制限され、ミャンマー/ブルマからの渡航費として負った借⾦を彼⼥の雇い主に完済するまで、
単独で旅⾏することを禁じられていた。彼⼥は仕事、すなわちセックスワークや、顧客への対処に
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ついては何の問題も抱えていなかったが、顧客が雇い主に渡す⾦額を知っており、彼⼥の労働に対
して公平な取り分を与えられていないと感じていた。 
Somは⽉曜から⾦曜の間にたった2時間だけ、仕事を抜けてEmpowerのタイ語の読み書き教室に参
加することを許され、その後数週間において彼⼥のジレンマを共有したりサポートを求めるといっ
た経験したことから、同組織に⼗分な信頼感を覚えた。タイ語の読み書き教室はすぐに、現状から
どうやって前進するかについてブレストを⾏う会に切り変更された。 
 
Somは、変装して他の町や労働場所に逃げることの成功可能性について議論した。 
しかし、仲介業者は彼⼥の家族の居場所を知っており、逃げたら家族の安全を脅かすと、彼⼥は脅
されていた。Empowerは彼⼥に、タイの国内法の下で選び得る選択肢について説明した。1つは、
⾃分がトラフィッキング被害者であることを⾃⾝で警察に明らかにするというもので、その場合彼
⼥はおそらく、訴訟終了まで政府の強制監督下に措かれることになる; もう1つは、移⺠法違反を
犯したことを⾃⾝で国家警察で明らかにし、国外退去させられるまで移⺠収容施設で拘留されるこ
とを受け⼊れるというものである。いずれの選択肢も、彼⼥がタイで働き続けることや、仲介業者
や事業主が報復しようとした場合にミャンマー/ブルマにいる彼⼥の家族の保護を可能にするもの
ではない。彼⼥が差し迫った危険には晒されていないという確信の元で、SomとEmpowerは議論を
継続した。同じ場所で前に働いていたEmpowerのある⼥性が、別の選択肢を提案した: その⼥性は
その娯楽施設のオーナーの元に同⾏し、新しい取り決めについて交渉してくれた̶somは借⾦を返
済し終えるまでは定期給与⽀払を受け続けることになるが、新しい職場の彼⼥に元の雇い主が連絡
できるようにするという点を了承した上で、移動の⾃由を得て、もっと条件のいい別の組織で働く
ことになる。これは、彼⼥と彼⼥の家族の安全が確保され、彼⼥が借⾦を返すために仕事を続ける
ことを可能にし、彼⼥と彼⼥の家族に収⼊が齎されることを可能とする、彼⼥にとって唯⼀の選択
肢だったのだ。Empowerのコミュニティ密着型サポートによって、Somは、彼⼥の最低限の要求に
ついての取組が成され、初めて到着したときよりはましな境遇にそっとしておいてもらえるという、
結果に⾄ることが出来ました。SomとEmpowerの信頼関係は、今⽇も続いている。58 
 

Empowerのコミュニティ密着型サポートによって、Somは、彼⼥の最低限の要求についての取組が
成され、初めて到着したときよりはましな境遇にそっとしておいてもらえるという、結果に⾄るこ
とが出来ました。SomとEmpowerの信頼関係は、今⽇も続いている。 
 
総括及び提⾔ 
⼈⾝売買という定義の基準を満たす労働条件は殆ど消滅したが、タイのセックスワーカー達は彼⼥
/彼達の仕事が違法なことに伴う⼈権侵害、特に性⾵俗産業をその対象とし、警察による強制捜査
と救助活動を⼿段とする反トラフィッキング活動によるものに直⾯し続けている。Empowerの経験
では、そうした警察の強制捜査が役に⽴たんとしていると称する対象の⼈々すら、彼等は⼀貫して
拘留し国外追放するのみである。 
 
「Empowerとは、私達⾃⾝です」 
セックスワーカーの⽇々の活動が違法とされており、逮捕、拘留や国外追放の恐怖にいつも晒され、
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⾄る所で対応する法的保護無しに、⾄る所で法的刑罰が課されるという⾵⼟の中で、Empowerのよ
うな組織は⽣殺与奪に関わる援助体で、かつ、そこに属する者達の駆け込み寺となった。Empower
は、ナタリーへの警察の強制捜査のような状況において⾏われた、拘留中の⼥性達に⽣理⽤ナプキ
ンや家族に電話をかけるための少額のお⾦、着替えのような必需品を提供するといった緊急対応活
動に加えて、59 コミュニティでありかつ、セックスワーカー達に完全に属する場所であるというそ
の役割において、Empowerは唯⼀無⼆の存在である。Empowerのメンバーは、⾃⾝や他の組織構
成メンバーとは別個のものとして同組織について省察するよう頼まれると繰り返しEmpowerが彼
⼥/彼達に与えた、学び、より安全に働き、コミュニティと繋がる機会について⼒説する。Empower
の⾼卒認定プログラムの修了者で、⻑きにわたるメンバーでもあるNutjangは、「学校で、試験に
落第するようなものよ。ほとんどの先⽣は、もう⼀度試験を受けさせてくれない。Empowerは、そ
れをもう⼀度受けさせてくれる先⽣のようなものなの。」と説明した。しかしながら、Empower
のメンバーは必ず、Empowerを構成する⼥性として、そして⾃らがEmpowerであるという⽴場で
Empowerを構成する⼥性として、Empowerの議論に⽴ち戻ってくる。Empowerコミュニティのメ
ンバーのグループに「Empowerとは何か？」と尋ねるとグループの誰かが必ず、「Empowerは、
私達⾃⾝です」と答えた。「私達とは、誰ですか？」という補⾜質問への返答では、回答はより明
確にされた。Nutjangは「私達が、Empowerよ!」「Empowerが私達を助けてくれるんじゃないの… 
Empowerが、私達なの。」と強調した。 
 
「学校で、試験に落第するようなものよ。 
ほとんどの先⽣は、もう⼀度試験を受けさせてくれない。 
Empowerは、それをもう⼀度受けさせてくれる先⽣のようなものなの。」 
 
Empower のメンバーに、セックスワークに係る⾃分の将来についての希望を尋ねると、彼⼥/彼達
は「安全に働くこと」と「合法に働くこと」と即答する。年⻑の「姉妹」である Pueng はその意
図を「私達は、合法化を望んではいません。そうすることは単に、私達が⾏うことを強いられいる
事柄を増やすだけでしょう。私達が望むのは、⾮犯罪化̶売春法を廃⽌して、私達の仕事を安全な
ものにするために̶です。」と明確化した。 

タイにおいて改善が必要な、トラフィッキングへの対応はどういったものか尋ねると、Empower
の創設者であるPʼNoiは「[性⾵俗産業における反トラフィッキング活動に携わるグループに]資⾦
提供しないで下さい」と即答した。彼⼥は詳細に述べた、「[セックスワーカーに]⼀層の汚名を上
塗りするそうしたグループの活動を、私は不快に思います。」⼤規模予算や⻑期にわたる活動に関
わらず、「彼らはただ被害者を捕まえるだけです。そして… ⾃分たちが費やした費⽤を明かし[ま
せん]...彼らはそれを」彼らが役に⽴たんとしていると称する対象の⼈々の「より良い暮らしのため
に費やすのです」と、PʼNoiは説明した。EmpowerのメンバーであるLizは法的⾵⼟の分析において
「⾦槌しかもっていないと、すべてのものが釘に⾒える」ということわざを引⽤した。セックスワ
ークに就いている⼥性への搾取と戦う⼿段としての刑事法の採⽤は、「⾒事に失敗しました」と、
彼⼥は主張する。セックスワーカーにより役⽴つのは、本リサーチの調査結果が⽰すように、様々
な機会を与え、明確化したニーズに応え、性⾵俗産業の⼥性をエンパワーして、彼⼥達⾃⾝や彼⼥
達相互の擁護者になれるようにすることを通じてEmpowerが⾏っている、⽇々の活動である。 
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もう1つのモデル 
セックスワーカーの⼈間としての⾏為主体性を否定し、彼⼥達の⼈間としての尊厳を傷付ける反ト
ラフィッキングモデルとは対照的に、Empowerが⾏う活動は、セックスワーカーにより多くの機会
を与え、エンパワーメントの意識を養って、彼⼥達を⼈権実現に近づけるものである。酷い⼆⽇酔
いから酷いボスまで、ナタリーから次回のタイの組織売春法の改正までにわたって、Empowerはセ
ックスワーカー達、その仕事や彼⼥達にとって障害となっているもの、彼⼥達の夢に関する会話を
中⼼に措いている点で、唯⼀無⼆の存在である。事実と乖離したトラフィッキングについての⾔説
が残存し、その⾔説に最も深刻な影響を蒙っている彼⼥達の声が届く余地は殆ど無い状況ではある
が、セックスワーカーによる1組織が新たなもう⼀つのモデルを⽣み出したのです。タイのセック
スワーカーがEmpowerを必要としているというよりはむしろ、全てはセックスワーカーのコミュニ
ティ次第のものだという理解のもとで、Empowerは機能しています。「姉」であるPing Pongは、
沢⼭のコミュニティメンバーが真実だと知っていることを纏め、同組織の活動が反トラフィッキン
グ運動から最も乖離している点を強調した: 「私達がいなかったら、Empowerは存在していなかっ
たでしょう…それが良いことなのか悪いことなのかは分からないけれど、私達は共に戦うの。」 
 
提⾔ 
性⾵俗産業における反トラフィッキングの取組みに関して、Empowerは以下を提⾔する。: 
 
タイ政府に対して: 
1. タイの第6次および第7次合同定期報告の27d項に記載されている、国連⼥性差別撤廃委員会の総
括所⾒に従い、おとり捜査と警察の強制捜査を廃⽌すること;60 

2. 国連の児童の権利に関する条約およびその他の国内法に基づいて課せられる、被害者と証⼈の
処遇に係る法的義務を果たすこと; 
3. 国家的なものも⾮国家的なものも含め、反トラッフィッキング組織による性⾵俗産業で働く⼥
性や少⼥達に対する⼈権侵害について、調査し対処すること; 
4. 少なくともその⼈数の3分の1をセックスワーカー代表者が占める特別委員会を召集して、娯楽
産業界の法的および政策環境を⾒直すこと 
 
反トラッフィッキング組織に対して: 
1. あらゆる法執⾏活動への関与をやめること; 
2. 資⾦とリソースを、若年者や⼥性、特に⺟親達に向けたサービスに配分すること; 
3. 経済的援助、リソースやその他のサポートを少⼥や⼥性達に対して、その職業や在留資格の有
無に関わらず、提供すること; 
4. ⼥性や少⼥達の⽴ち直りの⼀環として⾏っている、現在の思想教育活動をやめること 
 
援助資⾦提供者に対して: 
1. 性産業界に残るか否かを問わずに⼥性達の⽣活を改善するという、より広い⽬的の中の⼀部と
してトラフィッキングという問題に取り組む活動をする、セックスワーカーが率い運営する組織に、
⻑期的に出資すること; 
2. 反トラフィッキングおよび反トラフィッキング活動に係る主張について、証跡を要求する⽅策
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を取ること; 
3. どこに幾ら出資するかを決める前に、資⾦受領可能性者と地域的背景を厳格に調べること ; 
4. 汚名感を増⼤させたり結果として⼈権侵害となる、あらゆる活動への⽀持を避けること; 
5. 過去にトラフィッキング被害にあった、あるいは移⺠である⼥性達を指揮や運営における重要
なポストに就けることに向けた計画とその進展を、全ての資⾦受領可能性者が確実に明⽰するよう
にすること 
 
Julia Davisは⼈権保護団体に属する学⽣であり、2015年からEmpowerでボランティアをしている。
彼⼥は、コミュニティを中⼼とした⼈権擁護活動とグローバルな⼈権をめぐる闘争に向けたセック
スワーカー組織の貢献活動に、情熱を注いでいる。 
彼⼥はナロパ⼤学で、ジェンダーおよび⼥性学と瞑想⼼理学を副専攻として、平和学の⽂学⼠号を
取得した。 
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ニュージーランド 
Lynzi Armstrong  

 ニュージーランドは、セックスワーカーの組織化について理解する上で、次の２点において⽬を
⾒張る背景を有している。１点⽬は、セックスワーカー主導の組織が、⼈⾝売買防⽌のための枠組
みとどのように相互作⽤しているか。もう１つは、同組織が、強要と搾取の事例に対していかなる
態度を取るかという点である。このユニークな背景は、適切な法的枠組みによって⽀えられている。
セックスワークは、売春改正法（PRA）の可決により 2003 年に⾮犯罪化された。これは、世界中
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にあるセックスワーカー主導の組織が何 10 年にもわたり運動を⾏い、⽬指してきた政策である。
また、セックスワーカーが法改正の過程に直接関与したという点も、他国と明確に異なる点である。
ニュージーランド・プロスティテューツ・コレクティブ（NZPC）という団体は売春⾮犯罪化運動
を主導し、政策決定プロセスの主要な関係者として認められた。この法的枠組みは、権利擁護に基
づく観点からは最良の⽅法と考えられている。しかし、売春改正法にも課題はある。制限の１つは、
短期移住者がセックスワークに従事することが禁じられており、違反者には国外退去の可能性があ
るという点である。本章では、ニュージーランドにおいて NZPC が組織化されたユニークな経緯
と、⼈⾝売買防⽌の⾔説の影響を、セックスワーカーと NZPC の代表者の観点から考察する。ま
た、セックスワーカーが遭遇する可能性のある多様な形態の搾取および強制⼒に対応するために
NZPC が果たした役割、および適切な法的枠組みがセックスワーカーの権利を擁護するための取り
組みにどのように影響するかについても着⽬したい。 

 本研究はフェミニスト・アプローチ、また参加型のアプローチに基づいており、NZPC は研究プ
ロセス全体を通して関与した。研究者は、2007 年後半に博⼠課程の学⽣として最初に関与した同
組織と密な関係を結び、その後の研究関係を維持しながら、2008 年から 2011 年の間にボランティ
アおよびスタッフとして働いた。本研究は、NZPC の代表者、現役のセックスワーカー、そして外
部の重要な情報提供者との 9 回の詳細な⾯接を含む質的研究である。⼩さなケーススタディではあ
るが、研究者は過去 10 年間に渡って⾮常に多くのセックスワーカーと公式かつ⾮公式に対話し、
その中でセックスワークに関する詳細で微妙に異なる洞察を得ている。その洞察は、短期移住者が
持つ課題と、地域および世界レベルでの⼈⾝売買に関連する論争に及ぶ。 

 ⾯接の結果、ニュージーランドの法的枠組みに関して⽭盾する状況が明らかとなった。1987 年
に、NZPC が⾮公式のセックスワーカー集団と政府から資⾦提供を受けた組織へと成⻑し、⾮犯罪
化キャンペーンの成功を導いたことを鑑みると、セックスワーカー主導の組織的な成功を顕著に反
映した状況である。NZPC の情報提供者との⾯接では、セックスワークの⾮犯罪化による強⼒な影
響として、搾取のリスクが最⼩化され、セックスワーカーの能⼒向上に繋がることが強調された。
しかしその⼀⽅で、移⺠セックスワーカーが本質的に取り残されているという事実への⼤きな懸念
が提起された。本研究の全ての参加者は、移⺠のセックスワーカーが搾取や暴⼒に対してより脆弱
になりやすいという点に強い問題意識を持っていた。彼ら、彼⼥らはまた、ニュージーランドのす
べてのセックスワーカーが、労働安全衛⽣を明確に配慮した状況において⼗分に恩恵を受けられる
よう、法改正の必要を⾮常に強く感じていた。 

 セックスワークを取り巻く法的枠組み、セックス業界の構成、⼈⾝売買や搾取のリスクに対する
法的対応の背景についての説明に先駆けて、本章ではまず、ニュージーランドでセックスワークが
⾏われる、より広範な社会経済的および政治的背景について概説する。次に、NZPC という組織に
関するストーリーと、⼈⾝売買防⽌⾔説とセックスワーカーが直⾯する問題としての⼈⾝売買の認
識と影響を概説する。次に、現状におけるセックスワーカーの主な課題を考察し、移住者がセック
スワークに従事することを禁⽌することの影響（これは、セックすワーカーと関係者への⾯接で⽣
じた主要な問題）に注⽬する。本章は、既存の法的枠組みの⽭盾する性質を概説したこれらの課題
に対処するために NZPC が果たす役割を論じ、また研究からの提⾔を提供することで結びとする。 
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序論: 社会経済的、政治的背景  

 ニュージーランドは⾼所得国であり、⼈材開発や⽣活の質、⼈権においては国際的に⾼く評価さ
れている。2016 年には、⽣活⽔準や⼀⼈当たりの総所得、平均余命および教育の⾯から国を順位
付けする指標の国連⼈間開発指数（Human Development Index = HDI）において 13 位であった 1。
しかし、この順位に相反して同国の所得格差は⼤きい。直近 2012 年の概算では、ニュージーラン
ドのジニ係数スコアは 33 であり、経済協⼒開発機構（OECD）加盟国における平均的な所得格差
よりも⼤きいことを⽰している 2。 

 ニュージーランドは、オーストラリアと最も近い太平洋諸島から約 1600 キロ離れており、⽐較
的孤⽴した位置にある。しかし、頻繁に訪問者があり、2017 年 2 ⽉までの１年間で、354 万⼈の
訪問者数が記録され、これまでの最多記録となっている 3。最新⼈⼝調査での総⼈⼝が 440 万⼈で
あることを鑑みると、地理的条件にも関わらず、国外から多数の訪問者を惹きつける国であること
が分かる。更に、ニュージーランドは移住者にとっても⼈気のある国である。2013 年の国勢調査
で、⼈⼝の 25％が海外で出⽣していることが⽰された 4。したがって、「地理的に孤⽴している
ため⼈⾝売買のリスクは低い」との声に反して、同国には常に移⺠が流⼊している。 

 マオリ族は、ニュージーランドの先住⺠族である。同国は 1840 年にイギリスの植⺠地になり、
この植⺠地化の影響が現代まで続いている。マオリ族は、⾮マオリ族と⽐較して貧困状態で⽣活す
る可能性や、家庭内暴⼒の被害者となる可能性が⾼く、さらに拘留される可能性も⾼い。マオリ族
はまた、セックスワークが犯罪であった時、売春関連の罪で逮捕される可能性が最も⾼いセックス
ワーカーのグループでもある 5。 

 2017 年第 1 四半期の失業率は 4.9％であった 6。失業者となって積極的に仕事を探しているすべ
ての居住者および市⺠は、求職者⽀援として毎週の⽀払いを受ける資格がある。⾃主退職した場合、
求職者のサポートを受けることができるようになるまでに 13 週間待つ必要がある。しかし、セッ
クスワーカーはこれを免除されており、仕事を辞めるとすぐに求職者⽀援を受けることができる 
7。したがって、セックスワークを辞める、あるいは休むことを望む者に対しては経済的セーフテ
ィネットが存在している。 

 
1) United Nations Development Programme, Human Development Reports ‒ New Zealand, 2016, retrieved 

13 June 2017, http://hdr.undp.org/en/countries/profiles/NZL. 

2) Ministry of Social Development, The Social Report 2016, 2016, retrieved 20 June 2017, 
http://socialreport.msd.govt.nz/economic-standard-of-living/income-inequality.html.  

3) Statistics New Zealand, International travel and migration, retrieved 23 June 2017, 
http://www.stats.govt.nz/browse_for_stats/population/Migration/IntTravelAndMigration_HOTPFeb17
.aspx. 
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4) Statistics New Zealand, 2013 Census QuickStats about culture and identity, retrieved 14 April 2017, 
http://m.stats.govt.nz/Census/2013-census/profile-and-summary-reports/quickstats-culture-identity/bi
rthplace. 

5) NZPC, Decriminalisation of Sex Work in New Zealand ‒ Impact on Māori, 2013, retrieved 10 May 2017, 
http://www.sexworklaw.co.nz/pdfs/Decriminalisation_of_Sex_Work_in_New_Zealand_- 
_Impact_on_Maori.pdf.  

6) Statistics New Zealand, Labour Market Statistics: March 2017 quarter media release, 2017, retrieved 20 
June 2017, http://www.stats.govt.nz/browse_for_stats/income-and- 
work/employment_and_unemployment/LabourMarketStatistics_MRMar17qtr.aspx. 

7) NZPC, Law, retrieved 23 June 2017, http://www.nzpc.org.nz/Law. 

 

ニュージーランドでセックスワークがどのように捉えられているか 

法改正の⽬的は、セックスワークを犯罪とした法律を廃⽌し、セックスワーカーの健康、安全およ
び⼈権を優先させることであった。 

 2003 年の売春改⾰法（PRA）可決により、ニュージーランドでのセックスワークは⾮犯罪化さ
れた 8。これにより、セックスの売買も、性的サービスの売買仲介も違法ではなくなった。同法の
第 20 条から第 23 条により、18 歳未満の者に対しては前記いずれの⾏為も違法である。しかし、
18 歳未満の者がセックスワークへ携わることは違法ではなく、特筆すべき点といえる。性的サー
ビスを提供または提供継続を、説得および強制することは、年齢にかかわらず、第 16 条に基づく
違反である。 

 PRA は議論を呼び起こす法律である。 ニュージーランド・プロスティテューツ・コレクティブ
（NZPC）による⻑年の堅実な関わりを経て、賛成票が反対票を 1 票上回る僅差で可決・成⽴した
経緯がある。PRA に対する反対意⾒の⼤半は「道徳政治」と呼ばれてきたことに基づいており 9、
主に原理主義的信仰に基づく集団と少数のフェミニストによって主導されていた 10。しかし、ニ
ュージーランドではフェミニストやセックスワーカーの権利を活発に議論する⾵⼟が存在し、他国
とは⼀線を画している 11。 

 
8) Parliamentary Council Office, Prostitution Reform Act, 2003, retrieved 12 March 2017, 
http://www.legislation.govt.nz/act/public/2003/0028/latest/DLM197815.html. 
9) H Wagenaar and S Altink, ʻProstitution as Morality Politics or Why it is Exceedingly Difficult to Design 
and Sustain Effective Prostitution Policyʼ, Sexuality Research and Social Policy, vol. 9, issue 3, 2012, pp. 1‒14. 

10) T Barnett, C Healy, A Reed and C Bennachie, ʻLobbying for decriminalisationʼ in G Abel et al. (ed.), 
Taking the Crime out of Sex Work: New Zealand sex workers fight for decriminalisation, Policy Press, Bristol, 
2010, pp 57‒73. 
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11) G Abel, ʻIn Search of a Free and Fair Society: The regulation of sex work in New Zealandʼ in E Ward and 
G Wylie (eds.) Feminism, Prostitution and the State: The politics of neo-abolitionism, Routledge, Oxon, 
2017, pp. 140‒154.  

 

法的背景 

路上で客引きするセックスワーカーを対象としたその後の調査では、⾮犯罪化によって安全確保の
ための⽅法やセックスワーカーと警察との関係が改善されたと⽰された。 

 法改正の全体的な根拠は、セックスワーカーの権利実現、売買春を犯罪とすることで⽣じる不都
合への対処、そしてセックスワーカーの健康、安全、および⼈権を優先することだった。ニュージ
ーランドの法律改正はいくつかの点でユニークな経過を辿った。１つはセックスワーカーの暮らし
の改善に焦点が当てられていたことであり、もう１つは、法律を具体化させ、政策過程に影響を及
ぼすに当たって、ニュージーランド・プロスティテューツ・コレクティブ（NZPC）が中⼼的な役
割を果たしていたことである 12。このようにして、ニュージーランドは売春宿の経営、客引き、
売春の斡旋、そして売春で⽣計を⽴てることの全てを完全に⾮犯罪化した世界初の国となった。 

 

 法改正の要件は、その影響が制定後 3 年で厳密に評価されることであった。この改正により、法
を⾒直し、法務省に報告するための売春法⾒直し委員会（PLRC）の設⽴も要求された。売春改正
法（PRA）の影響を評価するために実施された研究においては、多くの利点が⽰された。例えば、
回答者であるセックスワーカーの 95％が、⾮犯罪化されたことにより⾃らの権利を感じている 13。
また、法律が変更されてから、セックスワーカーの 60％がサービスユーザー（客）に会うことを
拒むことができるようになったと感じている。14 売春法⾒直し委員会（PLRC）による報告書は、
セックスワークの⾮犯罪化はその⽬的を達成しており、セックスワーカーの地位は法改正前よりも
向上したと結論づけている 15。路上で客引きするセックスワーカーを対象としたその後の調査で
は、⾮犯罪化によって安全確保のための⽅法 16 やセックスワーカーと警察との関係が改善された
と⽰された。 

 
12) C Healy, C Bennachie and A Reed, ʻHistory of the New Zealand Prostitutesʼ Collectiveʼ in G Abel et al., 
2010, pp. 45‒55 

13) G Abel, L Fitzgerald and C Brunton, The Impact of the Prostitution Reform Act on the Health and Safety 
Practices of Sex Workers, Department of Public Health and General Practice, University of Otago, 
Christchurch, 2007.  

14) Ibid. 
15) Prostitution Law Review Committee, Report of the Prostitution Law Review Committee on the Operation 
of the Prostitution Reform Act 2003, 2008, retrieved 7 May 2017, 
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http://prostitutescollective.net/wp-content/uploads/2016/10/report-of-the-nz-prostitution-law- 
committee-2008.pdf. 

16) L Armstrong, ʻScreening Clients in a Decriminalised Street-based Sex Industry: Insights into the 
experiences of New Zealand sex workersʼ, Australian and New Zealand Journal of Criminology, vol. 47, issue 
2, 2014, pp. 207‒222. 
17) L Armstrong, ʻFrom Law Enforcement to Protection? Interactions between sex workers and police in a 
decriminalised street-based sex industryʼ, British Journal of Criminology, vol. 57, issue 3, 2016, pp. 570‒588.  

 

ニュージーランドにおけるセックスーワークの傾向 

流動性の神話に反して、現在のエビデンスは、セックスワークの⾮犯罪化後にセックスワーカーの
⼈⼝に有意な増加はみられなかったことを⽰唆している。 

 セックスワーカーはニュージーランド中で働いているが、主な職場はオークランド、ウェリント
ン、クライストチャーチという、いずれも⼈⼝の多い都市部である。ウェリントンは⾸都で、政治
の中⼼地。オークランドは商業の中⼼地で主要な国際空港があり、クライストチャーチは南島の主
要都市だ。セックスワーカーの正確な⼈⼝を推定することは困難な作業だが、その理由の１つは離
職率が⾼いことである。セックスワークは頻繁に出⼊りのある業界だ 18。ただし、得られたデー
タによると、ニュージーランドにおけるセックスワーカー⼈⼝は相対的に少数に留まっている。
2006 年に収集されたデータから推測するに、ネルソンとホークスベイの地⽅の地域に加えて、3
つの主要都市のある時点におけるセックスワーカーの総⼈⼝は 2,396 ⼈であり 19、これは総⼈⼝
の 0.057 パーセントに相当する。当時の⼈⼝は 415 万⼈であったことから、流動性の神話に反して、
現在のエビデンスは、セックスワークの⾮犯罪化後にセックスワーカーの⼈⼝に有意な増加はみら
れなかったことを⽰唆している 20。 

 ニュージーランドのセックスワーカーは主に屋内で働いているが、路上に⽐べると、わずか 10
分の 1 だ 21。屋内で働くセックスワーカーは売春宿で「管理下にある」労働者として、あるいは
⾃宅や他の場所でフリーランスとして業務にあたることができる。後者の場合、上限計５⼈までは、
管理者としての証明書を必要としないで「職場」をシェアすることができる。売春改正法（PRA）
の下では、担当者が配置されている売春宿の管理者（必ずしも同⼀⼈物である必要はない）は法務
省からの証明書を申請しなければならず、これには簡単な申請プロセスと 250 ニュージーランドド
ル（約 180 ⽶ドル）の⽀払いが含まれる 22。 

 ニュージーランドのほとんどのセックスワーカーはシスジェンダー（⽣まれ持った性別と⼼の性
が⼀致している）の⼥性であるが、男性やトランスジェンダー、ジェンダーの多様な⼈々も含まれ
る。国内のセックスワーカー777 ⼈の参加者を含めて⾏った最⼤規模の調査では、セックスワーカ
ーは多様な年齢、⺠族、社会的背景を持っている事実が⽰された。この研究の参加者の 50％以上
がニュージーランド・ヨーロッパ⼈ 23、約 3 分の 1 がマオリ⼈、5％が太平洋⼈、そして 12％が
「その他の」⺠族として識別された。ほとんどの参加者は、18 歳を超えたときにセックスワーク
に参⼊した（参加者の 81.7％）⼀⽅、16 歳未満でセックスワークを始めたと報告したのは 10％未
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満であった。また、参加者のうちおよそ３分の１は⼤学及び専⾨学校相当の教育を受けており、参
加者の⼤部分は介護やボランティア活動、および/またはセックスワーク以外のパートタイムまた
はフルタイム有給労働など、セックスワークに加えて他の活動に関与していると報告された 24。 

 
18) L Plumridge and G Abel, ʻA “Segmented” Sex Industry in New Zealand: Sexual and personal safety of 
female sex workersʼ, Australian and New Zealand Journal of Public Health, vol. 25, issue 1, 2001, pp. 78‒83. 
19) P Bellamy, ʻProstitution law reform in New Zealandʼ, Parliamentary Library Research Paper, 2012, 
retrieved 14 May 2017, https://www.parliament.nz/en/pb/research- 
papers/document/00PLSocRP12051/prostitution-law-reform-in-new-zealand.  

20) G Abel, L Fitzgerald and C Brunton, ʻThe impact of decriminalisation on the numbers of sex workers in 
New Zealandʼ, Journal of Social Policy, vol. 38, 2009, pp. 515‒31. 
21) Abel, Fitzgerald and Brunton, 2007. 
22) See: New Zealand Ministry of Justice, ʻBrothel Operator Certificationʼ, available at 
https:/www.justice.govt.nz/licences-certificates/brothel-operator-certification/apply-for-a- 
brothel-operator-certificate/#people-who-need.  

23) New Zealand European is an official category of ethnicity which describes people who were born in New 
Zealand and are of European descent. 

24) Abel, Fitzgerald and Brunton, 2007. 

 

セックスワーク、移⺠、⼈⾝売買 

 セックスワーカーの⼤半はニュージーランドに永住しているが、ニュージーランドはアジア、ヨ
ーロッパ、アメリカ、ラテンアメリカなどのさまざまな地域からセックスワーカーが⼀時的に滞在
しに来る国でもある 25。 現在までに⾮永住者によるセックスワークのみに焦点を当てて⾏われた
研究は、ただ１つに留まる 26。同研究では、124 ⼈の⾮永住者セックスワーカーの調査、セック
スワーカーの性的および⽣殖に関する健康記録の調査、ならびに 12 ⼈の主な情報提供者に対して
詳細なインタビューが⾏われた。その結果、調査対象のセックスワーカーが⾃らの意志で仕事を始
めており、全体的に彼らの労働条件に満⾜していることが⽰された。危険を伴う性⾏為の兆候はな
く、「移⺠のセックスワーカーはエージェントという後ろ盾を⽋いており、危険な性⾏為を余儀な
くされている」とのイメージに異議を唱える形となった。 

 ニュージーランドには、1961 年の犯罪法に基づいた、⼈⾝売買に対応するための包括的な法律
を有している。組織犯罪および腐敗防⽌法案の可決に続いて、2015 年の犯罪改正法 27 も改正され
たが、これにより、⼈⾝売買の定義が本質的に「国内」での⼈⾝売買を含むように拡⼤された。つ
まり、ニュージーランド国内のどこにおいても、搾取する⽬的で受け⼊れ、移動、滞在、採⽤され
た個⼈は全て⼈⾝売買の被害者として識別可能となった。以前は、⼈⾝売買は完全に国際犯罪と定
義されていたが、国連⼈⾝売買議定書を含む国際的な約束の遵守を強化する⽬的で改正が⾏われ
た。 
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25) M Roguski, Occupational health and safety of migrant sex workers in New Zealand, New Zealand 
Prostitutes Collective, 2013, retrieved 22 May 2017, 
http://www.communityresearch.org.nz/research/occupational-safety-and-health-of-migrant-sex-workers-in-
new-zealand/.  

26) Ibid. 
27) Parliamentary Counsel Office, Crimes Amendment Act 2015, retrieved 20 June 2017, 
http://www.legislation.govt.nz/act/public/2015/0095/latest/DLM6150617.html.  

 

⽅法論 
この研究は、このプロジェクトの全体的な⽬的を明らかになしえる詳細かつ微妙な⾒識を顕在化さ
せるため定量的⼿法を使⽤した。その⽬的とは１）NZPC 創⽴の経過を記録する、２）反⼈⾝取引
の枠組みと試⾏錯誤を重ねた期間の NZPC の体験を検証する、そしてそれが組織の取り組みに影
響を与えたのか、そしてそれがどのように影響したのか、３）搾取への対応のために NZPC が⽤
いた⽅策を探求する、そして４）搾取や強迫の状況に対応するためにどのような要因が NZPC の
能⼒と広い意味でのセックスワーカーの包容⼒に影響するのかを考察する、であった。フェミニス
ト、参加型の取り組み⽅法が⽤いられ、そのため NZPC の代表はこの調査に初期計画段階から最
終報告まで⼀貫して関与した。 
 
⽅法 
この研究が繊細な性質をもちあわせていることから研究の⽬的に到達するためには詳細な⾯接が
最適な⽅法であると考えられた。研究の質問に答える専⾨的知識を⾯接者が持ち合わせているのを
確保するため⽬的に合った⾒本抽出⽅法を⽤いた。９件の詳細で半構成的な⾯接がウェリントンと
オークランドで⾏なわれた。⾯接は３０分から１時間半続いた。参加者の４名はNZPCの職員で組
織での知識と経験に基づいて選ばれた。参加者は１９８７年の組織設⽴に携わった全国本部コーデ
ィネーター、政策・調査・運営役を通して永年に渡って全国本部に携わってきた職員、オークラン
ド⽀部の地⽅コーディネーター、そしてオークランドを本拠地とする移⺠リエゾンであった。これ
らの⾯接の⽬的は、組織の歴史、⼈⾝取引の認識、組織がどのように反⼈⾝取引の枠組みと試⾏錯
誤を重ねたのかについて、そして搾取を経験したセックスワーカーへの対応に使⽤された⽅策に関
しての⾒識を得ることだった。４⼈のセックスワーカーが⾯接を受けた。ひとりは中国出⾝の移⺠、
ひとりはマオリ系、そしてふたりは欧州系ニュージーランド⼈セックスワーカーで、そのうちのひ
とりはセックスワークの巡業で経験豊か、もうひとりは売春宿の環境で移⺠のセックスワーカーと
して働いた経験があった。これらの⾯接の⽬的はニュージーランドという状況下でセックスワーカ
ーにとっての重要な問題の認識とセックスワークへの⼈⾝取引が問題であるという認識を探るた
め、そして搾取を経験するセックスワーカーに組織がどう対応するべきかを⾒出すためだった。⼈
⾝取引そしてニュージーランドの反⼈⾝取引⽅策に対して引き続く関⼼への問題でNZPCと数年
間交流をしてきた信仰組織の外部の代表によりひとりのある重要な情報提供者の⾯接が⾏なわれ
た。この⾯接の⽬的は⼈⾝取引を含めたセックスワーカーたちが経験する搾取に対して対応する
NZPCの役割についての外部の認識を引き出すためだった。 
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倫理規定 
University of Wellington Human Ethics Committee.全参加者は紙⾯に記された情報を提⽰され参加
以前に質問をする機会が与えられ、そして⾯接前に同意書に署名をすることを求められた。すべて
のセックスワーカーの参加者はこの調査において偽名を使⽤することを選択した。１名（移⺠のセ
ックスワークリエゾン）は個⼈名ではなく役職名での公表を選択したが、NZPC の重要な情報提供
者の３名はこの調査において本名で⾝元を明らかにすることを希望した。外部の重要な情報提供者
もまた個⼈名または所属する組織の名前ではなく役柄の説明を⽤いることを要請した。すべての⾯
接は記録されたが、参加者がこの調査において⾝元が明らかにならないように希望していた場合は
⾔葉通りの表記で潜在的に⾝元が判明する情報を省くために再検討が⾏なわれた。実地調査を⾏な
うことに関しての倫理的承認はヴィクトリア⼤学ウェリントン校⼈権倫理委員会によって与えら
れた。 
 
資料解析 
⾯接の記録後重要な課題を特定するため資料の解析が⾏なわれた。報告書の下書きが終えた後、参
加者はそれへの意⾒を電⼦メールまたはNZPCでの集会で述べる機会が与えられた。̒会員による確
認作業ʼとされるこの過程は資料の解釈が参加者たちの視点や経験を正確に表わしていると彼らが
確信できることを⽬的として設けられた。下書きが終わった際報告書の完成前にその解析の結果と
最終の提⾔を話し合うためのNZPCの職員と有志の５⼈で構成される検討会議がもたれた。 
 
結果 
NZPC物語 
NZPCはセックスワーカーを代表する組織を作ろうという話し合いのために集まった屋内のセッ
クスワーカーの⼩規模集団によって１９８７年に創設され、その後まもなく路上を拠点とするセッ
クスワーカーが加わった 28。汚名を伴いセックスワークを犯罪として扱った当時の法律と性と⽣
殖に関する健康が組織創設を動機付けた重要課題だった。キャサリン・ヒーリー、全国本部コーデ
ィネーターで創設に携わったNZPCの会員のひとりはこう説明した。 
 
私たちは組織を作りたかったし、警察が私たちを逮捕するのを⽌めてもらいたかったし、それに
HIVとのことや⼀般が持つセックスワーカーたちが病気の媒介という考え⽅をどうにかしたかっ
たし、それだけじゃなくてセックスワーカーが劣っているという感覚も、私たち、お互い違いのあ
るセックスワーカーが⼀緒になれるように、そして私たちにとって⼤事なことについて会って話を
する中⼼になれる拠点が欲しくて、セックスワークに関係した活動は違法だったから、⾃分たちの
仕事を⽀える情報や考え⽅を共有できる安全な空間を作りたかったのです。 
 
NZPCは数々の理由から特異な組織である。その理由のひとつは正式な発⾜１年後の１９８８年よ
り政府からの資⾦を確保していることで、そして他に仕事で問題に遭遇するセックスワーカーやそ
の⽀援者に必要不可⽋な第⼀線での奉仕を提供する⼀⽅、セックスワークに関する政策に多⼤な影
響を与え情報を提供するのに⻑けていたことである。組織は操られることなく継続する政府と共に
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取り組むことに成功してきた。キャサリーンはこう説明した： 
 
私たちは政府と連絡をとって関係してきたけれど、⾃分たちの感覚と⽅向性を維持してきて、政府
に指⽰を受けたとかコントロールされたとか操られたとか誘導されたとは思ってない。 
 
NZPCは労働組合ではない −セックスワーカーが⾃分の興味や都合に合わせ希望するだけ関わる
ことができる 29。NZPCは現役そして元セックスワーカーで構成される７⼈の委員会により監督
される。現在のNZPCはいくつかの機能を果たしている −第⼀線でセックスワーカーへの健康と
擁護に関する奉仕を提供すること、セックスワークに関する国内そして国際法や政策について助⾔
すること、研究に情報提供すること、そしてセックスワーカーが会って対策を⽴てたり考えや経験
を共有するための安全な空間を提供すること、である。 
 

 
28) C Healy, C Bennachie and A Reed, 2010. 
29) I Radačid, ʻNew Zealand Prostitutesʼ Collective ‒ An example of a successful policy actorʼ, Social 
Sciences, vol. 6, issue 2, 2017. 
 
 
組織化による利益 
NZPC職員との⾯接により組織設⽴が無ければ認識されなかっただろう数々の重要な組織化によ
る利益が明らかになった。最も意義の深い利益はNZPCが発⾜以来取り組んできた変化である2003
年のPRAの可決だった。セックスワーカーによる組織化と変化への扇動が無ければセックスワーク
の⾮刑罰化は起こらなかったと結論づけて妥当である。そして組織化はセックスワーカーが他の斡
旋業者と強い連携を築いたこと、そしてセックスワーカーにとって利益となる⽅法でこれらの斡旋
業者を利⽤することができたという意味でもある。例としてオークランドのNZPCは困難な状況に
あったりセックスワークをやめたいと思っているセックスワーカーを⽀援するため就業⽀援のア
ドバイザーによる相談会を毎週開催している。NZPCはまたいくつかの地域で性の健康とカウンセ
リングサービスを開催している。キャサリーン・ヒーリーはこう説明した： 
  
はじめたとき、私たちはこれが続くとかうまく軌道に乗るとか思わなかったと思う。おそらくセッ
クスワーカーが書く回報を配ってそれで、その、だめになるだろうと思ったのに、実際組織は伸び
てきた。それで地域の拠点を開いてカウンセリングの相談員が来て私たちのやり⽅の内で私たちの
場所で補⾜的な奉仕を提供したり、それに性の健康と家族計画の相談員も同じくそうして。わたし
たちは法律や政策を変えるのに⼒を発揮してきて、悲観的な法律や政策をひっくり返すために押す
ということならばそれを先導することに関してはかなり意味のあることをやってきたし、政策の相
談先としてここという⼀⾏としてあってきて、セックスワークを取り巻く政策の多くを決定するの
に⼤きな影響⼒を与えてきた。 
 
NZPCの組織創⽴の話はそれゆえセックスワーカーの権利・健康そして安全への⻑期的貢献への約



68 

束を映す類稀なもので、セックスワークに関しての権威として⾼く評価され、強靭で安定した組織
となった。 
 
ニュージーランドでの反⼈⾝取引に関する話し合い 
ニュージーランドでのセックスワークを取り巻く話し合いは、世界のいくつかの他の地域と同じ程
度に⼈⾝取引に関しての懸念に占められてきていない。2003年以前の売春法改正の過程に置いてで
さえ、反⼈⾝取引の話し合いは後の議論の段階になるまで重要な役割を担うことがなかった。アン
ナ・ピッカーリングが説明した： 
 
そう、結局はみんな⼈⾝取引のことを話してた、というのも売春を⾮犯罪化して⼥の⼤群が海外か
ら押し寄せてそれでそういう下宿先に来て、という⼈達が居て、つまりはみんな慌てたの、モラル
パニックだったの。 
 
この点を広げると、⾮犯罪化の潜在的な衝撃に関係したイレブンス・アワー的パニックが⼈⾝取引
の問題点と関連している⼀⽅で、セックスワーカーが国へ洪⽔のように押し寄せてセックスワーカ
ー⼈⼝が爆発するのではという懸念に⼤筋が関係しているようだったとアンナは説明した。反⼈⾝
取引派の何⼈かは売春婦だらけになると仮定した。つまり⼈⾝取引の可能性に関した懸念としてお
きながらも、その懸念は反移⺠感情を表わすものでもあった。しかし⾮犯罪化が⼈⾝取引に貢献す
るのでは・またはセックスワーカーの増加をもたらすのではという⽰唆には証拠がないとしても、
これらの懸念は⼀時的滞在許可移住者がセックスワークやその商売の展開に従事することを禁⽌
するという条項の導⼊を可能にするという重⼤な衝撃を与えた 30。 
 
 
反⼈⾝取引の話し合いの存在と衝撃について聞かれた場合、研究の参加者はまた国際的な討論と特
にアメリカ合衆国内務省の⼈⾝取引報告年報の影響について⾔及した。その報告はニュージーラン
ドを⼈⾝取引の犠牲者がセックスワークに就くための⽬的国と過去に特定したことがある。ニュー
ジーランドが⼈⾝取引の被害者がセックスワークに就くための⽬的国であるという証拠がないと
いうことに基づいて、概してニュージーランド政府がこのような主張に批判的に反応したことは効
果的だったと感じられた。しかし、⾯接を受けたうちのひとりはその報告の公表と同時に警察の活
動が増加したことを⽬撃し、述べている： 
 
わたしの草の根レベルで働いた経験は、あの⼈⾝取引報告というアメリカの⽂書が毎年6⽉に公表
されるとき、誰かは分からないけれど− 権⼒かここニュージーランドで起こっていることは起こ
るべきじゃないと思う⼈達からの圧⼒みたいのがあって・・・政府の組織、とりわけ検疫、⼊国管
理局、警察、内務局がそれで、その中の集団やそういった⼈々がその報告書が発表される前に移し
変えたり転がしたりするのです。そしてオークランドでの私の経験では・・・売春宿に急な⼿⼊れ
がありました。 
 
そして国際的に反⼈⾝取引の話し合いが急増したことが、ニュージーランドにおける⾮政府組織の
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⼩数派が⼈⾝取引がセックスワークに関与することについて不正確な統計や主張を頼りにするこ
とに影響を及ぼしたと感じられた。外部の重要な情報提供者が述べている： 
 
ニュージーランドの反⼈⾝取引の集団のうちのいくつかでは今でもセックスに関する⼈⾝取引に
対して妄想に近いものを持っていると⾔って適当だと思ったらどうかな・・・そして今でもこの考
え⽅があって、そして周知のように誇張しすぎている。だから同じ古いままで何の根拠もない数値
がずっとずっとずっと転がり続けている。 
 
個⼈や組織の⼩数派が証拠に基づかないセックスワークへの⼈⾝取引についての主張を続ける⼀
⽅、全体としてニュージーランドでは⼈⾝取引が漁業や農業、サービス業などセックスワーク以外
のほかの産業において更に問題となっているようであることが認識されていると認められた。つま
り、反⼈⾝取引の話し合いが過去のセックスワークに関しての政策の側⾯を形成する上で不運な結
果を招いた⼀⽅で、現在の状況では⼈⾝取引に関してのニュージーランド国内での議論は、全体と
して、証拠に基づくものであり、そして⼈⾝取引はセックスワークの問題ではないと国内では位置
づけられている。 
 

 
30) See Section 19 of the Prostitution Reform Act. 
 
 
反⼈⾝取引の話し合いの噛み合いと衝撃：ʻまあ、最低⾃分は ”連れ去られた“ には属さないʻ 
反⼈⾝取引の話し合いがニュージーランドでの議論で著しく⽬⽴ったものではなく⼀部の個⼈や
組織、国際的な関⼼によって焦点が当てられたかもしれないが、それにNZPCが関与しなくてはな
らなかったということである。参加者はNZPCの取り組み⽅は常に証拠とセックスワーカーの観察
や経験に焦点を当ててきたことを強調した。その組織の強みのひとつはいろいろな考え⽅を持つ
⼈々と関わることに前向きであり、それが⼈⾝取引に関しての議論を合理的に運ぶことを可能にし
てきた。キャサリーン・ヒーリーが述べた： 
 
わたしたちは反⼈⾝取引の組織があっても確実にいくつもの扉を開けたままにしてきて、その、意
思疎通をしてきたし、会ってきたし、話もしてきた。本当に他に⽅法がないというのでない限り挑
戦して⼆極化を避ける。そして⼆極化を避ける努⼒をしてきたから、セックスワーカーとこの国の
⼈⾝取引の実情に関してのデマのʻ勢いを衰えさせるʼことをそれなりにうまくやってこられたのだ
と思う。 
 
これにもかかわらず、反⼈⾝取引の話し合いがニュージーランドのセックスワーカーに影響を与え
ていることは明らかだった。最も顕著な影響は移⺠がセックスワークに就労することを禁じる売春
改正法の第１９項である。しかし、参加者は反⼈⾝取引の話し合いがセックスワーカーと彼らの⽀
援にあたるNZPCの活動に⽬⽴たない形で影響を及ぼしていると説明した。反⼈⾝取引の話し合い
の影響でセックスワークにおける搾取が極端な表現で描かれ為に、セックスワーカーが経験するご
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くありふれた形の搾取が⾒えにくくなっているという不満を表わした。これは、議論されたように、
⽐較されるとそのような実情はʻ退屈ʼで取るに⾜らないとして描かれるために搾取の実例への取り
組みがされないという意味である。キャサリーン・ヒーリーはこのように⾔った： 
 
・・・このセックスワーカーが奴隷でベッドに鎖で繋がれていて誰かのうちの屋根裏のどこかで発
⾒されるといった奇抜な筋書きの漠然としたもの 
 
カラム・ベナッチーが⾔うように、役⼈がʻ威圧の実情と売春宿で起こっているだろう事実を無視し
てありえない空想を求めるʼため、参加者にとってこれは⼤きな不満の根源であった。この点はセッ
クスワーカーによっても指摘された。⼀例として、ダニエルは反⼈⾝取引の話し合いがセックスワ
ーカーを搾取のさらに劣化した形態のものを受け⼊れることに導く可能性があると感じた： 
 
私はこういった⼈⾝取引の語りのすべてはセックスワーカーが搾取に対して⾃主的にさらなる我
慢をすることに繋がるようにも感じる。こういう話聞くでしょ、まあ、例えだけど、⼥の⼦たちが
閉じ込められて薬漬けになって⼀番⾼値で競り落とした⼈物に売らて、そしてʻああ神様、⾃分じゃ
なくて良かったʼと思うでしょ。まあ⾃分のところの上は私のこと酷く扱っているのかもしれないけ
ど、毎晩仕事に14時間居させるかもしれないけど、お⾦を払わないでいるかもしれないけど、でも
最低、その、レイプはされてないでしょ。 
  
ダニエルは更に続けた： 
 
つまりは搾取されている⽅法を無視するという意味で、それは資本主義の傘下で誰もが搾取されて
いるっていう同じくつまらないやり⽅で・・・私たちのほとんどが⾯している⻑時間労働とか、不
鮮明な給料とか、上が出来る限りお⾦を搾り出すのにあらゆるたくらみを試すとかいった搾取みた
いなもの・・・それはベッドに鎖で繋がれて12時間続けてレイプされるという搾取ではなくて・・・
そしてそれが⾃分たちが経験をしているものだと⾔うことで、実際に何か悪いことが起こると、そ
れのすべてが意味を成さなくなってしまう。そして悪いことが起こって⾃分はそうじゃないといつ
も思って、まあ、最低⾃分はʻ連れ去られたʼには属さないって、それを認めるのが難しくなる。31 
 
 
どのように役⼈がセックスワークにおけるありふれた搾取の報告に対応するかだけでなく、どのよ
うにセックスワーカーが管理された労働者として直⾯する状況を概念化するかに影響を与える反
⼈⾝取引の話し合いの感情的な訴えを参加者は頑なに拒否した。つまり⼈⾝取引のʻ話し合いʼは、
セックスワークで起こる搾取の本質を不明瞭にする可能性があるということにおいてセックスワ
ーカーにとって重要な影響⼒があり、⼀⽅でまたNZPCがこれらの問題への対応を試みるときに密
接な関係を持っている。 
 

 
31) 『連れ去られた』 は⼆⼈の若い⼥性の性奴隷を狙った⼈⾝取引による誘拐を描いた2008年の創作映画 
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⼈⾝取引の分析 
すべての参加者は⼈⾝取引が何を意味し何を含むかの説明と、ニュージーランドでどういった⼈⾝
取引がセックスワークに及ぶことが問題かを表わすように求められた。全体として参加者たちの理
解は国際的な定義を反映するものだった： ⼈⾝取引とは詐欺⾏為と強制によって特徴づけられる
状況へ⼈の移動がある場合を表わすもの、と認められた。⼈⾝取引はまた、個⼈の意思に反して報
酬なしでセックスワークを強いられる場合の様に、選択と⾃由を⽋くという特徴があるとも認めら
れた。 
 
誰かみたいに、ここに来て、どこに⾏くのかわからないでここに来て、その気がないのに何かをし
て、どこかに⾏かせるでもなく、⾃由はなくて、お⾦はもらえないとか、そういうの 
 
どの参加者も⼈々が強制的にニュージーランドに来させられてセックスワークに携わったという
例を⾒たことも聞いたことも無いと断⾔した。これはニュージーランド⼊国管理局の徹底的な調査
にもかかわらず、今⽇まで⼀件のセックス産業への⼈⾝取引も認められないという既存の結果と⼀
致する。カラム・ベナッチーが述べた： 
 
⼊国管理局は、誰かが⼈⾝取引されているか、そしてそこに⾏くときに⼆重の壁があるか、隠れた
棚があるか、⼈が床下にいないかなどの確認の査察のため定期的に売春宿の訪問を続けていて、そ
うして隈なく探してはいてもニュージーランドのセックスワークに⼈⾝取引された⼈をひとりと
して発⾒していない 
 
NZPCとセックスワーカーの参加者はまた、⼈⾝取引は搾取的な⾏為の広範囲を説明するために使
⽤される不⼗分に定義されかつ不明瞭な表現であり、多くの国で通俗な談話の中でセックスワーク
と混合されるもので、そしてセックスワーカーの不利益によく⼿馴れている、と感じた。ダニエル
が述べた： 
 
もしそうしたいならなんだって⼈⾝取引ということにできるくらいいいかげんに定義された表現
で。まあ前にも⾔ったけれど、ある定義によれば、⾃分の意志で旅をしたとしても、海外へ働きに
⾏くことで⼈⾝取引を経験したということになる。 
 
同様にミシェルが述べた： 
私はそれは本当にうやむやではっきりしない⾔葉だと思う。正直、それを⽿にするときの私の反応
は髪の⽑が⽴つみたいで、セックスワーカー反対の感情に⽴ち向かう覚悟ができている・・・それ
に⾃分のセックスワーカーとしての権利が減ってしまうことを話すのに⼈⾝取引が何度も⽤いら
れるという議論を⾒てきている。 
 
どの重要な情報提供者も⼈⾝取引という表現に批判的で、そして⼈⾝取引と定義されるだろう例と
いうものを⾒た経験が無い⼀⽅、現在の法律の背景から移⺠のセックスワーカーが搾取される可能
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性についての懸念を表わした。キャサリーン・ヒーリーが説明した： 
 
私は・・・その・・・条件はあって、法律がそれを促しているというのを覚えておくのは⼤事なこ
とだと思う。法律が移⺠として働いているセックスワーカーたちを違法にすることで、⼈⾝取引の
必要条件を促している。だから絶対に⽿を⽴てて⽬を開いておいて、その⼼配なの・・・その懸念
がかなり現実的なことだから。 
 
この点と繋げて、⾯接を受けたセックスワーカーは個⼈が意に反してセックスワークを強いられた
または騙された状況を⾒たことも聞いたこともないと譲らずにいたが、参加者２名は移⺠のセック
スワーカーが容認できない労働条件に置かれているのを聞いたことがあると報告した。エイミーと
いう中国出⾝の移⺠セックスワーカーは、セックスワーカーがニュージーランドへ来て短期間売春
宿で働くことを勧められ、それが⼤⾦を稼ぐことを仄めかす内容だったと説明した。到着してみれ
ば、⼤⾦を稼ぐことはできても、四六時中働くことを求められた。エイミーが説明した： 
 
ちがう、強いるのではないけれど・・・彼らは⼥の⼦たちに来て働いてと頼んだけれど、⼥の⼦た
ちのことなんかどうでもよかった‒ それが私が⾔いたいことなの。だから彼らは⼥の⼦たちを⻑時
間働かせて、本当にすごく⻑い時間。 
 
ミシェルもまた⼀部の移⺠のセックスワーカーが労働時間と⾒合わない⽣活費に関して術を失っ
てきていることへの懸念をあらわにした： 
 
私はここに来て働く予定の、雇⽤主または売春宿の持ち主と連絡をとってここに来て働く⼿はずを
とって敷地内に滞在していた移⺠のセックスワーカーたちを⾒てきた。あれは問題になるかもしれ
ないと思う、あの⼦たちは敷地内に居てほんとうに頻繁にすごい⻑時間労働をしているから、かな
りの額の下宿代と費⽤を払っているのだと思う。代わりに⾔うのはできないけど、⼤勢の⼦たちが
不満で、もっと休みが欲しいとのもっと働き⽅の融通が効くといいと思っているのを私は知ってま
す。 
 
つまり、どの参加者も移⺠のセックスワーカーに関する法律が搾取を促す状況を作っているという
懸念をあらわにした。移⺠のセックスワーカーはその経験と状況が多様である⼀⽅で、彼らはたい
ていの⾮移⺠のセックスワーカーにとっては受け⼊れがたいとみなされる労働条件に遭遇する可
能性がある。 
 
リディアは、外国⼈（migrant)セックスワーカーが、お客として近づいてきた者より脅迫されたり、
出⼊国管理局へ通報すると脅されて、タダで性的サービスを求められる状況について、以下のよう
に語っている。 
 
こんな⼦に会ったことがあるよ（中略）男がその⼦に電話してきて予約したいと。それで・・・そ
いつが来たんだけど、「タダでやらせろ、じゃないと出⼊国管理に電話するぞ」とか⾔ってきて。



73 

それでその⼦、なに、これ、どうすればいい、みたく思ったらしいんだよね。でも、その⼦、その
男を追っ払えなくて、タダでさせちゃったの。そして、そのあと仕事で使ってる名前も電話番号も
変えたの。なのに、そいつは彼⼥をまた⾒つけ出して。そんなことが３回くらいかな、続いたって
聞いてる。その⼦は本当に怖がってて本当に傷ついてた。マジ、悪夢だったと思うよ。 
 
「⾮合法なら警察に助けを求められない。⾮合法なら警察も守れない。」 
 
国外退去のリスク 
セックスワークを⾏っているのが発覚した出稼ぎ者は、国外退去となる可能性がある。そのことは、
必然的に、警察など当局者への接触を恐れてしなくなるという問題を起こす。つまり、出稼ぎ者が
暴⼒的な顧客と出会っても、不法在留発覚のおそれが⾮常に強⼒な阻害要因となって、警察へ通報
できないということである。PRAの第16項によると、商業として⾏われる性的サービスに誘導ある
いはそれを強要することを⽬的として、ある⼈を、ニュージーランド国内に不法滞在していると暴
露すると脅すことは、犯罪である。しかし、出稼ぎ者セックスワーカーは、その不安定な法的地位
によって、被害体験を警察に訴えることができないのである。エイミーは「⾮合法なら警察に助け
を求められない。⾮合法なら警察も守れない」と⾔っているとおり、警察は⾮合法で働いている⼈
も保護してくれるとは、思っていなかった。また、エイミーは、出稼ぎ者を雇っている店は、顧客
との間の⼩さないざこざを通報するのを嫌がる、なぜなら「店の⽅は、『ウチのハコに警察が⼊っ
てくるなんてまっぴらだね』と思う」から、と考えていた。 
 
リディアが語った事例のセックスワーカーは、困った状況を通報したくても怖くてできなかったー
リディア⾃⾝は、警察官がそのセックスワーカーの在留資格について守秘してくれることを確信し
ていたのにもかかわらず、リディアは、このように語った。 
 
その⼦は、⼼配して警察に電話したがらなかったの。それでわたしは⾔ったのよ。「たぶんね、そ
れ警察に相談できるよ。だって・・・サツはセックスワーカーをレイプしようとするやつらがそこ
らへんをうろうろしないようにしたいんだよね。あんたのこと調べて出⼊国管理に回すことより、
そっちの⽅がずっと重要なんだよね」って・・・その⼦は結局、⾃分の⾯倒を⾒てくれる⼈をほか
で探した。・・・そういうふうにしかならないんだよね。法律が守ってくれないんなら、別のやり
⽅で⾃分を守ってくれる⼈を探すしかない。 
 
この問題は、⼈⾝売買の犠牲者、あるいは出稼ぎ者登録のない⼊国者であるかもしれないとして、
警察や出⼊国管理の係官にマークされる経験をしたことのある出稼ぎ者は、官公庁や⾏政とのかか
わりをもちたがらないという事実によって複雑化している。リディアは、⼀⼈で外国を旅⾏してい
る時に、何回も嫌がらせを受けたという友⼈について、語っている： 
 
「思うんだけど、植⺠地にされた⼟地の、元から住んでた⼈たちと同じだよね。⼀族まるっきり貧
乏だから旅⾏なんかするはずないって思われてるの。だから、国境でいちいち⽌められる、そう、
それで、不安が積み重なっちゃう。だから、警察なんてぜったい呼ばなくなっちゃうよね。」 
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⼈⾝売買の犠牲者、あるいは移住者登録のない⼊国者であるかもしれないとして、警察や出⼊国管
理の係官にマークされる経験をしたことのある出稼ぎ者 
 
スティグマ、差別、ピアサポート 
出稼ぎ者セックスワーカーは、その不安定な法的地位から、もう⼀層、スティグマを重ねることに
なってしまう。つまり、出稼ぎ者でないセックスワーカーは法に触れていないのに、出稼ぎ者セッ
クスワーカーだと法を犯していることになるという意味で。このことは、出稼ぎ者セックスワーカ
ーが⾃らを孤⽴させ、同じ⽴場の仲間からのサポートや、他のセックスワーカーがもたらす情報か
ら利益を得ることができない状況につながっている。ミシェルはこう説明する。 
 
「法を破って働いて捕まって、国外退去になるのは⼤変なことで、それは恐れるしかないよ。セッ
クスワークしてるからといってそんな⽬にあわなきゃならないのは本当に⾟い。それには、スティ
グマみたいのも関係してると思うんだ。なんていうか、出稼ぎ者のワーカーは法を破っているから、
法に触れずに店（brothel）で働いてる他の⼥の⼦とは区別するみたいな。そして、うん、そのこと
は出稼ぎ者のワーカーが、⾃分たちの職場での権利尊重をあんまり主張しないことに結びついてる
と思う。」 
 
出稼ぎ者であると勘づかれてしまったらニュージーランド出⽣のワーカーたちが通報するのでは
と恐れている場合、出稼ぎ者のセックスワーカーは⾃らを孤⽴させるかもしれない。アナ・ピカリ
ングは⾔う。 
 
「私たちのところには、ニュージーランド⽣まれで、全くのレイシストで当局に通報しかねないよ
うなワーカーもいましたよ。だって、出稼ぎ者ワーカーは売り出し上⼿だから。出稼ぎ者のワーカ
ーたちはほんとうによく働くので、ニュージーランド⽣まれのワーカーは脅威に感じていたんだと
思いますよ。」 
 
その⼀⽅で、搾取を経験しているときには、多くのワーカーが出稼ぎ者のセックスワーカーとの連
帯を⽰す。アナ・ピカリングは、ひとりの出稼ぎ者ワーカーの置かれた状況に気づいたニュージー
ランド⽣まれのワーカーたちが、その出稼ぎ者ワーカーを⽀援したときのことを思い出す。 
 
「街中で店を出してる⼈で住宅街でも内々に商売しているという⼈がいたの。その住宅街の⽅の店
には出稼ぎ者ワーカーが何⼈かいたんだけれど、ある晩、そのうちの⼀⼈が街の⽅の店に⾏くよう
⾔われたのね。街の⽅の店にはキーウィ（ニュージーランド⼈）のワーカーがいて、その出稼ぎ者
ワーカーの⼦は、かくかくしかじかの期間その店にいるんだけれど店のオーナーにパスポートを取
り上げられて、返してもらえないと打ち明けたの。その話を聞いたキーウィたちったら、もう、『く
そったれ、警察に電話しなきゃだよ』て感じになって。それで、出稼ぎ者ワーカーの同意を得て、
キーウィたちが警察に電話したの。警察が店にやってきて、あとはどんどん話が進んで。その出稼
ぎ者ワーカーの⼥性はお⾦を返してもらいパスポートも返してもらって国に帰ったわ…キーウィ
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のワーカーたちがとにかくキレたの、と⾔っていたのを覚えてるわ。彼⼥たちったら、『どこのど
いついだ、こんなことをしやがるとは！』て感じだったわ。」 
 
ミシェルは搾取されているセックスワーカーに出会ったらどうするかについてこう答えた。 
「最初にするのは、NZPCに連れて⾏ってあげる、ということかしら。」 
 
 
通報することへの障害 
この事例に出てくるニュージーランド⽣まれのセックスワーカーたちは、彼⼥らにとっては絶対に
受け⼊れがたい状況が起きていたことに、明らかにショックを受けていた。彼⼥らがそのように思
ったのは、おそらく、PRAの下、セックスワーカーの権利のノーマライゼーションが進み、少なく
ともある程度は、労働条件の適切性が期待されるようになったためであろう。上のエピソードでは
良い結末となったといえる。しかし、特に、彼⼥らがニュージーランドに残ることを希望している
場合には、同じような状況で警察にコンタクトをとって、出稼ぎ者ワーカーの意図しない悪い結末
になる可能性もある。本プロジェクトでインタビューを⾏ったセックスワーカーたちは、⼀緒に働
いている出稼ぎ者ワーカーが搾取されている場合、警察にコンタクトをとるかどうかはわからない、
コンタクトをとるとすればNZPCだけである、と答えている。ミシェルは、搾取されている出稼ぎ
者ワーカーに出会ったら、次のようにすると答えている。 
 
「⼀番最初にするのは、NZPCに連れて⾏ってあげる、と⾔うことだと思う。NZPCなら情報とか
外国語もあって、英語を話さない⼈とコミュニケーションできる⼈もいるってわかってるから。だ
から、⼀番最初にそうすると思う。出稼ぎ者ワーカーたちがあんまり危険に怯えてるようであれば、
警察は恐ろしくないよって教えてあげるかもしれない。でも、警察に話すことをどのくらい勧める
かというと、それはあんまりよくわからない。だって最終的に国外退去になっちゃうかもしれない
から。ワーキングホリデーに来てるだけなんだからそんな⼤ごとではない、って思うかもしれない。
でも、ものごとつながっちゃうこともあるから。セックスワークをしてある国を国外退去になった
ら、別の国にも⼊れなくなっちゃうことがあるかもしれない。それは、その後の⼈⽣やどの国に旅
⾏できるかに影響してくるわよね。」 
 
同様に、エイミーも、法に触れてセックスワークしている⼈を警察が助けてくれるかどうか、確信
していなかった。エイミーは、警察にコンタクトを取るよう勧める気にはなれない、なぜなら「⾯
倒に巻き込まれちゃうから[…]警察は彼⼥らを連れて⾏っちゃう」と⾔った。その後どうなるかを
尋ねると、エイミーは、「多分、警察は『ここでは働けないよー働けないから⾃分の国に帰りなさ
い』と⾔うでしょうね」と答えた。 
 
出稼ぎ者ワーカーたちは、働いている最中に当局から⾝元を特定されるのでは、という可能性と背
中合わせに、⽣活している。 
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監視とコントロール 
困難な状況を通報しづらくする障壁に加え、出稼ぎ者セックスワーカーは働いている最中に当局か
ら⾝元を特定されるのでは、という可能性と背中合わせに、⽣活している。ニュージーランドにお
いて⾵俗店への抜き打ち捜査はそんなによく⾏われることではないが、出⼊国管理担当官による抜
き打ち査察は時折なされる。調査協⼒者たちは、ニュージーランドに⼊国しようとしているセック
スワーカーが尋問されているところーオーストリア調査でも同様なことが確認されているーにつ
いて語っている 32。また、ある別の調査協⼒者は、セックスワーカーのインターネット上の広告
ページと、ソーシャルメディアの個⼈ページを⾒⽐べてチェックし、不法労働しようとしている個
⼈を特定しようとしているさまを語った。アナ・ピカリングは次のように⾔う。 
 
「専⽤のサイトに広告を出してた出稼ぎ者ワーカーの⼦に関わったことがあるの。ニュージーラン
ド移住者局の⽅も、そのサイトをチェックしてて、移住者局がその⼦にメールを送りつけてきたの。
そのメールには彼⼥のオンライン・アドのリンクも貼ってあって、あなたは嘘をつきましたね、あ
なたはこのサイトに広告を出しています、これがあなただということは、Facebookやインスタグラ
ムのあなたのアカウントから証明することができます、とかなんとか。その⼦は異議申⽴てをした
けれど、ニュージーランド移住者局は、いついつまでの期間を与えますのでもしこの期⽇にまであ
なたが出国しなければ、（中略）国外退去義務の通知を出します、と⾔ってきた。それでその⼦は
交渉を諦めて。⾃分の国に帰る航空券も持っていたから。彼⼥はニュージーランドにもどって来な
いでしょうね。」 
 
出稼ぎ者がセックスワークにかかわることへの禁⽌は、セックスワーカーにとって⼆つの相反する
状況をつくり出した。ニュージーランド⽣まれのワーカーは、公開性や透明性のある労働環境の利
益を享受できるが、出稼ぎ者ワーカーは、基本的に、アンダーグラウンド化することを強いられ、
その結果、搾取や暴⼒の対象となりやすくなった。 
 
ニュージーランド移住者局の、セックスワーク関連の動きについてのメディア報道によると、取り
締まり活動の中で確認された、⼈⾝売買被害はないとなっている。2007年には、オークランドで6
つの⾵俗店が警察と移住者担当官によって抜き打ち捜査された。その捜査には、『ボーダーライン』
というテレビのリアリティ番組の撮影クルーがともなっていた。その内の１件の捜査現場では、客
の⼀⼈が、⾝元判明を恐れて窓から⾶び降り死亡した。警察官がいたのは⽴ち⼊り捜査で⼈⾝売買
被害者が確認された時のためであると伝えられたが、ニュージーランド移住者局の広報担当者は、
その⽴ち⼊り捜査は「その店での売春営業を保証し、出稼ぎ者に関する諸規則が破られていないこ
と」を⽬的に⾏われた 33 と述べている。以来、⽴ち⼊り捜査は、出稼ぎ者担当官と警察官の両⽅
あるいはどちらかが関係して実施されるようになった。2012年には、8箇所の⾵俗店が捜査され、
捜査にあたった係官は、法に抵触して働いていた21⼈のワーカーの所在を確認した。それらのワー
カーのうち２⼈は⾃主的な出国を選択したが、残り19⼈は国外退去義務の通知を受けた 34。2014
年にある⾵俗店に対して⾏われた⽴ち⼊り捜査では、⼈⾝売買被害者や未成年者にあたるセックス
ワーカーは確認されなかったが、３⼈のワーカーが国外退去義務通知を受けた 35。 
 



77 

出稼ぎ者がセックスワークにかかわることへの禁⽌は、セックスワーカーにとって⼆つの相反する
状況をつくり出した。ニュージーランド⽣まれのワーカーは、公開性や透明性のある労働環境の利
益を享受できるが、出稼ぎ者ワーカーは、基本的に、アンダーグラウンド化することを強いられ、
その結果、搾取や暴⼒の対象となりやすくなった。ニュージーランドの⾮犯罪化政策は、成功であ
るとされてきた 36。だが、それは出稼ぎ者のセックスワーカーを除外した上での話であり、現⾏
の政策は、⼈⾝売買を防⽌するというよりむしろ助⻑すると⾔った⽅が、正確である。 
 
ニュージーランドにおける出稼ぎ者セックスワーカーの苦境は、NZPCが搾取事例に対してどのよ
うに対応していくべきかの⽰唆も含んでいる。 
 
 
搾取への対応：NZPCの役割とそのアプローチ 
NZPCは、30年前にセックスワーカーによるセックスワーカーのための組織として設⽴された。で
あるから、NZPCはセックスワーカーの権利、労働衛⽣と安全に深い関⼼を持っている。これらの
問題に対する関⼼のあらわれは、NZPCによるセックスワークの⾮犯罪化に向けての取り組みだけ
でなく、セックスワーカーが合理的かつ公正な労働条件の中で働けるよう、権利を擁護するさまざ
まな⽇常的な取り組みの中に⾒て取れる。NZPCは、⼈⾝売買の”傘”の下に⾏われている、多種多
様な搾取⾏為に対処するための、重要な役割を果たしている。 
 
セックスワーカーやセックスワークに関わるその他の⼈たちにとって、NZPCは、アウトサイダー
（外部者）ではなく、むしろインサイダー（内部者）である。であるから、彼ら彼⼥らのコミュニ
ティに属さないと考えられている団体には明かされない情報も、NZPCへは提供されることがある。 
 
インサイダー（内部者）としての位置づけ 
セックスワークにおける搾取の問題に取り組む団体として、NZPCが備えている特徴の⼀つは、
NZPCがセックスワーカーのコミュニティの⼀部であるということである。NZPCは、セックスワ
ーカーやセックスワークに関わるその他の⼈たちにとって、アウトサイダー（外部者）ではなく、
むしろインサイダー（内部者）であるのだ。そのため、彼ら彼⼥らのコミュニティに属さないと考
えられている団体には明かされない情報も、NZPCへは提供されることがある。筆者がインタビュ
ーの為にNZPCを訪れていたとき、⾵俗店の管理責任者がやってきて、出稼ぎ者セックスワーカー
の為にNZPCが作成した他⾔語による情報提供資材を取っていった。その時、彼の店にはニュージ
ーランド出⾝者ではないセックスワーカーがいるのだと打ち明けたのである。この時の相互のやり
取りを思い起こして、キャサリン・ヒーリーは次のように語った。 
 
とある店の管理責任者が打ち明けてくれたの。彼の店には３⼈のワーカーがいるって。そしてその
ことについて話したいって。その３⼈のワーカーは、あきらかに、世界の、ニュージーランド以外
のの地域出⾝なので、何か情報や資料を持っていってあげるのだと、つまり出稼ぎセックスワーカ
ーのための資料ね。そうやって打ち明けてくれるのは、信頼があるということよね…その⼈は、出
稼ぎセックスワーカーを雇っていることで、店の経営許可を失いかねないわけだから、⾮常にセン
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シティブなことを私たちに打ち明けてくれたわけで。それは（他の組織との）違いがあるってこと
よね…私たちは彼らのコミュニティみたいなもの…私たちはどちらかというとアウトサイダーで
はなくインサイダーなの。インサイダー（同⼠）なら情報を共有するわよね。 
 
NZPCは当事者ベースの組織であり、そのインサイダーとしての役割は、他の組織に対して話さな
いような⼼配事や困った体験を、NZPCになら話してくれるというところにある。彼らの役割は、
不安定な法的地位や、出⾝国での警察とのいざこざの経験などから、警察など権限を持つ当局者を
恐れているセックスワーカーをサポートする場⾯で、特に重要な意味をもつ。アナ・ピカリングは
次のように付け加える。 
 
わたしたちのところに来る出稼ぎセックスワーカーの中には、警察の汚職とか、出⼊国管理官の汚
職とかがひどい国から来てる⼦もいる…出稼ぎセックスワーカーたちは、そうなの、当局に属する
だれかのことばより、私たちの⾔葉を信頼するでしょうね。 
 
このプロジェクトでインタビューを受けた４⼈のセックスワーカー全員が、みずから搾取や暴⼒を
受けたり、他のセックスワーカーが搾取や暴⼒を受けているのを知った時、いの⼀番に電話するの
はNZPCだと述べた。ダニエルは、NZPCのインサイダーとしての位置づけや取り組みが、禁⽌主
義者によって批判されることもあると説明する。禁⽌主義者は、セックスワーカーのための情報提
供資材は、セックスワーカーの搾取を助⻑すると⾮難するのである。ダニエルによると、⼈⾝売買
がからむようなケースの場合、NZPCはとても慎重な取り組みをおこなう。 
 
なにかことが起きたようなときには、NZPCは、信じられないくらいにそのセックスワーカーの⾯
倒をみるでしょうね。どういうことかというと、NZPCは、なんというか、外国⼈ワーカーのため
の情報提供を⼿がけているというその時点ですでに、リスクに⽚⾜つっこんでいるのと同じなので。
とくに、オークランドで中国語の情報提供をしているということはそういうことなの。反対者（禁
⽌主義者）がそれにすぐさま噛み付いて、「ほら、NZPCは⼈⾝売買を⽀持している」なんて⾔う
…でもそうじゃない。外国語の情報提供するのは、だれもが安全でいるための情報にアクセスでき
る状況を確保するためなの。 
 
インタビューに参加した、外部のキー・インフォーマントも、NZPCのインサイダーとしての位置
づけを評価していた。NZPCは、セックスワークの現場で⽣じている、他の団体は知り得ないよう
なさまざまなことがらにも通じている、として。 
 
キャサリンも、キャサリンと⼀緒に働いている仲間たちもそうだと思う。だって、彼⼥たちは⽅々
にちらばっているし、キャサリンは起こっていること全てに⽿を傾けてくれる…彼⼥たちは、わた
しら含め他の⼈たちが出⼊りしないところにもいるの…彼⼥たちは、わたしらより話も聞いてあげ
るし…だから、何が起こってるか他の⼈よりよく知ることができると⾔うわけ。 
 
このことは、セックスワーカーが困難に直⾯しているがそれを問題として訴えられないような状況、
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とくに、その店で働き続けたいと願っているため、苦情を訴えることにより店との関係を損ねたく
ないと思っているような場合などを、うまく問題解決するノウハウを持つことをも意味する。
NZPCの、まず最初に試みるのは、個別の状況によるものの、管理責任者とのコミュニケーション
ラインを維持することを⽬的として、間接的にアプローチする。つまり、まず第⼀に、管理責任者
を教育するー経営のやり⽅を改善する機会を提供するという⽅法を⽤いるということだと、キャサ
リン・ヒーリーは⾔う。 
 
 
管理責任者に、直接訴えることもある。「このこと、全ての店に対して⾔ってるの、あなたの店に
当てはまるかどうかはわからないんだけれど」という感じで。つまり、そのやり⽅だと取締りの危
険性があるということを、⼀般的な形で伝えるの。つまり、まちがったやり⽅だという意識を⽣じ
させて、その結果よくないことが起きるかもしれないと教えてあげるの。 
 
 
搾取に⽴ち向かい、衝突を解決する 
セックスワーカーたちが、搾取に⽴ち向かうために公式的なルートを使おうとする場合には、⾮犯
罪化という枠組みは、ワーカーたちの申し⽴てを当局者たちが真剣に取り合うということにつなが
る。 
 
店の管理責任者との関係維持は⼀つの要である。なぜなら、関係維持によってこそ何らかの問題が
⽣じたときの対話が可能になるからである。インタビューに応じてくれたセックスワーカーたちは、
この点についても確かで、問題がおきた時、NZPCは、セックスワーカーの⽴場について、管理責
任者にプレッシャーをかけて助けてくれると⾔っていた。例えば、ダニエルは、もし、管理責任者
に罰⾦を課すぞと⾔われたならば、NZPCに連絡するであろうという。なぜなら、「キャサリンて、
相⼿にちょうどいい具合にプレッシャーかけるのが上⼿」であるから。NZPCのやり⽅では、セッ
クスワーカーによる⾃⼰決定が基本である。セックスワーカーたちが求めるものごとが、常に⽅向
性をリードするのである。例えば、ことを公にせずに解決できるような問題である場合には、苦情
をただちに公のルートにのせるのは、常に最良とは⾔い難い。公にせず問題を処理することをその
セックスワーカーが望んでいるならば、NZPCはその意思を尊重する。キャサリンは次のように説
明する。 
 
セックスワーカーたちが望むこと次第なの。私たちは、⾃分たちの考えを、セックスワーカーたち
がいうことより優先させることはできない。（もし、セックスワーカーたちが）「くそったれ、当局
に怒鳴り込んでやる」と⾔うなら、私たちはその通りにしないとね。 
 
NZPCは、また、問題解決が必要な状況で⼿助けをしてくれる他の組織とも重要なつながりを築い
ている。例えば、MOH(Medical Officers of Health，保健衛⽣医官）などの知識と専⾨技術を持っ
た⼈たちと。それらの⼈たちは、他の担当官たちに注意を喚起したりして、解決策を⾒出すべく動
いてくれる。例えば、NZPCは、安全でないセックスを提供しているセックスワーカーがいる、と
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セックスワーカーたちから苦情を受けていたことがある。その時、NZPCは、MOHと協働して、
脅しにならないようなやり⽅を⼯夫して、店の管理責任者とコンタクトを取った。 
 
セックスワーカーたちが、搾取に⽴ち向かうために公式的なルートを使おうとする時、⾮犯罪化と
いう枠組みは、ワーカーたちの申し⽴てを当局者たちが真剣に取り合うということにつながる。こ
のことは、2014年のあるケースによって裏付けられる。このケースでは、あるセックスワーカー
NZPCの⽀援を受けていたーが、店のオーナーから性的嫌がらせを受けていると訴え出て、⼈権法
廷(Human Rights Tribunal)で争っていたが、勝訴した。法廷は、セックスワーカーと意思疎通を
はかる際に⾵俗店の所有者が性的なことばを⽤いることを許容すべきではないとして、訴えを起こ
した22歳の⼥性に2万5千ニュージーランド・ドル（当時のレートで約2万1千⽶ドル相当）を⽀払う
よう命じた 37。 
 
セックスワーカーの権利”推進者”を開拓する 
NZPCが他の組織と築いている関係は、出稼ぎセックスワーカーに対する搾取への対応を進める際
の、⾮常に重要な要素となっている。ことに、⼈⾝売買のケースであるときに当てはまる。 
 
NZPCの⾜場を確かにしているのは、当局者たちが、困難に直⾯しているセックスワーカーに適切
に対応しようとしているかどうか、という点である。NZPCは、いろいろな組織の中に、必要なと
きに声がけできる「推進者」を開拓し、それら推進者は、⾃分の組織内で、セックスワーカーを⽀
援する歳のベスト・アプローチに関する組織内情報を強化する働きをしている。ダニエルは、昔の
パートナーに、⾔うことを聞かないならセックスワーカーとして働いていることを家族にバラすと
脅されていた。ダニエルのマネージャーがNZPCとつながりをもっていたため、彼⼥は、そのこと
をマネージャーに打ち明けた。ダニエルは、次のように説明する。 
 
わたしの当時のマネージャーが（中略）NZPCとつながりをもっていて、セックスワークに理解の
ある警察官を探してくれたの。それでその警察官のところに⾏って話をしたんだけれど、信じられ
ないくらい、⼒になってくれたわ。 
 
NZPCが他の組織と築いている関係は、出稼ぎセックスワーカーに対する搾取への対応を進める際
の、⾮常に重要な要素となっている。ことに、⼈⾝売買のケースであるときに当てはまる。NZPC
は、搾取されている出稼ぎセックスワーカーに対して⾼い対応⼒をもっているが、現⾏の法システ
ムによってその⼒を発揮できないことがある。どういうことかというと、セックスワーカーたちは、
何か問題を抱えていてNZPCに近づくのであるが、彼⼥たちは、めったに、⾃信の問題について苦
情を⾔うこと以上のことはしたがらない。彼⼥らがNZPCに近づくのはただ単に、⾃分たちの経験
を聞いてもらいたいからだけなのである。しかし、NZPCは、政府組織内の個別のセックスワーカ
ー「推進者」と強固な関係を築いており、セックスワーカーが公的機関に通報したいと望めば、「推
進者」たちがかえって成り⾏きが悪化してしまわないように、うまく取りはからうこともある。リ
ディアは、性的暴⾏を受けてNZPCに助けられた出稼ぎセックスワーカーについて思い出しながら
語った。 
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その⼦は出⼊国管理局のことを⼼配してNZPCに⾏って、NZPCはその⼦の⼿助けをしたの。NZPC
の⼿助けっていうのは、まず警察に話をして、それからその⼦を危険な⽬に合わせずに警察をその
⼦と話させる…つまり、その⼦が強制出国やらなんやらになってしまわないように…それで、わた
しが思うに、NZPCはこの⼿のことにかけては右に出るものがいないわね。 
 
パートナーシップとアウトリーチ 
NZPCはまた、NZPCのセックスワーカー本位フレームワークの中で⾏う、セックスワーカー向け
各種サービスを、他の組織に提供するということも⾏う。例えば、匿名かつ無料で利⽤できる性の
健康関連サービスを第⼀のきっかけとして、多数のセックスワーカーがその組織に訪れるようにな
る。オークランドでは、ワーク・アンド・インカム（仕事と収⼊） 38という団体のアドヴァイザ
ーたちが、⽣活上の⼤きな困難に対処しながら働いているセックスワーカーたちに、サテライト・
クリニックを開設している。アナ・ピカリングは⾔う。 
 
たとえば…このオークランドだと、その、ワーク・アンド・インカムていうところがあって。そこ
では、社会給付⾦や福祉住宅のことをやってる。それで私たちは⾏政と⼀緒に関係づくりを⾏った
の、私たちのコミュニティの助けになってくれるように。 
 
NZPCは、ニュージーランド国内で、セックスワーカー・コミュニティのまだ築かれていない地区
へのアウトリーチをも⾏っている。アウトリーチ・サービスは、出稼ぎ者セックスワーカーにとっ
てことの他重要である。出稼ぎ者の中には、なるべく多くの収⼊を獲得することを⽬的に、あるい
は管理当局から逃れて⼀歩先を⾏くため、国内を移動して回る⼈もいるからである。⼀⽅、⼤都市
圏でもアウトリーチ・サービスは重要である。オークランドには、「出稼ぎ者のための教育と情報
提供プロジェクト」という、NZPCが熱⼼に取り組んでいるプロジェクトがある。このプロジェク
トは、北京語と広東語を話すピア・エデュケーターがコーディネートしている。出稼ぎ者コミュニ
ティ・リエゾン(The Migrant Community Liaison)の担当は次のように説明した。 
 
私たちの事務所に連絡を取ることすら難しいという⼈たちがいるの、ほとんどの出稼ぎ者がそうな
んだけれど…その⼈たちは、事務所まで来る⽅法もわからなかったり。⾞を運転することができな
い⼈だっている…私たちのところにくる⽅法がわからないんだから、私たちが出かけていって、そ
の⼈たちに会うの。そして、NZPCてどういうところかって教えてあげる…この組織（NZPC）は
全てのセックスワーカーを⼿助けする組織だけれど、中国から来た⼈たちは英語がよくわからない
⼈が多い。わたしがいるときには、彼⼥らにNZPCとはなにか、NZPCは彼⼥たちを助けたり⽀援
したりするし、犯罪に巻き込まれた時はNZPCに訴えることもできる、NZPCは彼⼥らの味⽅にな
って、警官に通報してくれるって。 
 
 
情報提供資材を開発する 
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情報提供資材の開発は、セックスワークにおける搾取の問題に取り組むNZPCにとって、⽋かすこ
とのできない活動の⼀つである。NZPCの資材ほぼ全部が現役のセックスワーカーたちによって開
発されている。その中には、セックスワーク・ビジネスにおける⾏動・実践のガイドラインを⽰し
た『全ての職業の⾏動規範』がある。NZPCは、この⾏動規範に則って管理・営業できるよう、店
の管理責任者を補助することも⾏う 39。NZPCは、他の組織と協働して資材を開発することもあ
る。たとえば、ニュージーランド移⺠局とともに、パスポートや賃⾦を差し押さえられているセッ
クスワーカーにアドバイスを届けるためのパンフレットを、多数の⾔語で製作した。 
 
 
セックスワークをやめたい⼈への⽀援 
NZPCはセックスワーカーの⾃⼰決定を活動の中⼼に置く団体ではあるが、セックスワークをやめ
たい⼈への⽀援も万全に⾏っている。インタビュー調査への協⼒者たちは、セックスワーカーのほ
とんどは、セックスワークをやめるための⽀援を求めるために連絡をしてくるわけではないと考え
ていたが、セックスワークをやめたい⼈たちのためには、⾦銭的補助制度を利⽤するために「ワー
ク・アンド・インカム」に連絡をとる⼿助けをしている。NZPCは、相談に訪れたセックスワーカ
ーを他のサービス、たとえば、相談者の利益と⼀致するならば、宗教団体の運営している、セック
スワークをやめたい⼈のための⼀時避難施設へとつなぐことも⾏う。キャサリンは説明する。 
 
その施設について中⽴的な表現を⽤いて説明します。そして、「もしあなたが望むなら、滞在する
ことのできる場所がある」「そこは宗教団体が運営しているのだけれど、そのことがあなたにとっ
て差し障りがあるかもしれないし、そうでないかもしれない。そこの⼈たちは、あなたが望むので
あれば、他のことができるよう助けてくれる」と⾔います。私たちは、この団体は彼ら独特の価値
理念に基づいて活動していると認識していますが、セックスワーカーたちだって彼⼥ら独⾃の価値
理念でもって⾏動していますから。 
 
 
若い⼈たちの安全を⽀援する 
NZPCのもつ⽬に⾒張るべき強みは、セックスワークにかかわる⼀⼈ひとり―在留資格や年齢にか
かわりなく―を、可能な限り安全でいられるよう⽀援していくことに対する真摯な態度である。セ
ックスワークにかかわる若い⼈たちにとっては、安全の確保は喫緊の問題である。アナ・ピカリン
グはいう。 
 
わたしが若い⼦たちに「どうしてあなたはここにいるの、どうしてあなたは働いているの？」と聞
いても、その⼦たちは「わたしはセックスワーカーよ。楽しいし、誇りを持ってる」とは⾔わない
でしょうね。どちらかというと「⽣活がかかってるの。⾷べてかなきゃならない」みたいに⾔う。
若い⼈にかかわるときにはいつもしっかり確認するの。⾐服の状態とか、ちゃんとご飯⾷べてるか
とか、安全な寝場所があるかとか。 
 
セックスで対価を得ている若い⼈たちに対応する際、最も役に⽴つアプローチは、彼⼥たちが直⾯
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している経済的困窮を少しでも和らげるような、実際的な補助を⾏うことと、サポートシステムを
強化することである。 
 
セックスワークに携わっている若い⼈たちを、⼈⾝売買の被害者として位置づけるのは、インタビ
ュー協⼒者らは、⽀援を⾏う際に役に⽴たないと感じられていた。なぜなら、彼⼥らは、たいてい
の場合、家や擁護施設から脱出するなどの理由から、経済的困窮に直⾯し、セックスワークにかか
わるようになったからである。ダニエルは、若い⼈を即座に⼈⾝売買被害者と位置付けるのはあま
り役に⽴つ考えとは⾔えないと感じていた。なぜなら、諸団体は、若い⼈の安全を保つための役に
⽴つ情報を提供することにあまり熱⼼でないからである。 
 
両⼿を上げて降参みたいな感じね。「あー、ダメダメダメ。ごめんなさい。何もして上げられない。
あなたとかかわることはできない。⼈⾝売買の⽚棒をかつぐことになりたくないの」というように、
全く話にならない。 
 
同様に、リディアも⾔う。 
 
彼⼥らを「⼈⾝売買された⼈」と⾔ってしまうのはダメね。「ホームレス」とか「頼れる家族がい
ない」とかの⽅が、いい。 
 
セックスで対価を得ている若い⼈たちに対応する際、最も役に⽴つアプローチは、彼⼥たちが直⾯
している経済的困窮を少しでも和らげるような、実際的な補助を⾏うことと、サポートシステムを
強化することである。これは、NZPCがその活動モデルとするやり⽅であると⾒なされていた。ダ
ニエルはいう。 
 
⾼圧的な態度をとったり、「あなたの選択は完全に間違ってる」と⾔ったりするのは、あなたが助
けることができるはずの⼈を疎外するだけだと思う。もっと⽀援的で相⼿を尊重するようなやり⽅
でかかわりを始めていれば。「どんな⾵にお⼿伝いすればいい？」と聞いてから、どうしてセック
スワークをしているのか理由を尋ねたり、どんな状況なのかを尋ねたり…柔軟で善し悪しを決めつ
ける視線のない態度で接したり、具体的な⽀援⽅法を探したり。そう、そういったことは、わたし
の経験では、NZPCはいつも上⼿なの。 
 
NZPCは、セックスワークに携わる若い⼈に、現実的なサポートを提供することを重要視している
だけでなく、若い⼈が搾取の対象にされている場合、法的な⼿段へのアクセス可能性を⾼めること
にも熱意を持っている。アナ・ピカリングはいう。 
 
 
街中には、すごい搾取をしてくる⼤⼈もいる…搾取を⾒かけたら…わたしは若い⼦たちにいつも⾔
うの。「これらはあなたの権利。これは法律の下でのあなたの権利なの。あなたはどうしたい？私
たちが警察を呼んでこの⼈たちを追い払うこともできるわよ」て。それで、わたしはオークランド
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で、若い⼈たちを搾取していた⼤⼈を追い払わなきゃいけなかったケースをいくつか取り扱ったわ。 
 
「あなたの選択は完全に間違ってる」と⾔ったりするのは、あなたが助けることができるはずの⼈
を疎外するだけだと思う。 
 
このように、NZPCは、搾取に直⾯しているセックスワーカーへの働きかけにおいて、他に例を⾒
ない重要な働きをしている。NZPCの核となる強みは、NZPCは当事者主体の組織だという点にあ
る。NZPCは、性産業のインサイダーであり、それゆえにセックスワークにかかわっている⼈たち
から⼤きな信頼を寄せられることが多い。そして、NZPCはサービスを提供したり、セックスワー
カーが⼿に⼊れ利益を得ることのできるような情報提供資材を開発するのに適した位置づけをも
っている。 
 
 
⼈⾝売買、搾取、そしてセックスワークの⾮犯罪化 
搾取に直⾯しているセックスワーカーの取りうる⾏動選択肢を強化するという点で、セックスワー
クの⾮犯罪化はポジティブな影響を及ぼしてきたことについては、さまざまな資料に記されている 
40。セックスワークの⾮犯罪化は、社会に議論を巻き起こしながら、⼈⾝売買の防⽌において重要
な⾒⽅を提⽰してきた。キャサリン・ヒーリーは、⾮犯罪化は、セックスワークにおいてどんなこ
とが許されるのかについての⼈々の考えを変えた、と説明する。 
 
⾮犯罪化することによって、セックスワーカーたちは、⼀つの仕事としてきちんと働けるというこ
とについて、多くを期待するようになったの。つまり、困った状況から抜け出す⽅法はないんだな
んて思い込むことなく、不公正かつ危害のあるような状況に⾃分たちが置かれるべきではないと思
うようになった。つまり、状況は正せるんだという期待とか、状況を告発してくれる⼈がいるんだ
と思えるようになること。わかるかしら、今では「誰にいえばいい？」というのがみなが第⼀に考
えることになった。以前（セックスワークが⾮犯罪化される前）は、「⼿を打つことなんてできる
はずない」と⾔っていたのに。 
 
⾮犯罪化は、セックスワーカーたちが搾取を経験していたり、他者から不当な取り扱いを受けてい
ると感じている時に、そのことを、⾃⾝がおびやかされることなく、打ち明けられる場所や場⾯を
切り開いた。 
 
⾮犯罪化は、セックスワーカーたちが搾取を経験していたり、他者から不当な取り扱いを受けて 
いると感じている時に、そのことを、⾃⾝がおびやかされることなく、打ち明けられる場所や場⾯
を切り開いた。このことは、アナ・ピカリングがこの章の始めの⽅で語ったことがらによく裏付け
される。ニュージーランド⽣まれのセックスワーカーが、出稼ぎセックスワーカーのパスポートが
取り上げられていることを⾒つけ、激怒しながら、出稼ぎセックスワーカーを⽀援したというエピ
ソードである。ニュージーランドの⾮犯罪化法制度では、お客が、セックスワーカーが搾取されて
いるのではないかと思ったときに、管理当局に知らせることをも容易にできるようにしている。ケ
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イラム・ベナシーは⾔う。 
 
⾮犯罪化によって、お客が⼈⾝売買ではないかと思ったとき、そのことについて話しやすくなって
いる。以前だったら、お客たちは⼝をつぐんでいただろうね。⾃分たちの⾝元が明らかになるのを
絶対に避けたいだろうから。お客が犯罪者でないとしてもそうだよ。だけれども、今ではお客たち
も話しやすくなって、⼈⾝売買じゃないかと思った時には通報してくるようになった。 
 
お客たちも搾取のことを⼼配し、セックスワーカーの安全を気に留めているという意⾒は、エイミ
ーの経験からも確かめられる。エイミーは、出稼ぎセックスワーカーとして働いていたが、性的サ
ービスを始める前に、お客に、強制されてこの仕事をやっているのか、と尋ねられたことがある。 
 
そうね、お客の中には、セックスワークを強制されてるんじゃないかと思う⼈もいるでしょうね…
「誰かにこれをやらされてるの？」なんて⾔ったりして。わたしは、⾃分は強制されてないし、こ
れはわたしにあってる仕事だからやっているのだし、楽しいわよ、お⾦も稼げるし、なんて⾔う… 
 
NZPCも、出稼ぎセックスワーカーのことを⼼配したお客たちからの電話を受けたことがある。ア
ナ・ピカリングは述べた。 
 
お⾦を払ってセックスをするお客たちの中には、わかると思うけど、いい⼈も悪い⼈もいる。そし
て、⾃分のことをソーシャルワーカーか何かじゃないかと思ってるようなお客も中にはいるのよ。
そういう⼈たちはセックスワーカー、出稼ぎセックスワーカーにたいしてが多いわね、に⼤きな愛
着を持っていて…。あるお客がセックスのために店にやってきて、出稼ぎワーカーにお⾦を払う、
そして、そのワーカーがその店で起きていることとかをお客に話す、と。そのお客はNZPCに電話
して、「本当に⼼配してるんだけれど、わたしはこの店に⾏ってかくかくしかじか、わたしはその
店で起こっていることについて、本当に⼼配してるんです」と話すわね。 
 
これらのことからわかるとおり、セックスワークの⾮犯罪化は、⼈⾝売買を防⽌することにたいし、
ある程度までは、公開性と透明性をもたらしたことに疑いない。しかし、公開性・透明性の確保を、
⼀時滞在許可しか保持していない出稼ぎセックスワーカーの権利を拡張するところまで推し進る
ことが重要であろう。調査参加者は、現⾏の政策は、セックスワーカーの⼀部にたいし 
て状況改善をもたらしたが、全てのセックスワーカーに対してではない、と憤慨する。リディアは
⾔う。 
それって、本当に、本当に、レイシストの考えでしょ。適⽤される法律が違うなんて。本当にひど
い差別だわ…⼈は同等の権利を持つべきだわ。そう、出稼ぎセックスワーカーを不法としておくの
は、本当に差別的で、レイシスト的で危険でしかないと思う。それで、私は、出稼ぎセックスワー
カーも他の⼈たちと同じ権利を持つべきと考えるし、この問題をセックスワーカー以外の出稼ぎ労
働者と同じ権利の問題として考えることができれば、これは本当に⼤きな前進だと思うの。 
 
調査参加者は、現⾏の政策は、セックスワーカーの⼀部にたいして状況改善をもたらしたが、全て
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のセックスワーカーに対してではない、と憤慨する。 
 
ニュージーランドにおける現在の状況は、したがって、⽭盾をはらむものであるといえる。⼀⾯で
は、セックスワークの⾮犯罪化が、搾取にたいして防⽌要因として働く。搾取に抵抗する権利を持
てるからである。しかし、⼀⽅で、出稼ぎ者のセックスワークを禁⽌する政策によって、⾮犯罪化
による利益をすべてのセックスワーカーが受けられない状況をつくっている。出稼ぎセックスワー
カーたちは、⼈⾝売買が起こりかねない状況につながる搾取にたいして、より弱い⽴場に追いやら
れている。今のところ、⼈⾝売買によってセックスワークに⼊ったケースは報告されていないが、
現⾏の⽅的枠組みの中での出稼ぎセックスワーカーの⽴場の弱さは、現状満⾜していてはいけない
ことを意味する。ニュージーランドの出稼ぎセックスワーカーの搾取を防⽌するためには、より⼀
層の変⾰が求められる。 
 
 
結論と提⾔ 
この報告は、ニュージーランドの現⾏の法枠組みにおける、搾取および反⼈⾝売買の⽅略について
の現状認識と経験、それらに対するNZPCの対応について、調査したものである。調査の結果から、
現在のところ、ニュージーランドにおいて、セックスワークにかかわる⼈⾝売買を裏づける証拠は
なかったものの、⼀時滞在者（労働ビザ所要者も含む）がセックスワークにたずさわることを禁⽌
する法律が、出稼ぎセックスワーカーの搾取ー⼈⾝売買のリスクも含む、などの被害を被りやすい
状況を作り出していた。NZPCは、セックスワーカーたちを⽀援し、さまざまな種類の搾取に対応
するために、重要な役割を果たしているが、現⾏の政策によって、⼗全にその働きを果たすことが
できない。このような弱点を課題化し、搾取の防⽌を強化するために、この研究から以下のような
まとめの提⾔を⾏う。 
 
ニュージーランドの政府に対する提⾔ 
１．できる限り早期に、ニュージーランド移⺠局が主体となって複数省庁参加の委員会を⽴ち上げ、
現⾏の法制度が出稼ぎ者によるセックスワークにどのような影響を与えているか、現⾏の差別的政
策を終結するためにどのような法改⾰が必要か、について検討する。その委員会の中には、警察、
⼈権委員会（Human Rights Commission）、法務省、⼥性省、NZPC他の関連する⾮政府機関など、
広い範囲の関係者を含める。 
 
２．暫定措置として、出⼊国管理局係官とセックスワーカーの保護に責任を持つ役割（警察など）
とで、公的な保護の仕組みをつくり、⾮合法労働しているセックスワーカーが、⾃らの⽴場が不利
になるような反作⽤を被ることなく、いつでも被害や犯罪⾏為を報告できるようにする。 
 
３．他の国にモデルを提供できるようなベスト・プラクティスとして、セックスワークの⾮犯罪化
を積極的に推し進める。その際、出稼ぎセックスワーカーが除外されていることを、ニュージーラ
ンドの現⾏の法制度の限界であり、この限界は、全てのセックスワーカーへの⼈権保護の拡張を⽬
指した政策拡⼤によって改善されるべきであることの認知拡⼤を進めなくてはならない。 
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反⼈⾝売買の活動組織への提⾔ 
１．セックスワークを労働の⼀形態として認知し、⼈⾝売買を含めた搾取を防⽌するには、労働者
の権利を⽀持することが⽋かせないことを認める。同様に、反⼈⾝売買のための活動諸団体は、セ
ックスワークにかかわる搾取を、性的搾取としてではなく、労働搾取として⾔及・表現するよう、
⽤語法を改める。 
 
２．⼀時滞在の労働者をセックスワークにたずさわることを禁⽌する現⾏の法規制によって⽣み出
されるマイナスの効果について、NZPCの働きを⽀援する。差別的な条項や、セックスワーカーに
対するその他の差別の撤回への呼びかけにおいて、セックスワーカーの側に⽴って協働する。 
 
 
資⾦援助団体への提⾔ 
１．コミュニティ・エンパワメントや⼈権について取り組んでいる組織に資⾦提供するために、セ
ックスワーカーを代表するグループや組織を確認する。 
 
 
リンジー・アームストロングは、ヴィクトリア⼤学ウェリントン校で犯罪学を教える講師であり、
セックスワーカーの権利について、積極的に取り組む推進者である。アームストロングは、過去10
年以上にわたり、ニュージーランドのセックスワークについて調査し、論⽂を書いている。アーム
ストロングは、⼤学院博⼠課程において、路上で営業するセックスワーカーたちが暴⼒被害にあう
リスクをどのように対処していくかを研究し、その成果は、複数の国際学術誌や専⾨書で公表され
ている。アームストロングは、現在、異なる法制度の下では、セックスワーカーに対するスティグ
マや差別がどのように現出するのかというテーマを中⼼に調査研究をしている。 
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インド 
 

Madhu Bhushan 
 
本章では、インドのマハラシュトラ州を拠点とする独⽴したセックスワーカーの共同体である VAMP 
(Veshya Anyay Mukti Parishad)に関する⼩規模なケーススタディを通して、インドにおける売春と⼈⾝
売買の複雑な歴史と現実、両者を融合しようとする法的及び道徳的体制、それらを融合しようとするこ
とがセックスワーカーへ与える影響、さらに彼⼥らがこのセクター内の虐待と搾取の問題や社会、警察、
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反⼈⾝売買団体からのスティグマや犯罪化を理解し、定義し、対応するためにどのように進化してきた
かについて理解することを試みる。 
 
この研究は、植⺠地時代以前の売春の歴史的発達、カースト制度と地⽅⽂化との相互関係、売春が法律
上で定義され、規制されるようになった過程での植⺠地化の影響、そして、グローバリゼーションと新
⾃由主義の⽂脈におけるセックスワークと⼈⾝売買の変容を辿ることによって、より広い背景を明らか
にする。 
 
様々な側⾯から VAMP の取り組みや考えを知るために使われた主な⼿法は、セックスワーカーの共同
体が位置する三つの町で⾏われたフォーカスグループディスカッションとセックスワーカーとの個別
インタビューである。これらは、SANGRAM と CASAM の代表、 及び、彼らが定義する⼈⾝売買に関
連する問題に取り組む中で協⼒している警察や法曹界の代表と共に⾏われた。 
   
VAMP のセックスワーカーの権利に取り組む多⾯的なアプローチは、とりわけ、コミュニティ内の紛争
や虐待、⼈⾝売買の問題を扱う Thanta Mukti Samithis や Conflict Redress Committees、⼦どもとセッ
クスワーカーをエンパワーし、教育することを⽬指す Mitra、様々な社会運動との継続的なネットワー
ク構築や対話を含む。彼らのアドボカシー活動は、SANGRAM と CASAM と協⼒して⾏われ、それを
通じて、彼らの声や視点は、彼らの⼈⽣、及び仕事や⽣活をする権利に影響を及ぼす政策や法の作成プ
ロセスに向けられる。 
    
SANGRAM と VAMP による、⾃⼰組織化されたセックスワーカーのコミュニティを強化し、彼⼥らの
権利を守るための適切な法的、政治的な戦略を通じて現状に挑むと同時に変化のために交渉する能
⼒を育てるための中核となる戦略は、効果的であり、⼒を与えるものであったことは明らかである。
反⼈⾝売買グループによるトラウマとなるような捜査やレスキュー活動に対処しながらも、セック
スワークや他の労働形態の⼈⾝売買の問題に対し、彼⼥らが経験し理解しているような形で、取り
組んでくることができた。現在、警察官や司法官でさえ、⼤⼈のセックスワーカーを犯罪化したり、
⼦ども扱いするのではなく、⼈⾝売買の犯罪に対応する個別の法を作る必要性と、それのみならず、⼈
⾝売買との闘いにおいて彼⼥らと同盟を組むことの必要性も認識し始めている。これは、しばしば破綻
してきた脆いコンセンサスだが、彼⼥らの権利や実情に応えるべく、⼈⾝売買やセックスワークに関す
る議論に挑み、変えようとする彼⼥らの総⼒は強く、地⽅、国、世界レベルで持続している。 
 
 
公の趣旨についての個⼈的な所信 
 
この研究における探求モデルはフェミニスト参加型アクションリサーチの原則に基づいているため、始
めるにあたりいくつかの個⼈的な開⽰を含み、私⾃⾝の主観性と客観性双⽅の源を明らかにする。 
 
70 年代/ 80 年代の⾃律的な⼥性運動を経て、売春というものを⼥性に対する家⽗⻑的な暴⼒の⼀種で
あると理解していた私にとって、それが⼥性たち、主には経済的、政治的、⽂化的メインストリームか
ら疎外されてきた階級、カースト、コミュニティの⼥性たちによって⾏使される⽣計の選択肢であると
いう理解に⾄るには⻑い道のりがあった。 
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私の研究の題材である共同体、VAMP の⼥性たちで、私が 90 年代半ばに初めて会った彼⼥らは、売春
とセックスワークに関する私の理解を新たにする上で基本的役割を果たし、同時に、集団化とコミュニ
ティ形成という有機的なプロセスの中で、尊厳と権利のための苦い闘いを、私に分からせてくれた。こ
れらの教訓は、2000 年代初めの団体設⽴時より関係のある、バンガロールに拠点を置く、路上⼥性の
⼩さな共同体 Sadhana の⼥性たちとの交流を通して深まった。 
 
VAMP を⽣んだ SANGRAM の創始者である Meena Seshu は、私の敬愛する古く学⽣時代からの友⼈で
あり、彼⼥とは、政治的であるのと同じくらい個⼈的な、⻑く激動の旅を共にしてきた。それは、この
道のりは、私たち双⽅にとって懸念を抱かせる多くの重要な問題に関する主張、相違、そして議論を横
断してきたものであり、彼⼥の⼤きくて広⼤な⼼、彼⼥の強い政治的信念、そして何⼗年も共に働き旅
をし続けてきた⼥性らに対する彼⼥の深いコミットメントに、私は愛と敬意を持っている。 
 
VAMP と Meena の両者は、⼥性たちを資本主義的家⽗⻑制度のサバイバーであるのと同じくらい犠牲
者であるとして⾒るフェミニストの道徳規範の⾊眼鏡を、私が外せるよう⼿伝ってくれた。そして、そ
の枠組みを完全に捨てることなく、私はセックスワーカーや、規範的道徳と主流の結婚制度の外で⽣き
る⼥性の⼈⽣の旅から、その理解を具体化し、拡⼤し続けることができた。それは、彼⼥たちの苦悩だ
けでなく、彼⼥たちの⼒と視点を理解することによってである。また、もう⼀⼈の旅の連れである Shakun 
Mohini の洞察と経験によっても、この調査は⼀層豊かなものになった。Shakun Mohini は、私の現地
訪問、インタビュー、そしてフォーカスグループディスカッションに参加した Sadhana Collective を始
め、育成に関わった⼈物である。 
 
これを、継続する集団の旅路と個⼈のひらめきにささげる。 
そして、すべてのセックスワーカーグループに... 
 
話しなさい、あなたの唇は⾃由なのだから、 
話しなさい、あなたの⾆はまだあなた⾃⾝のものなのだから、 
話しなさい、それはあなた⾃⾝の体なのだから。 
話しなさい、あなたの⼈⽣はまだあなた⾃⾝のものなのだから、 
話しなさい、このつかの間の時間は⼗分⻑いのだから、 
話しなさい、真理はまだ⽣きているのだから、 
話しなさい、⾔わなければいけないことは全て⾔いなさい。 

Faiz Ahmed Faiz 
 
 

序論   
          
インドは多⽂化、多様な実情、歴史、そして経済を有する地だ。この多様性により、セックスワーク、
すなわち veshya vyayasay―もしくは⼝語では dhanda という⾔葉でも呼ばれる1―の慣⾏⾃体も、多様な
歴史を持ち、ジェンダー、宗教、カースト制度、階級、さらには芸術と結びついて、様々な体系を有し
ている。しかし、この複数の現実は、⼀⽅では植⺠地化、都市化、グローバル化のロジックにより、他
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⽅では主要な法的、⽂化的、道徳的な⽀配体制によって、体系的に均質化され、次第に価値を下げられ、
汚名を着せられ、そして、罪として⾒なされてきた。本章では、この均質化のプロセスが、いかにして
結婚制度や現代の⽀配的経済の「分⾝」として進化してきた制度に影響を与えたか、また、セックスワ
ークが、法的にも⼀般的な認識においても、「不法に商品や⼈を売買する⾏為」として⼀部の⼈々から
定義されているトラフィッキングの犯罪⾏為といかにして切り離せなくなったかについて検証する。2

   
      
⼈⼝統計の概要 
 
2017 年 6 ⽉、インドの⼈⼝は約 13 億 4,000 万⼈に達し、⼥性 6 億 5,200 万⼈、男性 6 億 9,600 万⼈の
男⼥⽐は 945 であった。3 ⼈⼝の約 16.6％は「指定カースト」またはダリットであり、8.6％は歴史的
に差別されている指定部族だ。指定カーストと指定部族とは、憲法上、インドにおける歴史的に恵まれ
ていない⼈々と定義、指定されたグループである。4最⼤の宗教グループは、「ヒンドゥー教徒」5で⼈⼝
の約 79.8％を占め、残りがイスラム教徒、キリスト教徒、シーク教徒、パールシー教徒、仏教徒、ジャ
イナ教徒などで構成されている。インドには、122 の主要⾔語とその他 1599 の⾔語・⽅⾔がある。 
 
これら全ては有機的でとてつもない多様性を育む複雑な⼟壌を提供してきた。それは上からの中央集権
化された統治形態への挑戦かもしれないが、現場では、セックスワーカーコミュニティを含めた、社会
の主流から取り残されたコミュニティがよりアクセスしやすい⾃律的で⺠主主義的な⾃⼰統治の多様
な形態にとって、開かれたスペースを維持している。 
 
歴史的観点 
 
植⺠地化のプロセスは、外部的であるのと同じくらい内部的なものだった。議会制⺠主主義のような法
的、社会的、政治的な制度が再編成されて、去りゆく植⺠地⽀配者から「⽂明から隔絶した」原住⺠に
受け継がれ、彼らがそれと同時に残したものは、基本的な性差による現実とセクシュアリティの概念に
⾄るまで、⼈々が⾃分⾃⾝を知覚するためのより根本的な⽅法であった。植⺠地⽀配の間、既存の両性
具有で広く普及していたジェンダーのモデルは徐々に⻄洋⽂明の産物であるより男性的なモデルに置
き換えられた。6その結果、⽐較的オープンで道徳規範によらない性とセクシュアリティに対する態度は、
道徳規範と結婚に対するビクトリア朝の意向によって排除され、その全てを帝国主義国家が監視し規制
しようとしていた。7 
 
古代中世のインドでは、例えば神にささげられたダンサー、⾼級売春婦、結婚の範囲外でセックスを提
供したトランスジェンダーは、全ての叙事詩、神話、伝説、⼝承の中⼼であった。インド北部と中部で
は、ムガル帝国の⽀配下で、踊り⼦の“ナウチ”ガールズや kotha（サロン）といった慣習が栄えた。南
インドではデーヴァダーシーの伝統があり、主にダリットのコミュニティから、⼥の⼦（シスジェンダ
ーとトランスジェンダー両⽅）が⼥神イェラマに奉納され、詩、⾳楽、ダンスのスキルを⾝につけ、⼀
⽅で⽣計、安全、コミュニティでのアイデンティティ、サポートを提供された。8 
 
結婚やカーストの厳格な境界線を逸脱したセクシュアリティのこのような曖昧な概念は、植⺠地帝国に
対する根本的な挑戦であった。植⺠地帝国は、⼀⽅では⾮常に厳格なビクトリア朝の道徳規範によって
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突き動かされていたが、他⽅では家から遠く離れた兵⼠の性的欲求を満たす必要性も抱えていた。イギ
リス東インド会社は彼らの軍隊や役⼈のための⾚線地区（売春宿街）を設定した。これらの「エキゾチ
ック」な危険ともとられる性的関係は、コントロールすることは不可能であるものの、少なくとも帝国
の均衡を乱さないように規制される必要があった。ボールハチェットは「植⺠地時代の⼈種や階級の境
界線を越えた性的⾏動に対する態度は明らかに権⼒の構造を維持したい、既得権益を守りたいという願
望により形成された。」と主張した。9 
 
こうして、ゆっくりと不可逆的な定義の変化が始まった。「売春」は、「好ましくない」⼥性たちがお⾦
を稼ぐための「下劣な」⽅法となり、政府はこの⼥性たちを⼀般市⺠や道徳的健康と衛⽣への脅威とみ
なし、規制および/または改善すべき対象となった。そしてこの「売春婦」の単⼀的なアイデンティテ
ィが作られたことにより、彼⼥たちの⽇常⽣活が植⺠地下の定義に当てはまらないのに関わらず、⼥性
たちから⾃分の職業を⾃分の⾔葉で呼ぶ能⼒を奪った。10 Ashwini Tambe による研究などの詳細な⼈類
学的研究もまた、その時代の法整備と、業界を規制し制限するための効果のない試みが、実際には、特
定の形態の売春を助⻑すると同時に売春婦の強制を増加させてしまったと説明している。11 
 
 
独⽴後のグローバルなインド 
男⼥不平等を含めた社会経済の不平等を逆転させるという憲法上の⽬標にもかかわらず、社会から
取り残された⼈々が⽣きる現実は、既存の暴⼒の連続性と結びついた格差と貧困の深まりを⾒せた。
この暴⼒の根源は⼆つの並⾏した補完的な発展から辿ることができる。⼀つは、90 年代初めから
国家経済を世界資本の変動に開放しようとしたグローバル化と新⾃由主義のプロセスと政治であ
り、もう⼀つは、既存のカーストの階級制を強化しながらも、多様な社会の多元的な仕組みを破壊
し、多様な地⽅⽂化を均質化し、覇権化しようとした退⾏的な原理主義者と多数者⽀配主義のナシ
ョナリズムの成⻑である。インドの現政権は、経済を新⾃由主義政策に開放した以前の中道政権に
よって残された遺産を礎にしている明確なヒンドゥー⾄上主義（ヒンドゥトゥヴァ）のナショナリ
スト的指針を持った公然の右翼である。 

著名な経済学者 Lucas Chancel とトマ・ピケティ12の主張によると、インドは過去 30 年間でグロー
バル化された有⼒国家として台頭してきたと⾔われているにも関わらず、世界銀⾏はインドを低中
所得国13と分類し、ジニ係数は過去最⾼の 0.50 近くに達していることから、これまで以上に所得格
差が拡⼤していることを⽰している。 

最新の推定値によると、インドの⼈⼝の約 72％が村に住み、残りは町や都市密集地域に住んでいる。14

しかし、国は急速に都市化しており、その結果、現在世界で最も急速に成⻑している都市 100 都市のう
ちにインドの 25 の都市が⼊っている。 2007〜08 年にかけて⾏われた全国標本調査では、都市部への
移住率（⼈⼝に占める国内および国際移住者の割合）は 35％である。15 
 
しかし、世界資本の論理によれば、「成⻑を促進する」とされている、このような都市化とインフラ整
備の⼤規模な動きや、過去 30 年間の、⼀⾒すると⽬覚ましいインドの経済成⻑率にも関わらず、膨⼤
な数のインド⼈が有意義で持続可能な⽣活を確保することができていない。これは特に政策によって引
き起こされた農業の破壊によって荒廃した農村部に当てはまり、⼀⽅では規制されていない⽇雇い労働、
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慢性的な失業、⼩規模な取引の価値の低下につながり、また他⽅では農⺠の⾃殺の増加をもたらしてい
る。16その結果、農村部から都市への移住は公平な世界で⾃分の将来性を⾼めるための合理的な選択の
⾏使というよりも絶望を理由に⾏われている。 
 
グローバル化時代の⼥性、移住、新しい脆弱性 
 
これらの経済的不安定は、伝統的には結婚のような社会的要因に起因していた⼥性の移住が増加した主
な要因の⼀つである。17⽣計の⽋如が、公的分配システムの廃⽌といったセーフティネットの削減や農
業補助⾦の⼤幅削減と重なり、より多くの⼈々、特に⼥性を貧困に追いやり、⽣き残りと代替の⽣計の
ために都市に移住しなくてはならないほどの極度の貧困にさえ追いやった。グローバル化による⼥性の
⽣活や⽣計に及ぼす悪影響は、多くの国内外の報告書によって強調されてきた。そこには⼥性に対する
暴⼒の増加、医療制度の劣化、男性が職を失ったり、伝統的な稼ぐ役割から退けられたりすることによ
る⼥性主導世帯の増加、⼥性が⼊⼿できる資源の縮⼩、⼥性の総労働時間の増加などが含まれる。18 
 
しかし、グローバル化のプロセスが⼥性の新たな脆弱性を⽣み出した⼀⽅で、⼥性たち、特に社会の主
流からより取り残されてきたカースト、ダリットや少数⺠族コミュニティの⼥性たちにはこれまでなか
ったその他の機会を開き、可動性、経済的⾃⽴、技術開発による⾃⽴が増えた。この変化と課題の⼊り
⼝に⽴って、⼈⾝売買と移住、セックスワークと⼈⾝売買の融合につながる複雑な要因を特定する必要
がある。なぜなら、脆弱性と 「選択」というこれらの絡み合う要因が、セックスワークや家庭内労働
を含む様々な形態の労働のために⼥性たちを⼈⾝売買することと、⼥性たちが⽣き延び、家族を養う為
の⽅法としてセックスワークを選ぶことができる匿名性と安全な可動性を可能にする状態を作り出す
こと、その両⽅を⽣み出しているからだ。 
 
インドにおけるセックスワーク 
 
インドのセックスワーカーの数には幅広い推定値があり、複雑な実情を捉えるための妥当で精度の⾼い
⽅法が⽋如していることを⽰している。200 万⼈以上の「売春婦」と 275,000 軒の売春宿があるという
情報もあれば、1000 万⼈もの「商業的なセックスワーカー」がいるとの推定もある。192007 年、⼥性
⼦ども開発省はインドで 300 万⼈以上の⼥性セックスワーカーの存在があり、そのうちの 35.47％が 18
才未満で業界に参⼊していることを報告した。しかし、現実には、数、場所、セックスワークの形態に
関する包括的かつ信頼できるデータはなく、それは、強制売春、⼦どもの⼈⾝売買についても同様であ
る。20最も現実的な推定値は、国家エイズ抑制機構によるものと思われ、それはターゲット介⼊プログ
ラムで作られたリストにもとづいているもので、インドのセックスワーカーの数を 100 万⼈強としてい
る。21⼊⼿できるほとんどのデータは、この国におけるセックスワークと売春を⼤きなキャンバスに描
けていない狭いモデルに基づく推測である。 
 
ボンベイ、デリー、バンガロールのような⼤都市での売春の売春宿システムの他に、⽣計のために、
dhandha をせざるをえなかったか、引き込まれたかで、路上や家を拠点にして働くセックスワーカーも
いる。新しい技術やインターネットの登場は、業界の本質を変え、より柔軟で拡散したものとなった。 
 
セックスワークは、それに関わる⼥性の唯⼀の⽣計⼿段ではないことを指摘する必要がある。この
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事実は主流の研究や調査ではほとんど認識されていない。Centre for Advocacy on Stigma and 
Marginalisation(CASAM)によって、⼆年間に渡って⾏われ、2011 年に発表された、初めてのイン
ド全⼟のセックスワーカーの調査から以下のことがわかっている。「セックスワーカーの仕事⼈⽣
を説明するにあたって、かなりの数の⼥性が他の職業とセックスワークの間をかなり流動的に移動
していることが分かった。例えば露天商⼈が野菜を売っている間に（セックスワークの）顧客を探
したり、また、結婚式で踊るダンサーが顧客を得たりすることもあるだろう。⼥性の労働をはっき
りと区切られた区分に分類することは容易ではない。セックスワークと他の仕事が⼀緒に⾏われて
いるということは、セックスワークを異例で孤⽴した活動として差別化することへの疑問を呈して
いる。」22 
 
⼈⾝売買に関する論考：⽂脈と概念の明確性 
  
⼈⾝売買においても、国外からインド、インドから国外、もしくはインド国内での取引に関してでさえ、
正確で信頼できる統計はない。とはいえ、バングラデシュやネパール出⾝の⼈々がインドを経由して中
東に取引されているという⼗分な証拠はあり、いくつかの事例では若い男⼦も含まれる。これらの⽬的
は様々で、⼯場労働、サーカスでのパフォーマンス、ラクダ競⾛の騎⼿、物乞い、家事労働、養⼦、臓
器摘出、結婚、奴隷労働、セックスワークなどがあげられる。インドはまた、詐欺や強要により、もし
くは⾃発的に、労働、結婚、セックスワークのためにバングラデシュやネパールから連れてこられた⼥
性たちの⽬的地でもある。23インド国内での⼈⾝売買もまた、トラフィッカーが雇⽤を持ちかけて、⼥
性達に縫製産業のようなセクターで働くことを強要し、彼⼥らの書類や給料を差し⽌め、陥れることに
よって⾏われているのである。⼈⾝売買は多様な形態で⾏われているにも関わらず、⼈⾝売買に対する
取り組みの多くはとりわけセックスワークやセックスワーカーに関⼼が寄せられているようである。 
 
Kapur は、次のように述べている。「危険な移動を強いるプッシュ（送り出す）要因とプル（引きつけ
る）要因、⼈⾝売買が⾏われる多様な場所、そして、移住に関するより⼤きな課題の全てが、インドで
の⼈⾝売買に関する議論の中でほとんど取り扱われていないままである。議論の焦点が狭い結果として、
法律や政策の対応はもっぱら、セックスワークの取り締まりや国境警備の強化、売春宿の経営者や性産
業から利益を得ている⼈々を起訴するということに集中している。」24 
 
 
⼈⾝売買とセックスワークに関する法的枠組み 
 
セックスワークと⼈⾝売買は、法律、政策、慣習、及び⼀般の⼈々の意識において、混同されている。
セックスワークと⼈⾝売買の双⽅に対応する現在の主な法律は、1956 年の⼥性と⼥児の不道徳的⼈⾝
売買禁⽌法（Suppression of Immoral Traffic in Women and Girls Act： SITA）の改正版である 1986 年
の不道徳的⼈⾝売買防⽌法（The Immoral Traffic (Prevention) Act :ITPA）である。SITA が、国内にお
ける何らかの⼤衆運動の結果として可決された法案ではなく、1949 年に国際連合にて採択された、⼈
⾝売買および他⼈の売春からの搾取の禁⽌に関する条約にインドが署名した結果として成⽴したもの
であるということは意味深い。 
 
SITA およびそれに続く不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）は、売春に従事する⼥性を被害者とみなし、
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罰することはせず、彼⼥らから利益を得たり、彼⼥らを搾取している⼈々に罰則を科している。さらに
憲法第 23 条は、⼈⾝売買を禁⽌している。インドはまた、「児童の権利に関する条約（⼦どもの権利条
約：1989 年)」、「⼥⼦に対するあらゆる形態の差別撤廃に関する条約(1979 年)」、「⼈（特に⼥性及び児
童）の取引を防⽌し、抑⽌し及び処罰するための議定書(2000 年)」、南アジア地域協⼒連合(SAARC)に
おいて採択された「買春を⽬的とした⼥性および⼦どもの不正取引の防⽌および撲滅に関する条約
(2002 年)」のような国際的な枠組みにも署名している。これらの法律の他、⼈⾝売買に関する法制度と
して「少年司（ケア及び保護）法(2000 年)」や 2012 年の「⼦どもを性犯罪から保護する法律(POCSO)」
も存在している。 
 
不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）では，売春に関し、以下の条件を犯罪と定義している。̶売春宿を
保持する(第 3 節)、売春婦の稼ぎで⽣計を⽴てる(第 4 節)、売春を⽬的として⼥性を調達したり、拘束
する(第 5,6 節)、売春を⽬的として勧誘する(第 8 節)、公共の場所付近で売春を⾏う(第 7 節)25- また、
同法律では⼥性犯罪者を拘留し、「更⽣させる」矯正施設の設⽴を規定し、これらの規定を施⾏するた
めに特別警察官を選任することも想定している。26 
 
不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）の他に、インド刑法、州法、地⽅⾃治体の法令における条項も現地
の施⾏当局によって⽤いられており、この理由は恐らく、これらの法律が、通常の裁判⼿続きが必要と
なる不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）に⽐べて、軽易な⽅法で犯罪を処罰することができるからであ
る。こうして、セックスワークは、「公序良俗」「道徳」「迷惑⾏為」「徘徊」「浮浪」に関連する曖昧な
⽂⾔の法律や、⼟地区画や保健に関する規則の⽀配のもと、犯罪とみなされるようになっている。 
 
結果として、インド全域のセックスワーカーは、たとえ勧誘⾏為を⾏なっていなくても、逮捕されるこ
とが⽇常茶飯事になっている。そして、HIV/エイズの活動家やピアエデュケーターたちさえも、コンド
ームを配布したり、セックスワーカーに対して HIV 感染防⽌に関しての教育を⾏う際に、警察に悩ま
されてきた。27 
法律に関する現状課題 
 
アメリカの⼈⾝取引報告書（TIP レポート)のおかげで、インドに対し、⼈⾝売買の法律や政策を改定
すべきという圧⼒がかかってきた。インドには売春を直接的に犯罪とみなす法律がないため、制裁の脅
威がインド政府に、不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）の改正法案（2006 年）を作るよう、圧⼒をかけ
た。同改正法案は、他のセクターへの⼈⾝売買を完全に無視し、セックスワーカーの客を犯罪化する⼀
⽅で、⼈⾝取引をされた労働⼒を利⽤している雇⽤主や会社はその対象に含めないものであった。 
  
この改正法案を受け、セックスワーカー団体は、本件の検討のために組成された議会委員会と、これら
の提案の付託先である保健省に対して、ロビー活動を⾏い、客を罰することは性産業をアンダーグラウ
ンド化させることにつながり、セックスワーカーをとりわけ HIV/エイズの⾼い危険にさらすことにな
ると主張した。保健省は、画期的な決定を⾏い、客を犯罪化する修正案は廃案にすることを勧め、同法
案は最終的に国会で失効した。28 
しかしながら、⼥性や⼦どもを⼈⾝売買から守るために、刑法 370 条を改正した刑法改正法が 2013 年
に成⽴したことにより、その脅威が再燃したようである。ヴェルマ委員会は、この条項の適⽤範囲に成
⼈のセックスワーカーは含まれないと、セックスワーカー団体を安⼼させ、同委員会報告書が同法に反
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映されたにも関わらず、実際には、「⼈⾝売買被害者」と「セックスワークに従事する成⼈⼥性」の区
別をしようとせずに、成⼈のセックスワーカーの客を逮捕するために⽤いられている。実際、2016 年
にアンドラ・プラデシュ州⾼等裁判所は、職権により、刑法 370 条にのっとり、セックスワーカーの客
を犯罪として取り扱うよう警察に命じた。29 
  
2016 年 5 ⽉、⼥性⼦供開発省は、インドで初めての反⼈⾝売買法として推進された、⼈⾝取引（その
防⽌、保護、および社会復帰）に関する法案の草案を発表した。その主な⽬的は既存の法律を統合する
こと、他のセクターを含めた定義に拡⼤すること、リハビリテーションを救出された⼈々の権利とする
ことである。この法案は、警察による暴⼒、重要な性保健のリスク、性的暴⾏、経済的不安定や、その
他セックスワーカーが直⾯する様々な問題に対処するまたとない機会となったにも関わらず、セックス
ワーカー団体および組合は、この法案に反対を⽰した。それは、同法案が、⼈⾝売買を適切に定義して
おらず、また、法案を作成する過程にセックスワーカーを関与させなかったためである。30 
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研究⽅法 
 
フォーカスグループのディスカッション、インタビュー、現地訪問の実施を決める前に、まず、この研
究を⾏う理由と研究に関わる様々な要素を、Vamp Collective, Mitra, SANGRAM の代表に対して説明し、
共に議論を⾏った。 
 
それに基づき、以下のことが研究の⼀環としてコミュニティとともに計画、実⾏された。 

a. ⼈⾝売買に関する三つのケーススタディ、そしてそれらから⽣じた問題にどのようにグループ
が対応したかを、インタビュー、ビデオ録画、出版物を通じて、記録する 
- ネパールから⼈⾝取引をされ、VAMP により家族の元へ戻った⼥性 
- バングラデシュより⼈⾝取引をされた⼥性 
- ラジャスタン州より⼈⾝取引をされた未成年の⼥性 

b. VAMP が、⼀般に「売春誓約」として知られる Anti-Prostitution Loyalty Oath（APLO：反売
春忠誠宣誓）への署名を拒否したことによる USAID への助成⾦の返還、そしてこの⾏為に端を
発した反動とその結果としての 2005 年の「強制捜索とレスキュー」活動に関する記録 

c. 強制捜査と Thantha Mukti Samithis(TMS) それぞれについて、ゴクール・ナガーとミラージの
コミュニティによる⼆つのフォーカス・グループ・ディスカッション。前者は VAMP と Mitra
の代表者である約 15 名の⼥性と男性、後者は VAMP の⼥性約 10 名が参加した。TMS とは、
未成年者や⼥性の性的⼈⾝売買を含む、地域内の暴⼒や差別の問題に対して働きかけている内
部委員会である。 

d. 彼らが⼈⾝売買、及びコミュニティ内、もしくはコミュニティに対する暴⼒として捉えている
問題に対して取り組む際に⽀援を求めて接触した組織や個⼈とのミーティング。これらは、副
警察署⻑、県リーガルサービス庁の代表者、そして、メンバーが嘘の⼈⾝売買を本当かのよう
に信じ込まされたケースに対処する⼿助けをしてきたベテラン弁護⼠などを含む。 

e. 「デーヴァダーシー地帯」の⼀部であるカルナタカ州とマハラシュトラ州の境界に隣接する県
であるマハリンガプールへの訪問。 

f. 様々なコミュニティのセックスワーカー、Mitra の代表者、SANGRAM の代表者として Meena 
Seshu と Aarthi Pai との個別インタビュー。合計でセックスワーカー8 名、セックスワーカーの
⼦ども 2 名、組織代表 2 名にインタビューを実施した。 

 
フォーカス・グループ・ディスカッションとインタビューはカンナダ語、ヒンディー語、英語、場合に
よってはマラティ語で⾏われた。これらディスカッションやインタビューの記録⽅法として、メモを取
るほか、テープに録⾳し、⽂字に書き起こした。 
ディスカッションを⾏うにあたり、⼤まかな構成は⽤意してあったが、⾃由に変更可能なものとしたこ
とにより、⾃発的に、⾃然と出てくる返答を得ることができた。 
 
研究の限界 
VAMP は、売春宿のセックスワーカー、路上のセックスワーカー、家ベースのセックスワーカー、セッ
クスワークを⾏う主婦らと共に活動している⼀⽅で、この研究は、独⾃の歴史的、⽂化的背景を持つマ
ハラシュトラ州のサーングリー/ミラージという⾮常に特定の地理的な場所に位置する、売春宿を拠点
とするセックスワークに従事する⼥性たちの⾃⼰組織化された団体に限定されている。研究の⽬的がセ
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ックスワーカーの代表サンプルを得ることではなく、この特定の⽂脈で組織化された⼈々に焦点をあて
ることであったため、組織化されていない路上を拠点とするセックスワーカーあるいはムンバイやカル
カッタなどの⼤都市での売春宿ベースのセックスワークらの状況を理解するのに本結果を⼀般化する
ことはできない。しかし、彼らの奮闘や戦略から、間違いなく教訓を学ぶことはできるだろう。 
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研究結果 
 
VAMP/SANGRAM の背景 
 
この研究の対象となる組織は、売春とセックスワークに従事する⼥性たちの共同体である Veshya Anyay 
Mukthi Parishad（VAMP)31、及び、その⺟体である NGO Sampada Grameen Mahila Sanstha（
SANGRAM: 農村⼥性の団体)である。 
 
この研究は⾚線地帯で働いているコミュニティベースの組織に焦点を当てているため、サーングリーと
ミラージ−主に農業社会の中⼼に位置する南マハラシュトラにある⼆つのかなり繁栄した姉妹都市−
におけるセックスワークと⼈⾝売買の⽂脈について、たとえ簡潔にでも、理解することは重要である。
これらの街は、県の中⼼地で、市場があり、ここには村から農⺠たちが農産物を売りに集まる。ここに
は、取引を終えて余分なお⾦を⼿にした農⺠たちをもてなすために、⾚線地帯、バー、レストランが出
現した。農⺠たちは、また彼らの「愛⼈」を連れて来て、ミラージの⼩さな部屋に彼⼥らを置いて、置
き去りにする。彼⼥らのお⾦が尽きると、⼥性たちは⾚線地帯に同化していくのである。そして、若い
⼥の⼦としてこの街に来た⼥性がやがて年を取ると、gharwali32となり、⾃分の村に戻り若い⼥性を連れ
てくるようになるのである。 
 
ミラージはまた、主要な鉄道連絡駅でもあるため、カルナタカ州からムンバイに逃れようとする⼥性ら
−「最⼤の都市」を⽬指すためにこのルートを使っていたデーヴァダーシーたちも含む−の出⼊り地点
と途中下⾞地点ともなった。 
 
現在、ラジャスタン州、⻄ベンガル州、北東諸州やバングラデシュ、ネパールなどの国々から多くの少
⼥や⼥性がミラージに、またそれよりは少数であるが、サーングリーにも移住している。これらの都市
は、主にこれら地域における VAMP の存在により、「安全」に働ける場所と考えられている。33 
 
SANGRAM 
 
SANGRAM は、セックスワークに従事する⼥性たちと共に 1992 年に活動を始めた。その背景には、1990
年代初頭に容赦ない広がりをみせた HIV/エイズの⼤流⾏、及び、この⼥性群が、介⼊が必要な、とり
わけ「リスクの⾼い」⼈々として特定されたことがあった。マハラシュトラ州でムンバイの次に、HIV/
エイズの最も⾼い発⽣率を有するサーングリー県に拠点を置き、SANGRAM はその後、南マハラシュ
トラとカルナタカ州の諸県において、農村部やイスラム教の⼥性、性的マイノリティを含む多様な⼈々
に活動を広めている。 
SANGRAM の取り組みは、セックスワークに従事する⼥性たちのコミュニティをベースとした組織を
作り、敵対的で競争の激しい雰囲気の中でも集合意識を⽣み出すことに注⼒した。これは、彼⼥らを虐
待し、汚名を着させ、疎外させてきた外の世界に包囲されている中において、また、顧客、パトロネー
ジュ、リソースに対する継続的な競争、内部の搾取、暴⼒などによりコミュニティ内部からの脆弱化が
ある中においては、容易なことではなかった。1992 年に、ゴクール・ナガーの⼥性セックスワーカー
16 ⼈が、売春宿を経営していた⼀部のマダムによる裏でのサポートのもと、正式に SANGRAM の HIV/
エイズ予防活動のピアエデュケーターとなった。それはマハラシュトラ州における、⼥性中⼼で、プロ
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セス指向で、エンパワーメント重視のセックスワーカームーブメントの発⽣を促進した。1995 年に、
この共同体は VAMP として独⽴して登記した。34 
 
VAMP 
 
最初は Veshya AIDS Muqabla Parishad と呼ばれ、1998 年に Veshya Anyay Mukti Parishad に名称を変
更した。彼らが⾃らの始まりを分析し、主張するように、この「AIDS Muqabla (エイズとの戦い)」か
ら「Anyay Mukti (不正義からの解放)」への移⾏は、エイズに対する奮闘として始まり、現在では抑圧
と不正義からの解放を求めるムーブメントへと広がったこのグループの旅路にとって、重要なポイント
であった。35 
 
組織間及び組織内のパワーダイナミクスの問題を認め、そこから背を向けず、意思決定のプロセスが実
⾏されている。それは完全に分散的、広範的、参加型であり、常にヒエラルキーが試され、集合的なプ
ロセスが維持されるようになっている。 
VAMP には 5000 ⼈以上のセックスワークに従事している⼥性たちがメンバーとなっている。緩やかな
共同体として機能し、メンバーシップは正式なものというより、ニーズに基づいたものになっている。
VAMP が活動する地域でセックスワークに従事しているすべての⼥性が、提供されているサービスを受
ける権利があり、週次の近所（mohalla）委員会のミーティングに参加すること、申し⽴てを⾏うこと、
あるいは地域紛争の仲裁の⼿助けをすることができる。その他の活動としては、警察とのロビー活動、
仲間が公的医療システムへアクセスすることの⽀援、メンバー内のリーダーシップの可能性を促進する
活動などを含む。 
 
VAMP は HIV に感染しているセックスワーカー（VAMP Plus）、男性やトランスジェンダーのセック
スワーカー（Muskaan）、セックスワーカーの⼦どもたち（Metra）、農村⼥性（Viroid Manila Minch）、
イスラム教⼥性（Nasiriya）を含む、SANGRAM によって⽣まれた他の共同体とも協働を継続している。 
 
現場からの記録 
Meena がマハラシュトラ州の農村部での⼥性運動を始めた時から、SANGRAM と VAMP が⻑い道の
りを歩んできたことは明らかである。 
焦点は、「良い」⼥性−つまり、社会的に受け⼊れられた「妻」であり、結婚と家族という慣習制度の
中でエンパワーメントと権利を必要とする「犠牲者」と定義された⼥性たち−に関する問題を扱うこと
から、まさにこれらの制度への脅威と⾒なされた「悪い」⼥性と活動することへと、根本的に変わって
いった。SANGRAM は、⼥性運動の始まりから集団化の政治的枠組みを持ち込んできたが、これが疎
外され⽬を背けられてきたセックスワーカーのコミュニティの中に VAMP を通じて根付いていったこ
とにより、深く浸透し、満ち溢れるようになっていった。これにより、「犠牲者」が⾃分⾃⾝の救済者
であり、共同体が彼⼥の政治的アイデンティティーであり、コミュニティがエンパワーメントの源泉で
あるという、これまでとは反対の政治的慣習を成⽴させたのである。そしてこれには、Meena は以下に
述べているように、この成⻑に導いたいくつかの中核となる価値（core value）が存在するであろう。 

「コミュニティが私たちの道を開いてくれます。私たちは、コミュニティに何が正しいか間
違っているかを決めさせます。私たちは、コミュニティが⾃分たちを抑圧された⼈や犠牲者
として⾒ていないことに気づいたのです。それにより、彼⼥たちが⾃分たちの⼈⽣において
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発揮している⾏為主体性（agency）から、私たちは学びを得始めたのです。」 
 
 
組織化のメリット 
 
私たちが出会った⾼齢の⼥性で、⾮常に鮮明な過去の思い出を持っている⼈たちはほとんど皆、彼⼥ら
がいかに、孤⽴し、社会から疎外されたゲットーで⽣きてきたかを語る。彼⼥らを犯罪者としてみなす
警察、ないしは嫌がらせで虐待を⾏った乱暴者、暴⼒的な顧客、売春斡旋者、gharwali らによる暴⼒と
屈辱にさらされ、彼⼥らの声は、彼⼥らの⼈⽣を覆い尽くしたスティグマによって、封じ込められたの
である。したがって、特に HIV/エイズの危機の中においては、組織化のメリットは時間の経過ととも
にいくつかのレベルで明らかになっていったのである。 
 
HIV/エイズ危機への対峙による孤⽴の打破 
彼⼥らが組織化を始めた当初の課題は HIV/エイズであった。当初、コミュニティは外部の者を誰も信
頼できず、彼⼥らの慣れていた道徳に基づいた介⼊には警戒⼼を抱いていた。そのため Meena がサン
グリーとミラージのコミュニティへの訪問を最初に始めた時、⽂字通り⼥性たちは彼⼥から逃げていた
のである。 
 

公⽴病院で、妊娠した⼥性が⼊院し、HIV と診断されました。みんな HIV は dhandha のせ
いで拡散していると思っていました。その時でした、Meena が私たちのコミュニティに来た
のは。彼⼥が最初に来た時、私たちは皆、彼⼥が警察だと思い、彼⼥から逃げ出しました！
彼⼥はお茶の⼊った⼤きなやかんを持って来ましたが、誰もそれを飲みませんでした。しか
し、彼⼥は何度も戻って来ました。私たちは徐々に彼⼥が来た理由に⽿を傾け、彼⼥は nirodh 
(コンドーム) を使って⾃分を守る⽅法を私たちに教え始めました。そして次第に定期的な
ミーティングを、私たちは開くようになり、他の地域の友⼈を作り始め、これらの問題につ
いて話をする⼩さなグループを作り始めたのです。 

FGD, Premnagar, ミラージ 
 
公⽴病院と警察による差別的対応がされた状況の中、この初期段階に置ける主な課題は、質の⾼い医療
サービスへのアクセス（良質のコンドームへのアクセスを含む）と警察の残虐⾏為からの保護であった。
このように、⼥性たちを直接的に政府、及びより広い社会に関与させるこのアプローチは、根本的に孤
⽴とゲットー化を絶ち、セックスワークに付きまとう社会的なスティグマに挑戦し、彼⼥らが HIV を
運ぶ犯罪者としてではなく、最前線でパンデミックと戦う者として⾒られるように貢献した。 
 
暴⼒に抵抗し、活動を定めるための集団化 
1996 年から 1997 年頃までにコミュニティの⼈々の健康状態が改善され始めると、徐々に焦点は⼥性た
ちが⽣活において受ける⽇常的な暴⼒に移っていった。それらの暴⼒は、主にコミュニティ外の警察官
とコミュニティ内の goondas(乱暴者)によるものだった。VAMP が警察官による嫌がらせや蛮⾏の主な
事件を取り扱い、効果的なキャンペーンや、ロビー活動、アドボカシーを通して、これらの事件とセッ
クスワーカーのより広範な⼈権侵害を結びつけたことにより、組織化は別の段階へと引き上げられた。
36 



102 

  
VAMP はまた、搾取的な売春宿の経営者や暴⼒団、暴⼒的な顧客、地元の政治家らを含めた内部の暴⼒
への対処を始めて、現在では彼らは皆、共同体と交渉しなければならなくなった。VAMP の効果的な介
⼊は、セックスワーカーがセックスワークにおける暴⼒を減らす重要な役割を担うことができるという
ことを、ついに警察に認識させることにつながった。 
 

もし gharwali がセックスワーカーに対して⼿当を⽀払っていなかった場合、近所（mohalla）
委員会は gharwali の所へ赴き、⽀払いをするようにさせるでしょう。もしくは、もし malak
（gharwali やセックスワーカーのパートナー）が、かつてのように無償でのセックスを強い
るようであれば、委員会は介⼊するでしょう。彼らは⼥性が問題に巻き込まれた時に、駆け
込むことができ、そしてその抱える問題を解決するのを⼿助けしてくれる居場所となってい
きました。これらの問題は、マダムというよりカーストに基づいた貸⾦業者による債務奴隷
などを含んでいます。現在では地元の委員会の介⼊のおかげで、利息のレートを設定するの
は貸⾦業者ではなく、⼥性たちとなっているのです。 

Meena Seshu, SANGRAM 
 

当時、私たちは警察とだけではなく、地元のアンベードカル団体37やダリット団体とも、極め
て⼤きな問題を抱えていました。彼らは私たちからお⾦を取っていく⼀⽅で、彼らのプログ
ラムに私たちを⼊れてくれませんでした。地元の暴⼒者と共に、地元の政治家や警察官もま
た、昼間は私たちを虐待し、夜になると無償での性⾏為を求めてきました。今は dadagiri（乱
暴な振る舞い）が減っただけでなく、私たちの周りのコミュニティが正義のために私たちの
ところにやって来るのです！いまや私たちは、法律をより理解していて、VAMP や
SANGRAM からさえも⾃⽴し、⾃分たちで⾃分たちの権利のために⼗分戦えるだけの⼒をつ
けています。⾃らの⼿に負えない場合だけ、VAMP や SANGRAM を頼っているのです。 

フォーカスグループの討論者、ミラージ 
 
 
当局との脆い合意関係の構築 
  
参加者の間では、1990 年代以降、⼤規模な強制捜査に関連するようなものも含めた警察による暴⼒は、
概して減少してきたという共通認識があった。このことは、警察の態度や法律の乱暴な誤⽤に対処する
ために初期の数年に⾏われた多⼤な努⼒に起因するだろう。SANGRAM と VAMP は、アドボカシーや
ロビー活動、啓発プログラム、法律に関する教育を、地元レベルから、県、州、国家、国際レベルまで、
あらゆるレベルで実施した。結果として、警察は現在、法律の微妙なニュアンスをより認識するように
なり、共同体が内部暴⼒への対処として⾏なっている活動を評価している。VAMP と警察は、多少の不
安は残るものの、お互いに⾮常に安定した協⼒関係を築いてきた。 
  
しかしながら、もし警察が、⼥性がセックスワークをする権利を認めたとしたら、それは「権利」とし
て認めたからというよりも、彼⼥たちの仕事が「普通」の⼥性を性犯罪者の男性から「安全」に守って
いるという、彼⼥たち⾃⾝の多くが持っている⾃⼰認識に同意したためであると⾔わざるを得ない。 
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私たちが会った警察官の Patki 副警察署⻑は次のように述べている。 
 

私は警察である以上に、ソーシャルワーカーでもあります。家の内で起きていて、路上で起
きるものでない限り、私にとってセックスワークは問題ありません。そして、そうです、セ
ックスワーカーがセックスを求める男性の動物的本能の相⼿をしてくれているので、『普通の』
⼥性たちがレイプの危険から守られているのです。セックスワーカーたちは安⼼安全を感じ
ることができるようにされるべきです。コミュニティ内で起こる犯罪⾏為、例えば連れてこ
られた未成年者や、強制的にあるいは⼈⾝取引でセックスワークをさせられている⼥性たち
の問題に私たちが対処するのを、セックスワーカーたちが⼿助けしてくれる限り、私たちは
彼⼥らを困らせたりしません。 

  
しかしながら、これは脆くて条件付きのコンセンサスにすぎず、それゆえにいつだって崩れる危険性を
はらんでいる。実際に、2016 年にミラージにある⾚線地区プレムナガーで⾏われた「クリーンアップ
作戦」中に、セックスワーカーたちが家の前の道路脇に座っているのを⽌めさせようとして警察に殴ら
れた時、このコンセンサスは破られた。 
 

プレムナガーは 300 もの家族が家を構える⾚線地区であり、ミラージとコールハープルをつ
なぐ⾼速道路に位置しており、そのことがおそらく警察からの注⽬の的になった要因である。
ここの⼥性たちはかつて、この道路脇に椅⼦を置き、座って⽇中を過ごしていた。それは新
鮮な空気を吸うためでもあり、客寄せのためでもあった。この道は VIP 達に頻繁に使われて
いたため、警察署⻑の Patki ⽒はこの道をよく巡回していた。⼥性たちが外で座っている光景
が気に障り、彼⼥は 2016 年の 11 ⽉から 12 ⽉にかけて、警官たちを引き連れて現れ、椅⼦
を壊して道路脇に投げつけたり、⼥性たちをとびきりの⾔葉で罵ったりして、公の場でその
ように座っていることについて警告した。⼥性たちはこの問題を取り上げ、Meena Seshu と
SANGRAM の元に⾏き、彼⼥らは上級警察官に話した。この問題は、Patki ⽒がその⼥性た
ちをハルディクムクムの儀式（ターメリックと朱粉を塗られる、とりわけ⼥性にとっての宗
教的/社会的⾏事）に招待し、⼥性と和解したことで平和的に解決した。 

  
コミュニティをベースとした集団化のアプローチが、対⽴的にも友好的にもなりうる当局との関係性の
あり⽅を醸成する共通の伝統や儀式を利⽤していることは興味深い。例えばこのケースでは、ハルディ
クムクムが警察官と⼥性たちの間の和解⾏為の⼀部となり、通常は「よい」妻や⼥性を表すシンボルが、
それ以外の伝統的に「悪い」⼥性たちに対しても⽤いられた。彼⼥たちは、譲りたくないと思っている
⾃律的周縁性（⾃主的に境界的な⽴場にいること）に根差し続けながらも、⾃分⾃⾝が定義する「正常」
の観念と交渉することで、⼥性たちは実のところ常識の意味を拡⼤させ、それをより包含的（インクル
ーシブ）にしている。そうすることによって、彼⼥たちはまたメインストリームの規範を破壊さえもし
ている。これらの破壊は、逆⾏的な固定概念を結果的に強める可能性もあるため問題となりうる⼀⽅で、
これは、社会的に取り残されたコミュニティと権⼒や権威の中⼼の間で、両者が共通の⽴場や意味を⾒
つけようとする、難しくもおそらく避けられない協議のプロセスである。 
 
次世代のための選択肢の拡⼤ 
VAMP が根ざしているコミュニティの⽂脈の中で⼥性たちを組織化することは、⻑期的な世代を超えた
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関わりからそれが⾏われることもあり、より持続可能な変化と変容のビジョンを彼⼥たちの現実に即し
た形で根付かせられるようになった。ある VAMP のメンバーは、⼤⼈たちの選択を詫びるわけでもな
く、またその娘たちが選ぶかもしれない選択を批判するわけでもなかったが、コミュニティの⼦どもた
ちのことを⼼配していた。この微妙な⽴ち位置は、SANGRAM と VAMP がセックスワーカーの⼦ども
たちのための活動を⾏い、⼦どもたちの⾃⼰肯定感や⾃信、教養レベルを⾼めるためのプログラムを実
施するという決断につながった。これらのプログラムは、⼦どもたちが将来⽣計をたてるための選択の
幅を広げながらも、よくあるモラル・ベースの「脱出」プログラムがもたらしがちな批判や恥の気持ち
を⼦どもたちに感じさせないといった点でとてもよい効果をもたらした。 
  
デーヴァダーシーと未成年者 
共同体がもたらした影響の結果として、神に幼い少⼥を捧げるというデーヴァダーシーの習慣もまた、
かなり減少した。多くのデーヴァダーシーは、彼⼥たちの⼦どもたちは神に捧げられるのではなく、代
わりに、教育を受け、他の仕事につく機会を得られるようにしている。しかしながらこれは簡単な道の
りではなかった。 
   
Meena は次のように回想した。「若い⼥の⼦たちがこのビジネスに⼊ってくるのを⾒るのはとても⾟く、
また彼⼥たちが HIV で早くに亡くなってしまうのを⾒るのはもっと⾟かったです。しかしそれはもう
ごく当たり前のこととなっていたので、それを⽌めさせることや、それについての会話をすることも困
難でした。私たちはデーヴァダーシーに対し、もし彼⼥たちが⾃分の娘にセックスワークをさせること
を考えているのならば、少なくとも⽉経が始まるまで待つべきだという提案をする活動から始めました。
このことについて私が残酷で、セックスワークを助⻑していると考える⼈々から多くの⾮難を浴びまし
た。しかしデーヴァダーシーの多くはこのことについてさえ最初は拒否しました。私は彼⼥たちに、⼈
⽣の中で忘れられないくらい最も精神的に苦痛だったことは何かを聞くことから始め、それに対し、⼥
性たちの多くは「セックスを始めた時だ」と答えました。私たちは、それについて「なぜ」と問い続け、
そしてその後、彼⼥たちの答えを翻しながら、彼⼥たちの⾝に起きたことが⾃分の幼い娘たちの⾝に起
きたらどうかを問いました。⼥性たちは、⽴派なことに、とても前向きに反応してくれ、多くの議論と、
約 10 年にわたる粘り強く中⽴的な取り組みの後、コミュニティは VAMP が活動する地域において
dhanda に従事する⼦どもたちをなくすことができました。」 
 
 

フィールドワークの⼀環として、私たちは Suvarna を訪ねた。彼⼥は何年も前に私が初めて
会ったデーヴァダーシーだ。 
 
彼⼥は私たちに会うと喜び、彼⼥の家に温かく迎え⼊れてくれ、彼⼥の同僚である Shalavva
と Mala に私たちを紹介してくれた。彼⼥が住む街であるマハリンガプールはデーヴァダーシ
ー⼀⾊である。上記でも述べたように、デーヴァダーシーの制度は論議を呼んでいる。社会
の主流としては当然道徳的に⾮難すべきものだという⾒⽅をしている。ほとんどのデーヴァ
ダーシーは貧困層出⾝のため、ダリットのコミュニティやダリットの団体はこれをカースト
と性差別の凶悪な象徴だと⾒なしている。VAMP や SANGRAM のような団体は微妙に異な
る⾒解を持っており、それは、伝統的にもそして今でさえも実際のところで、デーヴァダー
シーは彼⼥たちが属する、より⼤きなコミュニティの中でより良い地位を味わっていたとい
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う観点からである。家庭⽣活の中に⼊り、世間から離れた⽀配カースト出⾝の既婚⼥性と違
って、彼⼥たちは地域社会の問題に対して⾃分たちの考えを述べ、常に公共⽣活に参加して
いた。今⽇でさえ、少⼥や⼥性が神に捧げられると、彼⼥たちは男性と同じ地位を得、それ
により家財を共有する権利を持つのである。38 

  
その他に、Suvarna と Shalavva と Mala は、彼⼥たちの仕事と習慣における⼤きな変化につい
て共有してくれた。以前まではデーヴァダーシーとなった少⼥の多くは幼少期に売春のため
に⼤都市に⼈⾝売買されていたことは事実であると彼⼥たちは述べた。しばしば少⼥たちは
完全に病に侵され、怪我を負って戻ってきて、村で亡くなった。しかしその状況は変わった。
なぜなら今、少⼥たちは⾃⽴して強くなり、⾃⾝の権利についてよく知っており、⾃分⾃⾝
の健康に対して責任を持つことができるからである。 
 
⼀⽅で、意識が⾼まるにつれ、神に捧げられて売春を始める少⼥たちの年齢は⾼くなってい
る。他⽅、デーヴァダーシーの多くの⼦どもはまた、今はこの制度から⾝を引き、勉強して
その他の職に就くことを選んでいる。例えば Mala の⼆⼈の娘のうち、⼀⼈は結婚し、もう⼀
⼈は学校の先⽣である。Suvarna の娘もまた卒業し、公務員になろうとしている。彼⼥は、現
在は地元の農業協同組合で働いている。 
 
私たちが去る前に、Suvarna は彼⼥の⼦どもたちのために⼀⽣懸命稼いだお⾦で建てた家をど
うしても⾒せて回りたいと⾔った。彼⼥は、⾃⽴、尊厳、⾃主のある⼈⽣を⽣きようと試み
る中で、家庭を持ちつつも⻑い間彼⼥をしっかりと⽀えてくれた malak(パートナー)に対して
とても感謝をしていた。 
 
デーヴァダーシーの権利、健康、⽣活環境を改善するための VAMP の取り組みは、⼥性から
権利を奪って無⼒化したり、⼥性を物と⾒なしたりするのではなく、彼⼥たちに⼒を与え、
社会的地位を向上させるという原則に基づいている。Suvarna と Shalavva と Mala、そして彼
⼥らの⼦どもたちは、この取り組みの⻑期にわたる成果の⽣き証⼈であるだろう。 

 
セックスワーカーにとっての課題 
 
警察や法律の改正によるセックスワーカーへの暴⼒の継続的な脅威はさておき、廃娼団体だけでなく、
フェミニストやダリット（被差別カースト）解放運動家といった進歩的な団体によっても、新しい課題
が、彼⼥たちの集団化に対し突きつけられている。⽪⾁なことに、政府機関がセックスワーカーの権利
と現実を暫定的に認めるようになってきたように⾒受けられた⽮先に、これらの再起した道徳規範が顕
在化し始めている。 
 
 
右派による再犯罪化と再植⺠化 
警察さえも、そのアプローチを徐々に変化させ、セックスワーカーの権利をより認めるようになってき
たにも関わらず、廃娼団体は、野蛮な強制捜査、レスキュー、リハビリテーション事業を開始するよう、
政府に圧⼒をかけ続けている。最悪の強制捜査が、2005 年から 2007 年の間に VAMP がある地域で⾏
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われ、その精神的また組織的な影響が現在においても感じられている。このことにより、VAMP は以下
に述べられたケースを彼らの組織化の歴史における決定的な瞬間を⽰しているものとして選んでいる。 
 
 
Gora（⽩⼈）の帰還 
「私たちは、⼦どもたちと最貧困層に正義を取り戻す⼤胆な⽅法を⾒つけます。」⽶国の資⾦援助を受
けた福⾳主義者組織である Restore International のウェブサイトではそう宣⾔されている。そのパート
ナー組織である Freedom Firm は、⾃らを、未成年のインド⼈少⼥を売春から救い出し、「キリストの加
護のもとで回復させ」、加害者の裁きを求める組織と説明している。39 
 
⽶国では 2003 年、⼤統領緊急エイズ救済計画（PEPFAR）に資⾦を割り当てた法律によって、⽶国政
府の HIV/エイズプログラムへの⽀援を受けている組織に APLO（反売春忠誠宣誓）に署名するよう要
求した。40それまで Avert を通して USAID の資⾦提供を受けていた SANGRAM は、APLO に署名する
準備ができていなかったので、互いの合意のもと 2005 年に提携を打ち切った。41 
 
SANGRAM は、⽶国の資⾦援助を受けた団体によって、⼦どもの⼈⾝売買に従事していると誤って⾮
難された。⽶国⼤使館が 10 ⽉に⽶国の資⾦援助の終了が両者の合意によるものであり、⼈⾝売買の告
発とは関係ないことを書⾯で明確にしたにも関わらずである。42 
 
しかし、Meena が繰り返したように、「『救助』という考え⽅に⽀配され、多額の HIV/エイズの資⾦提
供を受けている売春政策の環境において、SANGRAM のよく知られる活動は攻撃の標的となった」の
である。 
 

資⾦提供者は私たちに、セックスワークを⽌めて更⽣しなければならないと⾔いました。私
たちは彼らにこの⼿の資⾦はいらないと⾔い、私たちのところにいる⼥性たちをどうケアし、
⾃分たちの組織をどう運営すべきかくらい⾃分たちで分かっていると⾔って、お⾦を送り返
しました。もし今⽇ 4 ⼈の顧客を獲得したら、明⽇には 8 ⼈の顧客を獲得できることがわか
っています。ある⽇誰にも知らせずに⽩⼈の男が突然コミュニティに⼊ってきて、⼦どもた
ちにチョコレートを配りたいと⾔ってまわりました。そしてそれぞれの家に何⼈の⼦どもが
いて何歳なのか知りたがりました。私たちは後に彼が Greg Malstead であることを知りまし
た。 

フォーカスグループの討論者、サーングリー 
 
2005 年 5 ⽉、Greg Malstead と International Justice Mission(IJM)と Restore International の関係者は、
未成年者が売春を強要されているという理由で、警察に SANGRAM の活動の中⼼地であるサーングリ
ーの売春宿に暴⼒的な強制捜査に乗り出すよう仕向けた。⼥性たちは殴られ銃で脅迫された。70 ⼈以上
の警官がドアを蹴り、彼⼥たちの所有物を巻き散らかした。 
 

それは夜中の 12 時から 12 時 30 分の間くらいで、⼥性たちは慌てて逃げ、壁を⾶び越えまし
た。警察はすべての通り道に押し寄せ、強制捜査をしました。彼らは私たちがあたかもテロ
リストであるかのように追いかけてきました。10 から 12 台近くの⾞があり、彼らは私たち
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を最も汚い⾔葉…bosudi, chinal, randi（売春婦に対する⾔葉の侮辱）と罵り、私たちが悲鳴
をあげようものなら平⼿打ちをしながら、⼥性たちの髪を掴んで引っ張りました。何⼈かは
逃げました。12 年ほど前に起きた出来事なのに、私たちは今でもその出来事を思い出すと怖
くなります。 

フォーカスグループの討論者、サーングリー 
 
約 35 ⼈の⼥性と少⼥が逮捕され、⾝体検査を受けることを強制された。結局、18 歳未満の少⼥は 2 ⼈
だけだった。別の 2 ⼈の未成年の少⼥は夏休みに⺟親を訪ねていただけだったが、それにもかかわらず、
2 週間不当に拘留された。 
 

私の妹は dhanda をしておらず、未成年で、私たちの⺟のもとにいたのにも関わらず彼らは彼
⼥も連れて⾏きました。彼らは私が dhanda を促したと⾔って私を捕まえて殴りました。私が
ターゲット介⼊プログラム43の⼀環でコンドームを配っていたためです。私は、彼⼥は私の妹
だと伝えようとしましたが、彼らは妹を連れて⾏ってしまいました。その体験は彼⼥にとっ
てあまりに衝撃的だったので、彼⼥は今もなお結婚も dhanda もしたがりません。でも彼⼥は
今私たちと⼀緒に Thanta Mukti Samithi で活動しています。 

    フォーカスグループの討論者、サーングリー 
その強制捜査は新聞やテレビで広く報道されたので、その⼆⼈の若い少⼥たちに深いダメー
ジを与えました。名前が汚され、将来を台無しにされたので、学校に戻ることができないだ
ろうと、憤慨していました。結局その少⼥のうちの⼀⼈は⾃分の名前はどのみちもう台無し
にされたと感じ、dhanda になり、もう⼀⼈はカルナタカ出⾝の⼈と結婚しました。彼⼥たち
の⼀⼈は⾃殺を図ることまでしました。 

フォーカスグループの討論者、サーングリー 
 
 

私たちは 3 ⽇間警察署の前でストライキをしました。料理もしなかったし、睡眠も取りませ
んでした。極度に恐れを感じている時に、どうやってそんなことができたでしょうか。その
⼥性や少⼥たちは、3 カ⽉間拘置所に⼊れられました。きっと彼⼥たちは dhanda を⾃発的に
やっていたと⾔っても、強制されたと⾔うように何度も忠告されたのでしょう。 

フォーカスグループの討論者、サーングリー 
 
同年の終わりには、Restore International に関係する⼆⼈がサーングリーにまた現れ、顧客を装ってそ
の同じ売春宿に訪れました。何かがおかしいと疑った何⼈かの若いセックスワーカーが激怒してその男
性たちを殴りつけました。何⼈かの年配のセックスワーカーが間に⼊り、男性たちは⼤怪我を免れまし
た。この事件は IJM と Restore International が SANGRAM についての中傷をより広めることに繋がり
ました。 
 
2007 年 5 ⽉、2 つの組織から結成されたチームがミラージに戻り、未成年者が売春のために⼈⾝売買さ
れたという情報をもとに、そこの売春宿を強制捜査した。何⼈かのコミュニティメンバーに訴えられた
ところによると、チームの⼀⼈が再び顧客のフリをして、13 歳の少⼥を強姦した。この「おとり」捜査
の後、⽪⾁なことに「救出された」 その未成年の少⼥は、売春宿街で暮らしていた⺟親に送り返され
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た。それは、警察が、他のどこよりもそこであれば彼⼥が安全だと感じたからである。VAMP のメンバ
ーが彼⼥の⺟親と様々な解決策を議論した後、その少⼥は若い少⼥のための政府の施設に送られ、警察
の助けを借りてそこに収容された。⾮倫理的なマスコミの報道によって、その少⼥の顔は新聞の⼀⾯に
⼤々的に掲載され、彼⼥が⼈⾝売買された証拠も、売春をしていたという証拠もなかったにもかかわら
ず、彼⼥は『売春婦』であると公表された。 
 
Meena と VAMP のメンバーたちは、福⾳主義者が VAMP を明らかに標的にし、彼⼥たちが⼈⾝売買
業者であると公に⾮難したのは、単に彼⼥たちが、成⼈⼥性が⾃分の意志で性産業に参⼊することに反
対していないからだと述べている。 
 
これらの劇的で暴⼒的で注⽬を集めた強制捜査は、その総合的な結果として、サーングリーのコミュニ
ティの⼥性にとってトラウマ的なものを残した。彼⼥たちはそれまでは⾃分たちをスティグマと差別の
犠牲者としか⾒ていなかったが、犯罪者として標的にされたと感じ始めたのだ。 
 
また彼⼥たちは、強制捜査の後、コミュニティ内ではひどい精神上、また⾝体上の問題を抱えることが
あり、その結果、死に⾄ってしまった⼥性たちさえもいたことを語った。さらに、外部者はまたおとり
捜査を実施しているのではないかと恐れ、コミュニティは外部者に対してより疑い深くなった。 
 

彼⼥たちが集団化され、社会のメインストリームと関わりを持ちながら、その存在を認知さ
れ始めた⽮先に、突然犯罪化が再び起こっていました。⼥性たちは、社会が⾃分たちを悪者
と考えていることは理解できました。Shabana が標的になった Nippani 事件後においても、
たくさんの議論が巻き起こりました。⼥性たちは、警察が⼟地を乗っ取り、彼らとぐるにな
っている地元の指導者たちに与えようと、彼⼥たちを罵り、その場所から強制退去させよう
としたというロジックを理解できていました。しかしその後、⼥性たちは強くなりました。
外部のグループの要請によって強制捜査が起こり始めるようになるまでは。私たちは、セッ
クスワークに対する暴⼒の問題及びセックスワークにおける暴⼒の問題の双⽅を⽬の当たり
にしてきましたが、この⽩⼈は強制捜査の最中に来て、私たちを「ふしだら」「下劣」と呼ん
だのです。これは⼥性に多⼤な影響を与え混乱とトラウマを引き起こしました。地元のリー
ダーの⼀⼈である Bhimavva は、Gora に怒鳴られ、指を指されて『奴隷の雇い主』と呼ばれ
たことにとてもショックを受け、ICU で⼊院しなければならなくなりました。 

Meena Seshu、SANGRAM 
 
 
左派およびその他の進歩的運動による疎外化 
残念なことにセックスワーカーの集団化に対する反発は、宗教的に動機づけられた団体のような伝統的
な反対派からだけではなく、セックスワーカーの権利集団が多くの価値観や原則を共有している進歩的
な運動からも寄せられている。これらの反対派には、フェミニストやダリット解放組織が含まれており、
彼らは、あらゆる政策の中でセックスワークが根絶されるべきだと考え、セックスワーカーによる⾃治
と⾏為主体性の主張を家⽗⻑制的および/またはカーストにもとづいた差別的な考えを強化する誤った
意識の産物と考えている。彼らは、セックスワークが構造的には、ダリットの⼥性の⾁体と性を利⽤し、
商品として扱う上流カーストバラモンによる家⽗⻑制の⼀部として位置づけている。 
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セックスワーカーと彼⼥らを代表した団体に向けられた道徳的、政治的スティグマを、VAMP と Mitra
のメンバーは、私たちのフィールドワークのすぐ後に経験した。2017 年 3 ⽉、メンバーたちはインド
で⾼まっていたファシズムに反対する⼤規模な集会に参加した。集会後の市⺠会議で VAMP の⼥性た
ちが発⾔した後、聴衆と主催者の多くが、彼⼥らが話すことを許されたことに対する憤りを表明したこ
とが分かった。なぜなら彼⼥たちは「犯罪者」であり、「道徳的に堕落」していたからである 。これが
ファシズムや不寛容に反対する会議であることを考えると、これは本当に⽪⾁なことだった。 
 
これが、セックスワーカー運動が今⽇直⾯している最⼤の課題かもしれない。まとめると、この左派右
派両⽅からの複合攻撃は国家に新たな犯罪化への圧⼒をかけかねず、その結果、この運動が、彼⼥ら⾃
⾝が考える⼈⽣における暴⼒に取り組み、ようやく⼿に⼊れたものが台無しにされる可能性をはらんで
いる。 
 
⼈⾝売買を定義する 
VAMP と SANGRAM の代表者へのインタビューと議論から、彼らが活動を始めたほとんど初期から、
「⼈⾝売買」と法律上定義される物事の全ての要素に彼らが対応してきたことは明らかだ。具体的には、
未成年者の売春への参⼊、騙され本⼈の意思に反して連れてこられた⼥性たち、"gharwaalis"また売春斡
旋者や顧客による搾取と虐待が含まれる。SANGRAM は当初、これらの⾏為を違法とみなす旨を明確
にしていたが、VAMP が設⽴されてからようやく、コミュニティも暴⼒⾏為としてそれらの⾏為を活動
の中に取り込み、対応し始めた。しかしそれらの⾏為は、⼥性たち⾃らの集団的道徳観と倫理観の認識
によって定義される搾取と anyaya （⾮正義）の⾏為と⾒なされていたし、また⾒なされ続けていて、
それ故に「⼈⾝売買」 の法的視点を通してというよりも、内部から対処する必要があった。 
 
状況の変化に⾔及しながら、ミラージからの⾼齢世代のセックスワーカーである Kasturi はフォーカス
グループでの議論でこう語った。「以前は『⼈⾝売買』はなかった。⼥性たちは⾃分たちの意思で dhandha 
になり、dalaal (売春斡旋者)もいなかった。地元の goonda は私たちを搾取したが、私たちは闘い返した。
いまや、dalaal は外から来るようになった。より若い⼥の⼦たちが連れてこられ、ここに残され、彼ら
は⾦を奪って去っていく。」 
 
廃娼主義グループの標的となった⼀連の強制捜査の後になってようやく、彼らはバングラデシュのよう
な国境を越えて、法的書類をもたずに、仕事があるという約束で dalaal に連れて来られた、若い⼥性の
問題と共に、これらの問題を法的介⼊を必要とする 「⼈⾝売買」 の犯罪⾏為として捉え始めた。しか
し、今でもほとんどの内部搾取のケースにおいて、警察の積極的な介⼊がない限り、彼⼥たちは⾃分た
ち⾃⾝で問題に対処しようとするだろう。 
 

現在、若い⼥の⼦が⼊った時には私たちに報告するというルールをつくったのですが、それ
でも時々gharwali が若い⼥の⼦を連れてきたかどうかを知らないことがあります。彼らが報
告せず、それが私たちの⽬に留まった時は、私たちは彼らが⾏っていることは間違っている
と警告しに⾏きます。もし彼らが聞く⽿を持たなければ、私たちは警察の助けを得て、この
問題を⼤きな問題として取り上げます。以前は、警察はお⾦を期待するだろうからと考え、
こうすることを避けていましたが、私たちが組織を作った後、現在では警察はより協⼒的に
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なりました。ここには若い⼥の⼦はおらず、全員 18 歳を超えています。ボンベイに⾏った時
14 歳だった私の娘は今⽇の状況下では dhandha になることを許されなかったでしょう。 

Kasturi セックスワーカー ミラージ 
 
不正義（injustice）から犯罪まで：⼈⾝売買へのグループの対応 
これまでの議論、インタビュー、またケーススタディを⾒れば、VAMP と SANGRAM は、法律がセッ
クスワークと⼈⾝売買の問題に対応するためには重要であるため、その解釈をしようと組織的な試みを
⾏ってきたことは明らかである。さらに、セックスワークが⽣計を⽴てる⼿段としての個⼈的な選択で
あると繰り返し主張する⼀⽅、⼈⾝売買はコミュニティ内部において闘うべき犯罪であると考えており、
さまざまなレベルにおいてそのように対応している。  
      
1. 感情的にならず、戦略的に法律に対応する   

   
反⼈⾝売買団体および廃娼主義を訴える団体からの反発と対峙してきた経験から、VAMP と
SANGRAM は感情的に反応するのではなく、より戦略的に物事を進める必要性を理解した。そこで、
弁護⼠の助⾔を得て、彼らは不道徳的⼈⾝売買防⽌法（ITPA）を⾃分たちの⽂脈および法的⽂脈にお
いて解釈しようとする組織的な試みをはじめた。この知識をもとに、VAMP と SANGRAM はコミュニ
ティ内における問題、例えば未成年者のセックスワークや dalaal と gharwali による搾取といった問題に
対して、特に他の州や国外からの移住が増加しているという背景において、より慎重に対応するように
なった。地域のセックスワーカーコミュニティに新⼊りが⼊るときに年齢を確認するのが決まりとなり、
サーングリーでは、未成年と疑わしき場合は、賛否はあるものの、正確な年齢を確かめるために公⽴病
院で⾻密度検査が⾏われるようになった。 
      
2.暴⼒に⽴ち向かい、リハビリテーションを再定義するためにコミュニティ組織を強化する 
 
Thanta Mukti Samith： 
VAMP の組織的発展に伴い、この injustice(不正義)を正そうとする試みはしばしば、「道徳的」であり
セックスワークそのものに反対している裁判所や警察といったメインストリームの矯正機関に、妨害さ
れた。そのため、Thanta Mukti Samithis（以降 TMS、紛争矯正委員会）は VAMP が直⾯している内部
および外部的な問題を組織として根本的に解決する⽅法を模索し始めた。VAMP が活動しているすべて
のコミュニティ単位で、それぞれメンバーを選び、選ばれたメンバーは任命期間中定期的にミーティン
グを⾏い、地域の揉め事に介⼊し、解決に導いている。また警察に届け出たり、暴⼒的な顧客やごろつ
きを警察に引き渡したり、適正な利率を守るよう貸⾦業者を監視したりしている。また、新⼊りの⼥性
たちの記録をつけ、彼⼥たちが成⼈に達しており、⾃分の意思でセックスワークを選んでいるのかどう
かを確認している。メンバーたちは、内部の暴⼒にどう対応するか、また⼥性たちが逮捕につながりか
ねない法を犯す⾏為をしないようにするため、集まって戦略を⽴てる。たとえば、売春宿に住む⼥性に
対しては⼀⼈暮らしをし、独⽴して商売を⾏うことで、gharwali の管理下から抜け出すことを推奨して
いる。 
     
このようにして、コミュニティが外の世界からスティグマと差別に対峙するための⾃信をつけるだけで
はなく、コミュニティ⾃⾝で決めた定義に基づいた injustice(不正義)に対峙する⼒を向上させるという
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意味においても、彼らは重要な役割を果たしている。  
 
以下のケーススタディは、TMS が⼈⾝売買に関する問題に対応してきた⽅法を⽰している。 
 
ケーススタディ 1：ラジャスタンからの少⼥      
2016 年 4 ⽉、ラジャスタン⼈の dalaal が 17 歳の少⼥をサーングリーの gharwali である Gangu Bai
の所に連れてきた。その少⼥があまりに幼く⾒えたので、Gangu Bai は TMS のメンバーに少⼥を⾒せ、
少⼥が年齢を証明する書類を持っていないことを伝え、彼⼥を⾃分の売春宿においてよいかどうか相談
した。TMS はこの問題を議論し、その少⼥が未成年に⾒えること、この dalaal の意図が疑わしいとメ
ンバー間での同意に⾄った。 
      
TMS メンバーは連れ⽴って dalaal がいた Gangu Bai の宿に向かったが、メンバーたちの姿が⾒えるや
いなや、dalaal は少⼥を連れてミラージに逃げたということを、彼らをそこまで乗せたタクシーの運転
⼿から聞いてわかった。サーングリーの TMS メンバーはミラージの VAMP メンバーと連絡をとり、
VAMP メンバーがその dalaal をつかまえにいったが、また逃亡された。TMS メンバーの⼥性がこの
dalaal について、警察に訴えたところ、警察は「まず⾃分たちで dalaal を捕まえて警察に連れてくるべ
きだ」と気のない反応を⾒せた。最終的に、TMS メンバーが dalaal の逃亡に⼿を貸したタクシー運転
⼿に脅しをかけ、その少⼥を⾒つけることはできたが、 dalaal はまたもや逃亡した。少⼥に事情を聞
いたところ、 dalaal は少⼥を gharwali の宿に連れてくる前、縫製⼯場での仕事の⼝を約束していたこ
とがわかった。少⼥が未成年であることの確認がとれたあと、VAMP メンバーは少⼥の両親に連絡をと
った。両親と少⼥は警察署、のちに拘留施設でカウンセリングを受けた。少⼥は⾃分を連れてきた dalaal 
の名前を告げるのを拒んだものの、TMS および VAMP メンバーがとった強い⾏動が効果を発し、dalaal
がそのコミュニティに⼆度と近づくことはなかった。 
      
ケーススタディ２：バングラデシュからの Shilpi 
Shilpi は若いバングラデシュからの不法移⺠で、カルカッタで縫製⼯場の働き⼝を⾒つけられると⾔う
友⼈と⼀緒に故郷の村を離れた。Shilpi は結婚していたが、夫はアルコール依存症で、彼⼥を⼝汚く罵
ったり、暴⼒を振るったりした。夫との間には 7 歳の娘がいたが、彼⼥は娘を故郷の両親のもとに残し
てきていた。友⼈の助けを得て、彼⼥は国境の検閲を逃れ、インドに⼊国した。Shilpi は仲介業者に引
き渡され、サーングリーまで連れてこられ、gharwali の宿に⼊れられた。当初、彼⼥は売春を求められ
ていることにショックを受けたが、売春が⽣活費を稼ぎ、故郷に送⾦するための唯⼀の⼿段であると、
のちに受け⼊れた。やがて、彼⼥は別の男性と結婚し同居を始めたが、dhandha の仕事は続けた。 
   
      
警察による売春宿への強制捜査後、Shilpi は地域の TMS を通じ、SANGRAM に助けを求めた。強制捜
査によって、彼⼥の仲介業者の妻が逮捕され、バングラデシュ出⾝の未成年の少⼥ 3 ⼈が拘留施設に送
られた。不法移⺠を匿っている罪に問われることを恐れ、仲介業者と gharwali は彼⼥にバングラデシ
ュに戻るべきだと⾔った。しかし、家族を養うため彼⼥はインドを離れたくなかった。バングラデシュ
では家族に⾒つかってしまうため、セックスワークを続けられないからだ。当局や、明らかに⼈⾝売買
に関わる仲介業者からの危険にも関わらず、彼⼥はインドにとどまる⽅法を探そうとしていた。 
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TMS と SANGRAM のメンバーは Shilpi と夫に集中的なカウンセリングを⾏い、彼⼥のインド滞在の違
法性を説明した。まず、彼⼥は騙されてインドに連れてこられており、⼈⾝売買の被害者であることを
伝えた。次に、彼⼥はインドへの⼊国および滞在の法的正当性を証明する書類を持っていないことを話
した。また、彼⼥が警察の捜査によって捕まると、dalaal を有罪にする証⾔をさせられる可能性がある
ことから、dalaal から⾝を狙われている危険性があることも説明した。 
 
TMS と SANGRAM は Shilpi と現在の夫に⼆つの選択肢を提⽰した。⼀つは、公的書類によって彼らの
結婚を証明し、インド⼈である夫の妻として、彼⼥はインドに残ることができる⽅法。もう⼀つは、彼
⼥が故郷に帰ることであった。どちらを選択するかの最終的な判断はふたりに委ねられたが、Shilpi ⾃
⾝また SANGRAM の評判にも多くのリスクを孕むこの複雑な状況に、SANGRAM は気が気でなかった。 
 

Shilpi と話をしたあと、私たちは、彼⼥が彼⼥⾃⾝の選択でここにいることを確信しました。
確かにに彼⼥は外国からの移⺠ですが、同時に私たちと同じように、⽣きるためにお⾦を稼
いでいる。そんな彼⼥にどうしてこの国を去ることを強要できるでしょうか。しかし、彼⼥
が外国からの不法移⺠であることで、彼⼥⾃⾝がトラブルに追いやられ、またそのことで私
たち団体にもトラブルを⽣じさせる可能性がありました。わたしたちの評判に傷がつくかも
しれません。このような事態に直⾯し、どうすべきなのか困惑していました。 

Maya,VAMP,サーングリー 
   
 

このような、『⼈⾝売買の被害者にあった』バングラデシュ⼥性のケースは、私たちにとって、
⼤変難しい問題です。なぜなら、私たちも私たち⾃⾝の政治的信念の中で、このようなケー
スが⼈⾝売買なのか、危険性の⾼い移住なのかを判断することに苦労します。私たちの政治
的信念は、⼈々が移動する⾃由は国境によって妨げられるべきではないということです。ま
た、セックスワークは職業であり、⼥性には⾃由に移動する権利がありますが、ただし彼⼥
たちは、安全であるべきということです。だから、正式な公的書類のない⼥性に国に戻るよ
うにいうのは、とても難しいのです。ある少⼥はこんなことを⾔いました。『わかりました、
あなたたちが帰れというなら私は国に戻ります。ですが、国に戻るためには、この国にわた
しを連れてきた男を頼る他にありません。でなければ、どうやって国に戻れるというのでし
ょうか。』また、こんなことを⾔った少⼥もいました。『わたしをここに連れてきてくれたエ
ージェントを告発するなんてできません。そんなことをしたら、どうやって家族にお⾦を送
ることができるというのですか。彼が家族と私をつなぐ唯⼀のルートなのです。彼を捕まえ
るのは、私と家族を殺すのと同じことです。』 

Meena Seshu, SANGRAM   
   

      
Mitra とセックスワーカーの⼦どもたちへの働きかけ     
VAMP は活動開始当初からセックスワーカーの⼦どもたちにも働きかけを⾏ってきた。何故なら、
VAMP のメンバーは、スティグマと差別の影響を認識しており、それによって⼦どもたちがやる気と⾃
尊⼼を失い、学業の成績が振るわなくなり、将来的に⽣計をたてる機会と選択肢をせばめてしまうこと
を認識していたからである。Mitra は放課後プログラムを実施し、そこで年⻑のセックスワーカーの⼦
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どもたちをリーダーにして、まず⽣きるために必要なコアスキルを教えるための課外授業を提供してい
る。これらは安⼼安全な場所であり、ここで⼦どもたちは、精神的なサポートや、学業の指導を受けら
れるだけでなく、⾃分たちのアイデンティティーを模索し、⾃尊⼼を育む⽅法を⾒つけることができる。
この活動は、ミラージ、カラダ、サーングリーの教育センターや、2008 年ニパニにおける Mitra Hostel
の設⽴につながった。Hostel では路上セックスワーカーたちの⼦どものみを受け⼊れており、現在では
40 ⼈の⼦どもたちが⽣活をしている。その全員が、Mitra の教師たちによる補習を受けながら、地域の
公⽴校へ通学している。 
 

SANGRAM のトラッカープログラムにおいて、調査を実施してわかったことがありました。
それは、路上でセックスワーク（dhandha）をしている⼥性の⼦どもたちの置かれた状況が劣
悪だということです。例えば、カラダに 10 歳の Deepak という少年と、8 歳の Komal という
妹がいました。この兄妹は、常にあちこちに移動している⺟親から置き去りにされ、⾃分た
ちだけで料理をしたり、お互いの⾯倒を⾒たりしなくてはなりませんでした。ほかにも、14
歳の少⼥が⼀⼈で病気の⺟親の看病をしているケースもありました。ある⼥性が、彼⼥にセ
ックスワークをさせようとしていました。私たちがその少⼥を hostel に連れてきて保護した
後、彼⼥はその後⼤学の商学部を卒業し、恋をして、結婚をしましたが、今でも学業と仕事
を続けています。 

 
私⾃⾝は教育を受けていません。ですが、若い世代が教育を受け、セックスワークをせざる
を得ない境遇に陥ることなく、違う仕事で⽣計をたてられることは嬉しいです。私は、
self-rehabilitation（⾃分で⾃分を更⽣させる能⼒）を信じています。⾃分たちの⼦どもが働い
ているのをみて、⺟親の⼥性がセックスワークをやめたくなるとすれば、それだって⽴派な
『punarvasthi』（リハリビテーション）ではないでしょうか？ 

     Mahesh, セックスワーカーの⼦ども, Mitra  
 
 
3.⼈⾝売買における国家機関との協働  
   
警察とセックスワーカーは⻑年対⽴し、不信感を抱き合ってきたが、⼈⾝売買に関係する問題への取り
組みに関しては、両者間のシナジーが強まってきているようだ。我々が会った警察と法的機関の関係者
は、VAMP が、セックスワーカーとその⼦どもたちの真のニーズに対応するために取り組んでいること、
また、トラフィッカーとそのネットワークをつきとめる⼿助けをしていることを、⾼く評価していた。 
 
警察 
⼈⾝売買対策室担当の巡査⻑は、彼らの⼈⾝売買における仕事、また VAMP およびほかの NGO との
取り組みについて詳細に語った。彼⼥は、セックスワークと⼈⾝売買を明確に区別しながら、警察は、
成⼈⼥性が売春によって⽣計を⽴てる権利に⼲渉しないことを強調した。同巡査⻑は、警察の強制捜査
やレスキュー活動が時には逆効果となりえることを認め、特に、未成年の少⼥に対して売春の代わりと
なる収⼊を得る⼿段を提供できるような、包括的なリハリビテーションスキームがない場合に関してそ
うであると語った。つまり、彼⼥は、曖昧さは残すものの、セックスワーカーたちの権利を認める⼀⽅
で、警察が、⼈⾝売買と闘うために、コミュニティの協⼒を求めていることは明確だった。  
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そうです、⼈⾝売買を防ぐために我々がセックスワーカーグループと協働することは重要で
す。我々はお互いに助け合わねばなりません。私たちは、闇雲に彼⼥たちをつかまえ、リハ
ビリテーション施設に放り込むようなことはしたくないのです。しかし、なかには HIV 感染
者や、必要な防護策を取っておらず、病気の感染を広めかねない⼥性、そして⽀援やシェル
ターを必要とする⼈がいることも事実です。また、セックスワーカーの中には、歳⽼いて⾷
べるためのお⾦を稼がねばならず、たった 20 ルピーのために何でもやろうとする⼥性もいま
す。そして結局彼⼥たちは盗みにあったり、騙されたりしてしまうのです。⼀⽅で、アッサ
ム、プネ、ウッタル・プラデーシュからやってきて、ここに⻑年住み、うまくやっている少
⼥たちもいます。政府と NGO は⾼齢のセックスワーカーたちに対して、何かをすべきです。
また、セックスワークを望まない⼥性や未成年の少⼥に対して、よりよいリハビリテーショ
ンプログラムを考えなくてはなりません。他の選択肢が与えられないのであれば、彼⼥たち
はセックスワークに戻らざるを得ません。 

      副警察署⻑ Patki   
      
法的⽀援 
県リーガルサービス庁（District Legal Services Authority）は貧困層と被差別層を対象に、彼らが司法に
アクセスしやすくなるようサービスを提供している。所属弁護⼠は毎週 SANGRAM で法律相談の場を
設け、社会保障、家庭内暴⼒、財産権問題、⼦どもの⼈⾝売買といった問題への助⾔を⾏っている。我々
が出会った県リーガルサービス庁の弁護⼠は、この⽀援を⾏う中で、⼈⾝売買のケースに遭遇したり、
関わったことはないと語った。 
      
我々はまた、県リーガルサービス庁に勤める被告側上級弁護⼈、Maruti Mane 弁護⼠にもインタビュー
を⾏った。彼は⻑年にわたって VAMP と Mitra を⽀援してきており、メンバーにパラリーガルのトレ
ーニングをしたり、不道徳的⼈⾝売買防⽌法にもとづき起訴されているセックスワーカーに法的サポー
トを提供したりしてきている。彼は、⾃⾝が⽬にしてきたこの活動の発展を振り返り、次のように発⾔
をしている。 
      
第⼀に、未成年がセックスワーク産業に参⼊する事例が激減した。以前は、教育レベルの低さと貧困か
ら、⼥性が⾃分の⼦どもをセックスワークの仕事につかせることがしばしばあった。VAMP と
SANGRAM はセックスワーカーの⼦どもたちが教育を受けられるようにすることによって、この流れ
を⽌めることに貢献した。次に、過去数年間にわたり、警察の強制捜査の件数も⼤幅に減少した。いま
だに強制捜査が⾏われるときはたいてい、外国のキリスト教宣教師たちが地域の NGO と組んで、事件
を報告することによって先導されているが、その報告はしばしば間違っていたり、虚偽であったり、ゆ
がめられたものであったりする。こういった強制捜査は、破壊的で、セックスワーカーにひどい傷を残
すものであるだけではなく、その最中に逮捕され起訴されたセックスワーカーの⼥性たちは、正式な法
的プロセスを踏まずに強制捜査が実施されたことが理由で、無罪となるケースがほとんどであると、
Mane は指摘している。彼は警察がこういった報告に対し、より意識を向け深刻に扱うべきだと考えて
いる。  
         
また彼は、裁判官は⼈⾝売買の案件には⾮常に厳しい態度で臨むにもかかわらず、彼が働いてきた裁判



115 

所では現在までトラフィッカーが逮捕されたケースはただの⼀件すらなかったと述べた。トラフィッカ
ーは法律のもとできちんと処罰されるべきだと、彼は強く考えている。 
 
4. 記録とメディア普及 
 
体系的な研究の他に、VAMP と SANGRAM は、取り組んできた問題とそこから得た視点を普及させる
ため、クリエイティブな⼿法を⽤いることも試みてきた。そのいくつかは以下のような試みである。
     

 
- Daughter of the Hills: Trafficked and Restored：ネパールの Kopisha という少⼥の事例を記録し
た漫画。これはあきらかな強要と⼈⾝売買のケースであり、そこから彼⼥が救助され、回復す
る物語であり、同時に、移住の課題と、セックスワーカーグループの⽀援による安全な移動を
描いた作品である。44 
- My Mother The Gharwali, Her Malik His Wife :プロの劇団のサポートと Sushma Deshpande の
監督のもと、2008 年に VAMP と Mitra のメンバーによって演じられた演劇作品。彼⼥たちの⼈
⽣の多くのストーリーをユーモア、喜び、痛み、悲しみと共に伝えた。  
- A Study on Forced Marriage（強制結婚に関する研究）： 提携団体である Vidrohi Sanghatan が
⾏った事例研究。北カルナタカで、4 万〜9 万インドルピー（約 600〜1300 ⽶ドル）で、新婦が
エージェントを通じて南マハラシュトラに取引される結婚⽬的の⼈⾝売買の事例。このような
事例が慣習化されているにも関わらず、根源的な原因を突き⽌めるための詳細な研究が⼀切な
されてこなかった。⼀度⼥性が連れてこられると、エージェントはいなくなり、その⼥性は、「取
引」先の家族の意のままに取り残されてしまう。欺瞞、債務奴隷、奴隷制といった⼈⾝売買に
知られる全ての要素がこれらの状況にはあてはまる。しかし、同時にこれらは⼗分な深刻さを
もって取り扱われておらず、SANGRAM と VAMP はより体系的な研究を通して、より深く追
求したいと考えている。 

  
5. セックスワークと⼈⾝売買、⼈⾝売買と危険な移住の違いを明らかにするアドボカシー 
  
VAMP と SANGRAM は、National Network of Sex Workers (NNSW：全国セックスワーカー・ネット
ワーク)、Asia-Pacific Network of Sex Workers (APNSW：アジア・太平洋地域セックスワーカー・
ネットワーク)、そして Global Network of Sex Work Projects (NSWP：セックスワーク・プロジェクト
国際ネットワーク)といった広範なネットワークのメンバーシップを通して、⼀貫して地域、国、グロ
ーバルレベルでのアドボカシーに関わってきている。これらのプラットフォームを通じて彼⼥らは、セ
ックスワークと⼈⾝売買の区別、そして、⼈⾝売買と、⼥性が⾃らの意志だが⾮正規の移住を通じてセ
ックス産業に⼊ることの区別を強調してきた。彼⼥らは、「Nothing about us, without us」（私たち抜き
では、私たちに関することはありえない）という根本的な原則に基づき、セックスワーカーの経験と視
点を⼈⾝売買に関する議論に含めるよう、提唱し、ファシリテートしている。 
 
現在、VAMP と SANGRAM の両団体は、国レベルのネットワークを通じ、2016 年⼈⾝売買（防⽌、
保護、リハビリテーション）法案の⽋点に焦点をあてるため、徹底した広範囲にわたる協議とアドボカ
シーを⾏っている。彼⼥らは、セックスワーカーやその他のパートナー団体の署名⼊りの意⾒書を発表
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し、そこには以下の訴えが述べられている。 
     

「⼈⾝売買の法案は、不均衡成⻑や歪んだ開発、不公正に関連する問題、そしてよりよい⽣
活のための移住への渇望を無視している。さらに、⼥性にとってより安全な移住を実現する
ための条件や法律を作り出す代わりに、これらの政策は、⼥性の移動と移住の権利を妨げて
いる。債務労働から救出された⼈々やその他の状況から救出された⼈々（代理出産やセック
スワークをしている⼥性）に対する保護には双対アプローチがあるため、それらを精査し、
対処する必要がある。」45  

 
彼⼥らはまた、具体的な懸念に基づいて以下のことを繰り返し主張した。それは、成⼈の⼈⾝売買に関
する法律と未成年の⼈⾝売買に関する法律を区別し、成⼈⼥性が⾃らの意思でセックスワークをするこ
とをこの法案の対象範囲から外すこと、救助とリハビリテーションという名のもとに権利が剥奪され、
その結果として救助された個⼈の願いを聞くことなしに「帰還」が厳格に決定され、現在の州から元の
州へと個⼈を送り返すようなことがないこと、である。彼⼥らの主要な要求は依然として、セックスワ
ーカーたちの組織が、法案の起草だけでなく実⾏においても、中⼼となるべきだ、ということである。 
 

「セックスワーカーグループ、及びセックスワーカーと協業する組織が、搾取的な⾏為を根
絶し、性的搾取のための⼈⾝売買への警鐘を鳴らすための、当然の仲間でありパートナーで
あることは、これまでの歴史、そして同グループ、同組織⾃体が⾝をもって⽰してきた。そ
れにもかかわらず、提案されている委員会は彼⼥らの参加を除外している。県レベルでの⼈
⾝売買と闘うためのあらゆる委員会は、セックスワーカーグループの参加とコンサルテーシ
ョンを必須とすることを、提案する。その他のメンバーとして、県レベルの⼈権委員会のメ
ンバーを含むべきである。ソーシャルワーカーは、より包括的な視点を取り⼊れるため、反
⼈⾝売買の活動に限らず、⼥性に関する問題やエンパワーメントに関する活動の実績がなけ
ればならない。また、セックスワーカーや苦難を抱えた⼥性、⼥性への暴⼒に関わる仕事の
実績がある弁護⼠が、委員会メンバーに含まれるべきである。」46 

 
 
提⾔ 
 
VAMP は、National Network of Sex Workers（全国セックスワーカー・ネットワーク）47を構成する他
の団体と共に、⼈⾝売買に関して以下の提⾔を⽰した。この多くは、2013 年 4 ⽉に⼥性に対する暴⼒
の国連特別報告者がインドを訪れた際に、提案されたものからの抜粋である。  
 
インド政府へ      

1. ⼈⾝売買、及びあらゆる形態の搾取をなくすための取り組みに、セックスワーカーが合法的に
協⼒することができるよう、セックスワークを⾮犯罪化する。 

2. ⼈⾝売買は犯罪⾏為であり、セックスワークと混同されるべきではない。成⼈と⼦どもの⼈⾝
売買は⼆つの別々の法律によって扱い、同意をしている成⼈を⼦ども扱いしないこと、⼦ども
に正義が与えられることを保証する。 
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3. 同意している成⼈が、買春もしくは売春することを禁⽌する法律、及び、商業的なセックスを
禁⽌する法律、「道徳的でない」⽣計⼿段、売春や売春宿の経営の稼ぎで「⽣計を⽴てること」
に反対するような法律を廃⽌する。また、セックスワーカーの安全な労働条件を保証するため
の補完的な法的⼿段を⽤意する。  

4. セックスワーク従事者、及び性的搾取の被害者である⼦どもたちのための、全ての強制的な拘
留もしくはリハビリテーションセンターを閉鎖する。代わりに、セックスワーカーには、根拠
にもとづいたコミュニティエンパワーメントサービスを、個⼈の⾃主性にもとづいて提供する。
性的搾取を受けた⼦どもたちには、安全で⼒づけられるような家族環境での保護を、⼦どもの
利益を最優先にして選び、提供する。 

5. 性的搾取を⽬的とした⼈⾝売買への基本でかつ唯⼀の対応としての、捜査・レスキュー・帰還・
リハビリテーションの政策を⾒直す必要がある。⼈⾝売買のサバイバーに対して、債務奴隷の
廃⽌、繰り返す借⾦から家族を解放させるスキーム、あらゆる形態の強制労働に強いらされる
原因となっている貧困の連鎖や脆弱性から抜け出すためのソフトローンなど、積極的仕組みを
通してサポートする必要がある。 

6. 仕事のために国境を越えて移⺠した⼥性の⼈権を適切に保護するため、すべての移住労働者と
その家族の権利の保護に関する国際条約、及び、移⺠労働者に関する ILO（国際労働機関）条
約を批准する。      

        
司法官へ      

1. 反⼈⾝売買法は性的搾取を禁じるために使われるべきであり、成⼈が合意の上でのセックスワ
ークに関与することを反対するために使⽤されるべきではない。 

2. あらゆる形態の⼦どもへの性的虐待及び性的搾取に反対する法律を施⾏し、このような犯罪と
成⼈の同意に基づくセックスワークを明確に区別する。 

3. 「⽬的もなくうろつくこと」「公的不法妨害」「公衆道徳」等の、現在の⺠事上、及び⾏政上の
犯罪⾏為が、セックスワーカーを罰するために使われないよう確実にする。 

4. ヴェルマ委員会が作り上げたインド刑法 370 条の意図が、その精神に則って守られることを確
実にする。同委員会は、練り直された刑法 370 条は、⾃らの意思で仕事をしている成⼈のセッ
クスワーカーやその顧客を苦しめるような解釈はされるべきではないと述べた。 

5. インド刑法 370 A 条が、セックスワーカーの成⼈顧客に適⽤されるべきではない。 
 
ドナーへ      

1. セックスワーカーのコミュニティが、反⼈⾝売買の政策が彼⼥らの⽣活に与える影響について
調査し、データ収集することを⽀援し、売買春における搾取と強要と闘うセックスワーカーグ
ループのケーススタディを記録化する。 

2. 性的搾取を⽬的した⼈⾝売買と闘うためのリーダーシップを強化するための戦略として、セッ
クスワーカーグループとネットワークへの⻑期的サポートを確実に⾏う。 
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3. 全ての助成⾦受領者の、⼈権の枠組みに対するアカウンタビリティを確保する。強⾏的な強制
捜査やレスキューの実施、合意に基づいた成⼈のセックスワーカーを拘置所に収監し、⼤規模
な⼈権侵害を⽣み出すようなことに、決して助成⾦が使われないよう注意する。  
    

      
結論 
 
それは険しい道のりだった。しかし、collectivisation（集団化）や self-organization(⾃⼰組織化)の⼒強
いプロセスが、社会の周辺に追いやられ汚名を着せられていたコミュニティを、⽀配的な道徳的かつ法
的な制度に挑戦する取り組みの中⼼となることを可能した⽅法について、貴重な知⾒をもたらすもので
あった。彼らが挑戦するその制度とは、セックスワークと⼈⾝売買を混同することによって、歴史的に、
⼥性たちを被害者か娼婦、あるいは⼈⾝取引をされた者かする者の⼆元論に当てはめようとしていたも
のだった。⼥性たちの尊厳、そして彼⼥たち⾃⾝の現実と権利と運命を主体的に定義づける⼒を取り戻
すことを通じて、この⼆元論を打破することは、実践的な責務であるのと同じくらい、教育的な責務で
あった。 
 
暴⼒、仕事、⽣計、そしてリハビリテーションについて、⾃分たちの⾔葉と⽂脈の中で定義することに
よって、⼥性たちは⾃分たちが晒されてきた暴⼒と不正義（injustice）の根源を問うことができただけ
ではなく、同時に、セックスワークと⼈⾝売買をめぐる道徳的かつ法的フレームワークを再定義し、拡
⼤することができた。異なる階層における⾃⽴した組織の⽣成プロセスはコミュニティに⼒を与え、⼥
性たちは確信と⾃信をもって、⾃分たちが直⾯する社会から課される困難な状況に対応することができ
た。その過程には、過去数⼗年間をかけてようやく彼⼥らが獲得できた成功をすべて台無しにしようと
する道徳的規範の再燃と法律、政策レベルでの逆⾏的変化という脅威が伴ったにもかかわらず、である。 
 
 
 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
------- 
Madhu Bhushan は、インドで⾃発的な⼥性運動の⼀旦を担ってきた Vimochana のフルタイムのアクテ
ィビストであり、1983 年から 2014 年の間は CIEDS Collective のメンバーでもあった。そのように彼⼥
は、危機介⼊、コミュニティ・アウトリーチ、⼥性に対する暴⼒に関するキャンペーンやアドボカシー
活動に携わり、執筆活動の傍ら、ジェンダー、映画、コミュナリズム（宗派主義）、⼈権に関する多様
な問題に関して検討し、発⾔をしてきた。2014 年からは、いわゆる引退した有名なフェミニストとし
て、独⽴したアクティビストのライター、そして研究者、また探索者としての活動を継続し、映画製作
や、セックスワーカー、トランスジェンダー、⼥性と若者関連を含む様々なネットワークや社会運動へ
のサポートに関わっている。 
                                                       

1 サンスクリット語とヒンディー語で、Veshya は売春を意味し、vyavasay と dhanda はビジネスを意味する。これら 3
つの⽤語(セックスワーカーと veshya vyavasay と dhanda)はこの調査の中でグローバルかつローカルな⽂脈を与える
ために適切なものとしてつかわれているが使⽤しているが、同時に、⾃分たち⾃⾝と彼⼥らの仕事を別の⽅法や異な
る⾔語で定義している dhanda の⼥性たちの多様な戦略があることも認める。さらには、売春という単語を保持するこ
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とで、それを改めたり本来のスティグマを失くそうとしたりする団体やグループを認識している。VAMP が初期のこ
ろ、団体名に「Veshya」を選んで Veshya Anyaya Mukti Parishad と名乗っていたように。 
2 See, for example, Cambridge English Dictionary, 
http://dictionary.cambridge.org/dictionary/english/trafficking 
3 2017 年インドの⼈⼝ 下記参照 
Indiaonlinepages.com 
http://www.indiaonlinepages.com/population/india-current-population.html 
4指定カーストは正統なヒンドゥー教経典や⾮常に差別的なカースト制に基づいた慣習において「不可触⺠」と考えら
れている。指定部族はカースト構造には属さないが、部族関係や異⽂化慣習、そして主流から離れて、多くは森の中
や遊牧⺠的な⽣活をする暮らしに縛られた閉じられたコミュニティである。 
5私は「ヒンドゥー教徒」を鍵括弧の中に記した。なぜなら私はヒンドゥー教を、現在国家によって定義されているよ
うな単⼀の均質化された宗教ではないと信じているからである。それは、多様なコミュニティや様々な儀式、慣習を
内包する複数の⽣き⽅であったし、今もそうであるが、強制的に⼀緒にされてきた。例えば多くのダリットやアニミ
ズム（精霊信仰の）部族の信仰は主流であるヒンドゥー教に吸収されてきた。 
6 A Nandy, Intimate Enemy: Loss and recovery of the self under colonialism, Oxford University Press, Oxford, 1988. 
7 A Tambe, Codes of Misconduct: Regulating prostitution in late colonial Bombay, University of Minnesota Press, 
Minneapolis, 2009. 
8 L Murthy and M Seshu, The Business of Sex, Zubaan books, Delhi, 2013. 
9 K Ballhatchet, Race, Sex and Class Under the Raj, Vikas Publishing House, India, 1979. 
10 P Levine, ʻOrientalist Sociology and the Creation of Colonial Sexualitiesʼ, Feminist Review, no. 65, 2000, pp. 5‒21. 
11 Tambe. 
12 おそらくこれらの統計は議論の余地があるものの、拡⼤する所得格差の問題は T Kundu ⽒の論説「Is Thomas Piketty 
right about inequality in India? , Livemint, 15 September 2017」で議論されているように事実である。 
http://www.livemint.com/Politics/iATqx10XSWaThxs0PBwHRO/Is-Thomas-Piketty-right-about-inequality-in-India.
html. 
13世界銀⾏, List of Economies, 2017 年 3 ⽉ 
14 2017 年インドの⼈⼝ 
15 R Abbas and D Varma, ʻInternal Labor Migration in India Raises Integration Challenges for Migrantsʼ, Migration 
Policy Institute, 3 March 2014, 
http://www.migrationpolicy.org/article/internal-labor-migration-india-raises-integration-challenges-migrants. 
16 V Siva and K Jalees, Farmerʼs Suicides in India, Research Foundation for Science, Technology and Ecology, n.d.,  
http://www.navdanya.org/attachments/Organic_Farming10.pdf 
17 S R Mahopatro, Patterns and Determinants of Female Migration in India: Insights from census, Working Paper 246, 
Institute for Social and Economic Change, 2010. 
18 A Jaiswal, ʻAn Anthropological Vision on the Impact of Globalization on Indian Rural Women: A critical realityʼ, Arts 
Social Sci, vol. 5, issue 2, 2014. 
19 ʻProstitution in Indiaʼ, Facts and Details, 2015, 
http://factsanddetails.com/india/People_and_Life/sub7_3h/entry-4190.html. 
20 India Country report, Ministry of Women and Child Development and the United Nations Office on Drugs and 
Crime, 2008. 
21 D K Dash, ʻ6.8 lakh sex workers in India, Delhi red-light capitalʼ, Times of India, 21 July 2010, 
https://timesofindia.indiatimes.com/india/6-8-lakh-sex-workers-in-India-Delhi-red-light-capital/articleshow/6193566
.cms. 
22 R Sahni and V K Shankar, The First Pan-India Survey of Sex Workers: A summary of preliminary findings, CASAM, 
2011. 
23 R Kapur, ʻIndiaʼ, in GAATW, Collateral Damage: The impact of anti-trafficking initiatives on human rights around 
the world, GAATW, Bangkok, 2007. 
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24同書 
25 SANGRAM, Sex Work and Laws in South Asia: A monograph, SANGRAM, 2010, 
https://www.sangram.org/resources/sex_work_and_laws_in_south_asia.pdf. 
26 P Kotiswaran, ʻPreparing for Civil Disobedience: Indian sex workers and the lawʼ, Third World Law Journal, vol. 21, 
issue 2, 2001, pp. 161-242. 
27 Sadhana Mahila Sangha, Violence against People in Sex Work in India: Submission to the Special Rapporteur on 
Violence against Women, n.d. retrieved 6 August 2017, 
http://www.ohchr.org/Documents/Issues/Women/SR/Shelters/Ramya%20Jawahar%20Kudekallu.Pdf 
28 P Kotiswaran, ʻBeyond the Allures of Criminalisation: Rethinking the regulation of sex work in Indiaʼ, Criminology & 
Criminal Justice, vol. 14, issue 5, 2014, pp. 565‒579. 
29 Interview with Aarthi Pai, CASAM. 
30 See, for example, P Kotiswaran, ʻIndiaʼs New Anti-Trafficking Bill is an Empty Gestureʼ, The Wire, 5 July 2016, 
https://thewire.in/48494/indias-new-anti-trafficking-bill-is-an-empty-gesture/; 
S Data,ʻWhy sex-workers are opposing Modi govt's anti-trafficking lawʼ, Catch News, 2 July 2016, 
http://www.catchnews.com/india-news/why-sex-workers-are-opposing-modi-govt-s-anti-trafficking-law-1467444055.
html. 

 
 

31注：Veshya は売春婦に対する⼝語の軽蔑的な⾔葉であり、Anyay Mukthi は不公正からの解放、Parishad は協議会と
訳される。同じ⽤語を使いながら、頭⽂字をとって VAMP と名乗ることは、⽤語を使⽤しつつもその意味を失わせる
⽅法だった。 
32元来は「主婦」を意味するが、この⽂脈においては売春宿を経営するマダムを⽰している。 
33 Meena Seshu との会話 

 
34 SANGRAM/VAMP Team, ʻThe SANGRAM/VAMP Sex Workerʼs Movement in Indiaʼs South Westʼ in S Batliwala 
(ed.), Changing the World, 2nd Edition, AWID, Toronto, Mexico City, Cape Town, 2011. 
35同書 

 
36例えば Human Rights Watch により述べられている事例 下記参照 
ʻHuman rights abuses linked to HIV/AIDS outreach to women in prostitutionʼ, in Epidemic of Abuse: Police 
Harassment of HIV/AIDS Outreach Workers in India, Human Rights Watch, 2002, 
https://www.hrw.org/reports/2002/india2/india0602-05.htm. 
37 ダリット出⾝であり、インド憲法の象徴的な考案者であるアンベードカル博⼠の名をとって⼀般に名乗っている低
カーストの団体。 

 
38 Meena Seshu との会話 

39 M Gupte et al., In the Name of Rescue: A report of the fact finding committee investigation into alleged 
molestation/rape of a minor girl by a decoy customer in Uttamnagar, Miraj, Maharashtra, 12 May 2007. 
40 CHANGE Center for Health and Gender Equality, Anti-Prostitution Loyalty Oath: Fact sheet, 2015, 
http://www.genderhealth.org/files/uploads/change/publications/Updated_APLO_factsheet.pdf. 
41 Meena Seshu へのインタビュー 
42 Gupte. 

 
43 India HIV/AIDS Resource Centre: Targeted Interventions, 
http://www.indiahivinfo.naco.gov.in/naco/targeted-interventions 

 
44以下より⼊⼿可能 
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https://www.sangram.org/resources/Daughter-Of-The-Hills-Sangram.pdf 
45⼈⾝取引法 2016 への意⾒書ドラフト、VAMP 及び SANGRAM 
46同書 

 
47 NNSW, http://www.nnswindia.org/参照 
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カナダ 
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Annalee Lepp       

この仕事が Songhees、Esquimalt、および WS NE First Nations の地、the Kanienʼkeha:ka First 
Nations; and the Huron-Wendat and Petun First Nations, the Seneca, and Mississaugas of the 
Credit River で⾏われたことに深い敬意を表して。  

カナダでは、セックスワークと⼈⾝売買の関係において、⼀般に広がる有害な誤解に挑戦しよう
とするコミュニティベースの重要な学術⽂献が増えている。この章はそのような取り組みの上に成
り⽴ち、2 つのカナダのセックスワーカー組織、Stell,  lʼamie de Maimie(モントリオール、ケベッ
ク)、また、アジアと移⺠のセックスワーカーのサポートネットワークである Butterfly により⾏わ
れた研究と、これら組織の⼀⽅もしくは両⽅に所属する 7 ⼈のセックスワーカー、また、2 つの関
連組織に所属する元セックスワーカーへのインタビューに基づく、ローカライズされたケーススタ
ディアプローチを取っている。この研究の起点、全体にかかるテーマの枠組みは、セックスワーカ
ーの組織化にある。 

本研究は、セックスワーカーの組織化に関する歴史とストーリー、また、組織化によるエンパメ
ントや変⾰の可能性、そしてそれらがいかにセックスワーカーが差別やスティグマに働きかけるこ
とを可能にしたかということについても調査している。それだけでなく、セックスワーカーの組織
が反⼈⾝売買の議論に加われているのかいないのか、加われているとすればどの程度なのかという
ことについて、また、それらの議論が組織の動きやセックスワーカーの⽣活、中でも反⼈⾝売買の
議論に最も影響を受ける先住⺠やアジア系、移⺠のセックスワーカーにどのように影響しているの
かについても調査している。最後には、性産業における強制、騙し、権威の濫⽤などに対処するた
めに、セックスワーカー、セックスワーカー組織が採る戦略やイニシアチブ、また、それらを実施
する能⼒を促進する要因、妨げる要因に関しても検討している。 

本章は、カナダの背景、また、研究デザインとそのプロセスを導く⽅法論的考察についての概説
で始まる。その後、前述のテーマに関連する主要な調査結果を分析し、調査に参加したセックスワ
ーカー組織とセックスワーカーによって明確になった推奨事項を述べて終わる1。   

 
イントロダクション 
社会経済と政治的背景 
 

世界で 2 番⽬に⼤きい陸地で⼈⼝ 3,520 万⼈のカナダは、2016 年の国連⼈間開発指数で第 10 位
となってる。1960 年代後半から 1970 年代初頭にかけて、正式にバイリンガル（英語とフランス語）
が指定され、多⽂化国家となった。連邦レベルでは、平等権はカナダの権利と⾃由の憲章(the 
Canadian Charter of Rights and Freedoms)に⽰されており、カナダの⼈権法(the Canadian Human 
Rights Act)は差別を禁⽌している。2005 年には、同性結婚が合法化された。しかしながら、その
ような世界的なランキングと法的保護は、これらの地域における⽩⼈⼊植者による植⺠地主義の歴
史、国をあげての先住⺠とイヌイットの⼈々に対する⼤量虐殺と同化主義の慣⾏、そして⿊⼈、ア
ジア⼈、および⼈種などによって特徴付けられたコミュニティに対する永続的な⼈種差別を不可視
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化している。1980 年代に、カナダの移⺠パターンはそれまでヨーロッパ移⺠の⽀持から変化した。
現在、年間約 300,000 ⼈の移⺠を永住者として受け⼊れており、2016 年には、ほとんど（56％）
が国内最⼤の都市部、特にトロント、モントル、バンクーバーでの滞在を続ける選択をした。2016
年にも、農業（57％）や在宅介護者（10％）など、さまざまな分野で標準以下の環境下で働く⼀時
的な外国⼈労働者が 79,755 ⼈いた。カナダにおけるノンステータスの移⺠は不明だが、推定値は 8
万から 50 万に及ぶ。 

1980 年代から 1990 年代にかけての、新⾃由主義、財政緊縮、経済再建政策の導⼊、不安定雇⽤
の⼤幅な拡⼤により、カナダの社会的経済的格差は広がっている。すべての⼈への医療と公教育は
維持されてきたが、国による失業保険や州の社会援助プログラムなどの社会的セーフティネットに
は、継続的かつ劇的な削減が⾏われてきた。 

権利と⾃由の憲章―Canadian Charter of Rights and Freedoms, Part I of the Constitution Act, 1982. 
 
 現在、禁⽌されている主なものとしては、⼈種、国籍、⺠族、⾊、宗教、年齢、性別、性的指向、
ジェンダーアイデンティティまたは表現（2016 年に追加）、配偶者の有無、家族の状態、遺伝的特
徴、および⾝体障害などがある。また、州や準州にも独⾃の⼈権法がある。 
 
 カナダの雇⽤均等法(Employment Equity Act)とカナダの統計(Statistics Canada)は、「先住⺠族以
外の、⼈種がコーカソイドではない、または肌の⾊が⽩⼈ではない⼈」を指すために「⽬に⾒える
少数派」という⽤語を使⽤している。このカテゴリには、南アジア⼈、中国⼈、⿊⼈、フィリピン
⼈、ラテンアメリカ⼈、アラブ⼈、東南アジア⼈、⻄アジア⼈、韓国⼈、および⽇本⼈のグループ
が含まれる2。公⽤語に対する批判について考察すると、現在「⼈種などによって特徴付けられた
(racialised)」は⼀般的に、これらの⼈⼝統計グループを指すための形容詞として⼀般的に使⽤され
ている。なぜなら、彼らの多くは「有⾊⼈種」として⾃⾝を認識しないためである3。 

カナダに居住し、カナダに移住した⼈々にとって、経済的機会へのアクセスおよび差別と疎外の
経験は、基本的に、⼟着性、性別、⼈種および階級の背景、移⺠ステータスなど(これらはほんの
⼀部である)が組み合わさって形作られる。カナダには連邦の貧困削減戦略がなく、480 万⼈（また
は 7 ⼈に 1 ⼈）を超えるカナダ⼈が貧困の中で⽣活している。独⾝労働者、ひとり親家庭、障害者、
難⺠および難⺠申請者、先住⺠族（カナダの⼈⼝の 140 万⼈または 4.3％を占める）が最も⾼い貧
困率を経験しており、先住⺠族は依然として植⺠地時代からの暴⼒や⼈種的不公平に晒されている。
カナダは世界経済フォーラムの 2016 年の世界ジェンダーギャップランキングで 35 位であった。フ
ルタイムで雇⽤されている⼥性は、男性が稼いだ 1 ドルに対して 74 セントの収⼊がある。先住⺠
族の⼥性は 57％のジェンダー賃⾦格差、移⺠⼥性は 39％の賃⾦格差、そして⼈種などによって特
徴付けられる⼥性は 32％の格差があり、彼らはかなり⾼い貧困率を経験している。 

⼥性は、低賃⾦、アルバイト、不安定、⼀時的な仕事に就く可能性が⾼く、また、育児労働者、
レジ係、フードサービス労働者などの最も低賃⾦の職業は、⼈種などによって特徴付けられる⼥性
やニューカマーの⼥性が多くを占める。調査はそれだけでなく、トランスジェンダーとノンバイナ
リーの⼈々が、カナダの労働市場で慢性的な失業/失業と雇⽤不安を経験してることも⽰している4。
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国全体における永続的な所得格差、さまざまな形での差別、および不適切な社会的セーフティネッ
トという背景の中では、セックスワークは⼀部の⼈々にとっては最良または唯⼀の収益を⽣み出す
選択肢になり得る。5 

       

国全体における永続的な所得格差、さまざまな形での差別、および不適切な社会的セーフティネ
ットという背景の中では、セックスワークは⼀部の⼈々にとっては最良または唯⼀の収益を⽣み出
す選択肢になり得る。しかしながら、構造的な要因が物語の全てではない。カナダのセックスワー
カーの数に関する既存の統計はないが、予想としては 20％より少ないセックスワーカーが路上を
基点としており（⼀部の地域では先住⺠族の⼥性が過半数を占める）、75％が同性愛の⼥性、25％
が男性、トランスジェンダー、ツースピリット、ノンバイナリーの⼈々である。屋内での労働には
マッサージパーラー、ストリップクラブ、ホテル、インコールおよびアウトコールの代理店、ダン
ジョン、ポルノ、ウェブカメリング、エロティックコール、または独⽴したエスコートなど、様々
な形態がある。 

Cecilia Benoit  et al.は、カナダの 6 つのコミュニティ（モントリオールを含む）で 19 歳から 61
歳までの 218 ⼈のセックスワーカーにインタビューを⾏った。インタビューを受けた⼈の 77％が
⼥性、17％が男性、6％がツースピリット、トランスジェンダー、ジェンダーフルイドなどであっ
た。また、19％が先住⺠族、12％が⼈種などにより特徴付けられていると⽰した。参加者のうち、
25％が路上で働き、20％が管理された屋内環境で働き、残りは屋内で独⽴した形で働いていた。彼
らが最初にセックスワークに従事した平均年齢は 24 歳だった。インタビューの結果、ほとんどの
参加者は、セックスワークで収⼊を得る理由を、不完全雇⽤/失業、借⾦、社会扶助の不⾜、扶養
家族の⽀援、依存症、または、セックスワークの柔軟性や、短い時間で多くの⾦額を得られる特質
などによってセックスワークを最良の仕事として捉えていることなどを理由に、「欲求またはお⾦
の必要性」（87％）と答えた。インタビューに答えた⼈の中(25％)には、「個⼈的な仕事の魅⼒」(探
求の機会や、ジェンダーセクシュアリティを表現する機会を含む)に⾔及した⼈もいた。 
 

セックスワークと⼈⾝取引に関する法律 

カナダが 1892 年刑法(Criminal Code)に徐々に組み込んだ売春に関する法律は、もともとイギリ
スから継承したものである。彼らは売春を「地位のある」犯罪として扱い、「性的サービスのため
の商取引の特定の⾏為を除き、売春のあらゆる側⾯を禁⽌していた」。1880 年インド法と 1892 年
刑法は、先住⺠族⼥性が「売春宿に保持されること、出⼊りすること、発⾒されること」を禁⽌。
先住⺠族と⽩⼈⼊植者間の⼈種的分離を保持するメカニズムとして、異種族での交わりを防ぎ、異
種族同⼠の関係にある者を売春婦とした。それによって、その後の刑法の改正では、路上でのセッ
クスワークに焦点が当てられ、その規定は迷惑⾏為の規制（1892 年）から勧誘の禁⽌（1972 年）、
公の場でのコミュニケーションの犯罪化（1985 年）へと変遷した。2013 年以前は、「売春と性的
サービスを売ることはカナダでは違法ではなかったが、売春関連の活動を取り巻く法律によって、
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法律を破ることなく仕事をすることを極めて困難であった」6。 

      
権利と⾃由の憲章(Charter of Rights and Freedoms)（1982 年）の制定により、カナダの売春法

の合憲性は、1980 年代後半から 1990 年代初頭にかけて幾度も異議を申し⽴てられた。そしてつい
に 2007 年に 2 ⼈の現役セックスワーカー、元セックスワーカーがした違憲申し⽴ては、2013 年、
カナダ最⾼裁判所に 3 つの刑法の規定である、コミュニケーション(the communication)、寄⾷に
よる⽣計(living off the avails)、娼館(bawdy house)の禁⽌を違憲として認めさせることに成功した。
原告は、これら法律が、憲章の第 7 条、すなわち個⼈の命、⾃由、安全の権利を侵害していること、
また、成⼈売春を規制する刑法はセックスワーカーの安全と安⼼を危険にさらしていると主張した。 

法の不在ができたことによって、保守的な政府は、「カナダにおける需要根絶制度」として法案
C-36「地域社会と搾取被害者の保護に関する法（PCEPA）」を 2014 年 12 ⽉に制定した。PCEPA
は、以前「公衆の迷惑⾏為」と定義されていた売春を「性的搾取」、そしてすべてのセックスワー
カーを「被害者」と再定義した。法律は、売春を根絶することを主な⽬的として、顧客や第三者、
特定のエリアの広報、他者との協⼒、および性的サービスの宣伝を犯罪化している。法律が制定さ
れてから 3 年後、全国のセックスワーカーの報告に基づき、カナダセックスワーク法改⾰のため同
盟(the Canadian Alliance for Sex Work Law Reform)は、セックスワーカーの強制退去と孤⽴、標的
型暴⼒、スティグマ、差別の増加、警察のプロファイリングと監視の強化など、PCEPA が先住⺠、
トランスジェンダー、有⾊⼈種、移住/移住のセックスワーカーに与える危険な影響を確認した7。 
     
2014 年 12 ⽉、法案 C-36「地域社会と搾取被害者の保護に関する法（PCEPA）」は売春を「性的
搾取」、全てのセックスワーカーを「被害者」と再定義した。法律は、売春を根絶することを主な
⽬的として、顧客や第三者、特定のエリアの広報、他者との協⼒、および性的サービスの宣伝を犯
罪化している。8 
 

カナダの移⺠難⺠保護法(Immigration and Refugee Protection Act )（2002 年）は、⼈⾝取引と
密輸を犯罪化し、2005 年には⼈⾝取引防⽌規定が刑法に導⼊された。2012 年、保守的政府は、⼈
⾝取引防⽌措置として、エキゾチックダンサーとしての⼀時的ビザ(1960 年代から使⽤可能であっ
た)の廃⽌、すべてのセックスワーク関連事業の⼀時的な外国⼈労働者プログラムへの参⼊の禁⽌、
職種を限定されずに出稼ぎの許可を得た労働者が性産業で働くことの禁⽌などを⾏った。そして、
国家安全保障、道徳的価値観、脆弱な⼈々の保護と合いまった⼈⾝取引が、厳格な移⺠政策、国境
監視の強化、屋内セックスワーク施設の抑圧的強制捜査を正当化するためのものとして位置づけら
れた。さらに、2000 年代後半から、連邦および州政府はますます国内の⼈⾝売買に焦点を当てて
おり、⼈⾝売買された⼈の 90％がカナダ⼈であり、そのうち 25％が先住⺠の若者を含む未成年者
であると主張している。 

政治および市⺠社会の関係者は、国内の⼈⾝売買を国家危機として捉えており、それは現在進む
犯罪化や性産業における救済活動の正当化と、セックスワーカーの権利運動が⻑年求めてきた法的、
政策的要求の棄却に⽤いられてきた。カナダのセックスワーカーの権利活動家とそのアライたちは
⼀貫して、彼らの⽣活を形作る複雑な社会的条件（植⺠地主義、⼈種差別、ホモフォビア、トラン
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スフォビア、貧困、移⺠ステータスなど）に対する戦略を考案し、性産業における強制的で搾取的
な労働状況に対処するあらゆる努⼒をするために、セックスワークに関連する法の制定、政策の策
定においては、セックスワーカーが最も影響を受ける存在であるが故に、セックスワーカーが中⼼
にいて、⾃分たちの存在を充分に⽰せなければならないと訴えている9。 
 
メソドロジー 

この調査において、Canadian Alliance for Sex Work Law Reform（カナダセックスワークに関す
る法改正連盟）のメンバーを含めカナダ全国にたくさんの重要かつ活発なセックスワーカー団体が
多くあるため、調査対象者を⼀つに絞るのは困難だった。Stella を選んだ理由は２つある。まず 1995
年に創設され、カナダ⼈セックスワーカーが仕切っている歴史の⻑い団体であり、セックスワーカ
ーへのサービス提供と権利擁護などの分野の活動もよく知られている10。２つ⽬の理由は、Stella
はモントリオールに拠点されているため。研究と評判により、他のカナダの都市と⽐べてモントリ
オールはセックスワーク関連のビジネスが多い都市のである11。2017 年 1 ⽉に Stella の Jenn Clamen
⽒と連絡を初めて取り、調査の⽬的や範囲などを説明した後、参加する合意を得た。そして Jenn
⽒はアジア⼈と移⺠セックスワーカーが専⾨とする、またはセックスワーカーに直接サービスを提
供する Butterfly という団体も調査に含めるのを勧めてくれた。Butterfly トロント⽀部の Elene Lam
⽒と連絡も取り、参加する合意を得た。 

調査のデザインとメソドロジーを設定する際、このプロジェクトの時間制限やビクトリア市（著
者の居場所）とモントリオールとトロントの間の距離に配慮すると、調査の進め⽅とあり⽅をそれ
ぞれの団体に任せることにした。またはカナダのセックスワーカー団体はよく研究対象であり調査
リクエストをよく受けるので、それぞれの団体の時間やリソースなどを⼗分配慮してみた12。団体
が仕切る進め⽅をすることに通じて、Stella と Butterfly またはそれらのメンバーにとって有意義な
調査になるのを⽬指した。 

Jenn ⽒は⻑年にわたって Stella のメンバーであり、カナダセックスワークに関する法改正連盟の
2012 年の発祥から、その連盟の活動において⼤きく活躍してきた。調査過程の⼀部として、Jenn
⽒は他の Stella のアウトリーチ・ワーカーを含め、ボランティアとスタッフと相談して団体歴史や
Stella の活動に関する調査質問の応えを集めた13。Jenn ⽒も Stella と関係のあるセックスワーカー
に連絡し、著者との徹底的なインタビューに参加する招待も延べてくれた。4 ⼈のセックスワーカ
ー（Alice さん、Ava さん、Daria さん、Jade さん14）は直接著者を連絡した。インタビューが⾏う
前に、同意書とインタビューの概要を本⼈らに送り、調査の⽬的と範囲などを説明し、匿名と秘密
性に関する条項も説明し、またはインタビューの結果をどう取り扱う予定なのかを説明した。イン
タビューは 1 時間半から 2 時間の間かかり、英語でスカイプで⾏い、録⾳され、そしてインタビュ
ーが終わった後⽂字起こしも⾏った。頼まれれば、正確性を確認するために書き写されたインタビ
ューの原稿を参加者に出すことも可能だった。インタビューが終わった後懸念のある場合（特に匿
名に関する懸念やある情報を⾮表⽰して欲しい部分のある時）、この懸念は記録され、インタビュ
ーの結果を分析する際考慮された。知識や経験を教えてくれるお礼を表すために、⼩さな謝礼も各
参加者に渡した。 

モントリオールのセックスワーク業界の異質性とこの調査の範囲を考慮すると、実際の多様性を
表す標本のインタビューの実施は不可能だった15。各参加者に対して、⾃分のこと、また⾃分のセ
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ックスワークについてきいて、参加者は⾃分が話したいだけいくらでも話すのを任せた。 
インタビューされた4⼈の年齢は20代後半から40代後半までわたり、10年間から25年間までフル

タイムまたはパートタイムでセックスワークの経験がある。参加者の中、⼀時的にセックスワーク
業界から離れてまた戻った⼈もいて、そして「半ば退職した」状態の⼈もいた。関わったことのあ
る屋内のセックスワーク種類が幅広く、ポルノのパフォーマー（オンラインまたは独⽴で）やカメ
ラ・モデルやストリッパーやテレホンセックスやエスコートやミストレス（⼥帝）などの多様な種
類の経験がある。ほとんどの参加者が以前にセックスワークまたはセックスワーカーの労働権利に
関する教育的や美術的や活動的やアドバカシーなどの活躍をしたことがある。 
 
Butterflyとの調査過程はStellaと似ているような形で⾏い、代表のElene⽒はButterflyの団体の歴史
や⽬的や活動などを案内してくれた。Elene⽒はButterflyと関係のある3⼈のセックスワーカーと⾃
分でインタビューを実施してくれた。なぜならインタビュー参加者の⺟語で実施するため、または
匿名を守るため。訳されたインタビューの書き写しは分析するために著者に渡され、参加者に謝礼
は渡され、または翻訳代も著者からButterflyに出された。インタビュー参加者（Fannyさん、Daisy
さん、Chingさん16）はインターナショナルスチューデントや難⺠認定が否定されて現在は不法移
⺠や観光ビザで⼊国してその後強制送還された幅広い在留資格を持ち、背景は異なっているが全員
の在留資格は安定していなかった。最後はKerry Porthとインタビューが⾏った。Kerry⽒は元セッ
クスワーカーであり、バンクーバーのPivot Legal Societyの前理事⻑とLiving in Communityのプロ
ジェクト教育者である17。Kerry⽒は様々なNPOでリーダーシップの経験があり、カナダのセック
スワーク活動やアドバカシーなどの最前線の豊か経験を持っているためインタビューした。 
 

Stella は 1995 年、「セックスワーカー、公共医療研究者、そしてその協⼒者達の⾃⼰決定権の
為」そして、「HIV プログラムの⼀環として」設⽴され、初期からセックスワーカー達は無くては
ならない存在として活動に参加していた。1980 年代から 1990 年代まで、モントリオールは HIV
が蔓延しており、⾏政当局は健康診断を実施した上で、HIV 検査をセックスワーカー達に義務付け
るかどうかを議論していた。Stella はこうした社会的、医療的な統制へ対する反応として組織され、
当時に公共医療の研究者、並びにセックスワーカー達にとって、HIV/AIDS 問題の本当のニーズに
応えるプロジェクトを打ち出したいと考える、ダウンタウンで働くセックスワーカー達の助⾔によ
って設⽴された。Stella は初め、四⼈のスタッフ、僅かなボランティア、それと少々の協⼒者達で
構成されていた。そこから、地域に⽴脚したこの団体は絶えず進歩を続け、よりアクセスしやすく
なり、やがてモントリオールだけに収まらない、セックスワーカー達にとって信頼できるリソース
へと成⻑した。設⽴⽬的でもあり、現在でもこの団体を運営している原則は「セックスワーカーに
寄り添い、その為になる事」。レイチェル18によると、「常に、多くのセックスワーカー達が意思決
定に参加し、役割を果たしていた。運営者会議であろうと、⼀スタッフであろうと、この団体には
何らかのタスクや⽀援を必要としている⼈がいて、⽀援にあたる⼈は、セックスワーク経験者でな
ければならなかった」。 
 

Stella の仕事はあらゆる年齢の⼥性セックスワーカー達によって運営され（シスジェンダーとト
ランスジェンダーを含む）、カナダの⼊国審査状況19に関わらず、セックスワークのあらゆるセクタ



129 

ーで働く先住⺠族、⿊⼈、その他の⼈種的偏⾒に晒される⼈々も含まれている。その上、シスジェ
ンダー、トランスジェンダーのゲイ、バイセクシャルの男性の団体である Projet travailleurs du sexe 
セックスワークプロジェクト、そしてトランスジェンダーの団体である Action Sant Travesti(e)s et 
Transexuel(le)s du Qu bec (ASTTeQ)聖なるトランスジェンダーアクション20といった、モントリ
オールの団体と協働している。ジェーンはさらに、「セックスワーカー達が経験している現実の理
解を深める事」、「セックスワークを正当な⽣計⼿段として認める事」「セックスワーカーを⽀援す
る⽅法を探し、あらゆる形態のセックスワークへ対する偏⾒と戦う事」と⾔った団体の使命を⽀持
するセックスワーカーではない個⼈や団体とも協働している。 
 

ジェーンによると、Stella がそうであるように、「コミュニティーを作ることは活動に不可⽋なも
の」である様だ。「寄り添い、⽀援する」団体である以上、「セックスワーカーが団体の主体であり」
従って「モントリオールからケベックまでのセックスワーカーをつなぐこと」が Stella の強みであ
り、効果的にセックスワーカー達の⽣活の質を向上させ、労働環境を改善し、尊厳を持ち、安全に
働き、⽣計を成り⽴たせる余地を増やしている。セックスワー達を組織化する事で、存在を可視化
し、さらに、孤⽴化していたり、他者と関わることのないセックスワーカー達に、彼らは孤独では
無いと感じさせ、運動、さらには差別とスティグマ化に対する戦いに参加を決⼼させる。可視化を
することで、政治家や福祉担当者に対し、「存在感を⾼め」、「セックスワーカーのニーズに注意を
向け」させることができる。ジェーンはさらに、「セックスワーカー達を組織化することは、外部
から孤⽴してはできない」と強調する。地域、州、国、そして世界と繋がりを持つ事が、その団体
に「学び、成⻑する」機会を与え、その結果、「活動と主導権を獲得する事全てに渡り、団体を⿎
舞する事ができる。」21「こうした組織化を通じ、私たちは孤独ではないと感じる事ができる。この
地域のセックスワーカー達に、世界の別の場所には⾃分たちと同じ様な⼈たちがいると思えること
は、とても⼒になる」。セックスワーカー達のコミュニティーとそこへの参加、及びカナダと世界
のセックスワーカーの権利運動と⾮犯罪化への資⾦援助を超えて、Stella はリプロダクティブヘル
ス、薬物使⽤者の権利、住宅貧困⽀援、移⺠の権利運動、労働運動、LGBT 運動、ヘルスライツと
⾔った同盟関係にある団体を組織化している。セックスワーカー達を⽀援する団体が少ない中で、
Stella は地域で最⼤のフェミニスト団体であるケベック⼥性連盟理事会（e Board of the F d ration 
des femmes du Qu bec）の代表を務めており、「セックスワークの経験も含め、フェミニズムが尊
敬を集めるための横断的なアプローチを⾏なっている」。 
 

Butterfly は、2014 年に設⽴され、トロントにおけるアジア⼈および移⺠のセックスワーカーの
⽀援と権利擁護の底上げの為に活動をしてきた22。主にトロント在住のセックスワーカー、ソーシ
ャルワーカー、法律関係者、医療関係者などによって設⽴され、今は主に、移⺠のセックスワーカ
ーが主導する団体になっており、カナダの他の街にも活動を広げてきた。Butterfly は、あらゆるジ
ェンダーのアジア⼈、移⺠のセックスワーカー（主だったメンバーは⼥性であるが）と共に活動し
ており、それぞれが異なる種類の法的地位（永住者、留学⽣、旅⾏者、難⺠、法的に地位が確⽴し
ていない⼈々）を持っており、主に、アパートメント、ホテル、マッサージパーラーなどで働いて
いる。「移⺠セックスワーカーの権利は⼈権である」という原則の下に、Butterfly は「アジア⼈と
移⺠のセックスワーカーはリスクに晒されやすく、彼らの⼈権は⼈種的、⾔語的、社会的、⼊国審
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査、法的地位などの理由で否定されている」。スティグマと周辺化によって彼らは暴⼒や搾取にあ
いやすく、医療、福祉、保護、司法などの制度から遠ざけられている。それに加え、セックスワー
クを職業として認知させる運動、並びに⾮犯罪化の広報活動を積極的に⾏うと共に、Butterfly は更
に、「法的地位に関わらずアジア⼈、移⺠のセックスワーカーは他の職業と同じ様に尊敬と⼈権、
法的権利を得るべきである」と主張している23。 
 

エレンによると、⾃主的に組織を作ることが、彼らにとってアジア⼈、移⺠のセックスワーカー
がエンパワーされ、彼らの業界がより尊敬を集める為に重要な仕組みである。加えて、「法執⾏機
関に頼るのでは無く、セックスワーカーのコミュニティー」を組織化をし、孤⽴化を防ぐ事で、「能
⼒を伸ばし、⾃分達⾃⾝、⼈権、安全、尊厳を守るネットワークを⽀援することができる。アジア
⼈、移⺠のセックスワーカーの場合、質の悪い顧客や経営者とどの様に接するかと⾔う情報と戦略、
より良い環境で働くための交渉の仕⽅、搾取と暴⼒を減らし、職場を変えたり、働く場所を⾒つけ
る⽅法、更には顧客を⾒つけ、違法状態でも広告を⾏う⽅法を共有する。加えて、セックスワーカ
ーが現⾏法での権利を学ぶ際に、彼らは様々な困難な状況で交渉をするスキルを伸ばし、能⼒を向
上させる必要がある。ネットワークを作り、連帯を可能にする為に、セックスワーカーは彼らが危
機的な状況にある場合には互いに助け合い、必要とする法律、医療、福祉⽀援につながることを⼿
助けする。最後に、セックスワーカー達を組織化する事で、そのコミュニティーは彼らの仕事や⽣
活に影響を与える差別的な⼊国審査制度や、法政策に影響を与える事ができ、彼らの経験を共有す
る場所と機会を作り、彼らの声を届きやすくする。 
 
組織活動 
 

Stella の地理的な拠点はモントリオールのルエパセネアの⼤きな倉庫型の施設にある。ここでは、
インタビューの参加者によると、⾮常に親しみやすく、⾝近で、知識豊富で経験豊富なスタッフが、
障壁が低く、プライバシーが守られた状態で、個別のサポートサービス、リソース、およびプログ
ラムをセックスワーカーに提供するだけでなく、交流の機会も⽣み出している。情報を共有し、共
同体意識と連帯を構築することを促進する。たとえば、この団体は⾮常に需要の⾼いサポートや「リ
スニング」回線、いつでも⽴ち寄ることができるドロップインセンター（週 4 ⽇営業）を運営して
おり、⼦供を連れてくることも出来、必要な事はなんでもできる（Jade 談）。セックスワーカーは
無料の予防⽤品（コンドーム、注射器など）にもアクセスでき、Ava によれば、「Stella は⼗分な量
の安全なセックス⽤品を提供し、キットをより安全に使⽤できるという点で本当に効果的」である。
また、護⾝術コース、法律相談、住居、⼼理学、および刑事司法のサポート、アートワークショッ
プ、⾃尊⼼向上コースを提供し、セックスワーキングをやめたい⼈のための移⾏計画や退職計画を
⽀援する。同団体はまた、毎⽉のコミュニティディナーを含むさまざまな社交⾏事を主催しており、
これによりセックスワーカーが集まって⾷べ物を通じ、社交する機会を作っている。Jade は次のよ
うあるイベントを説明した： 
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ダリアはこういったイベントを開くに当たって Stella が実施した規約について話した。 
 
ここでは約束事がいくつかあります。事前に聞かされていたので、わざわざ聞いて回る必要はあり
ません。私はこう⾔うイベントに⾏く事が許可されていましたし、もし私が写真に撮られる事が嫌
であったり、録⾳される事が嫌ならどこの部屋に⾏けばいいのか私は分かっていました。私が⾃分
の名前を明かさなかったり、その必要がなかった事は問題にはなりませんでした。そこには配慮が
ありました。全てをオープンにして、声をあげ、⽩⽇のもとに全てをシェアーする事が出来、同時
にある種の障壁や、安全に対する配慮、匿名性の担保が必要な⼈達でも本当に普通にそこにいる事
ができ、受け⼊れられる所でした。 
 

このインタビューに参加した⼈達に、毎週⽊曜⽇に無記名で受けれ、スティグマ化されない、重
要な Stella が実施しているセックスワーカーの為のクリニックに関して話してもらった。クリニッ
クが空いている間、看護婦が常に処置の為に待機し、性病検査、婦⼈病検査、A 型、B 型肝炎ワク
チンの為の⼿続き、必要なら、その後の⻑期的な最良の医療措置の為に、紹介状を⽤意する事がで
きる。重要なのは、セックスワーカー達が⾝分証明書や、保険証を⾒せる必要はなく、匿名かつ機
密を保持したままこのサービスを受ける事ができると⾔う事だ。エヴァはこう強調する。 

私がここで２時間くらいオフィスに座っていると、数え切れないくらいの電話があります。その多
くはクリニックに関するもで、病院に⾏く事や、医者と話す事にスティグマを感じるセックスワー
カー達にとって、ここは重要なリソースです。私たちはみんなここに来た事があります。それに、
保険証を持っていなかったり、保険証をもつ条件が整っていない⼈たちにとって、医者と病院で話
す事は抑圧的で恐怖に感じることがあります。セックスワーカーを受け⼊れる病院に繋がりを持つ
ことはとても重要なのです。 

Stella の存在がモントリオールのセックスワーカー達によって運営されている事、セックスワー
カー達が「個⼈的、あるいは公的に集まることのできる」地理的な拠点である事の重要性は、全て
の Stella のインタビューに参加してくれた⼈たちから強調された。ダリアはこの業界に⼊ったばか
りの若いセックスワーカーとして、Stella のポスターを街で⾒かけた時の事を話してくれた。 

しっかりとした名前が付いたセックスワーカー達のコミュニティーあることは知っていました。団
体の活動を広めるために⼤胆さと創造性を持った⼈達である事も。このポスターがあったからです。
若い⼥性としてとても印象に残った出来事でした。セックスワーカーになりたいと思う事が出来た
し、本当にやろうと思えました。でもセックスワークをする⼥性が公の場で反響があるなんて思っ
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ていませんでした。それを知った時は励まされましたし、⼒が湧いてきました。モントリールのセ
ックスワーカー達は Stella の存在を知る事で、⾃分達が守られていて、⼒を与えられ、尊厳を保て
れていると感じることができました。 

アリスは地理的な拠点がある事を次のように説明した。「ここでは⼈と繋がる事ができるし、本
当に役に⽴つ⼿段に出会えるの。コンドームが箱ごと貰えるとかじゃなくて、おかしな客の⾺⿅な
話とか、すごく魅⼒的な客にあったこととか、嫌な事が起きた事とか話す⼈がいるって⾔う事⼤事
で、⼀から⾃分の事を説明しなくて良いの。ここにいる⼈たちは何を⾔いたいのか分かってくれる
の。冷静に受け⼊れられて、正しく受け⽌められる場所がある事は本当に⼤事な事なの。」ダリア
はこう⾔う感覚を話してくれた。「必要な専⾨性を持った⼈と話す事にメリットがあるの。セック
スワーカーとして貴⽅の状況をわかってる法律や医療の専⾨家と繋がる事は難しいの。つまり、⽣
きた経験と、ただコミュニティーが経験してきた事だけじゃなく、コミュニティーが何年も教えて
きた、知識の積み重ねと、解決策を持つ事全体のメリットがここにはあるの。」エヴァはこう強調
する。 

このスペースがここに来るセックスワーカー達にとってオープンであり、ラウンジでくつろげる事
は本当に重要な事。セックスワーカーは⾃分たちの為の場所を⾃分で作らなければならないの。だ
からできて、⾔い争いに巻き込まれないで、警察に嫌がらせをされず、⻑い間そこに座ってるお⾦
がないからって追い出されたりしない場所がある事は本当に⼤事な事。それにここではセックスワ
ーカーの知識と経験が尊敬されるの。 

Stella はさらに、積極的に活動の周知に努めている。実のところ、Stella がセックスワーカーへ
繋がる際、モントリオール全域の街頭、⿇薬を使う為の部屋、マッサージパーラー、呼び出し式の
紹介所、在宅派遣、ストリップクラブ、ホテルなどを通じて⾏なっている。ジェイドはこう強調す
る。「Stella は合法な機関で、ただセックスワーカーの為にと⼝で⾔ってるだけじゃなくて、本当
にセックスワーカーの為になる場所なの。ここではバックパックを背負って街を歩いて、コンドー
ムや他の備品を⼥性に配っている⼈たちがいるの。彼⼥たちの居場所が社会にあると思わせる為に。
彼⼥たちは基本的には、静かに⼥性を守る遊撃隊のようなものなの。」Stella は⽉に⼀度、性感染
症と性についての知識を広げる為にアウトリーチプログラムを実施いている。ジェイドによると
「そこにいる⼥性たちを⼒づけたい」との事だ。アウトリーチに携わる職員は、医療、福祉、法律
等の⽀援や⾯談に同⾏し、暴⼒を経験した際には、司法に訴え出る事を決意したセックスワーカー
に対して⽀援や同⾏を⾏う。 

インタビューの参加者たちは Stella が提供する、セックスワーカー達が草案し発展させた「正確
な研究情報」の重要性を強調する24。この研究情報は XXX ガイドと呼ばれ、すでに第５版にもなる。
セックスワーカー達の労働、安全、権利に関する情報が書かれており、セックスワーカーの様々な
側⾯と、「健康で安全な環境の中で、尊厳を持って働く為の提案をしている」。Stella はさらに、
ストリッパー、顧客、なんらかの形で Stella のサービスを使⽤する⼈達にガイドブックを作り、同
時に、法廷、刑務所、移⺠局、若年者保護、住宅等に関するナビゲーションを提供している。加え
て、この団体は質の悪い利⽤者や、攻撃的な顧客のリストを毎⽉発⾏しており、匿名で報告された
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出来事の説明が含まれている25。同時に、「conStellation」と⾔う名前の雑誌も発⾏していて、セ
ックスワーカーが知識と今後の⾒通しを共有することができる26。アリスは、こう⾔った情報や様々
な経験を持ったセックスワーカー達から学ぶ機会を得る事は、「仕事に関して、情報に基づいた意
思決定をする⼿助けになった」と語った27。いわゆるベッドフォードカナダ憲法裁判（2007〜2012）
と呼ばれる裁判の際、Stella はこの裁判で原告を⽀持し理解を得る為に、⽀援者と共にモントリオ
ールとカナダ全⼟のセックスワーカー達を⽀援する情報冊⼦を作った。「地域及び不当搾取される
個⼈を保護する法律」（Protection of Communities and Exploited Persons Act、PCEPA）が施⾏さ
れてから、Stella は友好関係にある他の団体と共同し、インタビュー参加者達が「本当に詳しく書
いてある」、「とても実⽤的」と評した、カナダの新たな売春法の複雑な問題を詳しく説明する情
報シート、カードを直ちに発⾏した28。 

最後に、インタビュー参加者達は、Stella の広報教育や活動をセックスワーカーの⽣きた経験と
現実を反映したものであると評価した。エヴァが強調したように、この団体は「モントリオールの
セックスワーカー達にとってプライドの源泉となるもの」で、「セックスワークの活動をわかりや
すく周知させる素晴らしいもの」で、「活動のほとんどは対外的なもので、だから彼らはセックス
ワーカーを表に、そして中⼼に据える。Stella は本当にセックスワーカーの創造性を反映させ、周
知させる事を活動の基本に据えている」それと同時に「匿名性と安全を尊重している」。 

トロントとその周辺のアジア⼈、移⺠セックスワーカーの仕事に関して、Butterfly は多⾔語で尚
且つ専⾨性の⾼い⽀援、解決法、プログラムを提供してる。例えば、２４時間、週 7 ⽇利⽤できる
英語、北京語、広東語のホットラインを運営しており、緊急⽀援、カウンセリング、アパートメン
トやマッサージパーラー、エスコートに対するアウトリーチを⾏なっている。Butterfly はさらに、
医療、福祉、そして法律に関する情報提供、⽀援、紹介状、同⾏などを⾏なっており、その専⾨性
はカナダの他の地域でも必要とされている。例えば、レイチェルは、この団体のアウトリーチの為
の職員は、「移⺠制度を説明する事に関する知識と経験」を積極的に積み重ねており、「様々な法
的機関」と関わっていると強調する。そして「⼊国管理局に収監されたり、⾮公式な形での尋問を
された場合に、誰が何を必要としているのか等、移⺠のセックスワーカー達が収監された時に、彼
らを⽀え、⽀援する⽅法論を確⽴してきた」。加えて、移⺠のセックスワーカー達に対して、ワー
クショップを主催しており、リーダーシップトレーニング、能⼒開発、特に法執⾏機関に関連した
法的権利などを教えている。こうした集まりを通じ、セックスワーカーに情報、専⾨性、知識を得
る機会を与えている。2017 年の夏、活動の主体であったアジア⼈、移⺠のセックスワーカー達に
加え,BIPLOC(⿊⼈、原住⺠族、有⾊⼈種)を⾃認するセックスワーカー達を「セルフマーケティン
グとブランディング」「移⺠と法律」といった問題を啓発するワークショップに招いている29。地
域に根ざした活動の⼀環として、英語クラス、マッサージの教室、社交クラブ、アートプロジェク
トを開いており、セックスワーカー達が⾃分達の経験を公に語る機会を与えている。 

Butterfly は時折 Stella と共同して30、「アクセスしやすく、分野横断的で、扱いやすい法律知識」
と、アジア⼈、移⺠のセックスワーカー達が経験する⼼理的な負担やリスクを軽減するハームリダ
クションツールを作り出し、普及に努める事で、セックスワーカー達が市の捜査官、基礎⾃治体、
州、連邦警察、移⺠局、カナダ国境警備隊（CBSA）31といった公権⼒と交渉する際に⽣じる対⽴
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に備えている。レイチェルが強調するように、刑法と移⺠法の中に存在する潜在的な対⽴と、起こ
り得る法執⾏機関との接触に関する情報をアジア⼈、移⺠のセックスワーカー達と共有することで、
こう⾔った取り組みがパニックと恐怖を緩和することができるように彼らを⼒づけることに貢献
することが望まれている。こうした公的機関との接触に備えて情報提供をすることは、時間がかか
り、様々な注意が必要で、多くの仕事をこなさなければならず、たくさんの⽀援が必要だ。その意
味で Butterfly は法律相談所や場合によっては弁護⼠に相談するよりも、総合的な⽀援を個⼈に⾏
なっている。Butterfly は必要とする情報⼊⼿を⼿助けすると同時に、あらゆる⽣活の側⾯を⽀援し
ているのだ。チンは Butterfly に関するインタビューに答えた際、こう強調した。「誰かに話した
り、尋ねたりできる事は助けになるの。特に孤独であったり、調⼦が悪かったり、何か問題を抱え
ている時は。彼らは頼りになるし、傷つけたりしないってわかってるから。」 
 

Butterfly は反差別、反⼈種差別、及び反セクシズムに焦点を当てた啓蒙活動に⼒を⼊れている。
この活動はセックスワーカーと移⺠の権利といった分野の啓蒙活動と権利擁護運動と密接に関わ
っており、法執⾏機関、事業者32、セックスワークの運営側と恐れる事なくコミュニケーションが
出来る為の⽅法論を含んでいる。アジア⼈、移⺠のセックスワーカー達は度々法執⾏機関から、⼈
⾝売買からの「救出」作戦の名の下、その対象とされる。Butterfly が着⽬している問題の⼀つが「反
⼈⾝売買と監査によって傷つく事をなくす事」であった。 

セックスワーカーの経験：直⾯する問題とは 

セックスワーカー⾃⾝が経験したり、あるいは直⾯する問題について聞かれた際、ダリアは「セ
ックスワーカーがコミュニティーとして実際に経験した事、あるいは個⼈レベルにおいても、働き
⽅によって、⾮常に多様性に富んでいる」と⾔う認識を持つ事が⾮常に重要であると強調した。こ
の重要な警鐘を踏まえ、Stella や Butterfly に加盟している参加者達は多くの問題に取り組んできた。
そうした問題の内、いくつかは団体内の部署で取り組んだが、ほとんどはカナダ反セックスワーク
法（PCEPA）地⽅、及び州の反⼈⾝売買活動、アジア⼈、移⺠のセックスワーカーの場合は、移
⺠国境警備執⾏制度といった制度と直接に対峙した33。 

セックスワーカーの実体験について：試練 
 

セックスワーカーが主に直⾯する試練、またダリア⾃⾝が実際に経験したそれについて聞かれる
と、ダリアは、「セックスワークコミュニティ内に存在する体験談と個⼈」そして「私たち⼀⼈⼀
⼈の働き⽅は極めて多様であること」を認識することは不可⽋である、と強調した。この重要な警
鐘を⼼の中に留めた上で、Stella と Butterfly に加盟している参加者全員は、いくつか試練を挙げた。
その中のいくつかは分野特有のものであったが、⼤半はカナダの反セックスワーク法(PCEPA)や、
市町村・地域ごとの反⼈⾝取引政策、またアジア系・移⺠セックスワーカーのケースでは、移⺠・
国境警備執⾏体制に直結した難儀であった。 
 
セックスワーカーの犯罪化 
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アヴァは⾃⾝が 25 年の間、犯罪化されたインフォーマルセクターにて働いてきた中で「常につ

きまとうホワイトノイズのような恐怖」を抱えて⽣きなければいけないことを語った： 
 

11 歳で働き始め以来従事してきたどの仕事と同じように、私は今セックスワークをしてお⾦を稼
いでいます。私は労働者なのです。私はこれまでお⾦を稼ぐためにそうして働いてきたのであり、
セックス業界で出会うほとんどの⼥性も同じ境遇にいます。けれども私が⾒る限り、⼤きな問題と
なっているのは(セックスワークの)犯罪化であり、これは安全性と流動性に影響を与えると考えて
います。インコール中にいつ抜き打ち捜査が来てもおかしくないという事実があるのです。お⾦を
払ってオンラインであなたの移動と動向を⾒る⼈がいる、という事実が...正直⾔うと、25 年働いて
みて、このような抑圧は⾺⿅らしいと思います...私のような熟練セックスワーカーにとって、この
類の犯罪化が問題だと感じられるのは、ふるいに掛けることができなくなるから...若い⼦と⽐べて、
私は⼈を厳しく精査する特権がないと思います。でも私は私にとってベストのことを尽くしていま
すが。34 

レイチェルはこう付け加えた：「セックスワーカーという職に負わされた違法⼜は準違法性によ
り、私たちは⾃分の権利を⾏使することが難しい⽴場に置かれ、また、近隣の⼈や⼤家さんに『来
たり⼊ったりが多いねえ』といった⾔葉を投げられると、⽴ち退きの脅威を覚えたりしてしまう⽴
場に置かれるのです。そしてこれは、様々な試練や問題につながっていき、それは個⼈の暴⼒（ハ
ラスメントや強要⾏為といった）に対する脆弱性を⾼めることにも関わっているのです」。 

さらに、Stella はこう強調した：カナダの現⾏の売春法がセックスワーカーの不可視性に悪影響
を与え、結果として、ローカルレベルで組織化する⼒に影響があったとしている。「可視化するこ
と、また組織化しようとするセックスワーカーの数は少なく、それは他のワーカー、メディア、公
から個⼈を特定されることを恐れているからであり、この問題は犯罪化された体制下において常に
障壁でありました。⼀般的に犯罪化された産業はさらに⼿の届かないところに追いやってしまうの
です」。 

「セックスワーカーという職に負わされた違法⼜は準違法性により、私たちは⾃分の権利を⾏使す
ることが難しい⽴場に置かれている」 

ジェイドは、当時モントリオール市⻑であったデニス・ コデール35は「献⾝的な反セックスワー
ク」派であるようだったと指摘し「市全体がセックスワーカーを対話を持ちたいようには⾒えなか
った」としている。特に、市⻑は「地元住⺠から界隈のマッサージ店を閉鎖するよう圧をかけられ...
結果として何百もの⼥性が職を失うことになったのです。そして彼⼥たちのほとんどは現⾦経済で
働いていたことから、今現在失業保険は無く、履歴書に書ける職歴を持ち合わせていないのです」
と語った。また同市のジェントリフィケーションの施策についてもこう話した：  

モントリオールにはもうレッドライト地区はありません。以前は街の⼀⾓にストリップ クラブ、
セックスショップなどが集まる地域がありましたが、今では以前セックスワーク街となっていた場
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所を含む地域をどんどんジェントリフィケーションの対象にしています...モントリオールの歴史
には、セックスワークをそこまで公にしていた、という事実があるにも関わらず。  

カナダで働くセックスワーカーで先住⺠・トランスジェンダー(特にトランスジェンダー⼥性)・
⼈種で区別された⼈・移⺠の⼈たちは特有の脆弱性にさらされ、またその者たちが直⾯する試練に
は法執⾏機関からのさらに酷いプロファイリング、ハラスメント、暴⼒も含まれており、これによ
りさらなる孤⽴、偏⾒、暴⼒の程度が強まるのである。エレーヌと Butterfly が説明したように、
2012 年保守政権により制定された新移⺠法の下では、オープン就労許可証を持つ者を含む移⺠労
働者たちはいかなるセックス関連事業で働くことを禁⽌されており、いかなる援助システムも設け
られていない。チングが指摘したように、このような環境に置かれた移⺠セックスワーカーは⼊国
したその瞬間からひどく孤⽴感を感じやすい―彼⼥らは「誰も知り合いを持たず」「何も情報を持
っていない」のだ。デージーは、この状況をさらにひどくさせる要因として「⾃分が何をしている
のか誰にも打ち明けられない」ことがある、と加えた。チングもまた交通⼿段について（運転⼿を
雇えるようになるまで）の困難を挙げ、さらに彼⼥が働けるホテルの部屋を予約することの⼤変さ
を挙げた。後者のケースにおいて、客は「⾃分の⾝元が公になるのが恐ろしいから」と予約をする
ことにとても消極的で、予約の仕事をする⼈を雇わなければならなかった、という。 

⾔語の壁や資⾦源の⽋如から、移⺠セックスワーカーの中には他のワーカーと互いに頼りながら
仕事をし、宣伝、電話対応、客との接触や連絡、交通⼿段の提供、報酬の共有の⼿助けを第三者と
協⼒している者もいる。これらの⾏為は全て PCEPA の違反⾏為であり、協⼒する第三者は同僚や
従業員ではなく「⼈⾝取引者」として誤って認識されるリスクを抱えることとなることから、移⺠
セックスワーカーが安全に働くことができ仲間からの⽀援に頼ることができる幅は著しく制限さ
れていることがわかる。 

 

暴⼒と安全 

レイチェルは暴⼒について議論をする必要性を強く主張した。⽀配的反対論者たちや世論によっ
て、セックスワーカーが経験する暴⼒は「つきものであるか避けれらないもの」である、とする考
えが恒久化され、「セックスワーカーに深刻な被害をもたらし、彼⼥らをターゲットとした暴⼒⾏
為の発⽣率を増加する」ことから、これは難しいと留めた。この問題を紐解くため、レイチェルは
脆弱性と暴⼒⾏為の発⽣率が⾼い他の労働現場を挙げた(例: タクシーの⾞内)：このような⽂脈に
おいて、「⽬指すことはその職⾃体を禁⽌したり、その職における道徳観を規定することではあり
ません̶それよりも、適切な安全策を⽴てることにあります」と述べた。彼⼥によると、⽀配的な
描写や決めつけを解体していくことは必須でありながらも、様々な形でセックスワーカーが経験す
る⾝体的・⼼理的暴⼒―ハラスメント、強要、ストーカー⾏為―や「この暴⼒⾏為が起きる可能性
のある空間や根源」にも⽬を向けなければいけない、とした。ここには親密な交友関係、元交際相
⼿、家主、近隣住⺠、セックスワークとは関連していない仕事における同僚、または「⾃⾝のセッ
クスワークの仕事先と関連のある⼈々」が含まれることもあるだろう。事実、彼⼥はこう論じてい
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る：「セックスワーカーが経験する暴⼒⾏為は、例えば親密なパートナーからのそれの場合がよく
あり、これはセックスワークに従事していない⼥性にも同様の現実である。さらに、セックスワー
カーに対する暴⼒は、彼⼥たちの⾮合法で汚名を着せられた社会的地位を理由として標的にする加
害者により彼⼥たちに振るわれることが多いのです」。 

レイチェルにとってこのような形で暴⼒を理解することは重要なことだと⾔う：「なぜなら多数
派の反対論的論説―『ピンプとジョン』(ポン引きとその客)論説―では全ての客と第三者をけなし、
全員が暴⼒的な男だとくくり、セックスワーカーの⽣活内の暴⼒はいつも彼⼥らのセックスワーク
と直接的に⽣来紐付いたものである、と⾔う論調を前提とし促進しています。同様に重要なのは、
加害者 (セックスワーカーに対する暴⼒⾏為を犯す者)と悪い客 (「予約を⼊れたのに現れない、そ
して個⼈の境界線を越えようとするも強要は⼀切しない」)との区別をすることである。この区別
と「客の中傷をやめること」は、セックス産業で暴⼒への脆弱性を⾼めることにつながる要因に注
⽬を集めることとなるー法令と様々な形において衝突することは、⼈々を物理的な孤⽴状態に強い
るか、個⼈の物理的空間において他の⼈と⼀緒に働くことを不可能にさせるのです」。 

アリスは PCEPA の規定によって、彼⼥のサービスの宣伝活動や客の精査、ビジネス経営をとて
も困難なものにさせたと⾔う。この法令では他の⼈の性的サービスを宣伝する者やビジネスを犯罪
化し、法令が施⾏された後 

⽀配的反対論者たちや世論によって、セックスワーカーが経験する暴⼒は「つきものであるか避け
れらないもの」と恒久化されるため、暴⼒について議論することは難しい。 
 

「客を犯罪下させることは私たちの仕事を危険なものにさせる。コミュニケーションを制限するこ
とは私たちの仕事を⼀層危険なものにさせる。」 

「(オンラインの)広告サイトは閉鎖させられることにすごく怯えていた... だから私たちはそこで
広告掲載するのが困難になってしまった」と語る。結果的に「私たちは全く性的でない⾔葉を使わ
なければならず」そして「客と私たちの間で相性が合うかどうか計るためにしていたことは、もう
許されなくなってしまいました」と⾔う。多くのセックスワークがオンラインに移⾏したことで、
アリスは以下のことを指摘した：「被害を被るのはウェブカメラを使うワーカーだけれど、それは
物理的な被害ではないでしょう。⼀番に考えられるのは、晒し36でしょうね... 安全へのニーズが対
処されていない理由としては、この分野は常に進化していていることとハッカーを追跡するのはと
ても難しいからだと思います。またはあなたをしつこく中傷してきてストレスを与える⼈を追跡す
るのも。(この問題を)真剣に対処している組織はないと思いますし、まだツールが無いと思います」。
もう⼀つの安全性の懸念事項として「仕事をひどくストレスフルなものにした」のは、PCEPA 下
における客の犯罪下と、客のふるい分けがより難しくなったことからの直接的な結果にある：「彼
らの本当の情報を得るのは不可能でした...(それに対し)昔は私たちがふるい分けをすると、情報提
供をしてくれたのに... (現在)私たちは⼆次情報に頼らなければいけなくなりました。(でも)これは
もし客が紹介を持っていなくて、あなたがいつも得ている情報より少ない情報をもとに予約を受け
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たとしたらとても⼤変でしょう」。アリスにとって、「安全性(は)すごく⼤事な要素」だと⾔い、「客
を犯罪下させることは私たちの仕事を危険なものにさせる。コミュニケーションを制限することは
私たちの仕事を⼀層危険なものにさせる」と語った。 

チンとデージーもまた安全上の懸念点を挙げてくれた。彼⼥たちが強調したのは「あなたが不法
在留であること、カナダで就労できない⾝であることを知った途端、あなたを利⽤する⼈はたくさ
んいます」ということであった。デージーは「『ショバ代』を回収しにくる」匿名の個⼈がいるこ
とを⾔及した：「もし払わなかったら、あなたをトラブルに巻き込んだり警察を呼んだりするので
す」。彼⼥はまた、「私たちには何でもしても良いと思っていて、私たちから物を盗む」「ギャング」
がいることも⾔及している。このような困難から、デージーはより安全なマッサージ店で再び働き
たいと答えたものの、現在書類無しで滞在していることと「許可証(監視員)がよく来ていた」こと
から、就労場所を変えることはできない。「在留書類がなければ、あなたには権利がないの」と彼
⼥は付け加えた。チンとデージー両⽅ともこれまで、客から様々な形での援助を受けていたことを
⽰唆した。それは宣伝、アパートを借りること、銀⾏⼝座の開設、買い物、コミュニティでのコネ
作り、時には観光でも⼿助けをしてもらっていたという。しかしファニーは彼⼥の経験上、「⼗分
な仕事を得るプレッシャー」があること、そして「この職に就くワーカーのほとんどは、悪い客に
当たる可能性があること、暴⼒や『ものが盗まれる』危険性があることを認識している」のだと⽰
した。エレーヌは、Butterfly が実施した調査結果によると、回答者の 60％は何らかの形で暴⼒を
経験したことがあると答え、この中には強盗されること、性的・⾝体的に暴⼒を振るわれること、
または警察により暴⼒を振るわれることが含まれており、事実オンタリオでは３年の間に３名のア
ジア系と移⺠セックスワーカーが殺害されている。 

 

法執⾏機関  

インタビューをしたモントリオールを拠点とするセックスワーカーの中で、何らかの暴⼒を受け
た際に法執⾏機関がその事件に真剣に取り組むことに信頼を寄せている、と答えた者は PCEPA 施
⾏前・後共にゼロであり、「性的サービスを売る者から暴⼒の事例を報告しやすくさせるため」の
該当法における保護論者的⾔語の登⽤に関しても信頼できると答えた者はいなかった37。アリスは
⾃⾝が⽩⼈で 40 代のシスの⼥性といった点から⽐較的有利な⽴場にあるとしながらも、  

私が警察に⾏くことなんて⼀⽣ありませんよ...もし私が暴⼒を受けたり強盗されたとした
ら...Stella が司法制度を通して助けてくれるサービスを提供していることを知っていますが。でも
その⽀援があっても、私が経験したいことではありませんし...だからもし暴⼒を振るわれたとした
ら、私はこうするでしょうね：いいえ、こういう時は別のやり⽅で対処するの。つまり⾃分で対処
して、この客をブラックリストに載せるってこと。これまで暴⼒的な被害は受けたことないけど、
完全に同意なしのものはあった。その時私は、いいえ、って感じだった。 

モントリオール警察(SPVM)とその地元セックスワーカーコミュニティとの関係について聞かれ
ると、インタビュー参加者はこう⾔った：路上を仕事の拠点とするワーカーが警察と最もやり取り
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が多く、アリスが強調したように、警察が「⼀掃期間になると」特に「彼らからの扱いは酷いもの
がある」。またジェンは、最近モントリオール法執⾏機関員の中には、カナダの他市で同様、カナ
ダ連邦警察 (RCMP)と協働して to increasingly focused their 反⼈⾝取引に対する介⼊の取り組み
を特に先住⺠セックスワーカー、マッサージ店で働くアジア系・移⺠⼥性、逃げ出してきてグルー
プホームに暮らすようになり「売春組織の⼀部」となったと⾒られる若い⼥性において焦点を当て
るようになった。路上で働く者たちにとってこれはより頻繁に警察が毎⽇の⽣活に絡んでくること
を意味し、それ以外の者たちにとって、これは、  

反セックスワーク・反⼈⾝取引論調における彼⼥たちの位置付けは「被害者」と勝⼿な仮定をされ
ており、そして先住⺠⼥性や若者、移⺠セックスワーカーは⼀層⾼まる警察監視下の対象とされ、
反⼈⾝取引捜索の主な焦点の⼀つとなっているのだ。 

セックスワーカーを「保護する」または「救出する」という名の下、屋内の仕事場に⽴ち⼊りが
⼊ることを意味するのだ。アヴァ は「北部スポットライト作戦」(Operation Northern Spotlight)
という、2014 年から始まるカナダ全国の様々な法的機関が参加するミッションのことを、反⼈⾝
取引「救出」作戦と呼んだ38。「カナダ各地で起きた⼿⼊れでは、警察が⼥性たちが⼈⾝取引をされ
ていないかを確認するため、を理由に⼥性たちとアポを取っていたんだ。ただの嘘っぱちだよ。こ
れもまた、権⼒のパワープレーだよね。それと、これはその⼈を苦しめるんだよ。あなた警察はそ
の⼈の予約を取って、結局お⾦はくれないだろう。しかも、くそったれのメディアも呼んでくるん
だから。」 

個⼈の在留資格にかかわらず、トロントのマッサージ店で働くアジア系セックスワーカーは⼈種
差別、⼈種プロファイリング、恣意的なハラスメント、チケットを切られ罰⾦を請求されることか
ら、裸にさせられ検⾝をしたり、⾝体的・性的に暴⼒を振るわれるといったことを市町村レベルの
法執⾏機関や他の公的機関職員による権⼒乱⽤を経験しているという体験談を Butterfly は共有し
た。 

反セックスワーク・反⼈⾝取引論調における彼⼥たちの位置付けは「被害者」と勝⼿な仮定をさ
れており、そして先住⺠⼥性や若者、移⺠セックスワーカーは⼀層⾼まる警察監視下の対象とされ、
反⼈⾝取引捜索の主な焦点の⼀つとなっているのだ。主に地元警察、ECMP、CBSA が連携する法
執⾏機関連携作戦は表⾯上では⼈⾝取引被害者と対象の客・第三者を「救出」するという⼤義で⾏
われているものの、 彼らは結果的に逮捕、尋問、拘留、そして屋内移⺠セックスワーカーは強制
送還にされてしまうのである。このような奇襲作戦の結果、18 ヶ⽉の間で 21 名もの Butterfly メ
ンバーが強制送還された。Butterfly が強く主張したように、このような状況のもと、セックスワー
カーの中には「社会福祉サービスにアクセスするために、また警察や⾮営利団体から犯罪者という
扱いを避けるために、⾃分たちは被害者だと強制的に名乗らされている」と不平を⾔う者もいる。
ただ⼀般的に、「ʻthe fear of 法執⾏機関 と逮捕への恐怖から、移⺠セックスワーカーはアングラ的
に働かざるおえなくしており」、その環境下においてワーカーたちは孤⽴の中、より社会の⽬を離
れて⽣き働き、 そこには安全策は少なく、必要になるかもしれない法的⽀援・⾝体の健康や社会
的⽀援を受けることに消極的、またはアクセスすることができないのが現実である。  
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法執⾏機関に関して、デージーはこう⾔及した：「ほとんどの⼈は警察は使えないからって警察
には⾏きません」そして「(⾏くことは)もっと問題をもたらしてしまうから。私たちは(警察に)探
されたくないのです」。さらに彼⼥は、⼊国管理局は問題だと認識した上で、「⼩さな町で働くワー
カーは、 警察を⾒ると 『⼊国管理局を呼ばれて逮捕されてしまう』と思ってしまいがち」だと⽰
唆した。ファニーや他の同僚たちも働いていたホテルで逮捕され、拘留された経験がある。彼⼥は
そこで繰り広げられたことを以下のように描写した： 

私はその時なんで彼ら [法執⾏機関] が来たのか⾒当がつかなかった。⼀⼈が銃を持ち制服を着て
いたから彼らが警察官だとわかった... 警察官はドアのところに⽴って、お客と話したけれど、私
にはホテルの部屋を予約したのは誰か、とパスポートを⾒せろと⾔う以外話しかけてこなかった。
私は友⼈がホテルの部屋を予約する⼿伝いをしてくれた、と答えた。警官は、私たちにはボスや私
たちの仕事を管理する誰かがいるのかと聞いた。そこで私は、私たちを管理するものはいないと答
えた... 私たちは逮捕され収容施設に拘留された。２⽇後法廷に⾏った。判事はこう⾔い渡した、
私たちはカナダにおける就労許可証無しに働いていたため逮捕された、と。私たちは保釈を許され
なかった。 

Butterfly の話にあるように、裁判にてファニーの彼⽒が雇った弁護⼠は「彼⼥はホテルで友達に
会っていた」と主張したものの、判事は納得せず、ファニーは⼀週間の勾留ののち、カナダから強
制退国させられたのだった。 

汚名/スティグマ 

インタビューをしたモントリオールを拠点とするセックスワーカーの中で、スティグマを問題だ
と⾒る⼈も何⼈かいた。アリスは準引退した元フリーのオンラインポルノパフォーマー、その前は
エスコートガールとして彼⼥の経験をこう語った：「ここまで汚名を着せられた業界で働いている
と、履歴書は持てない、銀⾏⼝座も持てないかもしれない、住宅も⼊居拒否されてしまうかもしれ
ない」。さらに「⾃分の⼈⽣が置かれている社会的境遇、どうスティグマと戦っていくか、どう偏
⾒の⽬を対処するか、どう噂話やハラスメントを対処していくか」についても⾔及した。ダリアに
よると、セックスワーカーの中には様々な理由から「姿を隠す」者もいるとし、その理由にはステ
ィグマと「他⼈の⾺⿅らしい噂話」に紐づくリスクや妨害をなるべく緩衝するための戦略も含まれ
ている。  

もし私たちが職を公にしたら、積極的に迫害されるでしょう。時間が経ってからも、例えば⾊々な
リソース、雇⽤形態、機関に⼿を伸ばそうとしても、私たちはセックスワーカーとしてのレーベル
を貼られてしまった以上、⼀⽣そういったものへのアクセスが禁じられてしまうことが多い... も
し⼈の⽬にさらされることを選ぶ、または⼀度でもその選択肢を選んだとしたらーなんでも記録さ
れ共有される現代において、そういったものは⼀⽣残るのです。もう働いていないとしてもーもち
ろん今も現役のワーカーにとっては、その類の恐怖は常に⾼められているものだけどー雇⽤、保護
権、住居を失う可能性を今でも持っているし、異なる形における⾝体的・⼼理的暴⼒へにもさらさ
れやすいのです。 
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しかしながら、SNS 特にツイッターで⾮常に活動的で、若いセックスワーカーと公にするジェイ
ドはこう主張する。可視化され「強い声をコミュニティ内で持っておくことは⾮常に重要」。  

セックスワーカーが⾃⾝の経験について語れるプラットフォームっていうのはたくさんは無くて... 
声を挙げることに⼼地よく感じない⼥性は多くいます... セックスワーカーとして声を持っている
ことは重要で、時に全世界があなたに背を向けてあなたの声を奪おうとしているように感じる時が
あります̶攻撃的なメディアによって、警察とのやり取りにおいて、または私たちの同意無しに決
められる法制によってかはわかりませんが。そんなこと、または客からの暴⼒によって声を奪われ
る、私たちがお⾦を稼ぐのに使ってる企業やプラットフォームが私たちからお⾦を奪ってしまうこ
とからかもしれません。そして私たちの⽬の前にあるのは、⽇常レベルで対処しなくちゃいけない
クソみたいなことか、そういった経験について⼀切喋っちゃいけないみたいな空気感でしょう... 
私当初は他の⼈を勇気付けるために始めたわけじゃないんだけど、気づかない間にそういう存在に
なっていたの。 

セックスワーカー、セックスワーカーの組織化、⼈⾝取引論説とキャンペーン  

Stella とインタビューに協⼒してくれたモントリオールを拠点としたセックスワーカーたちは、
禁⽌論・反⼈⾝取引論調とキャンペーンがどれだけ彼⼥たち⾃⾝と仕事に影響を与えたかを⾊濃く
語った。ケベック州という⽂脈において、ジェンはこの州は「カナダ全国において⼀位を争う規模
の反セックスワーク運動が⾏われている」とし、この運動は「やり⽅が物騒で攻撃的であり」「政
治的にも経済的にも」組織を潰そうとしたこともあるという。ケベックでは、レイチェルが明確に
述べたように、(セックスワークを)「⼀切合切包括的に表す⾔葉」と「狂乱」は「exploitation sexuelle」
(性的搾取)としてまとめられ、「セックスワークに関連するものすべて」はそのカテゴリーに捉え
られてしまうという。ジェンによると、これまで「反セックスワーク禁⽌論的キャンペーンは⼈⾝
取引という⾔葉を巧みに使い、実際セックスワーク と⼈⾝取引の区分を付けないのだという。そ
の区別があったとしても、ケベックの反セックスワーク団体にとって売春⾏為は性的搾取だと⾒な
されているのだ。 これは特に「モントリオール拠点の先住⺠やアジア系 セックスワーカーにとっ
ての現実」だと⾔う。ジェンは前者のケースにおいて、セックス法令改⾰に関するカナダ同盟が⼈
種差別撤廃委員会(CERD)提出した⽂書を挙げ、そこにはこう書かれている：「セックスを売るまた
は商売にする先住⺠⼥性が経験する暴⼒の⼤半は『⼈⾝取引』と⾔う誤った分類付けをされ造られ
ている」とし、これがカナダにおける「⼈⾝取引された」先住⺠⼥性と⼥児の数を膨らませること
につながり、結果としてセックスを売るまたは商売にする先住⺠⼥性に対する暴⼒を対処する誤っ
た⽅向性の取り組みを⽣むこととなった。この⼈⾝取引フォーカスは、先住⺠⼥性が⾃分で選択が
できないから被害者になっている、といった決めつけにあるように、政府や⾮営利団体による先住
⺠⼥性に対する暴⼒の解決に向けたイニシアチブに⼤きく影響を与え、⼀例として先住⺠コミュニ
ティを過剰法制化することが挙げられる39。 

レイチェルが指摘したのは、どのような⽤語が使われているかに関わらず「すべては同じイデオ
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ロギーである」、つまり「性的サービスを提供する⼈はすべて被害者であり、その⼈たち以外のい
かなる形でもそのビジネスに関わる⼈たちは犯罪者で、加害者であり、処罰の対象である」という
考えである。こうした状況において、Stella は反⼈⾝取引運動とは直接関わらないようにしている
̶ただし「⽇常レベルでメディア、法・政策⽴案者に対応しなくてはならない⽴場に置かれる」と
いう例外は除いて−そして禁⽌論者たちの論調に反応したり反論しようとすること」から経験する
「燃え尽き症状」を除いて。しかし、ジェンが強調したのは「禁⽌論者が⽴てる主張とは裏腹に、
私たちは⼈⾝取引が存在することを認識しているのです... [そして]法的定義によると、⼈⾝取引を
経験しているかもしれないセックスワーカー がいることも。問題なのは、搾取的でない⾏為や関
係性にそういった法令を過度に当てはめてしまうことです」。 

⼈⾝取引への理解と分析  

Stella に加盟しているセックスワーカー全員が「trafficking(⼈⾝取引)」(フランス語で traite と
⾔う)という⾔葉を聞いたことがあると答え、⾔葉が意味する要素や過程についての妥当な理解を
持ち合わせていた。「強制」「強要」「誘拐」といった状況の理解もあった。回答者の⼤半は、仕事
の⽂脈において⼈⾝取引の⽬に遭った知り合いや、⾃⾝のインフォーマルなセックスワーカー同⼠
/ネットワークの中でそのようなことを経験した者はいないと答えたものの 

 

「性的搾取の⽬的での⼈⾝取引」は主に「誘拐とレイプ、暴⼒ や乱⽤、強制移動が伴うけれど、
それは仕事ではない̶それは、誘拐とレイプ、暴⼒や乱⽤、強制移動である」。 

 

アヴァは「⾃分のことを⼈⾝取引の被害者だと認識する⼥性に会ったことがある」と答え、その
⼥性の何⼈かはその後もセックスワークを続けていたという。それを踏まえ、回答者全員は⼈⾝取
引は、法で定義されているように、セックス業界で起こることだと認識しており、アリスのように
中には、機会へのアクセスの格差、「資本主義、植⺠地主義、それと⼀般的な貧困」といったより
広く全体的な問題があると声を上げている。しかしながら、回答者は全員こう強く押している：業
界で働くセックスワーカーの⼤多数は⼈⾝取引の被害に遭っておらず、レイチェルが強調して答え
たように「⼈⾝取引とは関連しない膨⼤な出来事がまるでそのようにレッテルを貼られている」事
実があるという。さらにアヴァはより明確な区分付けをした：「性的搾取の⽬的での⼈⾝取引」は
主に「誘拐とレイプ、暴⼒や乱⽤、強制移動が伴うけれど、それは仕事ではない̶それは、誘拐と
レイプ、暴⼒や乱⽤、強制移動である」。 

Stella の参加者が最も問題としたことは、アリスが述べたように、⼈⾝取引や性的搾取といっ
た単語が「セックス産業におけるいかなるシナリオややり取りを表現するよう」に使われているこ
とだという。レイチェルは⼈⾝取引の法的規定を付け加えた上でこう語った：「その定義にある要
素も注⽬されるべきなのに、性的な性質を帯びるすべてのもの、性的労働に関するすべてとなると、
無視されてしまう」。結果的に、⼈⾝取引という⾔葉は「⾮常に簡単に使われるようになる。特に
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セックスワークに従事する⼈について話しているときに...実際にその中⾝をよく理解していなく
ても適当に会話に投げてもいい、そんな⾔葉になっているのです。それが現状です」。⾔葉の使わ
れ⽅と法執⾏のあり⽅については、「搾取や強要を伴わず、誰も『強いられていない』シチュエー
ション―こういったシチュエーションは、セックスワークと関連づけられた途端、⼈⾝取引の枠組
みとレッテルに吸い込まれてしまうのです」。レイチェルは⼈⾝取引は「セックス産業に限られた
ものでない」ことで「インフォーマルな労働形態においての⽅がより頻繁に起こることかもしれな
い」と認識した上で、「農業に従事する⼈、⼯場で働く⼈がこれを経験したらどうなるかー⼈⾝取
引論説の標的にされ、レッテルを貼られ、飲み込まれてしまうというこの意味はどうなるのか」は
わからないとした。彼⼥にとって、「⼈⾝取引の実際の側⾯」に対する無関⼼は「セックスワーク
に対する偏⾒や汚名、そしてこれは事実上下劣な仕事であり、やりたい⼈なんていないだろう。(こ
の職に従事する⼈が)定義通り仕事をしているのなら、⾃らの意思を反しているのだ、という誤っ
た決めつけから来るものである」と⾒ている。 

Stella は「⼈⾝取引について公的書類を伴う⽴場を持っていない」ものの、組織が公向けに提供
する教育の場やメディアにおいて、この問題についてのメッセージを伝える試みは⾏なっている。
例えば、Stella は、セックスワーカーの権利グループが「セックスワークと⼈⾝取引⼜は性的搾取
間の誤った混在をインフォーマルな形で解くために、『同意の上のセックスワーク』という⾔葉を
⽤いることがある」ことは認識していて、またダリアが⾔及した通り、 

 

⾔葉の使われ⽅と法執⾏のあり⽅については、「搾取や強要を伴わず、誰も『強いられていない』
シチュエーション―こういったシチュエーションは、セックスワークと関連づけられた途端、⼈⾝
取引の枠組みとレッテルに吸い込まれてしまうのです」。 
 

「セックスワーカーと同意にまつわる噂や偏⾒―私たちは全てに同意するか、⼀切しない⼈であ
るというそれーに⽴ち向かおう」とそういった⾔葉を使うことがあるという。しかしながら、Stella
ではこの⽤語は避けられているという：「なぜなら、同意のもとで仕事をしていながらも、労働条
件には同意していない」そんな場合もあるからだ。当団体では「搾取と⼈⾝取引の間の微妙な差異
を広めようとしていて、理由として、セックスワーカーの中には搾取的な労働条件と/⼜は仕事場
での暴⼒を経験する⼈もいて」、こういう事案に対し執⾏機関やメディア、禁⽌論者たちは「すぐ
さま⾃動的に⼈⾝取引だと分類付けたがる」からだという。つまり、Stella は「同意の上のセック
スワーク」という⾔葉の中にも、セックスワーカーが搾取的な労働条件と/⼜は仕事場での暴⼒を
経験するシチュエーションが含まれている、ということを伝えようとしているのである。Stella に
とって、セックスワーカー権利団体による、セックス産業における暴⼒や搾取撲滅に向けた努⼒を
認めるのは⾮常に重要なことであり、それはアウトリーチ活動でも⼜「私たちが仕事場で経験する
かもしれない搾取について(出来る限りいつでもどこでも)伝え、戦い続けることでもできる。例え
ば、⾝体的⼜は⾔葉の暴⼒やハラスメント、不平等な労働時間、未払い、⾝体的に危険な労働環境、
差別、第三者との契約やサービスの交渉禁⽌、窃盗、詐欺といった搾取的労働条件」などがあげら
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れる。同等に重要なことは、「これら搾取⾏為は、私たちの産業と第三者への犯罪化によって助⻑
されている」ということが述べられた。 

誤った論調における⼈⾝取引 

これまで挙げてきたことと同様に、モントリオールを拠点としたセックスワーカーが問題で怒り
を沸々とさせるといった問題は、⼈⾝取引/性的搾取論調が彼⼥らの現実を否定することにあった。
レイチェルの話によると、この問題の鍵となる要因は「セックスワーカーと仕事をしない⼈や、⾃
⾝の経験や⾃⾝のニーズを積極的に語る無数のセックスワーカーの話を聞かない⼈々」が「セック
スワーカーの実体験を公の場で代弁している」ことにあるという。アヴァもまた意⾒を語った： 

実はかなり単調な仕事だから、専⾨性を磨かなければいけないっていう変な話でさ。これは仕事に
限る話じゃなくて、でもこの仕事⾃体も専⾨性の⼀つなのだけど...路上で働くセックスワーカーか
ら、例えばその街について知っていることを学ぶのはとても素晴らしいこと。私たちワーカーが持
っている知識の幅は、⾮常に⾮常に興味深いもの...けれど私たちはそのことについては⼝を閉ざさ
れ、代わりに私たちの存在⾃体を語れだの正当化しろの⾔われてしまう。本当疲れちゃうよ。 

ジェイドは、「⼈⽣の夢」がポラリスプロジェクトというアメリカを拠点とする反⼈⾝取引団体
で働くこと、である彼⼥の⼦供時代の友達についての話をしてくれた：「私が公な誇り⾼いセック
スワーカーであることを彼⼥が知った時、私たちの友情は完全に変わってしまいました。なぜなら
彼⼥は途端に、彼⼥は私のことを反⼈⾝取引団体を⽀援しないモンスターだとみなし、彼⼥には『ポ
ラリスのせいで、同意の上のセックスワーカーが直⾯する現実をより困難なものにしている』こと
が⾒えていなかったのですから。  

ʻ私たちが対処しなくてはならないのは、気味が悪い客や暴⼒的な加害者だけじゃなく、私たちの体
験や存在から脅威を感じる⼥性たちをも対処していかなきゃいけない。彼⼥たちは『世界中の⼥性
たちを救出するため』に、私たちの存在を抹消しようとしているのです」。 

何名かの参加者は、下院司法委員会(ケリー・ポースは『屈辱と嫌悪の聴取』と呼んでいる40と上
院法務・憲法務委員会の法案 C-36 に関する聴問会を⾔及し、この中で 性的搾取 と⼈⾝取引は注
⽬の的となった。アリスは、これら法廷の場は「ひどく悲しませるもので、トラウマになるものだ
った。私はあの後 PTSD のようなものを患ったと思うの、政府や国会議員たちが私のような⼈に対
して⾔っていた発⾔に衝撃を受けてしまった」と述べた。彼⼥の考えにおいて、「セックスワーク
をしたくない⼈、本当は嫌いな⼈、嫌気がさす⼈、倫理観を害される⼈は、セックスワークをすべ
きじゃないと思います...でも中には(この仕事に)特に問題を感じず、ただアップダウンがある、そ
んな⼈もいるのに、⼀切語られないのです」。 

アヴァは、禁⽌論者たちが「私たちを誤った論調にはめ込む」（著者による強調表現）程度がど
れだけ受け⼊れられないかについて焦点を当てた。もし⼈⾝取引が「強要され、 声を無視され、
軽蔑された⼈」のことを指すのなら、こう⾔った⾔葉は「反⼈⾝取引論調においてセックスワーカ
ーがはめ込まれている、そのやり⽅がまさにそうじゃないか」と主張した。彼⼥は例として「私た
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ちワーカーの体が、禁⽌論的者によって造られた『⾮常に暴⼒的な』論説を通じて遊ばれている。
例えば『私たちは(男性にとって)ただの⽳の連なりでしかない』と⾔ったもの」問題を挙げた。さ
らに、この業界で 25 年間働いてきた彼⼥は「私のことを思い込みが激しいと⾔われること」「私は
どうせ⾃分がいつ抑圧されているのかわかっていなく...」と⾔われることに疲れた、と語り、「セ
ックスワークはお⾦だけでなく、勇気付ける⼿段である、と⾔わなければいけないことは⼼から拒
絶する。なぜ私は⾃分の仕事に勇気付けられなければいけないわけ？なんで(セックスワークは)私
が⽣計を⽴てるためにやってる何百万の⼿段の⼀つではいられないわけ？」と⾔った。  

さらにアヴァは、⾃⾝や他のセックスワーカーが⾃⼰の体験について公に話すことができないこと、
「ポジティブや複雑になったり、強要されることなく」いることができないこと、禁⽌論者や反⼈
⾝取引活動家によって「⾻抜き」にされることなく、彼らに「私は少数派で、私は恵まれていて、
そして私は多数派の経験を代表しない」などと⾔われることなく、⽣きられないことについて語っ
た。このような⽂脈において、彼⼥や他のワーカーはこう⾔ったことも⾔われているのだという：
「私たちワーカーはポン引きと加害者と同類」で、「⼈々の間で性的搾取⽬的の⼈⾝取引を助⻑さ
せるような役割である」と。そして「あなたは世界中の⼥性への誹謗に加担している」「あなたは
他の⼥性のことなんて気にかけていない」などと⾔われると、「私はもうなんて返していいかわか
らなくなります...」「⼼から傷つく⾔葉」であり、「中傷的」であると感じる、と語った。アリスも
またこの気持ちに共鳴するとし、「私たちが対処しなくてはならないのは、気味が悪い客や暴⼒的
な加害者だけじゃなく、私たちの体験や存在から脅威を感じる⼥性たちをも対処していかなきゃい
けない。彼⼥たちは『世界中の⼥性たちを救出するため』に、私たちの存在を抹消しようとしてい
るのです」と思いを共有した。最後にアヴァはこう指摘した：カナダとアメリカ合衆国は「⼈⾝取
引の上に築かれた」国であり、「今でも変わることなく、監獄制度から利益を得ています」。けれど
も現在両国政府は「性的搾取⽬的の⼈⾝取引に関しては固く反対する姿勢を⾒せている」ことから、
「その全部の負担は私たちワーカーにのしかかっている」。彼⼥はこう締めくくった：「これについ
て議論するのに」「私はもう 1 分も仕事から離れられないよ」。なぜなら「この類の議論は全くされ
ていないから、これについて話をするのはすごく難しいし⾟いからね」。 

噂話の代償 

インタビューをしたモントリオールを拠点としたセックスワーカーのうち２名は、毎年６⽉の週
末に開かれるカナダ F1 グランプリについて焦点を当てた。これは同市におけるもっとも多くの観
光客動員するイベントの⼀つであり、そして地元の禁⽌論者・反⼈⾝取引団体によると、会期中モ
ントリオール は「これまで以上に(性的)搾取と⼈⾝取引のハブとなり...国際的なセックスツーリズ
ムとも知られる場所になった」41と⾔うのだ。アリスの経験では「私たちワーカーはグランプリ中
仕事をやったことはありません...毎年会期中はいつも死んでて、私はこれまで 8 年この仕事やって
きています」と⾔う。彼⼥は「確かにセクシーな感じ」や「性差別は⽬にするけど、でもグランプ
リ中にセックスワークはやりませんよ」と⾔った。しかし、モントリオールが毎年開催する世界最
⼤の国際ジャズフェスティバルは「私にとって良いビジネスになった。でもジャズフェスについて
ネチネチ⾔う⼈は聞いたことありません。⾒てみたいな、もし実現したらすごく滑稽だと思う。ジ
ャズフェスを中⽌に」。 
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Stella は、2016 年６⽉のグランプリ期間中⾏われた「警察によるエスコートガールやマッサージ
店従業員に対する圧制と監視」に⼀部呼応した運動を⾏なった。ここでは以下のようなことが⾔及
された： 

 

ʻOur stories are often co-opted by 反セックスワーク organisations where the only solution offered 
to exploitation in the セックス産業 is the ʻelimination of the industryʼ.  

 

ウェブサイト上でのおとり捜査や、仕事場での奇襲作戦は「反⼈⾝取引・反セックスワーク禁⽌
論者からの圧」の結果として⾏われたのである。さらに Stella はこう⾔及した：「[セックスワーク
/性的搾取/⼈⾝取引]の混在問題に関して最も厄介なことの⼀つは、セックスワーカーという職に
『搾取』や『悪質な労働条件』といった要素が存在しなくなっていることである...私たちの体験談
は反セックスワーク団体に良いように使われ、セックス産業にはびこる搾取への唯⼀の策は『産業
の撤廃』だと⾔われます。そこで Stella は、SNS と『Contre lʼexploitation, Contre la prohibition (搾
取反対、禁⽌反対)』という名のマスメディアキャンペーンを⽴ち上げ、『搾取問題に⽴ち向かうに
は、まずワーカーたちの権利獲得が必要である：〈セックスワーカーの権利のために、働く権利の
ために〉』というモットーのもと働きかけた。このプロジェクトは『地域コミュニティのセックス
ワーカーを動員する』ことを可能とさせ、公開された 15 の写真は、セックスワークと搾取／⼈⾝
取引、禁⽌論的売春法、そして『セックスワーカー』個⼈の意思と決断能⼒の虐げといった概念を
混在させると⽣じる危険性や抑圧を強調して表す意図を持って公開された」。 

移⺠セックスワーカー：ヴィミナルたち 

Butterfly において、アジア系と移⺠セックスワーカーが直⾯する現実を理解する上で⼈⾝取引と
いう枠組みは使わないこととなっている。それよりも、この団体が⼒を⼊れていることは彼⼥らが
実際に経験する問題解決であり、その問題は暴⼒、労働搾取、親しいパートナーからの暴⼒など様々
である。例えば、Butterfly は雇⽤主やマネージャーにパスポートを握られている、未払いがある、
不当な⼿数料を請求されるといった被害を受けている移⺠セックスワーカーに⽀援サービスを提
供しており、職場の変更、雇⽤主との交渉の⼿助け、ワーカー本⼈の権利について教える等が挙げ
られる。さらにこの団体では、セックス産業で働くことを決める⼜は去ることを決める本⼈の権利
を認めており、後者の場合、マッサージや英語のクラスの提供、別の収⼊源を⾒つける⼿助けとし
て紹介をすることもある。Butterfly は団体の取組はこれまで反⼈⾝取引キャンペーンによる悪影響
を受けてきたことを強調した。⼀層強まる監視体制・捜索・逮捕の⽂脈において、移⺠セックスワ
ーカーは視界から押しやられ、在留資格を持たない「移⺠セックスワーカー」は特に⼿を差し伸べ
るのが難しくなってきた、という。⼜、「公の教育プログラムの実施や他のサービス事業者との提
携と取ることも難しく、そこにはアジア系と移⺠セックスワーカーは⼈⾝取引の被害者であり、彼
⼥たちは⽬に⾒えない存在で意思を尊重するのはできない、といった決めつけが存在することも要
因にある」。 
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反⼈⾝取引論説において、あなたが被害者だということを認めないと、あなたは犯罪化され、もし
あなたが犯罪者だということ認めないと、あなたは被害者と化される... ヴィミナルという⾔葉は、
常にその閾値空間にいる状態を表した造語なのです 

 

 

インタビューをした３名の移⺠セックスワーカーは、⼈⾝取引という単語は聞いたことがあるも
のの、⾃分たちは⼈⾝取引の⽬に遭ったことはなく、「強要されている」⼈は⾒たことがないと主
張した。チンはこう主張した：「⼈⾝取引は私たちにとって⼤きな問題ではありません。窃盗や暴
⼒は懸念事項ですが」。デージーとファニーは、時々ワーカーを⾔葉の暴⼒で浴びせる「意地悪な」
⼜は「悪い」ボスがいることがあるとしたが、彼⼥たちを「⽀配する」ことはない、とした。全員
のケースにおいて、お⾦を稼ぐことが彼⼥らの⼀番の優先事項だと⾔った。デージーはまた、この
２年の間で警察の捜査は多くなったと⾔及している：「⼈⾝取引は私たちを逮捕するただの⾔い訳
でしかありません。彼らは私たちが⼈⾝取引された⾝だと⾔うくせに、逮捕するのです...そしてお
⾦を奪い、それを取り戻すことはできない」。 

Butterfly はこれまでも反セックスワーク・反⼈⾝取引政策やキャンペーンがもたらす悪影響に⽴
ち向かうことに焦点を当てた様々なイニシアチブに関わってきており、特に連邦政府とオンタリオ
政府が反⼈⾝取引作戦に何百万もの資⾦を投⼊してきたことが背景にある42。例えば 2016 年 1 ⽉、
タミー・リーというオンタリオ州ハミルトンにて殺害されたアジア系セックスワーカーを偲ぶ⽬的
と、オンタリオ州の法案 96「反⼈⾝取引法 2017」43に呼応する形で、Butterfly とカナダ HIV/AIDS 
法的ネットワークは声明を出した。声明では「抑圧的な法制度」と特にアジア系・移⺠セックスワ
ーカーの場合はその影響が顕著である、セックスワーカーを対象とした反⼈⾝取引政策が与える影
響について焦点を当てた。 

「私たちは、セックスワーカーの仕事と⼈⽣に安全性と確実性をもたらす政策を作る機会を与え
てくれる、そんな創造的な呼応を期待しています。私たちは、セックスワーカーに対する憎悪の機
運が収まり、セックスワーカーに暴⼒を振るったり嫌がらせをしたりする ⼈がいなくなることを...
今かと待ち続けています。私たちは、全てのセックスワーカーが暴⼒、⼈種差別、差別から解放さ
れ⽣きられる⼈間としての尊厳と権利のために⽴ち上がります」。44 

2016 年 3 ⽉、Butterfly は移⺠セックスワーカープロジェクト、マギーズ、カナダ HIV/AIDS 法
的ネットワーク、STRUT、誰も違法じゃない・トロント⽀部と協働で、前回と同じような普及啓
発とアドボカシーキャンペーンを⽴ち上げた。この連盟が発表した４つの提⾔には、セックスワー
クを仕事として認めること、そして「『救出』されない権利」を認めること、「同業種主導モデルの
採⽤⽀援をすることで、セックスワークコミュニティが他者と繋がることができ、搾取や暴⼒があ
った場合でも互いに助け合いができるようにすること」、「セックスワーカーの⼈⽣、健康、安全を
脅かす」PCEPA 法令の廃⽌、そして「セックスワーカー奇襲作戦、拘留、強制送還の廃⽌」と CBSA
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の反⼈⾝取引捜査との関係を断ち切ること、を挙げた。57 

私がインタビューしたあるセックスワーカーの⼀⼈は、Butterfly が作った多分野アートショーを
⾔及し、これは 2015 年トロントで開かれたオンタリオアートギャラリーで展⽰されアジア系・移
⺠セックスワーカーが遭遇する現実と経験に注⽬を集めるきらいがあった。この作品は「ヴィミナ
ル・スペース」というタイトルで、「犯罪化された⾝体と呼ばれ、レッテルを貼られ、押し込まれ
る気持ち」を表したものとなっている。「ヴィミナル」という単語は、「victim(被害者)・criminal(犯
罪者)・liminal（閾値）の造語で...反⼈⾝取引論説において、あなたが被害者だということを認めな
いと、あなたは犯罪化され、もしあなたが犯罪者だということ認めないと、あなたは被害者と化さ
れる...ヴィミナルという⾔葉は、常にその閾値空間にいる状態を表した造語なのです」。ショーの
⼀幕では「Butterfly のワーカーが⼊国管理官の制服を着て、彼⼥たちワーカーが仕事する場から引
っ張り剥がされるプロセスを観客にしてみせる―⼈⾝取引の被害者というレッテルを貼られ、彼⼥
たちに聞かれる質問は全てその事実を裏付けるものとなっている、そんな経験を」。ショーに登場
したワーカーは「被害者・犯罪者・ヴィミナルと書かれたスタンプ」を持っていたという。この演
出は、「権⼒的ながらも、⾮常に主観的な空間であり、あなたは私に質問をしてくるけれど、あな
たは既に私がどんな⼈間かを決めてしまっている」そんな感じがしたという。 

 
A Source of Support サポートの源 
 
 ケリーは次のように述べた、「セックスワーカーだった頃、私が⾃分の安全を守ることについて
はすべて、他のセックスワーカーから学びました。…気を付けておくべき内部情報や、⾃分の安全
を保つための⽅法に関するような内部情報は、他の⼈からは得られません。それらはセックスワー
カーからしか得られないため、安全計画やトレーニングが提供できたり、さらにはセックスワーク
に特化した⾃⼰防衛などについて教えることもでき、セックスワークの組織化にとって⼤きな利益
になります」。モントリオールに拠点を置くセックスワーカーたちは、パートナー、クライアント、
仲間のセックスワーカーたち、インフォーマルな屋内営業（indoor：宿泊施設や個⼈の⾃宅などで
従事する）の集団メンバー、セックスワーカーフレンドリーな医療専⾨家、オンライン・SNS を通
じたフォーラムなど、さまざまな情報源から⽀援や情報を得ていることを⽰唆した。 

 組織レベルとして、モントリオールに拠点をおくインタビュー参加者たちは、Stella に様々な⽬
的でアクセスしていた。地域のセックスワーカーのためにどのような⽀援とサービス、リソースを
提供しているのか、そして当事者たちの間でいかに居場所やつながり、コミュニティを作り上げて
いるかについて議論した。ダリアは、Stella が「過去 15 年間、多⽅⾯でいかに驚くような⽀援源」
となっていたのか、語った。「組織になんのつながりもない、⾒ず知らずの他⼈として現れ、ただ
そこにたどり着きドアをノックし『こんにちは、私はセックスワーカーなんですが、少し話がした
いです。こちらでサポートを受けることはできますか？』と聞いただけにもかかわらず、私がどの
ようにしてこの世界で不可視化されたステータスをもって、インフォーマルな労働市場にて⽣活す
れば良いのか、セックスワークで活⽤できる情報やスキルを⾼められるように⼿助けをしてもらい
ました」。アリスは「そこに彼⼥ら・彼らがいてくれることが好きです。私が最も必要することは、
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どうすれば法を上⼿く利⽤し、何が起きているのか常に知れるかなど、どちらかといえば法的な事
柄です」。 

 Stella は、サービスの提供に対するアプローチを（概念に取り⼊られる前には）「エンパワーメン
ト・アプローチ」と呼ぶ。つまり、「私たちは、セックスワーカーがいる場所で彼⼥・彼らに出会
い、セックスワーカーが⾃ら進む道を決めることができるためのスペースを作ります。そして、私
たちに求めるサービスのあり⽅を導いてもらうのです」。秘密の守られるのサービスとして、Stella
は、移⺠の在留資格が乏しい⼈や性産業に関わる未成年者も含め、いかなる⼈からも背を向けない。
Stella のサービスがこれほど強い理由は、組織が「⼈を最優先する、ニーズも決断も、その⼈が決
めた通りにするという、⾮指⽰的なアプローチを取り⼊れているからです」とレイチェル（Rachel）
は強調した。「すなわち、アジェンダを持たず、その⼈が特定の⽬標にたどり着けるようにサポー
トするということです。」「相⼿の⽬標をこちらで定めることはせず、正直にいえば、何がよりよい
ゴールなのかということについての意⾒さえ持たないのです。そうすることで⾃主性、相⼿の選択
への尊重、そして、その⼈の置かれた状況や選択についてその相⼿⾃⾝をエキスパートおよび主導
者として扱うことへと⽴ち返るのです。」 
 

  レイチェルは、この⾮指⽰的なアプローチについて、彼⼥・彼らの背景や置かれた状況に関わら
ず「全ての⼈に適⽤される」ことを強調した。それは拘留や住居の問題、暴⼒、脅迫、強奪などを、
経験しているときもである。または「⾦銭的に厳しく、より多くのクライアントを持ちたい、より
多く稼ぎたいときや、ひどい状況(例えば不当にもしくは極端に低い賃⾦など)で働いているとき、
または、実際に搾取された状況(強要や暴⼒)で働いているとき」でさえもである。Stella が主張す
るように、Stella のドアは「業界に⼊りたい⼈、業界に留まりたい⼈、⼀時的あるいはこの先ずっ
と働きたい⼈、もしくは業界を完全に離れたい⼈、⼀時的に離れたい⼈」に開かれている。アリス
は、Stella について強く感謝した。「いつも私たちのニーズを確認するんです。私たちのニーズや要
望が何かを Stella は定義しようとしません。私たちは最初にクライアントとして来ますが、Stella
は私たちにとって何が⼀番良いかを決めようともしません。もし私が仕事を辞めたいときは、履歴
書に関して助けてくれます。でもこのまま仕事を続けたいときは、仕事のやり⽅⾃体は私に教えな
い⼀⽅で、アドバイスを提供してくれます。」 

インタビューを受けたアジア系移⺠のセックスワーカーたちは、⾃分たちが孤⽴感を持ちながらも
⾃⽴する必要があるにもかかわらず、同僚、運転⼿、クライアントなど、さまざまな感情的・財政
的、そして実際的なサポートの源が得られるようになったことを⽰した。デイジー（Daisy）、ファ
ニー（Fanny）、チン（Ching）は様々な⽅法でバタフライ（Butterfly）について学んだ。⾃分たち
の⺟国における組織で学んだり、マッサージパーラーでのアウトリーチ活動を通じて学んだり、あ
るいは逮捕されたときなども学んだ。彼⼥たちは、Butterfly が⾃分たちをサポートしてきた様々な
⽅法について議論しました。「警察と対決する⽅法」としての法的情報と戦略を提供したり、精神
的にサポートし彼⼥らを他のワーカーとつないだり、彼⼥らが搾取的な事業所から「慎重に」⽴ち
退かせることを助けることで将来トラブルになることを未然に防いだりする。またファニーの場合、
「拘留の外でのコミュニケーションのアシストや、国外退去命令を受けた後の帰国の準備」もした。
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さらにデイジーは、彼⼥の同僚が死亡した際に警察に対応したり、葬式費⽤のための補助⾦を募る
ことや、葬式を⾏うこと、家族関係者が葬式に参席できるようにカナダまで渡航することなど、
Butterfly が⼿伝ったと述べた。彼⼥たちがこの組織からもっとも価値あることとしていたことは、
アウトリーチのワーカーたちが⾮常に献⾝的で信頼できる⼈たちであるということである。チンは
Butterfly が頼りがいがあると強調し、デイジーは「このように⾃分たちのことを気にかけて情報を
与えてくれる組織があって良かった（…）Butterfly は私たちを理解してくれます（…）私たちの⾔
語で話してくれてとても助かる（…）他の場所で何かを求めると、お⾦を出さなければいけないけ
れど、Butterfly は私たちからお⾦もとらないし、だますこともしない（…）Butterfly の⼈たちは
政府のためでなく私たちのために動いてくれる。そして私たちのために闘ってくれる」と述べた。 
 

排除に⽴ち向かった継続的な献⾝ 

Stella はまた、法執⾏官のセックスワーカーに対する扱いに対し、複合的に理解することから性
労働法の改⾰を提唱することまで、「体系的な活動」も⾏っている。アリス（Alice）は、下院と上
院での法案 C-36 に関する公聴会で、「組織が（…）私たちの代わりに話をもちかけてくれるのをあ
りがたく思っています。（…）私の声が届いて嬉しい」と感謝した。彼⼥はまた、Stella が、「この
公聴会で発⾔する前に、私たちのニーズなど、私たちと相談をした」という事実を評価した。レイ
チェルによると、⼈⾝取引防⽌の取り組みにおける⽂脈の中で、絶妙なニュアンスを提供したり背
景を伝えたりするセックスワーカー組織を持つことも不可⽋だという。「（…）なぜなら私たちは常
に私たちを阻害し傷つけようとするものを解体しようとしているからです（…）ですから私たちは
常に、⼈⾝売買/性的搾取および合意に基づくセックスワークの混在を明確にし、解消しようとす
るグループを持つ必要があります」。 

 
 

セックスワーカーたちが経験する課題により効果的に対処するために Stella は何ができるのか、
そして何がそれらを妨げているのかという質問に対して、インタビュー参加者たちは、ジェイド
（Jade）のように、組織が⾮常に限られた資⾦と資源を使いこなしながら「すでに多くのことをし
ています」、「すでにある資源を考えると（…）もっとやるべきことを提案するなんてばかげていま
す」と⾮常に明確に回答した。レイチェルもそのことに対し同意し、「私たちは限られた資源しか
ない」が、「私たちは絶えず何かを作り上げ、成⻑しており」、セックスワーカーに「異なる職業」
や「あらゆる種類の挑戦」など「様々な⼈⽣の歩み」から「価値あるものを提供するものを提供し
ようとしています」と話した。しかし、ジェイドは、「政治家たちが⼈⾝取引と売春を同じ⼝で語
っている」ことに悩まされた。彼ら・彼⼥らは「基本的に、Stella やマギーズ、Butterfly のような
ところを除いて、みんなに話しかけています」。「私たちの安全と権利に関わる法律が可決されると
きに、招待されることも席を与えられることもなく、会議が続けられるのを⾒るのはとても⾟いで
す。」解決策の⼀つとして、彼⼥は Stella がより⼤きな存在感を SNS 上で築き、特にいくつかの反
取引組織が流す誤った情報と対抗することを提案した。「私の仕事の多くはオンラインで⾏われて
おり、⼈々に働きかけ、⼼や考え⽅を変えていく上で、いかにそれが⼤切かを知りました。」 
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レイチェルは、Stella の仕事を妨げる多くの要因を彼⼥の⾒解で特定した。彼⼥はその⼀⽅で、

この組織が信じられないほどスティグマ化され、標的にされ、誤解をされていて、「その理由の⼀
つには、組織がセックスワーカーによるものであり、セックスワーカーのためのものであるから」
と彼⼥は主張した。場合によっては、これは、Stella のメンバーがアウトリーチや擁護活動を⾏う
ときに歓迎されないことを意味する。「あなたは『関係のない⼈』だと⾔われるのも、社会的無関
⼼の結果かもしれません。あるいは『あなたたちは社会の寄⽣⾍であり問題です。ここではあなた
たちのの親切は望まない』と軽蔑していることから来ているのかもしれません」。⼀⽅、「必ずしも
私たちに対して公に発⾔することなく」、Stella を含むこともせず、不可視化する個⼈や組織も存在
する。レイチェルは主に、反暴⼒、社会的正義、労働に関わる組織について⾔及した。それら組織
は、⼈権侵害を経験し周辺化されているグループの⻑いリストに、時に意図的に、時にそうでなく、
セックスワーカーを含めない。 
 
Best Positioned to Detect Exploitation 搾取を検出するのに最適な位置 
 

⼈⾝売買防⽌活動においてセックスワーカー組織に役割があるかどうかという質問に対しては、
様々な回答があった。レイチェルは、労働条件や業界内の取引に関する会話に「セックスワーク特
定グループ」を参加させるには、「セックスワークを合法的な仕事として」認識する必要があると
強調した。ケリー（Kerry）は、「セックスワーカーは、搾取や⼈⾝売買の事例を⾒つけるのに最適
な⽴場にあると主張した。「それをするのに適任な⼈を他に知りません（…）つまりセックスワー
カーは、⾃分たちの産業をどう規制すればよいか、性産業における労働上の健康と安全、そして公
正なあり⽅がどのようなものであるべきかを知っています」。しかし、「この問題に関して実際の専
⾨知識を持っている⼈は無視され」、「脇道に蹴られるだけです」。ケリーは、この協議と包摂の⽋
如には⼆つの主な理由があると⽰唆した。 

⼀つはセックスワークに関連したスティグマです。それはかなり強烈な形のスティグマです
（…）特定の活動に従事している⼈々の全集団が犠牲者か犯罪者のどちらか決め、その⼈た
ちにひどく接するのです。その⼈たちの存在を消し去り、「他者化」することで、その⼈た
ちに⽿を傾ける必要をなくすのです。また、⼀部フェミニストや反セックスワークキャンペ
ーンを⾏う⼈たちは、セックスワークの組織化に対する不信を助⻑するのに本当に成功して
きました。彼ら・彼⼥らは私たちを「売春あっせん業者（the pimp lobby）」と呼んでいま
す（…）⼥性を性的取引にとどめさせるためにセックスワーク組織が存在すると申し⽴てて
います。セックスワーク⽀援団体は、⼥性たちがセックスワークをその後⼀切しなくて済む
ように、⽇頃から⽀援してきました。私たちはそれに対する特別の資⾦もないので、⼀般的
には最優先する業務と⼀緒に⾏っています。 

 
ケリーはさらに、「反セックスワークキャンペーンを⾏う⼈たちは、公に公表できているセック

スワーク運動家たちを特権的マイノリティであると⾔い切ることにも、成功してきた」と強調して
います。「そしてある意味、⼈種の違いや先住⺠のセックスワーカーたちが⾃ら声を上げるように
⽀えきれなかったことなど、交差性に対する⽀援が私たちは運動の中であまり成功的ではなかった
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ために、そのことをより⽬⽴たせます」。 
 

アヴァ（Ava）は、「⾮常に多くの（セックスワーカー）組織が持っている資源、スキル、背景、
研究、そして才能を使えば、彼ら・彼⼥らは反⼈⾝取引におけるリーダーになれるはずです…」と
同意した。「私たちはしばしばスペースにいるのです。⾊々な州の⼈々とスペースを共有するのは
私たちです。」しかし、Stella のような組織は、彼⼥の⾒解からすると、資⾦不⾜で、過剰に働かさ
れている。彼ら・彼⼥らは「犯罪状態にある⼥性を⽀援する」ことを「⼗分に負担」した。「この
ことを⾏うには厳密に研究された情報を⽣み出し、コミュニティ内で連絡を取り合い、保守党議員
に⾃分たちが聞きたくもないようなことに対して資⾦を出してくれるよう頭を下げてお願いする
ので、⼤変なエネルギーを消耗します。これら反⼈⾝取引のナラティブによって負担されるエネル
ギー量は信じられないほどなのです」。 
 

Butterfly は、トロントやその他でのアジア⼈および移住者の様々な現実とニーズに対処するため、
総合的なアプローチをとっている。レイチェルが強調しているように、多くの反セックスワークや
反⼈⾝取引は「⼈々を限られた特定の枠組みに束縛する」が、それとは対照的に、Butterfly は「第
⼀に移住者セックスワーカーの権利の擁護または保護を優先し、このアプローチから移住するセッ
クスワーカーのニーズをサポートする⽅法を考えます」。Butterfly の考え⽅では、「セックスワーカ
ー当事者は、搾取的で脆弱な状況にいるセックスワーカーを守るのに、最⾼の⼈々」である。「差
別やいじめ」の問題に取り組むためには、移住者セックスワーカーは外部組織だけに頼るのではな
く、安全に関する情報を共有し、互いに「⽀援的なつながりを形成する」ことが重要だとファニー
は述べた。ファニーとチンはまた、Butterfly がより多くのセックスワーカー、特に渡来したばかり
の、または困難な状況にあるワーカーたちに対して、精神的な⽀援や情報を提供することを期待し
た。「それぞれの国と都市は Butterfly のようなものがあるべきです」とチンは強調した45。 
 

変化のための組織化：ベッドフォード裁判（2007-2012）と裁判後（2013−現在） 
 
ベッドフォード⽒のカナダ政府への憲法訴訟（2007‐2012）と最⾼裁判所の判決（2013）、C-36 法

案の施⾏（2014）は、カナダのセックスワーカーの団体と学識者、ジャーナリストによる議論の的
となった。しかしこの闘争と楽観性と勝利と後退の時期に、セックスワーカーの団体がどのように
組織化されていったかについては、ほとんど知られていない。この時期のセックスワーカーの⼈権
団体とカナダ全⼟にある彼らの連盟に焦点を当てた内容を、Stella が共有したいと考えたのはこの
ためである。⼈権団体とその仲間は 2012 年に始まった性労働法改正カナダ連盟（the Canadian 
Alliance for Sex Work Law Reform）のもとに集まった。 
 
以下の⽂章はベッドフォード裁判前後の時期についてジェン・クレマンが語った内容を校正した

ものである。 
 

カナダ全⼟のセックスワーカーとその団体は全国的な運動を展開しようと試みていたが、実際の
連盟（アライアンス）は、性労働法改正に際して、緊急にかつ統⼀された⾒解を打ち出す必要性か
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ら⽣まれた。連盟は 2009 年から 2012 年にかけてのベッドフォード裁判の間に、少⼈数のセック
スワーカーの活動家か集まるところからスタートした。その最初の会合にはベッドフォード裁判の
原告 3 名のうちの 2 名が集まり、当時最⾼裁の裁判に仲裁役としての申請を検討していたセックス
ワーカーと、その仲間が参加した。この会合では法廷尋問への準備や、セックスワーカーの現状を
⼗分に法廷に反映させるための法的仲裁案や、セックスワーカーの⼈権と労働権について伝える国
内のメディア戦略、教育戦略の策定などが⾏われた。最⾼裁での法廷尋問に先⽴つ 2013 年の 6 ⽉
8 ⽇には、オタワにある最⾼裁の階段に⼤勢のセックスワーカーを集めたセックスワーカー⼈権⽀
援⾏動 DAY が開催された。46 

 
2013 年 12 ⽉の最⾼裁による全員⼀致（９−０）の判決により、個⼈の⽣命、⾃由、安全を保障

する憲法に違反するとして、刑法の 3 項の条⽂全てが否定されたことは、30 年以上に及ぶセック
スワーカーの差別との闘いを象徴するものであった。しかし最⾼裁は連邦政府に対して、刑法の項
⽬に代わるカナダ⼈権憲章の草稿を作成するのに 1 年の猶予しか与えなかった。セックスワーカー
の連盟は、保守派政権がセックスワーカーに対する強⼒な反対勢⼒や反⼈⾝売買勢⼒、法と秩序を
求める声を無視することは出来ないことを⼗分に承知していた。1 年という短い期間が与えられて
いる中で、カナダのセックスワーカー当事者の団体と仲間が⼀致団結する必要があった。結果とし
て、セックスワーカー当事者の 18 団体によって構成されるワーキンググループが⽴ち上がり、性
労働法改正カナダ連盟（the Canadian Alliance for Sex Work Law Reform）という名のもとに、ゆる
やかな同盟を形成した。2014 年の C-36 法案の事前・事後において、連盟は⽴法府に反対し、国内
での可視化を進めていけるよう、常に進化しながら、より包括的になるような国家戦略を策定する
ことが出来た。 
 

この国家戦略はいくつかの要素によって形成されている。⼀つはメディアの注⽬を集め続けるこ
とと併せて、C-36 法案と⽴法過程に関する⼀般向けの教材を制作し、セックスワーカーと仲間た
ちへの広範囲かつ定期的な資料配布を⾏うことを中⼼に展開した。2014 年の 5 ⽉には、連盟は、
性労働法改正に関連した内容を議員や⼀般向けに伝える⼀連の情報シートを作成した。また国家戦
略の別な要素として、セックスワーカーのコミュニティーが、⾃分たち⾃⾝の⽣命に関わる法案の
成⽴過程に積極的に参加し、⾏動を起こし、場合によっては州や連邦レベルの政治家と会うといっ
た能⼒の強化が挙げられる。こうした⾏動を起こすために 2 冊の政策提⾔（アドボカシー）ガイド
が制作された。1 冊⽬のガイドブック「議会におけるセックスワークー私たちの⽣命に関わる法案
策定のプロセスに参加するには―」は 2014 年の 5 ⽉に刊⾏され、カナダ議会を啓蒙することを意
図とした。このガイドブックは法案がどのように成⽴し、国会議員との⾯談をどのように設定し、
セックスワークに対して異なる政党⽅針を持つ議員に対して戦略的なメッセージを送り、こうした
やり取りの中で直⾯する屈辱感とどのように向かい合うか、といった内容が盛り込まれていた。2
冊⽬のガイドブック「議会におけるセックスワークー私たちの⽣命に関わる法案策定のプロセスに
参加するには② 委員会での訴えと摘要書の提出―」はその１ヵ⽉後に刊⾏された。C-36 法案の
成⽴過程に焦点をあてて、経験豊かな証⾔者として、摘要書や訴えを下院の司法委員会や上院の法
務委員会に提出するかを、⼀つ⼀つ丁寧に解説している。セックスワーカーと仲間たちの声を政府
機関に届け、政府機関とやり取りをしていくためのエンパワメントを⽬的としたこのガイドブック
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は、需要も⾼く、広範囲に渡って配布された。この期間、連盟のメンバーと仲間たちは連邦政府議
会にも出席した。ここでは 2 ⽇間の協調努⼒によって、1 ⽇⽬を政策提⾔能⼒の向上にあて、2 ⽇
⽬には 50 名を超える下院と上院議員との会合にあてた。こうした会合やそこでの屈辱感はセック
スワーカーにとって負担ではあったが、⾮常にエンパワメントされる試みであった。連合の加盟団
体が性労働とその法律の専⾨家であることを位置づけ、セックスワーカーのニーズを可視化するた
めに動くことは、この⽂脈において決定的に重要なことであった。 
 

2014 年 12 ⽉の C-36 法案の可決は、セックスワーカーの⽣活と仕事、また連合の政策提⾔の活
動基盤を⼤きく揺るがした。翌年の 2015 年に連邦政府の選挙を控えていたこともあり、連合にと
ってはその存在感と 2014 年から醸成してきた法改正の勢いを維持することが重要であった。2015
年の 6 ⽉には、連合は 3 冊⽬の政策提⾔ガイド「議会におけるセックスワークー私たちの⽣命に関
わる法案策定のプロセスに参加するには③ 遊説演説を盛り上げる―」を刊⾏・配布した。このガ
イドブックは選挙に関する様々な側⾯について、選挙前と選挙期間中に候補者とどのように有⽤な
関わりを持つかについて、セックスワーカーと仲間たちを教育することを⽬的としていた。 

この頃までには連盟に加盟する団体は 28 に増加しており、カナダにおいて新たなセックスワー
カーの団体が⽴ち上げられ、既存の団体も強化された。2016 年のカナダ⾃由党政権の成⽴を受け
て、連盟は 1 年に及ぶ国家諮問事業を⽴ち上げて、将来の啓発活動と政策提⾔を強化することを決
定した。この事業は連盟の加盟 28 団体全てを巻き込んで、連邦レベル、州レベル、地域レベルに
おいて、法改正における統⼀の⾒解と特定の提⾔を作成することに焦点をあてていた。その成果物
としての「安全と尊厳と平等―性労働法改正への提⾔―」は 2017 年の 3 ⽉に刊⾏され、24 団体に
よって承認された47。同時に、連盟はメディアにおいて、PCEPA（住⺠と搾取された⼈を保護する
条例）の弊害や、犠牲や犯罪という枠組みの危険性、実際に働くセックスワーカーが経験する抑圧
の交差性などについて伝えることで、その存在感を維持する必要があった。同年 9 ⽉にはカナダの
性労働法の影響について多⾯的に伝えている Ricochet Media において、21 のセックスワーク・ス
トーリーを出版した48。その他のメディアへの介⼊としては、リベラル政権に対して、性労働法の
改正が刑法改正の⼤きな枠組みの中で論じられるように働きかけることを⽬的としていた。2017
年の 4 ⽉には⾸相府において、連盟のメンバーと法務⼤⾂と上級国会議員の⾯談が⾏われた。ジョ
ンが記載している通り、「⾃由党は C-36 法案に反対票を投じ、その合憲性について調査すると約束
してはいたものの、実際に施⾏しなくてはいけない圧⼒にさらされていたことは、⾮常に明確であ
った」。従って、連盟と仲間たちにとっては C-36 法案の弊害を伝える中で、より可視性を⾼めてい
く必要があった。 
 

連盟とその加盟団体はセックスワーカー⾃⾝が⾃分たちの⽣活と仕事に影響する法案の成⽴過
程に関わり続け、彼らの多様な現実が議題の中⼼であることを追求してきた。連盟は現在、より多
くの関連する団体を加盟させるために組織強化を⾏っている。先住⺠団体、セクシャルマイノリテ
ィー団体、リプロダクティブ・ライツの団体、⻘少年団体、など多くのグループが連盟への加盟に
興味を⽰しているためである。 
 
結論および勧告 
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本研究の参加者たちは、かけがえのない知識と専⾨性を共有して、カナダの２つのセックスワー

カー組織のもつ豊かな歴史、そしてこれらの団体がコミュニティで⾏ってきた⽀援活動、サービス、
教育、アドボカシー活動を明らかに⽰してくれた。参加者たちの洞察によって、性産業が犯罪化さ
れ、またセックスワーカー（とりわけ先住⺠族、トランスジェンダー、⼈種化された⼈びとや移住
者）たちが、著しいスティグマ化と周辺化、孤⽴、国家その他による多様な形態の暴⼒にさらされ
ている今⽇のカナダの状況において、セックスワーカーの組織化がなお重要かつ必要であることが
明らかになった。（セックスワーク）禁⽌派や反⼈⾝売買キャンペーン主導者たちの主張とは逆に、
セックスワーカーたちこそが、仲間同⼠の関係に基づくピア・ベースト・モデルを通じて、搾取や
強制のケースを発⾒したり、性産業のさまざまなセクターにおける労働条件を改善するうえで最適
な役割を果たすことができるのである。この調査を通じて、参加者たちははっきりと、あるいは暗
に、さまざまな提⾔を⾏った。そのうち最も重要な提⾔は以下の通りである。 
 
カナダ連邦政府および州政府に対して： 
１． セックスワーカーや顧客、第三者を犯罪化するような PCEPA その他の刑法条項を撤回す

ること。連邦政府は、セックスワーカーの健康や安全に関するその他の法を施⾏する前に、⾮
犯罪化に向けた改⾰プロセスをリードすべきである。 

２． セックスワーカーの権利の承認と実現に向けた第⼀歩として、セックスワーカーのすべて
の側⾯について⾮犯罪化すること。 

３． 移住者がセックス関連産業で労働することを阻⽌するような、労働許可に関する⾏政・規
制・政策上の規制を撤廃すること。あらゆる⾮正規労働者に、オープンで制限のない労働許可
証を発⾏し、永住権を得られるための複数の道筋を作ること。 

４． セックスワーカーを含む移住者が、強制送還の恐れなく暴⼒被害を報告したり、医療など
必要なサービスを受けることのできる「Access Without Fear/Donʼt Ask, DonʼtTell」政策に、
連邦政府の⽀援を提供すること。 

５． 先住⺠コミュニティが、特別サービスや教育、住居、収⼊補助、雇⽤、医療、安全な交通
等のプログラムについて⾃⼰決定に基づき開発することができるよう、資⾦を拡充すること。 

６． セックスワークを⼈⾝売買と同⼀視するような⼈⾝売買対策およびプログラムを⾒直し、
強要のないセックスワークを⼈⾝売買や性的搾取、暴⼒とみなす想定を取り除くこと。 

７． ⼈⾝売買対策イニシアティブを形成する上ではエビデンスにもとづく研究を⽤い、セック
スワーカー⼀般、また特に先住⺠、⼈種化された（⼈種差別の対象とされる）⼈々、および移
住セックスワーカーをターゲットとするような法執⾏⼿段として反⼈⾝売買施策を過剰に⽤い
るやり⽅を禁⽌すること。⼈⾝売買対策のための捜査という装いの下で、移住セックスワーカ
ーに対する強制捜査や拘束、強制退去を⾏うことをやめること。またこうした捜査における
CBSA の必要以上の関与をやめること。 

８． セックスワーカー⼀般および特に先住⺠、⼈種化された⼈々、移住セックスワーカーの権
利の観点から、⼈⾝売買対策施策および法執⾏実践がもたらす影響について定期的評価を⾏う
こと。 
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９． 反⼈⾝売買法執⾏施策のための予算を減らし、その資源を、セックスワーカー、特に先住
⺠、⼈種化された⼈々や移住セックスワーカーが開発したコミュニティ安全イニシアティブの
ためにつけること。 

 
反⼈⾝売買組織および市⺠社会に対して： 
1. セックスワーカーの権利を⽀援し、セックスワークと移住、⼈⾝売買を混同しないこと。 
2. セックスワークを収⼊創出のための正当な活動として認め、救済されない権利を承認すること。 
3. セックスワーカー、および性産業のあらゆるセクターで働いてきた⼈びとの安全と福祉と尊厳

の向上を気にかけ、草の根レベルで⻑く活動してきた⼈たち（ステークホルダー）を、敬意を
もって扱うこと。 

 
セックスワーカー組織に対して： 
１． 周辺化されているセックスワーカー、特に特に先住⺠、トランスジェンダー、⼈種化され

た⼈々や移住セックスワーカーが完全に運動に参加できるように、いっそうの草の根の組織化
に取り組むこと。 

２． 先住⺠、⼈種化された⼈々や移住セックスワーカーが⾃ら発⾔できるスペースをつくるな
ど、セックスワーカー運動におけるインターセクショナルな実践を深めること。 

３． 搾取や暴⼒の状態に置かれたときにセックスワーカーが互いに助け合うことができるよ
う、ピア・ペースト・モデルを⽀援し拡⼤すること。 

 
ドナーに対して： 
１． 性産業における虐待や暴⼒、搾取に対応する⽅法として、セックスワーカーによる⾃主組

織化を⽀援し、セックスワーカーの声が聞かれ代表されるよう保障すること。 
２． セックスワーカーの権利が⼈権課題であることを認識し、セックスワーカーの権利進展の

ための国際運動を⽀援すること。 
 
コミュニティに基盤を置く研究者に対して： 
１． このプロジェクトを作り上げ、さらに、より多くの国とセックスワーカー中⼼の組織、セ

ックスワーカーを対象として、セックスワーカーの組織化に関するエビデンスに基づく研究に
関わること。 

２． ⼈⾝売買をなくそうとする研究の中⼼に、今も性産業で働いているセックスワーカーたち
の経験を据えること。 
 

著者について： 
Annalee Lepp はカナダ・ヴィクトリア⼤学ジェンダー研究学科準教授。1996 年に GAATWCanada
を⽴ち上げディレクターを務めた。現在は GAATW の研究アドボカシーグループのメンバー。1997
年より⼈⾝売買や⾮正規の国境移動に関するカナダ政府の政策および実践、また反⼈⾝売買政策が
セックスワーカーの権利に与える影響に関するさまざまな協⼒型調査に携わっている。 
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21 Stella はこの件に関し、⼆つの例を⽰している。⼀つ⽬は Stella が「1995 年、団体のためにタネを蒔いていた頃、運営のヒントにす
るために、私たちはトロントの Maggieʼs という団体から規則や運営⼿続きに関するガイドを借た」 
22 他のマッサージパーラーやその他の屋内で働いている特に⼊国者、移⺠者、新規移住者などの為に活動しているカナダのセックスワ
ーカーの団体はバンクーバーの SWAN があり、2004 年に運営を始め、2008 年に⾮営利団体として登録された。 URL 
http://swanvancouver.ca/her-story/ 参照。 
23  「移⺠セックスワーカーの権利は⼈権である」という Butterfly の声明⽂ URL https://www.butterflysw.org/  参照。 
Butterfly のミッション URL https://www.butterflysw.org/copy-of-contact. 参照。 
24 印刷版及びネット上の⽂章がフランス語、英語、スペイン語、イヌクティトゥット語で読むことができる。ジェイドはこの⽂章をロ
シア語に翻訳する際にアシスタントであった。 
25 アリスはオンライン掲⽰板で⼊⼿した彼⼥⾃⾝が「ブラック、グレーリスト」と呼んでいたリストにかなり頼っていたと指摘した。
情報が即時に伝わり、⼊⼿しやすいからだ。彼⼥は同時に、「オンラインリストは安全ではなく、情報流出の恐れがある」ので、質の悪
い客や、攻撃的な利⽤者をデジタルデータ化する事は、Stella にとってリスクがあり、問題をはらむと認識していた。 
26 これらのリソースは以下の HP にて⼊⼿することができる http://chezstella.org/en/sex- work-resources/. 
27 情報シートのタイトルは以下の通り。「基本：セックスワークと差別 101」「セックスワークと許認可」「問題を含む売春法 ベットフ
ォードカナダ裁判」「⾔葉の影響 セックスワークについて話す事」「素晴らしいセックスワークの⽀援者になる 10 の⽅法」以下 Stella
の「ガイドと情報シート」を参照。http://chezstella.org/en/guides-infosheets/ . 
28 これらの情報シートは以下のような広報、及び法律に関するトピックを含んでいる。「⾝柄拘束と収監」「利⽤者と法律」「コミュニケ
ーションと法律」「友⼈、家族、に関わる法律」「警察の権限：屋内と屋外」「第三者機関と法律」「ビザの状態と法律」「カナダ市⺠権の
ない状態で働く事」。 
29 Butterfly の「Workshops 2017」を参照。 https://www.butterflysw.org/workshops . 
30 具体的には、Stella と Butterfly は 2015 年 10 ⽉に⼆つのドキュメントを発⾏するにあたって協働した。「ビザの状態とセックスワー
ク」「カナダ市⺠権のない状態で働く事」Stella の「Guides and Infosheetsʼ」 URL http://chezstella.org/en/guides-infosheets/ . を参
照。 
31 具体例として、Butterfly 発⾏「法執⾏機関とは誰の事か」 
URL https://docs.wixstatic.com/ugd/5bd754_748f9f3d7c9a4139b999f5b4a26b9f7a.pdf 参照。 
32 恐れる必要なく繋がれる事、及び「不要なことを質問しない、伝えない」という⽅針はビザの状態に関わらず、全ての被⽀援者にと
って基本的なサービスを受ける上で重要な指針となっており、そうする事で、拘留や強制送還の恐れなくサービスを受けることができ
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る。移⺠のセックスワーカーの場合、警察が法執⾏機関から援助を求められた場合、カナダ国境警備隊に情報を共有しないように伝え
ている。 
33 具体例として、Butterfly 所属 E Lam の取り組みを挙げる：アジア⼈、移⺠労働者のセックスワーカー⽀援者ネットワーク、移⺠セッ
クスワーカープロジェクトとの協働、カナダじん HIV/AIDS 法律ネットワーク、誰も違法ではない、「⼈⾝売買の取り締まりによる損
害を⽌める政策と運動：セックスワーカーの権利、正義、尊厳の⽀援」2016 年 3 ⽉ URL March 2016,  
https://www.butterflysw.org/harm-of- anti-trafficking-campaign- 参照。 以下にさらに広範な議論がされている。 
34 アヴァは流動性に関して以下のように付け加えている：「多くのセックスワーカーは⾃分たちがアメリカで合法でないことを知りま

せん」。アリスはアメリカに渡航することの恐怖を語った：「ただの観光⽬的でさえも⼊国禁⽌となったセックスワーカー を知っ
ています...。⾏きたいと思ったのですが、⼊国禁⽌になることやトラウマー8〜12 時間の尋問― へとても怖くなってしまいました」。
ジェン やステラが説明した通り、「アメリカにおいてセックスワーカーでいることとは『背徳』罪であり、もしあなたが⼊国の際
によく知られたセックスワーカーだと特定された場合、アメリカから 10 年間追放されます。国境警備隊はセックスワーカーを対象
としたオンライン捜査の⼒をますます強めており、彼⼥らが国境に着いた途端に個⼈を特定され、送還されてしまうのです」。 

「アメリカ国境においてセックスワーカーが拘留や尋問の危機に置かれている」事実を受け、マギーズ・トロントは以下のガイドを出
版している： 「セックスワーカーのための安全な⼊国⽅法」。詳しくは以下を参照：http://maggiestoronto.ca/uploads/File/FINAL_ 
USborderrights.htm. 

35 デニス・コデールは、私のジェイドとのインタビューの後 2017 年 11 ⽉ 5 ⽇に実施されたモントリオール市⻑選で落選した。 
36 晒し(doxing)とは、主に悪気を持って個⼈的なまたは個⼈を特定する情報を探し出し、インターネット上で公開すること、を意味す
る。 
37 ジェイドは、彼⼥が経験した出来事に関して警察に連絡した時のことを共有してくれた：「彼らは全くと⾔っていいほど助けになり
ませんでした。私の話を聞くのは楽しんでいましたが、さて実際にその出来事について何かをする、という場⾯になると、⼀切何もせ
ず、何も知識がありませんでした」。彼⼥が他の セックスワーカーと直接または SNS 上で警察について話を聞いてみたところ、「私
はある時ツイッターにて、警察との悪い思い出があるセックスワーカーはいないか、と聞いたことがあります。すると本当ですよ、私
のプライベートメッセージボックスは溢れましたよ、なぜって私たちの抱える⼤半は警察についてなのですから」。 
38 SWAN バンクーバーの報告によると、「2014 年から現在にかけて、カナダ全国で法執⾏機関が連携して⾏った北部スポットライト
作戦には５の『波』があった... 典型的なのは、警官が客のふりをして Craigslist や Backpage といったウェブサイトを通じてセックス
ワーカーとオンラインデートの約束をし、ホテルの部屋で⾝を明かすか、または屋内セックスワークの場において『脅かして畏怖させ
る』抜き打ち操作をかける」という。 
詳しくは、SWAN バンクーバー発⾏の「北部スポットライト作戦に関するブリティッシュコロンビア州の法執⾏機関に送る公開状 」、
2017 年 7 ⽉ 6 ⽇ 
http://capacitycentre.ubc.ca/2017/07/06/open-letter-to-bc-law-enforcement-regarding-operation- northern-spotlight/.  
39 セックス法令改⾰に関するカナダ同盟 「通報前の問題: ⼈種差別撤廃委員会とカナダ同盟」、国連⼈種差別撤廃委員会、第 93 回、
2017 年 7 ⽉ 11 ⽇―8 ⽉ 25 ⽇、 pp. 5‒6, http://sexworklawreform.com/cerd-93/.  
40  K・ ポー ス、 「司 法委 員会 によ る法案 C-36 はセ ック ス ワー カー の存 在を 無視 した 」。2014 年 7 ⽉ 14 ⽇ 付 http:// 
www.pivotlegal.org/justice_committee_ignored_sex_worker. 
41 これら団体には、性的搾取に対する闘争間協議(CLES)が含まれ、この 50 の協議メンバーには労働組合、YWCA のモントリオール

⽀部、性的暴⼒関連団体、FEMEN といった過激なフェミニスト活動団体などが含まれている。詳細は以下を参照。R Lau, ʻMontreal 
to Target Human Trafficking During Grand Prix Weekendʼ, Global News, 29 May 2017, http://globalnews.ca/ 
news/3470784/montreal-to-target- human-trafficking-during-grand-prix-weekend/. 

G Henriquez, ʻGrand Prix Kicks Off With Topless Protester, Ribbon-Cuttingʼ, Global News, 2017 年 6 ⽉ 7 ⽇付, http:// 
globalnews.ca/news/3511543/grand-prix-disruptions/ . 

A Riga, ʻCanadian Grand Prix: Is Montreal Formula One Race Really a Sex-Trade Hotbed?ʼ, Montreal Gazette, 2017 年 6 ⽉ 9 ⽇付, http:// 
montrealgazette.com/news/local-news/canadian-grand-prix-is-montreal-formula-one-race- really-a-sex-trade-hotbed . 

42 2016 年 6 ⽉、オンタリオ州政府は「新しく導⼊する反⼈⾝取引対策に今後４年間で 7,200 万カナダドルを投⼊する」と発表、「⼈⾝
取引の先住⺠被害者には⽂化的に適切なサービスの提供」を促進、「州全体を管轄する反⼈⾝取引協働センター」の設⽴、そして 「⼈
⾝取引犯罪に対する特別検察チーム」を作るとある。詳細は以下を参照：T Grant, ʻOntario Unveils $72-Million Plan to Fight Human 
Traffickingʼ, Globe and Mail, 2016 年 6 ⽉ 30 ⽇付, 
https://beta.theglobeandmail.com/news/national/canada-continues-to-be-a-source-for-sex-human-trafficking-annual-report/article307
00484/?ref=http://www.theglobeandmail.com&.  
43 この州法は 2017 年 5 ⽉国王の裁可を受け、法案 C-36 を基盤にするものである。2 ⽉ 22 ⽇を⼈⾝取引啓発デーに制定したこの法は、
⼈⾝取引の被害に遭った者は被告取引⼈に接近禁⽌令を与えることを可能にさせ、⼈⾝取引は不法⾏為だと定めた。詳細は、オンタリ
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オ州⽴法議会法案 96、⼈⾝取引啓発デーを施⾏する令 、2017 年；⼈⾝取引 の予防と救済令、2017 年を参照のこと。 http:/ 
/www.ontla.on.ca/bills/bills-files/41_Parliament/Session2/b096ra_e.pdf.  
44  詳細は以下を参照。「タミー・リーを偲ぶ」2016 年 1 ⽉ 29 ⽇付。, https://www.butterfly.sw.org/statement.  
45 しかし、特に移住するセックスワーカーに関して、アヴァは可視性と声を上げる事のリスクがあると確認した。「単に、反⼈⾝取引
に関するナラティブというものは、最も周辺化されている⼈々が声を上げられないという事実に依拠しているのです。だから、代弁し
ているのは皆⽩⼈の⼥性であるかのようになるのです。そして私たちは『ああ、君たちは特権を持っている、代表する⼈たちではない』
と⾔われるのです。しかし実際は『まあ、あなたたちがこの⼥性たちを何も⾔えない状況に置いているからでしょう』ということです。
だってもし声を上げることができたら、⾃らを名乗るでしょうから」。 
46 POWER, ʻJune 8, 2013: National Day of Action to Support Sex Worker Rightsʼ, News Release,2013, 

http://www.powerottawa.ca/POWER%20Day%20of%20Action%20Media%20Release.pdf ; 
G Macdougall, ʻDecriminalization of Sex Work and the Bedford case in Supreme Court: What Itʼs All Aboutʼ, rabble.ca, 13 June 2013, 

http://rabble.ca/news/2013/06/decriminalization-sex-work-and-bedford-case-supreme-court-what-its-all-about . 
47 Canadian Alliance for Sex Work Law Reform, Safety, Dignity, Equality, p. 4. 
48 脚注 62：Ricochet Media は 2015 年に設⽴されたオンラインのプラットフォームで、独⾃のニュースサイトを持っており、バンクー
バーからモントリオールまでカバーしている。PCEPA の影響については連盟が作成した以下のサイトを参照してもらいたい。
https://ricochet.media/en/contributors/229. 
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南アフリカ 
 

ヌトコゾ・イングワナ Ntokozo Yingwana 
 

1600 年 代 に ケ ー プ 植 ⺠ 地 が で き て 以 来 、 1880 年 代 の ウ ィ ッ ト ウ ォ ー タ ー ズ ラ ン ド
(Witwatersrand)のゴールドラッシュ、そして、”誇りある渡り歩くセックスワーカー” と⾃称する
ようになった今⽇に到るまで、移動・移住に関連した売春は、南アフリカにおいて⼀⾔では著し難
い⻑い歴史を経てきた。そのため、セックス産業における性的搾取について (また、より具体的に、
⼈⾝取引について)理解しようとする時、植⺠地時代から、アパトトヘイトの歴史、そして、南ア
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フリカの現⾏法や政策に未だ広く浸透している、経てきた時代が遺してきたものについて⽴ち返っ
てみることが必要である。 

 
セックスワークは南アフリカでは犯罪とされているが、広く⾏われ黙認されている。宗教上ない

し⽂化的な理由から道徳に反する⾏為であるというのが⼤⽅の認識である⼀⽅、未だに“必要悪”と
捉えている⼈も多い。南アフリカにおける貧困は、⺠族や性別に偏りが⽬⽴っており、失業率は約
27.7％ (全⼈⼝ 5,500 万⼈に対し) に及ぶが、最も顕著なのは⿊⼈⼥性で失業者の 49.1％を占めて
いる。そのため、教育を受けることができなかった多くの貧しい⿊⼈⼥性にとって、売春が⽣きて
いくための⼿っ取り早い⼿段となっている。初等教育を修了したセックスワーカーの収⼊は、例え
ば家事労働に雇⽤された労働者の収⼊の 6 倍近い。 

 
売春⾏為は、家族や友⼈には⾒つからないように地元近隣から離れた場所で⾏われる場合が多く、

これがセックスワーカーに⾒られる移動⼈⼝の⾼さにつながっている。南アフリカは⼈⼝移動の出
発地で通過点でもあり、⽬的地でもあるが、他国から⼊ってきたは⼈⼝のわずか 2.8％に過ぎない。
このことは、国境を越える⼈⼝移動より、農村部からヨハネスブルク、ケープタウンあるいはダー
バンのような都市へ向かう国内の⼈⼝移動が盛んであることを⽰している。 

 
 (移住・移動する)セックスワークと⼈⾝取引が混同されてしまうこともあるが、セックス産業に
おける他の⼈権蹂躙の形態と⽐較して⼈⾝取引は⽬⽴った問題ではないことがいくつもの研究に
より明らかにされている。この南アフリカの事例研究では、合意の上で従事している成⼈のセック
スワーカーの⼈権擁護に取組む⾮政府組織であるセックスワーカーの教育と権利擁護タスクフォ
ース(SWEAT the Sex Worker Education & Advocacy Taskforce)と全国的なセックスワーカーの運
動組織である Sisonke との協働により、これらの組織体がどのようにアドボカシーと組織的な取組
によりセックス産業における⼈⾝取引に対応しているかを明らかにしたものである。 
 

フィールドワークは、南アフリカにおけるセックス産業や⼈⼝移動の中⼼地であり、かねてより
⼈⾝取引が⾏われ問題となってきた経緯があるヨハネスブルクとケープタウンの⼆都市を対象と
した。両都市で Sisonke のメンバー(延べ 21 ⼈)による 2 つのフォーカスグループインタビューが
⾏われ、併せて、他のセックスワーカーに対し、個⼈的なインタビューが 2 件実施された。さらに、
11 のインタビューが SWEAT、Sisonke、Asijiki 連携体(the Asijiki Coalition セックスワーク合法
化に向けた連合組織)、⼥性法律センター(WLC Womenʼs Legal Centre)、ソンケ・ジェンダー・ジ
ャスティス(Sonke Gender Justice)、セディバ・ホープ・メディカル・センター(Sediba Hope Medical 
Centre)、南アフリカ全国⼈⾝取引リソース・ヘルプライン(the South African National Human 
Trafficking Resource Helpline)の代表者らによって実施された。 

セックスワーカーの回答者の⼤多数は、国際的な取り決めや国内法、政策についてあまり理解は
してはいなかったが、運動との結びつきの中で、⼈⾝取引がある種の搾取⾏為にあたるという理解
を⽰していた。フォーカスグループの参加者もインタビューを受けていた⼈達も、⼈⾝取引がセッ
クスワークの場で起こっているとはいえ、彼らが経験してきた⼈権蹂躙⾏為と⽐べると⼈⾝取引が
それほどよくあることではないということについて意⾒が⼀致した。つまり、役⼈や⼈⾝取引に反
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対する NGO、国際組織などが⼈⾝売買について思い込みをもって接してしまっていることで、蔓
延しつつあるがそれほどわいせつではない虐待事案というのが重視されなくなってしまっている
のである。 

⼈⾝取引と疑われる事案に対し、SWEAT と Sisonke は、社会開発省(DSD the Department of 
Social Development)、ホークス⼈⾝取引反対ユニット(the Hawks anti-trafficking unit)、国際的な
反⼈⾝売買の組織体である A21 が運営する南アフリカ⼈⾝取引リソースライン(the South African 
Human Trafficking Resource Line)とともに取組むこともある。政府機関に⾒られる信頼とパート
ナーシップの⽋如をめぐって団体からいらだちが表明されることもあり、このような取組み⽅は、
セックス産業における⼈⾝取引の特定及び対応を困難にしてしまうだけでなく、セックスワーカー
の⼈権をめぐる活動家、⼈⾝取引に反対する活動家とも緊張を⽣じさせてしまうことにもなってい
る。 

それゆえ、より建設的な理解に向けたモデル、すなわち、⼈⾝取引とセックスワークを明確に区
別すること、さらに、⼈⾝取引に対して共闘しているセックスワーカーやセックスワーカー⼈権擁
護団体を認めることが求められているが、このパートナーシップを効果あるものとしていくために
は、南アフリカにおいてセックスワークの⾮犯罪化が必要である。 
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序章 
 
歴史、政治、社会経済的な概観 
 

南アフリカにおける性の商品化の歴史は⻑く、(特に、奴隷化、隷属化された⿊⼈の)⼥性に対す
る強要や虐待を伴ったかたちでみられることもあった。そのため、セックスワークと性暴⼒あるい
は搾取との関係を理解するには、植⺠地時代とアパルトヘイト時代におけるレイシズムを振り返り、
性的な相互関係と法令を通して明らかにしていく必要がある。 

 
1652 年、オランダ東インド会社のヤン・ファン・リーベック(Jan van Riebeeck)が、東南アジア

との貿易の経由地として、ケープ植⺠地を設⽴した。開拓者らはケープ(サン)の先住者らを⽀配下
において、植⺠地の急速な発展の中で奴隷労働者を輸⼊した。東インド会社は船員と奴隷との性的
関係を禁⽌しようとしたが、船乗りらが妻と離れた何か⽉もの間の航海でどうしようもなくなった
性的欲求を解放したかったことは想像のとおりで、港での売春は黙認されていた。ケープ(サン)に
先住していた⼥性達がどの程度セックスワークに従事していたか明らかではないが、記録によると
植⺠地の船員や兵⼠に売られていたのは⽇常的であった。 

 
1676 年につくられた ケープタウンの東インド会社の奴隷宿泊所(the Company Slave Lodge、現

在の Iziko Museum)も売春宿として運営されていた。奴隷となった⼥性が売春⾏為をどの程度合意
していたかについては議論になってきた。⼥性達が通貨と引き換えに船乗りや兵⼠と性的関係を強
要されていたという説を唱えた 1700 年代の歴史家がいた⼀⽅で、⾃由意志で売春⾏為を⾏ってい
た⼥性もいたという⼈達もいる。セックスワークによって奴隷の⼥性は⾃由になることができた。
奴隷の⼥性との結婚を求める植⺠地の男達は 150 フロリンでその⼥性を⾃由の⾝にすることもで
きた。このような経緯で⾃由を⼿に⼊れた多くの⼥性は、彼らの混⾎の⼦⼥の⾃由も⾦で買うこと
で⼿に⼊れることができた。 

 
それから 200 年が経た 1880 年代に、後にヨハネスブルクとなる地域で⾦が発⾒されたことで、

探鉱者や採鉱夫に当時のトランスバール郡への移住が喚起された。掘っ建て⼩屋が並ぶ新しい鉱⼭
集落は、セックスワークの隆盛の格好な場となった。セックスワーカーには、先住⺠や“コンチネ
ンタル・ウーマン”(アフリカ南部へ移住してきていた貧しいユダヤ系⼥性)のような社会の主流を占
めているわけではない集団の出⾝者も⾒られた。南アフリカ戦争(1899〜1902)が起こると、ヨーロ
ッパから⼥性のセックスワークへの流⼊がまとまったかたちで⾒られるようになった。ヨハネスブ
ルクは⾦の町と呼ばれ、貴⾦属に加えてよりよい暮らしも約束された都市となり、農村部や隣国か
ら⾦鉱へ働きに出てきた若い⿊⼈ の男達をひきつけた。彼らは男性限定の鉱⼭の宿泊所に住み、
⼀⽅、⼥性たちの多くは家族のいる農村部にいた。このことが、鉱⼭町、特に移ってきた鉱⼭夫ら
がいた宿泊所でセックスワークが繁盛する要因となった。 
  

1948 年、⽩⼈少数派の国⺠党がアパルトヘイト⼈種隔離政策を打ち⽴てた。⿊⼈らは、ドンパ
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スという⾝分証の携帯を(特に、村やタウンシップの外へ⾏く際には)余儀なくされた。 この法律
により⿊⼈の移動は⼤きく制限され、彼らの経済的機会も限定された。 ⿊⼈男性は、⾦鉱で仕事
を⾒つけることはできたが、⿊⼈の⼥性達が就くことができたのは鉱⼭労働者を相⼿にした売春や
アルコールを売る仕事程度にすぎなかった。 

 
何⼗年にもわたる⽩⼈による抑圧の後、1994 年にアフリカ国⺠会議(ANC)のネルソン・ホリシ

ャシャ・マンデラ Nelson Rolihlahla Mandela が南アフリカ初の⿊⼈で初めて⺠主的に選出された
⼤統領となった。 この報告書の執筆時点では、ANC はジェイコブ・ゲドレイーシュレキサ・ズマ
Jacob Gedleyihlekisa Zuma ⼤統領が議⻑を務めている。 

 
今⽇、南アフリカの⼈⼝は約 5,500 万⼈に及び、そのうち 80％以上を⿊⼈が占めており、9 つの

州と 11 の公⽤語から成り⽴っている。依然として鉱業が国内経済を⽀えており、⾁体労働を担っ
ているのはほとんど国内外からの移住労働者である。GDP は 2,948 億⽶ドル(2016 年)で中所得国
といわれているが、汚職が横⾏している現政権は国際市場における経済の信頼を失墜させた。 世
界的な⼤⼿格付機関の⼆つが、ガバナンスの貧弱さを理由に南アフリカを「ジャンク級」に格下げ
した。失業率が約 27.7％と⾼い中、⿊⼈⼥性の失業率は約 49.1％と顕著であり、貧困が未だ⼥性に
偏っている。このような中で、⽣計を⽴てるための唯⼀の選択肢あるいは最善の選択肢としてセッ
クスワークに⽬を向ける⿊⼈⼥性も多い。⼩学校教育を受けたセックスワーカーは、家事労働など
のかたい仕事の収⼊の 6 倍近くを稼ぐことができる。⼥性のセックスワーカーはおよそ 4 ⼈の家族
を扶養することができる⼀⽅で、男性が養えるのは 2 ⼈ほどに過ぎない。 
 
ジェンダーとセクシュアリティ 
 

南アフリカの⾰新的な憲法では、ジェンダーをひとつの社会的⾏為としての表現(⽣物学的な性
差に対して)とみなしており、男⼥の性どちらにもあてはまらないジェンダー・ノンコンフォーミ
ングの⼈達の権利も守られている。しかしながら、南アフリカにおける性と性差に基づく暴⼒の発
⽣率は世界的に⾒て⾼い。2014 年の研究によれば、⼥性の 25.3％が何らかの性的暴⼒を受けてお
り、また男性の 37.4％が暴⼒をふるったことが明らかにされている。⼥性に対する暴⼒の発⽣率が
⾼い国では、ジェンダー、セクシュアリティ、性をめぐるヘテロノーマティヴィティが露⾻に軽視
されているように、セックスワーカーに対する暴⼒も⾮常に⾼く、⼥性のトランスジェンダー・セ
ックスワーカーもまた虐待にあうリスクが⾼い。 
 

南アフリカ⼈⼝保健調査(SADHS: The South Africa Demographic and Health Survey)の 2016 年
重要指標報告によれば、18 歳以上の既婚⼥性の 5 ⼈にひとり(21％)が家庭内暴⼒を経験し、その
うち 8％は調査時点の最近 1 年以内に経験している。また、既婚⼥性の 6％がパートナーから性的
暴⾏を受ており、2％は調査時点の最近 1 年以内に経験している。ドメスティックバイオレンスに
関するこの統計調査でセックスワーカーがどれほど対象とされていたかは不明だが、2017 年の調
査によれば、ソウェトのセックスワーカーの 53.8％が最近 1 年で近親者から暴⼒を受けており、
55.5％は近親者ではない相⼿からの暴⼒を受けていた。セックスワーカーの近親者間での暴⼒につ
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いて被害者を救済する最善策を突き詰めていくにはさらなる研究が必要である。 
 

セックスワーカーに対する性と性差に基づく暴⼒(SGBV)は家⽗⻑制に深く根ざしている。虐待
の被害者の多くはセックスワーカーであるが、法的⼿段を取られることはほとんどない。さらに、
警察官も主に男性で犯罪を取り締まる際にジェンダーの偏⾒が⽣じることもよくある。彼らはセッ
クスワーカーを拘束し(あるいは性的⾒返りを求め)、⼀⽅で、警告する(賄賂を求める)ことがよく
ある。 ⼥性法律センター(WLC)による 2012 年の調査では、セックスワーカーの 70％が何らかの
警察による虐待を経験している。すなわち、セックスワークの性と性差に基づく暴⼒の問題に取り
組もうとする際には、セックスワークが犯罪とされている状況を踏まえて、ジェンダーないし性的
側⾯のありようについても考察していくことが重要である。 
 
移住と外国⼈嫌悪 
 

南アフリカは、⼈⼝移動の出発点で経由地でもあり、また、⽬的地にもなっている。南アフリカ
のコミュニティ調査 2016 年報告によると、外国から来た⼈は⼈⼝の 2.8％に過ぎない。国内の⼈⼝
移動は国境を越えた⼈の移動より盛んで、郊外からヨハネスブルク、ケープタウン、ダーバン等の
都市部へ向かう移動が主である。 
 

性産業における移動⼈⼝は⽐較的⾼い。2010 年の調査によると、1,653 ⼈の⼥性セックスワーカ
ーのうち 46.3％が越境移住者であった。⼤都市圏への移住セックスワーカーの集中は、地域コミュ
ニティ構成員(及び、地元のセックスワーカー)には移動によるセックスワークが広く⾏われている
印象を与えている。その結果、昨今外国⼈に対する暴⾏が多発する中、ヨハネスブルク近郊の住⺠
らが外国⼈経営の売春宿を襲撃した。こうした攻撃やそれに続く警察の⼿⼊れは、薬物や⼈⾝売買
など移住者による犯罪の脅威への対処として正当化されることが多々あった。 
 

ところが、上記の調査では、越境移住者の 1/4 が出⾝地を離れる前から売春を⾏っていたことも
明らかになっている。この研究は Olivier(2011)や Gould(2011)の研究とともに南アフリカにおけ
る外国出⾝セックスワーカーが、⼈⾝取引あるいは性的搾取の被害者としてセックスワークに⾜を
踏み⼊れるという捉え⽅に疑問を呈している。 
 
セックスワークの景観 
 
セックスワークの社会⼈⼝動態と法令 
 

2013 年のセックスワーカーの⼈⼝規模を推計した研究によると、南アフリカの⼥性のセックス
ワーカーは約 153,000 ⼈で、そのうち、およそ 6,000 ⼈がトランスジェンダーの⼥性、7,000 ⼈が
男性、そして約 138,000 ⼈の⼥性(南アフリカの⼥性⼈⼝の 0.9％程度)を占めている。その多くは
⿊⼈で 70％近くが路上を⽣業の場としている。 セックスワークを始める年齢は平均 24 歳で、セ
ックスワークに従事するのは平均 12 年程度である。 
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南アフリカのセックスワークは、1957 年の性犯罪法(SOA: the Sexual Offences Act)の第 20 条

(1)(aA)及び 2007 年改正により、すべてが犯罪とされている。つまり、セックスワーカーも、客も、
セックスワーカーから利益を得ている者も、法律上は犯罪者と⾒なされる。この法律は、特に⽩⼈
と⿊⼈(アフリカ⼈、インド⼈、“カラード”すなわち⾮⽩⼈と呼ばれる⼈達)との間の性的⾏為を禁
じる、⼈種間の性的関係を犯罪とした 1927 年の⾮道徳法の名残である。  
2007 年改正の刑法では、買春⾏為も明記された。これは、ジョーダン事件の憲法裁判所判決(Jordan 
v. State Constitutional Court) 2002.31 として⽰された。性犯罪法に基づく州憲法裁判所の判決を受
け、マッサージ店のオーナー Ellen Jordan と 2 ⼈の従業員は、合憲性をめぐって⾼等裁判所に控訴
した。 彼らの主張は、同法はセックスワーカー(主に⼥性)を罰するもので客(通常は男性)を罰せら
れることがないのはジェンダーに偏っているというものであった。⾼等裁判所は Jordan に有利な
判決を下したが、憲法裁判所は判決を覆した。裁判官は、売春宿に関する条⽂と同様に、報酬のた
めの違法な性交を犯罪とすることの合憲性を⽀持した。多数決の結果、同法は、男⼥のセックスワ
ーカーについて差別してはおらず、ゆえに男⼥中⽴である⽴場をとった。 
 

セックスワークは依然として法律により犯罪とされている⼀⽅で、その⾏為で捕まらない限り、
セックスワークで誰かを起訴することは難しい。それが、おとり捜査が⾏われる理由にもなってい
る。警察が、客としてセックスワーカーにサービスを求め、それを逮捕の証拠として利⽤されるこ
とが知られている。当局はまた、セックスワーカーを起訴するために、うろつきや公共の迷惑の防
⽌条例を持ち出してくることがある。 
 

1999 年、南アフリカ法改正委員会(SALRC: the South African Law Reform Commission)は、性犯
罪法「成⼈売春」に関する法改正プロジェクトの過程で、性的労働に対する法制度の⽴法改⾰にか
かる調査及び勧告を⾏った。セックスワーカーの教育及び擁護のタスクフォース(SWEAT)やその
他の市⺠社会団体からなるセックスワーカーの権利に携わる活動家らは、「成⼈の売春」に関する
提⾔書を⽰し、セックスワークをめぐる完全犯罪化が及ぼす影響、規制、合法化、⾮犯罪化をめぐ
る概要を提⽰した。SALRC による報告は 2015 年には最終化されたが、期待されていた報告書が公
開されたのは 2017 年 5 ⽉であった。この報告は、セックスワークの⾮犯罪化については却下した
⼀⽅で、セックスワークにかかるあらゆる側⾯を完全に犯罪とすることを継続していくのか、⼀部
犯罪化の容認(いわゆる「スウェーデンモデル」)のどちらかを採⽤することを勧告している。また、
転換と退去の戦略、すなわち、「売春に関わる⼈々の強制されている状況からの救出、リハビリテ
ーション、訓練、回復プログラムに参加させる」勧告も⽰されている。SALRC による Project 107
の報告書の公表を受けて、法務局(DoJ and CD: the Department of Justice and Constitutional 
Development)は審議に向けて国会議員に同勧告を提⽰しなければならないが、これがいつになる
のかはまだ明確ではない。しかし、法務局は、SALRC の報告を考慮することになる⼀⽅、この問
題をめぐって公的関与を促していくかについては未決であるとしている。 
 
セックスワークと HIV 施策 
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南アフリカは HIV 感染者が極めて多く推定 740 万⼈(およそ 5 ⼈に 1 ⼈が HIV 感染者)にのぼり、
全⼈⼝の 13％がこれに相当し、15〜49 歳では 19.2％を占めている。新規 HIV 感染者の約 19.8％
はセックスワークに関連していると推定されている(セックスワーカー、客、客の性的パートナー
を含む)。セックスワーカーのHIV 陽性率は全国で約 59.6％。南アフリカ健康監視調査(2013〜2014)
によると、3 ⼤都市圏の⼥性労働者の HIV 陽性率は、ヨハネスブルグで 71.8％、ダーバンで 53.5％、
ケープタウンでは 39.7％と推定されている。 
 

南アフリカ国家エイズ評議会(SANAC: the South African National AIDS Counci)、政府、および
セックスワーク・セクターとの⻑期にわたる継続的な取組により、2016 年 3 ⽉、南アフリカセッ
クスワーカーHIV 計画が策定された。2016 年 3 ⽉の策定時、副⼤統領であるシリル・ラマポーザ
Cyril Ramaphosa(SANAC の議⻑でもある)はセックスワークの⾮犯罪化を求めるまでには⾄らな
かったが、憲法に基づいて売春をひとつの仕事として認めるよう国に促した。ラマポーザは、セッ
クスワーカーの活動体である Sisonke のナショナル・コーディネータである Kholi Buthelezi にひ
まわりの花を⼿渡す強い意思表⽰をした。これを契機に、未 HIV 感染者への事前の抗エイズ薬経
⼝投与(PrEP)とセックスワーカーへの試験治療薬が展開される道が開かれた 
 

2017 年、HIV、TB、および STI に関する国家戦略計画 2017〜2022 が策定された。それまで多
くの市⺠団体が継続的に提案を⾏ってきており、SANAC のセックスワーク・セクターもセックス
ワークの⾮犯罪化の明⽂化を要求してきたが、最終報告で実現には⾄らなかった。 
 

HIV/AIDS をめぐってセックスワーカーが意思決定者との関わり合いに戦略的に参画できるよ
うになってきたものの、(セクシュアリティや働く権利まで含む)⼈権について最⼤限の理解を働き
かけるまでの説得⼒は持ち得てはいなかった。逆説的に、セックスワーカーが HIV/AIDS 治療を
受ける権利だけを認めることは、単なるウイルスの媒介というレッテルをセックスワーカーに貼っ
てしまうリスク、すなわちセックスワーカーに対する汚名をさらに深いものにしてしまうことにも
なる。 
 
⼈⾝取引とセックスワーク 
 
⼈⾝取引をめぐる政策 
 

⽶国による 2017 年⼈⾝取引(TIP: Trafficking in Persons) 報告書では、南アフリカは「強制労働
と性的⼈⾝取引の対象となる男⼥、⼦供の出⾝国、通過および渡航先の国」と記されており、7 年
連続で第 2 階層にランク付けされている。 しかし、これを裏付ける証拠はほとんどなく、国内の
⼈⾝取引は依然として「とらえどころのない統計による悪夢」として捉えられている。 
 

毎年 3 万⼈の⼦供が性的搾取により南アフリカへ⼈⾝取引されているという⼈⾝取引反対活動団
体による主張は、「誇張され、根拠のない」ものとされている。内務省(DoHA: the Department of 
Home Affairs)においても、同様の統計値が、こ疑わしいにも関わらず、⼦供の移動に関する差別
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的な⼊国管理政策及び厳格な⼊国査証に関する法令の導⼊を正当化する際に使⽤された。これらは、
観光業界により騒動となった後、修正されることになった。 
 

2015 年 8 ⽉、南アフリカにおける⼈⾝取引を防⽌し⼀掃する法律(PACOTIP: Prevention and 
Combating of Trafficking in Persons)が公布された。 これは、⼈⾝取引に関する国内初の包括的な
法律で、国連総会で採択された「⼈、特に. ⼥性および児童の取引を防⽌し、抑⽌しおよび処罰す
るための議定書」(the United Nations (UN) Protocol to Prevent, Suppress and Punish Trafficking 
in Persons, Especially Women and Children (UN Trafficking Protocol))における義務を積極的に守
ることを図るものであった。 
 

国連議定書と同様に、PACOTIP 法(4.1 節)では、⼈⾝取引業者を 「搾取を⽬的に⼈⾝取引され
ている犠牲者を⼒によって、あるいは、強制的に、または、だまし、南アフリカの国境内もしくは
国境を越えて第三者に引き渡す、募る、運ぶ、かくまう、売る、交換する、賃貸しする、受け取る、
あらゆる者」 としている。  
⼈⾝取引報告によると、PACOTIP 法により⼈⾝取引に関する事案の法的執⾏と有罪判決は増加し
た。しかしながら、⼈⾝取引の⼤半は他の労働セクター(農業、鉱業、建設、漁業)で⾒られていた
が、2016 年にこれらの分野における⼈⾝取引が起訴され有罪となることはなかった。実際のとこ
ろ、政府が照準を定めているのはセックス産業で、⼈⾝取引を伴うセックスワークへの注⽬、そし
て両者を⼀緒くたにしてしまっている捉え⽅は、法案、政策、そして⼈⾝取引に対抗する取組みへ
の⼲渉に浸透してしまっていた。 
 
南アフリカにおけるセックスワークと⼈⾝取引をめぐる議論 
 

セックスワークは犯罪であるが、南アフリカでは依然として広く⾏われており容認されている。
そして、ほとんどの⼈がそれを宗教的および／または⽂化的な理由から不道徳だとみなしているが、
未だにそれを必要悪と⾒なしている⼈も多い。⼈⾝取引との関連で⾒ると、他の国々と同じく、南
アフリカには本質的に⼆つの対⽴する捉え⽅がある。すなわち、セックスワークが⼈⾝取引との関
わりの上に内在しているという⾒⽅、そして、⼈⾝取引はセックスワークで⾏われているものかも
しれないが、必ずしも内在しているとはいえないと主張する⽴場である。しかしながら、Joanna 
Busza は、セックスワークにおける⼈⾝取引に反対する議論を、過度に単純化して捉えることの危
険性に警鐘を鳴らしている。 
 
セックスワーカーの経験というの、様々な選択や強制を耐えてきた⼥性達の、積み重なってきた変
化の度合いによるものなのです …加えていうと、セックスワーカーは個⼈個⼈異なる段階を経る
ものでもあります。例えば、騙されたことで売春に⾜を踏み⼊れてしまった⼥性は、この仕事を続
けていくか⾃分で決めることになるかもしれないのですが、つまり、セックスワークをはじめたき
っかけが現在の感覚や動機や優先順位を決めるわけではないのです… 
 

これは、後ほど、この報告の中で、ひとりの回答者がどのような経緯で⼈⾝取引されてセックス
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ワークの世界に⼊ることになったかを話した時に再び取り上げる点でもあるが、今では「誇るべき
渡り歩くセックスワーカー」と思えるようになっている。 

 
さらに、Gould and Fick の研究からは、⼈⾝取引がケープタウンのセックス産業の⽬⽴った特徴

にはなっていないことが明らかになった。国連の⼈⾝取引にかかる議定書で定義されているような
何らかの形の⼈⾝取引を経験したと回答したのは、回答者 164 ⼈のうち 8 ⼈に過ぎなかった。さら
に、彼⼥らは、過去には取引の対象になってしまっていたが、その後どうにかその状況から⾃ら逃
がれることができていた。 その研究では、⼈⾝取引されたわけではないが、5 ⼈の⼦どもが売春を
⾏っていることも明らかにされた。時に⼈⾝取引とは認められない売春婦の所有者／管理者による
強制および搾取の報告はよくあることでもあった。 

 
研究⽅法 
 

本研究の南アフリカのパートナーとして、SWEAT と Sisonke がフォーカスグループとインタビ
ューの実施、調査に不可⽋な関係者・参加者の⾒極め、調査にあたっての質問の確認・⾒直しの⽀
援を⾏った。フィールドワークの範囲は、ヨハネスブルグとケープタウンの 2 つの都市とした。こ
れらの都市が南アフリカにおけるセックスワーク、⼈の移動、⼈⾝取引にかかる歴史的景観や議論
で中⼼的な位置づけにあるためである。このように、各都市で、フォーカスグループは SWEAT サ
ービスユーザーで、主に Sisonke のメンバー(現在または以前のセックスワーカーでもある)によっ
て進められた。 

フォーカスグループの参加者は合計 21 ⼈、ヨハネスブルグで 14 ⼈、ケープタウンで 7 ⼈、そし
てセックスワーカーとの個⼈インタビューが 2 回⾏われた(ケープタウンを拠点として)。 参加者
はほとんどが⿊⼈⼥性で、2 ⼈のトランスジェンダー⼥性と 2 ⼈のジンバブエ出⾝の移住セックス
ワーカーもいた。 ヨハネスブルグの回答者は⼤部分が売春宿で働いていて、⼀⽅、ケープタウン
の回答者は街⾓で客を取っていた⼈達であった。 Sisonke が対象としているのは成⼈で合意をした
セックスワーカーであるため、参加者の年齢は全員 18 歳以上であった。 
 

さらに、個別⾯接が 11 回⾏われた。 6 回の最初のインタビューは SWEAT または Sisonke のス
タッフが⾏った。(ヨハネスブルグでは Sisonke のピアエデュケーター2 ⼈、ケープタウンでは 4 ⼈
の SWEAT スタッフ(ディレクター、ヘルプラインコーディネーター、⼈権ロビー活動の責任者、
そして Asijiki 連携体のコーディネーター)。 4 回のインタビューが、パートナー/関連団体の代表
者、(⼥性法律センター(WLC)、ソンケ・ジェンダー・ジャスティス、セディバ・ホープ・メディ
カル・センター、および南アフリカ全国⼈⾝取引リソース・ヘルプライン)も交えて実施された。
この研究の知⾒は、検証と正確性の確認するためにはじめに SWEAT と Sisonke に共有された。⾒
直しを⾏う過程で、Sisonke のナショナル・コーディネーターがさらなる洞察を与えた。その結果
は本報告でも⽤いている。 
 
調査インタビューのガイドラインと同意書は英語で書かれているが、参加者とやりとりを⾏う際、
よりよい理解のためにいくつかの質問／⽂章をズールー語とコサ語(現地語)に翻訳することとし
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た。 回答者が最も慣れ親しんでいる⾔語で対応することとし、適宜 3 つの⾔語を⽤いることもあ
った。これによりコミュニケーションは⼤いに改善されたが、⽂字に記録する際に困難も⽣じたこ
とがあった。 フォーカスグループでは、必要に応じて通訳も交えて参加者にインタビューを⾏っ
た。 
 

私がセディバ・ホープ・メディカル・センターにおける⼈⾝取引が疑われた件(2017 年 2 ⽉、プ
レトリア)の調査と記録に SWEAT、⼥性法律センター及びソンケ・ジェンダー・ジャスティスと協
働した際、参与観察の⼿法が取り⼊れられた。セディバ・ホープ・メディカル・センターの事例の
詳細は、この報告の後半で説明している。 
 

この研究には、ウィッツ⼤学(Wits University)の研究倫理審査証明書が発⾏され、すべてのフォ
ーカスグループとインタビューの際に話し合って署名された際、同意書が得られている。セックス
ワーカーの回答者はほとんどが匿名のままとすることを選び、代わりに偽名を提供した。この報告
では、斜体で⽰している。実名で⽰している団体の回答者については同意を得ている。 
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知⾒ 
 
組織について 
 

SWEAT は、男性のセックスワーカー Shane Petzer と 臨床⼼理学者の Ilse Pauw が、セックス
ワーカーが利⽤できる性の健康(セクシャルヘルス)に関するサービスが⽋落していることに気付
いたことから、安全な性教育を⽬指すプロジェクトとして 1994 年にケープタウンで設⽴され、1996
年に⾮政府組織として登録された。この団体は、売春をひとつの職業形態として、南アフリカにお
ける成⼈の同意をもって従事しているセックスワーカーの⼈権とセックスワークの⾮犯罪化を主
張している。セックスワークに対する SWEAT の⼈権の取組み⽅は、その⼈その⼈を尊重する考え
⽅、つまり、クライアント／受益者のニーズに対応したアプローチである。また、セックスワーカ
ーの能⼒開化やリーダーシップの⽀援についても取組んでおり、主に 3 つの分野でサービスを提供
している。セックスワーカーの能⼒開化と環境整備(SWEEEP)、法制度改⾰に向けた提⾔(ALRP)、
そして、国内のセックスワーカーの運動組織である Sisonke(最近、独⽴した団体として登録された
が、SWEAT が運営⽀援を⾏っている)である。 

 
SWEAT は⼈権を守るワークショップも⾏っている。具体的には、安全な場所のワークショップ

(「クリエイティブスペース」)、⽀援とアウトリーチ、ピアエデュケーターによる運営、リーガル・
クリニック、訓練を受けた看護師による診療設備、⼼理社会的カウンセリング、24 時間無料のヘ
ルプライン。本部は現在もケープタウンにあるがハウテン州(ヨハネスブルグ)と東ケープ州(イース
トロンドン)にも地域事務所を置いている。 
 

2003 年に、SWEAT は全国的なセックスワーカーの運動体である Sisonke(ズールー語の「私達
は⼀緒」という意味)の設⽴を⽀援した。南アフリカのセックスワーカーは、⾃分達の状況や仕事
にふりかかっていることについて声を聴いてもらえる時が来たと感じた。そして、運動のスローガ
ンはʻNothing about us, without usʼ(私達なしには、私達にはなにもない)となった。Sisonke は全国
のセックスワーカーを動員し組織化して、彼ら⾃⾝で⼈権を守る闘いを⽴ち上げた。Sisonke のナ
ショナル・コーディネーター Kholi Buthelezi によると、この運動は国内 9 州全てで 1,100 ⼈を超
える参加者を擁している。Sisonke はまた、セックスワーカーが⼀般社会、客、客引きや売春宿の
管理者、法執⾏機関からの汚名と虐待をなくしていくための取組も⽀援している。この活動は、ア
フリカ・セックスワーカー同盟(ASWA: the continental African Sex Worker Alliance)の⼀部として、
SWEAT が 2009 年のアフリカ初のセックスワーク会議(2015 年まで議⻑)及びセックスワーク・プ
ロジェクトのグローバル・ネットワーク(NSWP)の設⽴を⽀援した。 
 
組織化のメリット(と課題) 
 

Sisonke のナショナル・コーディネーター Kholi Buthelezi は、Sisonke の活動を、現場のセック
スワーカー、政策⽴案者や実務担当者との仲介役と説明する ―「運動が⼤きくなればなるほど、
セックスワーカーに関するプログラムについて相談されるようになります。そのガイド役を担うこ
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とになるわけです」。このことについて、Sisonke がどのようにして 2011 年に SANAC(南アフリカ
国家エイズ評議会)のセックスワーク・セクター設⽴以降、SANAC 市⺠社会フォーラムの⼀員とな
り、南アフリカ国⺠セックスワーカーHIV 計画草案に加わることができるようになったかについて
伝えてくれている。 
 

インタビューの中で、Sisonke のピアエデュケーターが活動としての組織化の重要性について強
調していた。これによって⾃分達の権利を主張し⼀丸となって⾮犯罪化を求めることができるから
である。ヨハネスブルグの Sisonke のピアエデュケーター Doris Nyongwana もまた Sisonke の⼀
員であることがパブリック・スティグマに対処する上で、また売春宿のオーナーと労働者としての
権利を交渉する際にいかに有効であったかを語ってくれている。  
 

セックスワーカーとしての私達についている汚名は、最初とは違っています。…Sisonke と共に、
今、私達は違う場所に向かっています。売春宿のオーナーがひどかったと⾔う⼥性達もいるかもし
れない。けれども、今は前と違うのです。それも Sisonke がオーナーに⼀対⼀で話をしに⾏ってく
れたからです。コミュニティでもセックスワーカーを認めてくれるようになりました。 
 

しかしながら、ひとつの運動としての組織化に伴う連帯は、移動してきたセックスワーカーにま
で及ばないことがある。ヨハネスブルグのフォーカスグループで、南アフリカのセックスワーカー
と移ってきたセックスワーカーとの間で緊張が⾼まった時にそれが⽰された。移ってきたセックス
ワーカーの⼀⼈に対応した件について、Thembisa Mnguni(現地のセックスワーカー)は語っていま
す。 
 

聞いてください。私達はあなたがたに南アフリカのいてほしくないというわけではないです。私
達が苦しんでいるのが問題なわけで。私達はお⾦が必要、けれど、あなたがたが欲しいのは仕事で。
…さらに悪いことには、外国から来た⼈はほとんどが書類を持っていないので、それが私達には影
響あるわけです。…で、もし労働許可証を持っていたと政府が認めれば、滞在できてしまいます。
ここに来るのには仕事が欲しいからだとわかっていますけれど、南アフリカを乱してしまおうとい
うような、そんな気持ちを持ってきていたりもしますよね。ドラッグを売っていたり、ナイジェリ
ア⼈のように、ヨハネスブルクが、今そんなでしょ。これでいいんですか？ 彼らは私達の⼦ども
を利⽤していたりもしますよね。 
 

移ってきたセックスワーカーの⼤都市への集中は、ヨハネスブルグの都⼼部のように、地元のセ
ックスワーカーと激しい競争をもたらす結果となった。また、⼀部の南アフリカのセックスワーカ
ーがきっかけで、政府やメディアが(時に暴⼒的な)欲求不満を正当化する⼿段として、腐敗や犯罪
を持ち込む外国⼈(特にナイジェリア⼈)について⾔及することにもつながった。ヘルプライン・コ
ーディネーターの Nomsa Remba もまた、移ってきたセックスワーカーと地元のセックスワーカ
ーとの間に緊張が⽣じたことを認めているが、特に隣国ボツワナ、ジンバブエ、モザンビークから
来たセックスワーカーが多く集まっていたリンポポ州ではさらに強⼒なセックスワーカーの連帯
が⽣まれることになった。 
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リンポポのセックスワーカーの素晴らしいところは、何よりもお互いを⽀え合っているというこ

とです。セックスワーカーが問題を抱えていたら、彼⼥がやっていけるようにカンパをするような
ことをしているのは、私が知る限りここだけです。⼝論したりすることなく、彼らはうまくやって
います。 
 

Sisonke が地元のセックスワーカーと外から来たセックスワーカーとの間の緊張にどう対処して
いるかを尋ねられた時、Buthelezi は、連帯を強めていくために敏感になることを⽬指したワーク
ショップをやった、と説明した。そこでは、メンバーに対し「疎外されたコミュニティなのだから、
お互いに愛し合う」ということを教えたという。さらに、Sisonke では、⼈種、性別、国籍を超え
て、メンバーシップ、⼈員配置、リーダーシップの多様化に向けて⼀丸となって努⼒してきた。現
在、Sisonke には、ジンバブエ⼈のアシスタント・ナショナル・コーディネーター Pamela Chakuvinga
を含む外国⼈スタッフもいる。 

 
国内におけるセックスワーカーの課題 
 

ASWA がまとめた 2011 年の報告によると、南アフリカのセックスワーカーは、警察の残虐⾏為、
医療従事者による差別、客引きや売春宿の管理者による虐待、クライアントからの暴⼒、地域社会
から浴びせられる汚名など、さまざまな⼈権侵害を経験している。 これらは、セックスワークの
犯罪化によるところが⼤きい。SWEAT の⼈権とロビー担当役員 Nosipho Vidima が説明してくれ
たように、この研究の参加者も同じ課題について返答している。 
 

私達が遭遇するひどい⼈権侵害は、警察の残虐な⾏為やの賄賂、セックスワーカーを逮捕するた
めの内規を出してくることです。…規定⾃体は実際には機能していないので、出廷しないよう、⼀
晩ないし⼀週間以上、拘束されている⼥性とともにいます。ほかには、セックスワーカーに対する
客からの虐待です。レイプされたり対価が⽀払われなかったり、孤⽴した場所や暗闇の中に置き去
りにされるなどといったことです。 
 

ヨハネスブルグのフォーカスグループのメンバーは、上記のような警察と客の虐待が繰り返され
たが、売春宿で働く際に直⾯する⾼賃貸料や不適切な治安などの課題もあげた。 参加者の⼀⼈は
説明した。 
 

セックスワーカーとして、セキュリティを厳重にしてもらえたらと思っています。というのも、
客とけんかになるかもしれないし、客の⽅が強くて、他の⼈は⼿助けもできない (ズールー語から
の訳) 
 

このような⼈権侵害に加え、セックスワーカーの回答者は、セックスワークと親密なパートナー
からの暴⼒のせいで⾃分達の⼦供達に知られるようになってくる汚名や悪⼝について挙げた。 こ
れらについて、それまでの研究で記されてはいなかった。ケープタウンのフォーカスグループでは、
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参加者の⼀⼈が 同居しているボーイフレンドからの⾁体的および精神的虐待について涙を流し
ながら語っていた。 
 

聞きたいのですけれど… 私が抱えている問題というのは… こんな⼈はどうしたらよいのか。
あなたがセックスワーカーだとして、その⼈と出会って、けれど、あなたはセックスワーカーだと
いうことは隠していて。で、今はもうその⼈には隠していたこともわかって。その⼈には問題にな
って仕事も失ってしまって。その⼈はセックスワーカーのあなたが⽀えてくれるものだと思ってい
て、買ったりしたものも取り上げられたり。で、その⼈は乱暴してきて。どうしたらよいと思いま
すか？（コサ語からの訳） 
 

彼⼥は、暴⼒をふるうパートナーから離れようとしたけれども、パートナーは彼⼥を⾒つけ出そ
うとして引きずり戻したと話した。グループの彼⼥の仲間も、彼⼥の状況に怒りを覚え、なんとか
してあげようと思い、虐待の関係を断つことと、警察にこの件を訴える⼒になってくれる SWEAT
ヘルプラインのカウンセラーに知らせるように伝えた。彼⼥がいられる別の場所を⽤意できる彼⼥
の親友と連絡を取る⼿配も⾏われました。 
 
⼈⾝取引はこれらの課題にどう適応するか 
 

国際的な議定書や国内法、政策について認識がないとしても、ヨハネスブルグのフォーカスグル
ープの参加者の⼀⼈ Nonhle Zulu が「私が⾏きたくもない場所に連れていかれることが⼈⾝取引」
と簡潔明瞭に語っているとおり、⼈⾝取引が移動に関連した何らかの搾取の形態であるということ
は理解されている。しかしながら、セックスワーカーの回答者は、⼈⾝取引について、過重労働、
賃⾦未払い、⾏動の制限、罰⾦を科した強要といった売春宿のオーナーや店主による労働搾取と同
じようもののように語る傾向が⾒受けられた。参加者とインタビュー被験者は、⼈⾝取引がセック
スワークにおいて⽣じていても、セックスワークで経験する他の⼈権侵害ほど⾏われているわけで
はないことについては同意をした。結果的に、政府関係者、NGO、国際機関が⼈⾝取引について
のこだわりから、広くは⾒られてもそれほど卑劣ではない虐待に注意が払われなくなくなっている。 
 

セックスワーカーらが課題を挙げる場合、前項までに述べてきたように、⼈⾝取引がはじめに語
られることはなかった。しかし、⼈⾝取引に関する⼀般的な議論を始めると、彼らが⽣業の中で⾒
聞きしてきた⼈⾝取引の事案について思い出す⼈もいた。実際に⾃⾝もはじめは⼈⾝取引されてセ
ックスワークをさせられていたのではないのかと今思うようになったことを話してくれる⼈もで
てきた。フォーカスグループの参加者の⼀⼈、ジンバブエの移⺠セックスワーカーである
Chidhawazo Vhembe は、彼⼥が 2007 年に売春をはじめた経緯について説明してくれた。 
 

私が始めたのはセックスワーカーにはなりたかったからではなくて、ジンバブエからボツワナま
で友⼈に連れてこられて仕事に就きました。出来⾼制の仕事に向かうということでした ―家事・
洗濯、庭の掃除など、なんでもやるつもりで― 。そして友達がバス代を渡してくれました。ボツ
ワナに着いて、ドライブインに⽌まりました。 
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そのドライブインで、彼⼥の友達は彼⼥を⼀台のトラックに連れて⾏き、運転⼿と隠れて何かを

話し始めました。それから彼⼥は店に⼊り、 Chidhawazo をトラックの中に置き去りにしたまま去
ってしまった。 
 

それからトラック運転⼿は私にセックスワークをするよう依頼してきました。私は拒否しました
し、興味もありませんでしたが、ほかに選択肢はありませんでした。そして、男とセックスをして
も、私に⾦を払うことはなく、連れてきた友達がまず交通費を払えと⾔っていたので男は⼥に⾦を
渡していたのです。 
 

Chidhawazo は、それから、ナミビア、コンゴ⺠主共和国、そして南アフリカを渡り歩いて、「誇
り⾼い移動するセックスワーカー」を⾃称している。 しかし、彼⼥は最初に騙されて売春をはじ
めたことを認識していてその経験が「苦痛」だったことを認めている。 同じグループの中で、少
なくとも 2 ⼈の他の南アフリカのセックスワーカーが、友⼈または家族から、どのように誘われて
セックスワークに強制されたかについて話をしてくれたが、⾃分達が⼦供や家族のために⼗分な収
⼊を得ていることに気づき売春を続けることを選んだと話している。  
これらの回答者は、Busza が前に述べた、セックスワーカーはこの業界に⾜を踏み⼊れる前に経験
するかもしれない選択と強制の様々な程度の連続性を呼び起こす。しかし、それをもって、売春⾏
為を続けることにした彼らの⾏為主体性や⾃主権を否定しようとすべきものではない 
 
⼈⾝取引反対の議論が及ぼす影響 「彼らは私達のことをちゃんと信頼しているとは思わない」 
 

SWEAT は、社会開発局(DSD)、ホークス⼈⾝取引反対ユニット、さらに最近では、国際的に活
動している⼈⾝取引防⽌団体 A21 が運営する南アフリカの⼈⾝取引リソースラインと協働するこ
とがある。 しかし、国内ヘルプラインコーディネーターの Nomsa Remba は、政府機関に⾒受け
られるパートナーシップの⽋如についていくらかの不満を表明した。SWEAT が何かの件でホーク
スに対して⼝を挟むと、その進捗状況について返事が返ってこないことがよくある。 「彼らは私
達を⼗分に信⽤していないと思う」と彼⼥は⾔う。 
 

SWEAT スタッフの回答者はまた、⼈⾝取引に反対する論議が⼈⾝売買防⽌団体との関わり合い
に及ぼす悪影響について繰り返し嘆いた。 2010 年頃、SWEAT は、財源があり⼈⾝取引にうまく
対応できる権限がある⼈⾝取引反対団体と戦略的に連携していくため、⻄ケープ州⼈⾝取引に反対
する連合に加わった。 セックスワークについてのイデオロギーの違いはその構成団体にもあった
が、SWEAT に対して敵意が露⾻に現れることもあった。 SWEAT の Sally-Jean Shackleton ディレ
クターはこう説明する。 
 

実際、ある組織は SWEAT について煽るようなことをウェブサイトで公開していた。我々が売春
斡旋屋と⼈⾝取引業者から資⾦提供されているというような。我々はそのような状況の中で正直に
やっていくことは難しい 
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セックスワーカーの権利に関わる活動家と売春斡旋業者や⼈⾝取引業者とのくくりは、セックス

ワークと⼈⾝取引が⼀緒くたになっていることをよく⽰しているが、⼈⾝取引の反対論議ではそれ
が⼀般的である。Shackleton によると、⼈⾝取引に反対する連帯組織はそれぞれの⽴場に⽴って考
えるのではなく、危険な状態にいる⼈達を助け出す取組みを⾏っており、セックスワークに反対す
る考え⽅に⽴脚していることがその前提としてある。その結果として、SWEAT、WLC、それに、
⼦供の搾取に反対する活動家ネットワーキングは、セックスワークにおける性的搾取に反対する議
定書の草案をまとめることを決定し、それによって介在／対応を調整していく動きにつなげていく
ことを⽬指した。ひとりひとりの⽴場から権利に基づいて対応していくやり⽅として、議定書草案
は、⼈⾝取引を含みつつ、しかしそこに限定した話ではないセックス産業における搾取に対処して
いくことを意図していた。 
本検討の⼀環として、私はハウテン州で同様の取組みを進めていくことを⽬指し、SWEAT、WLC
及びソンケ・ジェンダー・ジャスティスと共同で性的搾取に反対する協定書草案の⾒直しに関わっ
た。この協定書案は当初、約定上の⼈⾝取引に対応するものとして起草されたが、セックスワーカ
ーが抱える課題や彼らのニーズに対して鈍感でもあり、Shackleton の説明のとおり、以下のような
セックスワーカーを考慮して書かれることになった。 
 

若すぎる、酔っている、不法に取引されてきた、これらの３つの組み合わせ、もしくはすべてに
ついて。 

協定書は、我々がこれらの３つの状況をめぐって最初に考えていたことが結果的にまとまったも
のでした。いくつもあった⼈⾝取引に反対するイニシアティブはいくらたっても実⾏に移されず、
実際の⽀援がすぐに提供されることはなかったのです。 
 

したがって、この協定書案では、最初の評価段階で⼆⾯的なアプローチをとり(個⼈的な、そし
て状況に応じた)、そして、それぞれの状況に応じた対応を⾏うため、⼈⾝取引の被害者と推定さ
れる対象者の社会経済状況に応じて即座に安全で健康な状態を考慮したものとなっている。草案の
⾒直しにおいて、より短く⼿に届きやすいものが有⽤であり、緊急連絡先や⼈⾝取引ではないかと
疑った時にどうしたらよいかについて記した基本的マニュアルやリーフレットのようなものとす
ることを確認し合った。 
 
セックスワーカーが直⾯する課題に対応する戦略 
 
セックスワーカーは誰もが⼈権を守ること 
 

2009 年、WLC は、SWEAT および Sisonke と共同で、セックスワーカーの権利について教育す
ることを⽬的としたセックスワーカープログラム(すべてのセックスワーカーが⼈権を守る⼈にな
るプログラムとも呼ばれる)を開始した。これは、法的助⾔や警察による虐待の事案について訴訟
を戦略的に進めるための⼈権侵害に関する⽂書化等を⽬的としたものである。Mosima Kekana は、
このプログラムを担当している WLC の弁護⼠である。 彼⼥を補佐しているのは、現在そしてか
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つてセックスワーカーであった弁護⼠補助員である。Kekana と弁護⼠補佐員は SWEAT と Sisonke
のピアエデュケーターによるセックスワーカーが働いている地域へのアウトリーチ活動に同⾏し、
「クリエイティブスペース」ワークショップにも参加し、法的なサービスを提供している。 ケカ
ナは説明する。 
 

私達には、この安全な場所があります。Creative Space と呼んでいます。ここでは、⽇頃の体験
したことも交えて、セックスワーカー達が抱えている問題について語ることができる場所です。こ
こであれば⾃⾝を表現できる安全な空間であるということを彼⼥達はわかっています。ですので、
次第に回復していく⼈もいる。元気よくなっていく⼈もいる。⼈⾝取引が多く発⽣していますが、
セックスワークは犯罪になってしまっており、セックスワーカーは犯罪者と⾒なされてしまうため、
彼⼥達は警察に連絡して⼈⾝取引のケースに伝えること怖がっています。 
 

そのため、セックスワーカーが⼈⾝取引の疑いがある件を警察に報告するのを WLC のチームが
⼿助けしようとしても、セックスワークを⾏っていることで捕まるのを恐れ、情報提供者のプロセ
スをたどることができない。セックスワークが犯罪であることで、セックスワーカーが⼈⾝取引の
事例を報告できなくなっているのである。結果的に、Kekana は遭遇した⼈⾝取引と疑われる件数
がどの程度あったかという⽬安を⽰すことはできなかった。 
 
“…⾝の⽑がよだつようなケース…” 
 

SWEAT 24/7 無料ダイヤルヘルプラインは、法律上、健康上及び⼼理社会的なアドバイスや照会
によりセックスワーカーを⽀援するために 2010 年に設⽴された。 全国ヘルプラインコーディネー
ターの Nomsa Remba によると、⽉に平均 150 件の電話を受けており、2016 年の国際エイズ会議
のように性の労働者を含む国際的なイベントがある場合には最⼤ 400 件の電話がかかってくるこ
とがある。 
 

このヘルプラインで受ける相談は、セックスワーカーの⼈権侵害、⼀般の⼈々によるものから、
医療提供者からの差別、法執⾏機関による虐待まで。Remba はリンポポの事件の残虐⾏為の酷さ
について語気を強めて語った。 
 

彼らが受けた件は、ただもうおかしくなりそうで。ああいうケースはもうその週はずっと⾝の⽑
がよだつと思う。そこで、もし誰かが殴打されていたら、彼らは CT スキャンが必要になり縫合が
必要になるだろうし、死んでしまう⼈もでてくる。 
 

2017 年 1 ⽉から 4 ⽉の間に、SWEAT ヘルプラインは、その州で 4 件のひどい殴打と 2 件の死
亡案件を記録した。 Remba ⽒によるとヘルプラインには⼈⾝取引に関連した数件の事件を受け付
けているが、3 か⽉に⼀⼆件程度である。SWEAT が対応する⼈⾝取引の定義というのは、PACOTIP
法による。 ヘルプラインコーディネーターによると、⼈⾝取引の被害者/⽣存者は、「…彼らがい
た場所からどこへ⾏くのかわからずに、あるいはそこへ連れて⾏かれることを同意せずに連れて来
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られた⼈」で、それが搾取の⽬的であるものをいう。 
 
⼈⾝取引に応じるセックスワーカー 
 

2015 年の Asijiki 連携体によるセックスワーク、⼈⾝取引、及び両者の融合による害に関する報
告ではこのような指摘がある。 
 

セックスワーカーは、ソーシャルワーカーあるいは警察より、⼈⾝取引⾏為、売春や威圧的な⾏
為を強制されている⼈達のことについて気づきやすく、またそれらの⾏為を⽌めようという気持ち
が強くあり、その実⾏がとても効果的な場合がある。 
 

これは SWEAＴや Sisonke の⼈⾝取引への対応でも例証されている。形式に則った⼈⾝取引に対
抗するかたちから逸脱しながらも、前述のように、SWEAT のスタッフは⼈⾝取引の事案を明らか
にしかつ助⼒することができ、またしていく意向がある。⼗分な財源、情報源、ネットワーク、訓
練の機会が提供されさえすれば。以下がそのよい例である。 
 
ケーススタディ 
＜ダーバンの⼈⾝取引の事例＞ 
 

KwaZulu-Natal(KZN)の元 Sisonke ピアエデュケーターの 1 ⼈である Thulisile Khoza は、同僚と
ともに警察が 38 ⼈の若い⼥性の特定する際の⽀援を⾏った(12 歳程度の若い⼥性もいた)。Khoza 
は 2012 年に始まったケースについて語った。彼⼥と彼⼥の同僚は、⼈⾝取引で連れて来られダー
バンの売春宿で強要されていた。Khoza は、⼈⾝取引業者が管理下におくことができるように⼥性
達は中毒状態になるまでドラッグを服⽤させられていたと説明した。その捜査と裁判を通して、こ
の事件について多くのメディアが注⽬し、⼥性が囚われていた場所の所有者が医者であったという
事実が報じられたが、Sisonke のセックスワーカーのピアエデュケーターが事件が明らかになる上
でどれだけ不可⽋であったかについて報道で伝えられることはなかった。 
 
 (p.27) 
 

Khoza は、Sisonke が⼈⾝取引された⼥性とどのように出会ったかを説明した。 
 

私達は KwaZulu-Natal でアウトリーチ活動をしていました、それは夜のことで、 浜辺 ―ポイン
トビーチエリアのあたりでした。通りで若い⼥の⼦達を⾒つけました。話しかけようとすると、⼥
の⼦達は震えていて話すのを恐がっていたように⾒えました。誰かに⾒られていないか周囲をずっ
と⾒回していていました。その後、⼥の⼦達がおびえているようだったので、「⼤丈夫、コンドー
ムを渡すだけだから」と⾔いました。それから、パンフレットを取り出し、そこに番号を書いて、
ゴミ箱に投げ捨てました。そうすると、⼥の⼦達は本当に助けてほしかったようで、売春宿の客引
きが⾒ていない間に、ゴミ箱に捨てたパンフレットを拾って、ケープタウンの番号に電話をしてき
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たのです。Sisonke のヘルプセンターに電話をかけてきた時、はじめてその件のことわかりました。
それから、私達は警察に連絡し、捜査が始まって⼥の⼦が住まわされていた場所にも⾏ったのです。 
 

医者とその妻は無罪となったが、３⼈の従業員は性的な⽬的での⼈⾝取引、未成年者の性的搾取、
ゆすり、たかり、売春宿の営業(10 年間)、それに、セックスワークの収⼊で⽣計を⽴ててコカイン
も扱っており、有罪となった。 2016 年 11 ⽉に 3 ⼈の男性が刑を宣告された。⾸謀者は 35 年の懲
役刑を宣告されたが、2 ⼈の共犯者はそれぞれ 25 年と 3 か⽉の刑となった。 
 

セックスワーカーの回答者は、仕事の場で 18 歳未満と思われる少⼥と出会うことがあるという
ことも返答しているが、そのことについてはどうしようもないと感じている⼈がほとんどである。
売春を好きでやっている若い⼈達もいて、彼⼥らは年増のセックスワーカーを嫉妬⼼から責め⽴て
たりもしながらなじる。というのも、歳上のセックスワーカーは若かった時ほど多くの客の⽬には
とまらないためである。年上のセックスワーカーが、売春宿のオーナー、店主、あるいは客引きに
この懸念を提⽰しようとも、⾦のために⼥の⼦が必要とされているのだと⾔われるだけで、うるさ
くこだわると追い出されかねない。(追い出されたり、警察の⼿⼊れを受けたりすることで)⽣活を
危うくしたくないので沈黙するしかない。このことが、またさらにセックスワークが犯罪であるこ
とゆえにセックスワーカーに無⼒感と不本意を⽣じさせてしまう限界となっている。 
 
＜トウス・リバーの事例＞ 
 

Asijiki 連携体のコーディネーター Constance Mathe は、セックスワーカーの客が⼈⾝取引の疑
いがあると報告したいくつかの事例を取り上げた。 彼⼥は 2015 年の事件についても振り返った。
そこでは、トウス・リバー(Touws River)と呼ばれている場所(⻄ケープ州)のギャングリーダーがセ
ックスワーカーの⼦供達を⼈⾝取引業者からの救出を⼿助けした。⺟親達がはじめに誘拐された⼦
供達を警察に通報しようとした後のことだった。警察は、セックスワーカーであるということで逮
捕しただけであった。 
 

SWEAT／Sisonke のピアエデュケーターと WLC のパラリーガルの尽⼒により 2 ⼈の⼥性は保釈
された。 彼らは地域のセックスワーカーとよい関係にある地域のギャングの「⾸謀者」に誘拐の
ことを伝えることにした。 ⼦供達が囚われている家で、13 歳と 15 歳の 2 ⼈の⼦供と、15 歳のも
う 1 ⼈の⼥の⼦が⾒つかった。少⼥達は薬物を強制され眠そうになっていた 。⼈⾝取引業者は、
Mathe と彼⼥の同僚を銃で脅した 
  

その⽇、私はもうほとんど死んでいました。 彼らは私達を家の中に閉じ込めました。「いえ、安
⼼してここに来ただけで、逃げる⼼配がないセックスの相⼿を提供しようと思っただけで来たのだ
けれど。彼らは、すぐにでも殺せると⾔いました。どうしたらいいのか。幸いなことに犯⼈は私達
がギャングのリーダーと来たことは知りませんでした。まだ彼は外で電話をしていて、そして⼊っ
てきたんです。その時に私達は解放されました。だから、⾔うように、ギャングと客引きはみんな
悪いわけではなくて、⼥の⼦を守るよいひと達もいるのです。警察は⼊ってこられなかったのに。 
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SWEAT と Sisonke の回答者は、セックスワーカーが、彼らの仕事における⼈⾝取引の事案を報

告でき、うまく対応できる機会があるにも関わらず、セックスワークが犯罪であることでできなく
なっているという点に意⾒が⼀致している。しかし、このケースのように仲間を助けることになる
と、地元のギャングと連携するなど不正な事案に対処する独創的な⽅法を思いついたりもしている。 
 
＜セディバ・ホープの事例＞ 
 

2017 年 2 ⽉、プレトリアのセディバ・ホープ・メディカル・センターは、医療施設が⼈⾝取引
の被害者を保護するために使⽤されていたことに気づき、セックスワークと協働している NGO と
連携した対応にあたった。医療センターは、個⼈で⽀払う患者と、ドナーからの資⾦提供により、
セックスワーカーなど危険にさらされている⼈達にもプライマリヘルスケアサービスを提供して
いる。 
 

同センターの執⾏役員である Vanessa Hechter は、それがどのように起こったのかを語ってくれ
ている。 
 

2 ⽉ 27 ⽇に、少⼥達の名前のリストを持った男⼥が近づいてきました。そして、私達に⾔った
のです。それは、１階にある私達の地域診療所のことで。翌週、雇⽤に必要な HIV 検査や妊娠検
査を受けるために来ることになっていた⼥の⼦達の名前のリストを持ってきていると⾔ってきた
のです。その時、検査の結果は封をして⼥の⼦に渡すことにしていました。すると、私のスタッフ
が、問題が発⽣しかねないことに気が付いたのです。そんなことは求めていなかったからです。こ
の診療所にやってくる⼈達は⾃分から HIV テストやプライマリーケアを受けに来ます、もうその
時点で危険なフラグがたっているのです。 
 

⼥性が到着すると、常に⼥性が付き添いました。⼥性達は、⻑距離バスのアテンダントの仕事の
採⽤のプロセスとしてテストに参加するように指⽰する WhatsApp メッセージを受け取ったと説
明した。 唯⼀の基準は、19 歳から 25 歳までの間で、細い体型、HIV 検査と妊娠検査が済んでい
なければならないということだった。地域間の移動や国境を越えた移動ということだったにも関わ
らず、パスポートや⾝分証明は必要とされていなかった。 テストの結果が出たら、⼥性達は⾃分
達の 2 枚のカラー写真と⼀緒にメールを送ることになっていた。 彼らは続く⾯接のための異なる
アドレスを伝えられていた。 ⼥性達は、ガーナの牧師の代わりに、地元の教会でコンゴ⼈⼥性に
よって勧誘されたと伝えた。 
 

これが⼈⾝取引かもしれないと疑った医療センターは、センターを運営している NGO のウィッ
ツ・リプロダクトヘルス研究所(WRHI: the Wits Reproductive Health Institute)に連絡を取った。 
WRHI はソンケ・ジェンダー・ジャスティス と SWEAT にこの事件について問合せた。 Sonke の
Donna Evans は、その時何が起こったのかについて語ってくれた。 
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それで、Vanessa が私に連絡してきて、もう少し調べた⽅がよいかもしれないと思っている件が
あると教えてくれました。彼⼥はさらに深く調べるサポートしようと思ってくれていたのです。そ
こで、状況について概要をまとめて、どうしていったらよいか対応を判断してもらえないかいくつ
もの関係団体に投げました。SWEAT の Sally Shackleton、ソンケ・ジェンダー・ジャスティスの
Marlise Richter、⼥性法律センターなどに。私達はそこでいくらかは連携を広げていくことができ
ていました。サリーは進めていく上でいろいろと努⼒してくれました。 
 

そして SWEAT はソンケ・ジェンダー・ジャスティスと WLC と連絡を取り合った。 最初は国
際移住機関(IOM)に連絡を取ろうとしたが、IOM が対応するのは外国籍にかかる件のみと⾔われ
た。Shackleton は説明している 
 

⼥性を売買しようとしていたのは外国籍でしたが、⼥性達は南アフリカ国籍。なので、関わって
もらえなかったのです。A21 も IOM も […]そして、私が電話した、⼈⾝売買防⽌地域タスクチ
ームのメンバーでもある社会開発省も直接関与できませんでした 警察はその件を対処しなければ
なりませんが、連⾏されたのは後になってのことです。 
 

SWEAT に社会開発省の関係連絡先を伝えたのは、A21 の南アフリカ全国⼈⾝取引リソースライ
ンだたた。社会開発省はその事案についてホークス⼈⾝取引反対ユニットのタスクチームに伝えた。
SWEAT は、セックスワーカーを医療施設から遠ざけることになってしまうので、警察が診療所に
通うセックスワーカーを対象とするべきではなく、また、調査官は制服を着るべきではないと主張
し、この考え⽅が取り⼊れられ、調書を取る際には⼆⼈の私服のホークスの⼥性メンバーが来た。 
 

この事例では、同様なケースでセックスワーカーの⼈権団体との協働が果たしうる気配りや注意
の度合いが⽰された。⼈⾝取引がおこりうる場合の調査にはこのような対応も必要とされる。しか
し、Shackleton(と私)がこの件の追跡調査を試みた時、また、ホークスの捜査官にコンタクトを取
ろうとした際、社会開発省と⼈⾝取引リソースラインから、事件はまだ捜査中であるため、進捗状
況を話すことはできないと伝えられた。⼈⾝取引になりうる案件の捜査で敏感になるのは理解でき
るのが、情報共有における相互協⼒の⽋如はフラストレーションを呼び起こし、セックスワーカー
団体にとって⼈⾝取引を反対する政府機関や NGO が信頼しがたいものとしてしまう。 
 

そうは⾔うものの、Remba と Shackleton は⼈⾝取引リソースラインとの積極的な協⼒関係につ
いて報告している。 リソースラインの電話対応の専⾨家らはこの件にかかる議論には加わること
はできなかったが、彼らにかかってくる電話の傾向からこの国における⼈⾝取引について⼀般論を
語ることは許されていた。彼らによれば、都市部において、虚偽の求⼈情報が、すきがある⼈達を
誘い出し強要させるのに利⽤されている場合もよくあるという。 
 

すきがあるのが、⼈⾝取引の被害者に⾒られる原因のひとつ。よくあるのは、うその求⼈。例え
ば、潜在的に被害に遭ってしまう⼈がヨハネスブルクにいるとして、その⼈をすでに特定している 
― 私達はリクルーターと呼んでいますが ― と、友達、知り合いになる。リクルーターはそうな
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りそうな⼈と関係を築いて、で、こんなふうに嘘の求⼈募集を⽰すわけ 「あなたによい仕事があ
るケープタウンにいらっしゃいよ」 
 

電話相談の専⾨家はまた、⼈⾝取引にひっかかかってしまう要因として教育がされていないこと
や、被害者を⽀配しつづけるために薬物もよく使われていると述べている。 リソースラインが性
的搾取を⽬的とした⼈⾝取引に関連する電話をよく受けるか尋ねられ、彼らはこう答えている 
 

はい、私達は被害者が売春を強要されるたくさんの機会に出くわしています。 このような形の
⼈⾝取引を、私達はセックストラフィッキングと呼んでいます。こうなってしまうと、被害者には
そこで働く選択肢しかないのです。 
 

この回答者によると、2017 年 1 ⽉から 4 ⽉までの間で、かかってきた電話の 40％近くがセック
ストラフィッキングの可能性があり、約 5％が労働搾取、18％が児童売買、1％が臓器売買、そし
て 36％がその他あるいは特定できない案件であった。約 92％は⼥性が関わった件、17％は未成年
者。リソースラインでは児童に関しては直接対応しないため、社会開発省に連絡をとることになる。 
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結論と提⾔ 
 

セックスワークと⼈⾝取引とを⼀緒くたにしてとらえてしまうことは、セックス産業における⼈
⾝取引に対処しようとした場合、課題を⽣じさせてしまう。セックス産業における⼈⾝取引の事案
を⾒極め対処することを困難にしてしまうだけでなく、セックスワーカーの権利を求め⼈⾝取引に
反対する活動に取組む⼈達を遠ざけてしまうことになる。セックスワーカーが⼈権に関わろうとす
る取組みを⽀援することが⼈⾝取引の賛同につながるという考え⽅、あるいは、⼈⾝取引と闘うこ
とはセックスワークに反対するという捉え⽅は、基本的におかしい。当然のことながら、セックス
ワーカーの⼈権に関わる活動家も、セックスワーカーの⼈権を侵害する⼈⾝取引には反対である。
それゆえ、より建設的な理解の仕⽅が必要になる。つまり、⼈⾝取引とセックスワークを明確に区
別し、セックスワーカーとセックスワーカーの権利めぐる団体は⼈⾝取引と戦う連帯関係にあると
いうモデルでとらえることである。 
 

セディバ・ホープ・メディカル・センターの⼈⾝取引が疑われた事例でみられた SWEAT と 
Sisonke の A21 の⼈⾝取引リソースラインとの協働は、ブリックドメインでどれだけ⼈⾝取引と
セックスワークがごちゃまぜになって、セックスワーカーの権利擁護団体と⼈⾝取引防⽌団体との
間で考え⽅の違いを⽣じさせたとしても、⽇常の取組の中では、どちらの運動体も⼈⾝取引根絶に
向けた共通のコミットメントを持ち協働できたことを⽰している。さらに、ダーバンの⼈⾝取引の
事案での取組に⾒られるように、セックスワーカー(特にピアエデュケーター)は、⼈⾝取引に気付
くことができる最適な⽴場にある。このような視座は、セックス業界からあらゆる暴⼒、強制、搾
取を排除しようという意識と相まって、セックスワーカーとの連帯が⼈⾝取引との闘いに必要不可
⽋になっている。それが意味するところは、すなわち、⼈⾝取引に反対する取組みのなかで彼らに
より⼤きな役割が与えられえるべきであるということである。 
 

⼈⾝取引が南アフリカのセックス産業で⽣じている⼀⽅で、警察による虐待や労働の搾取のよう
な⼈権侵害がはるかに多く⾒られる。そして、それらの暴⾏には、強制や詐欺など⼈⾝取引につな
がる要素がありうるにも関わらず、⼈⾝取引をめぐる法的な定義には適合しない。これは、セック
スワークにおける⼈⾝取引が無視されてよいということを意味しているわけではなく、むしろ、⽅
針や介⼊においてセックスワーカーの権利や幸福を包括的に考慮に⼊れるべきであることを意味
している。このことはまた、⻑時間労働、賃⾦未払い、客や親密なパートナーからの暴⼒といった、
それほどセンセーショナルではないがよく⾒られる⼈権侵害を特定し対応することにも効果があ
るといえよう。 
 

しかしながら、犯罪となっていることでこのような搾取に対する戦略的なパートナーシップや総
合的なアプローチが困難になっている。この法的枠組みがセックス産業における⼈⾝取引や児童の
性的搾取に対応できていないことも明らかになっている。⼀⽅で、仕事場を襲われたり、またある
いは警察に売春⾏為で捕まることを恐れ、セックスワーカーはそのような事態について報告するこ
とも危険になってしまっている。 
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これを改善するためには、セックス産業における⼈⾝取引との闘いにおいて、セックスワーカー
の権利団体が重要な利害関係者として認識される必要がある。⼗分なリソースが備わり適切な訓練
がされさえすれば、SWEAT 及び Sisonke と彼らのパートナー組織はこの役割を担う⽤意がある。
これらの団体は、⼈⾝取引にかかる報告連絡先の⼀元化の必要性を提起しており、全国⼈⾝売買リ
ソースラインは適切なプラットフォームとして挙げられることがある。 リソースラインのコール
スペシャリストもこれに同意している。 セックスワークにおける性的搾取に反対する議定書の草
案は、より包括的な紹介システムを展開させていく出発点として活⽤が可能である。 
 

以上、本調査の参加者との協働の結果から、本報告では以下について提⾔をする。 
 
南アフリカ政府に対して 
1. あらゆる合意の上での成⼈のセックスワークについて⾮犯罪化すること。⼀⽅で、⼈⾝取引、

誘拐、強姦、児童の性的搾取及び関連した犯罪⾏為にかかる既存の規定条項については維持す
ること。 

2. セックスワークを職業として認め、既存の保健及び労働法令により規制を⾏い、セックスワー
カーが労働する権利を持ちと権利侵害の救済措置を受けることができるようにすること 

3. 法執⾏機関及びその他関連機関において、⼈⾝取引とセックスワークとの違いについて教育し、
セックスワーカーにかかる対処にあたっては敬意を持って接すること 

4. セックス産業から離れる意思がある⼈達に対する社会経済⾯のプログラム、及び、より広範に、
社会的に疎外されている⼈達に対して、よりよい経済的な機会を考案し実⾏すること 

 
⼈⾝取引に反対する組織に対して 
1. セックスワークと⼈⾝取引を同じもののようにとらえることや、煽り⽴てるようなイメージ、

根拠のない主張、セックスワーク反対につながる誇張された数値の仕様をやめること。 
2. セックスワーカーの権利団体をセックス産業における⼈⾝取引を⾒極め対処するために不可⽋

なパートナーであるこのついて認識すること。 
3. セックス産業における⼈⾝取引を明らかにし対処していく⽀援するためにセックスワーカー権

利団体との協⼒を確⽴・改善を図ること 
 
国際的な組織及び寄付⽀援者に対して 
1. 組織化がセックスワーカーの権利及び健康なあり⽅に変⾰を与え、⼒を与えていくという影響

を、認識して頂きたい 
2. 資⾦援助、アドボカシー等を通して、セックスワーカーが⾃⾝で⽣活を営むことができるよう

になるためにセックスワーカーの組織化を⽀援して頂きたい。 
3. ⽀持されている⼈⾝取引に反対するイニシアチブは移⺠やセックスワーカーにような社会で疎

外されている⼈達には悪い影響を及ぼすものではないことを保証する。 
 
セックスワーカー権利団体に対して 
1. セックスワークにおける性的搾取に反対する議定書草案を再確認し、⼈⾝取引と疑わしい場⾯
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に遭遇した場合の対応と緊急連絡先をわかりやすく⽰した基本的なマニュアルあるいはリーフ
レットに改訂する。 

2. A21 の南アフリカ全国⼈⾝取引リソースラインとともに、緊急時の照会システム／ネットワー
クを⼈⾝取引に反対する NGO や政府組織とつくっていく。 

3. ⼈⾝取引と疑いのある事案の⾒極め、記録、照会を安全に⾏うピアエデュケーターの教育訓練
について全国⼈⾝取引リソースラインと協働する 

 
 
ヌトコゾ・イングワは、南アフリカ・ウィットウォーターズランド⼤学アフリカ移住・社会センタ
ー研究員・博⼠候補⽣。主な研究分野はジェンダー、セクシュアリティ、アフリカにおけるセック
スワーカーの⼈権活動。 
これまでに、セックスワーカーの教育と権利擁護タスクフォース(SWEAT)の役員を務める。アフ
リカ・セックスワーカー同盟(ASWA)やセックスワーク・プロジェクトのグローバル・ネットワー
ク(NSWP)への助⾔も⾏う。
  



187 

 
 

 

スペイン 
チュス・アルバレス 

 
法的には、売春 1はスペインでは依然としてグレーゾーンの領域のままである。 

性売買は法律上犯罪ではないが、各⾃治体は⾃由に条例をつくることが許可されている。そのため、
治安維持を名⽬として、路上ベースのセックスワークは規制の対象となることが多い。多くの⼈が
セックスワーカーに悪影響を与える規制はない⽅がいいという意⾒に賛同する⼀⽅、セックスワー
カーの権利承認への歩みは、いまだ何の進展も⾒られないままである。 
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国内には、セックスワーカーの権利団体の全国的な同盟があるものの、ほとんどのセックスワー

カーに提供される擁護活動や⽀援活動は、地域規模に焦点を当てて⾏われ、マドリードにある「ヘ
タイラ」やバルセロナの「ジェネーラ」などの組織によって展開されている。 両団体は、同じくマ
ドリードとバルセロナで活動する任意団体である「フェミニスト・グループ・オブ・セックスワー
カーズ」（AFEMTRAS）、「セックス・プロフェッショナルズ・アソシエーション」（APROSEX）
と共に今回の調査に参加している。 
 

この研究に参加しているセックスワーカーのほとんどは、さまざまなレベルで⾃分⾃⾝を⾃⼰組
織化している。 彼⼥たちの声は、⾃⼰組織化がいかにセックスワーカーに権限を与え、労働条件の
改善、性暴⼒への抵抗、権利の主張などをいかに可能にするかを表している。 

 
異なる定義を持つ「売春」という⾔葉が、同じ意味として使⽤されていることが原因で、スペイ

ンでの⼈⾝売買対策に関する議論は、イデオロギー的な分裂に悩まされている。 売春は、「性的搾
取」および「⼈⾝売買」のイメージと密接に関連しており、セックスワーカーへのステレオタイプ
の創出の原因となり直接影響を与えている。その結果、セックスワーカーおよび関連する組織は、
⾮難され、誤った情報が発信され、そして多くの場合、犯罪者として扱われる。 同時にこの混乱は、
⼈⾝売買防⽌対策が性的搾取を⽬的とした⼈⾝売買に特に焦点を当てていること、つまり、他の労
働環境での⼈⾝売買犠牲者に⽀援の⼿が回っていないということを⽰唆している。 

⼈⾝売買の論点は性産業を対象とされることが多く、セックスワーカーおよびその組織はしばし
ば⾮難の標的とされる。 セックスワーカーの権利団体は、⼈⾝売買対策のフレームワークが機能し
ておらず、セックスワーカーを搾取から守り、業界での性被害を予防するための対策の特定に役⽴
っていない現状を⽬の当たりにしてきた。それどころか、このフレームワークがスティグマやハラ
スメントを助⻑しているとさえいえる。 

 
セックスワーカーの権利団体であるヘタイラは⾃⾝を犠牲にしながらも、セックスワーカーの権

利承認に多⼤に貢献している。ヘタイラは、スペインの⼈⾝売買防⽌ネットワークへの加⼊を 2 回
拒否され、⾮難にさらされ、資⾦確保やセックスワーカーの権利を守るための公共スペースの利⽤
も、ますます困難になっている。それにもかかわらず、団体は強く、論拠に基づいて議論を維持し、
そして売春婦として働く⼈、⼀⼈ひとりの⼈権を擁護する運動や組織の同盟の⽴ち上げなどを⾏っ
ている。 

この研究は、売春について話したり、話題にするときに新しいアプローチを⾒つけるため、社会
がセックスワーカーに⽿を傾ける必要性を補強し、強調するためのものである。セックスワーカー
の⼈権を保護し尊重することは、こうしたアプローチの中核となるはずだ。 

 
はじめに 
 
社会経済的・政治的状況 
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 スペインは、ヨーロッパとアフリカの交差する場所に位置にあたり、ポルトガルと同じ半島に位
置している。北アフリカから海までわずか 14km であり、北アフリカの海岸、セウタとメリリャに
2 つの⾶び地があるという地理的背景から、スペインはアフリカからヨーロッパへ移⼊するための
南部の⼊り⼝の 1 つとなった。 

 
スペインは⾼所得国家2に分類されており、⼈間開発とジェンダー開発ランキングにおいても⽣活

⽔準、⼀⼈当たりの総所得、平均寿命、教育、男⼥平等の観点から⾮常に⾼く位置付けられている
3。しかし、最も裕福なスペイン⼈ 20 ⼈の所得は、最貧層全体の総所得 20％に相当する額の富であ
り、著しく所得格差があるといえる。4 この格差は特に移⺠たちの間で顕著で、移⺠の中での貧困
率は、スペインで⽣まれた⼈⼝に⽐べて 31％〜12％も⾼い数値である。 

 
 スペインの現代史は、1936 年から 1939 年の内戦とそれに続く 36 年間の独裁政権によって特徴
づけられているが、政府から独裁政治についての批判は公式にはまだされていない。独裁者フラン
コが 1975 年に死亡した後、スペインは⺠主主義国家に移⾏した。この過程は、過去を葬り未来を
⾒据えていく模範的⾏動として社会から⼤いに賞賛されたが、独裁政権を⽀えた政治幹部の⼤部分
は、省庁、警察、最⾼裁判所などの政府機関の中にとどまったという点に留意すべきである。5 そ
のため、⺠主国家への移⾏後も、前政権におけるイデオロギー的な保守主義、カトリック教会の影
響などを強く受けており、不正や不処罰などの要素を⾊濃く継承している。 

 
 こうした状況下にもかかわらず、スペインはいくつかの進歩的社会改⾰を実現してきた。1981
年に離婚、そして 2005 年には同性婚が合法化された。誇張された男らしさの概念が根付いている
この国だが、社会における⼥性の位置の向上は著しく、2016 年のジェンダー不平等指数はわずか
0.081 であった。6 

 
 スペインは 1986 年の欧州連合（EU）加盟後、1999 年のユーロ圏創設メンバーとなったことで、
⻑期にわたる相対的孤⽴状態から脱出し、国際社会への参画を果たした。EU への加盟は、スペイ
ンの経済をオープンにし、産業基盤の近代化や、かつて閉鎖されていた市場を外国競争に開放する
ための経済法改正に繋がった。2009 年までのスペイン経済は EU 内で最も⾶躍的に成⻑した経済
の⼀例だったが、その成⻑は従来の移⺠パターンを逆転させ、数⼗年以内に世界で最も⾼い純移⺠
を抱えることになる国のひとつになった。1995 年時点で 50 万⼈に満たなかった移⺠数は、現在は
約 6 百万⼈に上り、総⼈⼝の 14％にまで達している。 

 
2009 年 1 ⽉、不動産バブルの崩壊により、1993 年以来初めてスペインは深刻な不況に直⾯した。

この危機に始まった失業率の上昇は 2013 年 4 ⽉にピークに達するまで続いた。失業者のうち 27.2％
がスペイン出⾝、35％以上は移⺠で、2016 年の第 4 四半期までにわずかに回復したものの、18.6％
とギリシャに続く EU で 2 番⽬に⾼い失業率である。 

 
以前スペインには国籍や移⺠であるかにかかわらず、⾃治体の調査で登録されたすべての⼈が公

衆衛⽣における⼿当を得ることが可能なユニバーサルな医療システムが存在した。しかし、2012
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年に保健省はスペイン国⺠と外国⼈の双⽅に対し、サービス提供を制限する法改正を⾏った7。3 年
後、政府は承認された政策により⽣じた負の影響を認め、改正を取り消したが、現在も移⺠は⼀般
的な医療サービスの対象から除外されている。これはシステム変更後の混乱や虚偽の情報、または
ヘルスカードへのアクセスに関する管理上の要件を満たすことができないからである8。 

 
スペインの主要な労働組合の 1 つである UGT は、労働改⾰と雇⽤削減による影響は特に⼥性の

中で顕著であり、多くの⼥性が⼀時雇⽤やパートタイムなどの不安定な雇⽤形態を取らざるを得な
くなった。また、ジェンダー平等実現のための政策が存在しないことは、⼥性が労働環境でリーダ
ーシップを取る⽴場に就くことを妨げ続けている。したがって、スペインの経済成⻑と雇⽤率の上
昇が与える影響は男⼥間で平等ではない。9 しかし、こうした状況下にもかかわらず、経済危機
によって移⺠の男⼥間雇⽤格差は縮⼩された。これは、これまで賃⾦が⽀払われる労働市場におい
て職を得られていなかった移⺠⼥性の労働⼒を促し活⽤する効果があったからである。10 
 

スペインでは、経済部⾨に雇⽤されている⼥性の数は多くない。スペイン国⽴統計局によると、
2016 年時点で半数以上(52%)の⼥性労働者が 21 の職種のうち 4 つのグループに分けられ、⼩売業
（18％）、保健・社会サービス業（13.8％）、教育（10.2％）、接客業（10％）という結果が出てい
る。また、清掃・ハウスキーピングサービス（90.4％）、保健・社会サービス（80.2％）、教育（71.3％）
などの⼀般的に賃⾦が低い職業分野は 70％以上が⼥性で構成されている。職業分離として知られ
るこの現象は、最上部で特に著しく、CEO のうちわずか 9％が⼥性であり11、スペインにおける男
⼥賃⾦格差が 114 か国中 29 位となっている⼤きな要因の⼀つである。12 しかし、これらの格差
は、もっと他の基本的な理由によって引き起こされている。⼥性の失業率は男性より 3 ポイント⾼
い 20.5％で13、男性のパートタイム就業率が 7.9％であるのに対し、働く⼥性の 24.8％はパートタ
イムで働いている。14 

 
セックスワークの実態について 

 
売春は⼥性が性的、経済的に⾃⽴することを可能にするため、 
世間からひんしゅくを買っているのです。 
ニンファ（セックスワーカー） 

 
スペインでは、売春は⼀般的に容認されていますが、同時に、セックスワークに従事している⼈々

に対しては、同情や軽蔑など様々な反応がある。 
 
現在、セックスワークに関する統計的な情報はほとんどなく、スペインでは数値で明らかにされ

ていない分野が残っている。セックスワーカーの権利団体は、性的暴⼒の⼤部分が売春宿やアパー
ト内で発⽣していると主張してる。路上ベースでのセックスワークは主に、マドリードやバルセロ
ナなどの⼤都市や、セビリア、バレンシア、ビルバオなどの地⽅都市で⾏われる。これは、セック
スワークが世間から⾮難され、秘密裏に⾏われるという性質を持っているからであり、そのため実
態が明らかになりにくく、セックスワークがどこで⾏われているか、何⼈が従事しているのか、国
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籍はどこかなどの明確なデータの⽣産を妨げてしまうからである。 
現在公開されているデータの多くは推定値であり、事実をそのまま提⽰するのではなく、イデオ

ロギー的な議論の展開をサポートするために操作されることが多い。 
厚⽣労働省、社会福祉部、平等省によると、スペインには 4 万 5 千⼈のセックスワーカーがいる

と報じられている15が、メディアといくつかの⺠間社会団体の両⽅は 30 万⼈16であり、80％から
90％が⾃らの意志に反してセックスワークに従事していると⻑年主張している。17 しかし、これ
らの数字を裏付ける信頼できる研究はない。私たちがこれまでの活動と現在の研究なかで⾏ってい
るインタビューに基づいて確実に⾔えるのは、⾃由に、そして⾃発的にセックスワークに従事する
⼈々がいるという点は、無視できない現実だということである。 

スペインにはセックスワーカー権利団体の全国的な同盟があるが、ほとんどの擁護・⽀援活動は、
地域的にフォーカスされており、マドリードのヘタイラやバルセロナのジュネラなどの組織によっ
て⾏われている。両団体に加えて、マドリードとバルセロナで活動するフェミニスト・グループ・
オブ・セックスワーカーズ（AFEMTRAS）とセックス・プロフェッショナルズ・アソシエーショ
ン（APROSEX）が今回の調査に関わっている。この 2 団体は、誇りを持ったセックスワーカーの
みで構成されている⾃⼰組織化された団体である。 
 
セックスワークと⼈⾝売買に関する法律  
 

スペインの売春の規制は、過去 20 年間に数回の改正がされている18。1963 年、国連の「⼈⾝売
買及び他⼈の売春からの搾取の禁⽌に関する条約」（1949）の基準に合わせるため、刑法改正が⾏
われ、セックスワーカーは性的搾取の被害者として定義された。従ってセックスワークの利⽤客は
搾取者として認識されたため、性の購⼊は、合意・強制に拘わらず、⼀律で犯罪⾏為として禁じら
れた。 

1995 年、再び刑法が改正され、性的サービスの売買が合法化19に加え、これらの活動が⾃発的に
⾏われている場合に限り、第三者による売春の経営も認められた。2003 年には、同意がある場合
であっても、他者の売春によって恩恵を受けたものには刑事責任が科せられるよう改正された。 
 

政治的には得票数に効果的な影響がないため、[売春]は魅⼒的ではありません。 
廃⽌主義者の圧⼒は強く、メディアや政治家はそれを恐れています。  
こうした問題に対し、もっと勇敢に取り組むべきです。 
シルビア・ガルシアとエリサ・アレナス（ヘタイラの活動メンバー、スタッフ） 

 
2006 年 2 ⽉、議会はスペインにおけるセックスワークの現状に関する調査と、⽴法上の選択肢

の分析を含む報告書を作成するための特別委員会を設⽴する決定を採択した。特別委員会は廃⽌推
進の⽴場を取り、需要を根絶する⽅針と、「買われた⼈々」への法的および社会的⽀援の提供を推
奨した20。セックスワークの規制は、労働法および男⼥平等法と衝突し、憲法で定められた基本原
則に反するとして否決された。さらに報告書では、性的搾取を⽬的とした⼈⾝売買をなくすための
法律強化の必要性が強調された。この報告書が発刊されても、売春は法的にグレーゾーンのままで
あり、状況が改善する兆しは⾒られていない。それどころか、2004 年に「性暴⼒に対する包括的
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な保護に関する法律」で結婚と類似した密接な関係にある⼥性に対する暴⼒のみが⾔及されたこと
で、セックスワーカーは保護の対象から除外された。2010 年に導⼊された改正は未成年者の保護
を強化し、⼈⾝売買に特化した新しい項⽬を追加した。 

同年に承認された⼈⾝取引対策総合計画は、性的搾取を⽬的とした⼈⾝売買に特に焦点があてら
れた21。2011 年には、⼈⾝取引の被害者の⾝元確認、保護、ケアの３つのバランスを同等に調整す
るために、「⼈⾝取引被害者の保護に関する枠組議定書22」が採択され、それに続き 2015 年には、
新しく「⼥性および⼥児の性的搾取対策計画23」が作られた。2015 年に限り、労働や性的⽬的以外
の搾取が処罰の対象として刑法に追加された。 
 
 現在、成⼈による性の売買は犯罪ではないが、第三者が他者のセックスワークによって収益から
⽣計を⽴てることは違法である。また、セックスワーカーが成⼈かつ独⽴しており、強制ではなく、
そして施設所有者が経済的利益を得ない場合に限り、売春が⾏われる施設の運営をすることは合法
である。したがって、売春のための労働契約を結ぶことは違法である。原則、労働法はセックスワ
ーカーには適⽤されないが、⼀部の裁判所は、飲酒を⽬的とした顧客の募集など、売春に関連する
いくつかの活動を労働活動として認めている24。具体的には、社会保障や労働に関する権利を侵害
した場合、⾏政上および刑事上の制裁がこれらに課されている。しかし、性的搾取に対する処罰に
ついては⾔及されていない。 
 

2015 年 3 ⽉ 30 ⽇に公布された公安法は、⾮常に抑圧的であるため「ギャグ法」としても知られ、
物議をかもした。売春については 36 条 11 項で特に⾔及されている。この改正により、性的サービ
スの要求および受諾が、教育施設や公園など未成年者によって使⽤される公共エリアで発⽣した場
合、あるいは発⽣した場所にかかわらず、交通安全に対するリスクを引き起こす可能性がある場合、
処罰が科されると記述された。警察は性的サービスを提供している者を注意し、従わないことが市
⺠的不服従、または権威への抵抗とみなされる可能性があるということを勧告する義務がある。法
全体を包括的に⾒ると、セックスワーカーに課せられた罰⾦が他の罰⾦と混同しているため、不明
瞭になっている。この法律は、特定の場所での売春を全国レベルで犯罪⾏為としており、セックス
ワーカーに対するハラスメントとして使われている。⼀部の⾃治体はこの法律を適⽤していないが、
マドリードはこれを適応し、セックスワーカーを⾮常に厳しく罰している25。 

 
私たちは、断固として公安法に反対です。売春をしている⼥性の多くが⼈⾝売買の犠牲者で
あると主張する⼀⽅で、被害者を特定し、彼らの⼈権を保障するための法律ではなく、公的
秩序の混乱や罰⾦ばかりを扱う公安法を通すという政府の意⾒は絶対に⽭盾していると思
います。 

マルタ・ゴンザレス、プロジェクト・エスぺレンサ・コーディネーター 
 

 加えて、市町村は独⾃に特定の規制を作成し、路上ベースのセックスワーカーを取り締まり、「公
害」に関する細則の⼀例としてハラスメントの対象にするために使⽤することができる。2006 年
以前は、売春が⾃治体レベルで起訴されたことはなかったが、最初の⾃治体令がバルセロナで承認
された26後、26 の市町村がこれに続いた。バルセロナのセックスワーカーであるジャネットは、今
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回実施したインタビューのなかで次のように説明している。「（条例の）本来の⽬的は、浮浪者や⽣
活困窮者、移⺠などの対策を⾏い、街頭を整備することが⽬的であり（…）性産業の規制が⽬的で
はありませんでした。条例は、主に街頭労働者を退去させるためのものであったが、同時にビジネ
スエリートを対象とした新しい娯楽施設の開業許可を出していた。 
 
その後、2011 年に、バルセロナ市議会は、公共スペースにおける不適切な活動を禁⽌し、その中
にはセックスワークも含まれた。この法律により警察は、セックスワーカーとその顧客の両⽅に罰
を科することが可能になった。2015 年に、最左派である「バルセロナ・アンコムン」が市議会で
最⼤の政党となったのち、セックスワーカーが参加して考案された新しい規制枠組条例によって、
罰則が廃⽌された27。バルセロナでの罰⾦撤廃は、売春に対する制裁には抑⽌⼒がないこと、そし
て制裁を廃⽌してもセックスワーカーの増加にはつながらないことの証明となった28。 

 
これらの条例が効果のない公共政策の⼀例であることは明らかである。セックスワーカーは激し

い暴⼒、さらには死亡の危機にさらされているにもかかわらず、彼らの安全性を向上させるための
政策は存在しない。2010 年から 2015 年の間にスペインで 31 ⼈のセックスワーカーが殺害され、
そのほとんどが極めて残忍な犯⾏であった。この数字は、同時期に発⽣したすべての⼥性殺⼈事件
の 5％に相当する。うち 22 件は、顧客による犯⾏だった29。しかし、加害者と取引関係にあるセッ
クスワーカーは、性暴⼒対策法において保護の対象にならない。 
 
⾮犯罪化、廃⽌および合法化  
 

スペインでは、合法化、廃⽌、⾮犯罪化の 3 つの法的モデルには、それぞれに⽀持者がいる。合
法化は、全国セックスワーク連合協会（ANELA）およびカタルーニャ法30によって⽀持されている。
合法化推進派は、19 世紀末以前に実施された旧売春宿法の更新を提案している。この法律は、売
春は「必要悪」であると仮定したうえで、顧客は安全な性的サービスを保障されるべきであり、売
春婦の登録、そして 街頭売春の根絶を⾏ったものである。このモデルの⽬的は、売春の経済的利
益の確保と顧客の安全保障であり、売春婦の権利保護とは反対の⽴場を取っている。廃⽌主義は、
左派政党から⽀援を受けた複数のフェミニスト団体に代表される。廃⽌主義者は、セックスワーク
は⼥性の地位を貶める側⾯を持っていると分析するため、セックスワーク全般を根絶することを⽬
標としている。この⾒解は、⼥性が収⼊を得るうえで不利な⽴場であったため、代替する労働の選
択肢としてセックスワークを選んだというセックスワークの背景にある経済的基盤の分析をなお
ざりにしている。 

 
合法化推進派と廃⽌主義者のどちらも、セックスワーカー⾃⾝の望みや願いに対する配慮が不⾜

しているといえる。 
 
 セックスワーカーの権利団体は、「ペナルティの解除」を意味する労働モデルを選ぶ。ヘタイラ
は、売春はスペインでは犯罪ではないため、⾮犯罪化される必要はないが、セックスワーカーはそ
の他の規制によって罰せられていると主張している。そのようなアプローチは、これらのペナルテ
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ィを取り除き、セックスワークが仕事として認められること、そして、セックスワーカーがより良
い労働条件、または権利の侵害などに対する公正さを追求することを可能にするだろう。 
 
調査⽅法 
 

今回の研究の主要パートナーであるヘタイラは、スペイン初のフェミニスト・プロライツ（権利
擁護）団体であり、その活動を通じて、国内におけるセックスワーカーの権利保護の基準的存在と
なっている。 
 

ヘタイラは、調査の設計・実施の過程から本調査に参加している。2016 年 9 ⽉に調査の⽬的を
共有するための最初の会議が実施された。その後数回の Skype 会議を重ねて調査の経過報告を⾏い、
国の取り組みに対する彼らの⾒解を伺った。ヘタイラは議論を⾏うなかで、バルセロナで活動する
セックスワーカーの権利団体・ジェネラと GAATW のメンバーを研究に加えることを提案した。
調査は主にマドリードで⾏われたが、バルセロナで会議を⾏うことで我々の議論や⾒識をより拡⼤
し、全国的な状況を包括することを可能にした。フィールドワークは主に 2017 年 2 ⽉に⾏われた。 
 

本調査では、10 件のセミストラクチャード・インタビュー（半構造化⾯接）が 45 分から 2 時間
にわたって実施された。これらのインタビューに加えて、我々は 2 時間から 3 時間にわたる 2 件の
フォーカス・グループ・ディスカッションを⾏った。被調査者は原則、知識と団体における経験に
基づいて選出されているが、様々な⾒識を保証するために、⽴場の多様性を考慮している。インタ
ビューは、セックスワーカーに影響を与える主な問題に対する被調査者の⾒解、⼈⾝売買対策に関
する議論の本質とそれによる影響、そしてセックスワーカーおよびセックスワーカーの権利団体が
⼈⾝売買を含む虐待や搾取を経験した⼈々を⽀援するためにとっている戦略を⽂書化することを
⽬的に実施された。インタビューは、被調査者を次の３つのカテゴリーに分けて実施した： 

 
1．セックスワーカー：合計 11 ⼈のセックスワーカーを対象に聞き取りを⾏った。個⼈イ
ンタビューを受けた被調査者は、エクアドル出⾝でシスジェンダーの⼥性 1 名、トランスジ
ェンダーの⼥性 2 名、スペイン出⾝でシスジェンダーの⼥性 1 名の計 4 名。グループディ
スカッションには、マドリードで活動するセックスワーカー7 名（うち 2 名は個別インタビ
ューにも参加）、ならびにバルセロナで活動するセックスワーカー2 名が参加した。これら 9
名のグループディスカッションには、シスジェンダーの⼥性 4 名（エクアドル出⾝ 1 名、
ウルグアイ出⾝ 1 名、スペイン⼈ 2 名）、エクアドル出⾝でトランスジェンダーの⼥性 5 名
が参加した。レポート全体を通して被調査者は、トランスジェンダー、シスジェンダーにか
かわらず「⼥性」と総称する。 
2. 団体の代表者：マメン・ブリス（ヘタイラの共同創設者、および活動家）、シルビア・
ガルシアとエリサ・アレナス（活動家、政策・研究・運営・⽀援関係スタッフ）ヨハネス・
マーン（主に擁護活動および国際ネットワーク関係の活動家） 
また、⻑年ジェネラで活動するスタッフであるアンナ・サリエンテ、クラリサ・ヴェロッシ
からも聞き取りを⾏った。  
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3. 関連組織の代表者：マルタ・ゴンザレス（プロジェクト・エスペレンサ31）、マリオ・ブ
ラスケス（COGAM） 
このカテゴリーへのインタビューの⽬的は、セックスワーカーの搾取防⽌に対するヘタイラ
の役割に対する声を聴き、他の組織からどのように認識されているかという視点を引き出す
ことである。 

 
ヘタイラとジェネラのスタッフ、そしてセックスワーカーへのインタビューはすべて、団体の事

務所で⾏った。関係組織への聞き取り調査は、彼らの事務所内のプライベート会議室で実施された。 
 
調査に際し、被調査者全員に対し、研究概要、調査関係者の連絡先を共有し、インタビューの前

に署名された名前が報告書および同意書に記載される可能性を伝えた。 
 
 また、マドリードの公共スペースの 1 つであるヴィラヴェルデの⼯業団地を訪問した。この⼯業
団地ではセックスワークが⾏われており、AFEMTRAS の⼥性たちが働いている。この訪問によっ
て、他のセックスワーカーと会話したり、彼らの悩みなどを聞く機会を得ることができた。セック
スワーカーたちは始め、警戒している様⼦だったが、ヘタイラとの共同調査であると認識すると、
次第に彼らは信頼と親近感を持って応じてくれた。さらに、市⺠プラットフォーム#nosomosdelito
（ギャグ法の圧⼒に抵抗するための市⺠プラットフォーム）との会合に、ヘタイラと同伴で出席し
た。ここでは、他の組織との提携、および市⺠権を擁護する団体とともに⽣み出すシナジー効果を
観察した。 
 

インタビューおよびその記録は、すべてスペイン語で⾏われた。報告書で引⽤されている⾔葉は
すべては著者によって英語に翻訳されているため、インタビューの中で使われた時に怒っていたり、
多彩でユーモラスな表現も失われてしまうことについて、被調査者の皆様にお詫びしたい。 
 
 収集、分析されたすべてのデータは、草稿を調査協⼒者に査読いただき、彼らの⾒識が正確に反
映されているかどうかコメントをいただいている。  
 
この報告書の調査結果は、サンプルが限られているため、スペイン国内の幅広いセックスワーカー
の声を代表したものと⾒なすことはできない。それにもかかわらず、調査協⼒者は、⾃⼰組織化に
よるエンパワーメント効果と、差別、汚名、搾取への取り組みにおけるその役割を、誠実かつ深い
洞察を提供してくれたことに敬意を表する 
 
所⾒ 
ヘタイラのバックグラウンド：セックスワーカーとの連携 
 

ある売春婦が、私たちのそばで⾃分の職業について話すのを初めて聴いたとき、私たちと彼
⼥とを分け隔てるものより、私たちを結びつけるものの⽅がもっと多いと直感しました。 

  マメン・ブリス（ヘタイラの活動家兼共同創設者 ） 
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ヘタイラは、セックスワークを仕事として社会に認識を求める全国的なフェミニスト・プロライ

ツ（権利擁護）団体である。プロライツであるということは、社会に向けて売春に従事する⼈々の
社会権、労働権を主張することを意味する。ヘタイラは、売春は男性優位社会のなかで起こってお
り、したがってフェミニストはセックスワーカーの⾃⼰組織化を⽀援する必要があると認識してい
る。ヘタイラの使命は、⼥性間の連携と集団的権利の達成することだ。そして組織の⽬的は売春で
働く⼈々の⽣活を向上させることであるので、組織の中⼼はセックスワーカーである。 

 
社会から周縁された特定のグループで⼀緒にいると、答えを持っているのは私たちの⽅だと
考えてしまいがちです。私たちは、売春婦が働いている場所の近くにいて、彼らが何を必要
としているのか、何を求めているのかを知りたかった。私たちは単独だったら間違ったこと
をしていた可能性もあります。しかし、彼⼥たちと⼀緒に活動をしているからこそ、実際に
売春婦が必要とするものを作ることができるのです。  
マメン・ブリス（ヘタイラの活動家兼共同創設者） 

 
ヘタイラは 1995 年に設⽴されたが、その歴史はジェンダーに基づく暴⼒に対する初めてのフェ

ミニスト運動が起きた頃に始まった。この闘争に参加した数⼈の⼥性たちは、特定の⼥性たちに対
し、どうしてそれまで彼⼥たちとまったく接点がなかったのか、どうして彼⼥たちについて何も知
らなかったかと考え始めた。セックスワーカーの場合、彼⼥たちが⼥性で、セックスワーカーにな
ったのは虐待されたからだったと⼈々は考えられた。そこでヘタイラは、初めてセックスワーカー
を招待し、彼⼥たちの経験を話してもらったうえでディベートやパネルディスカッションを⾏った。
そこで参加者は、⾃分たちとは異なる歴史を歩んできたとしても、セックスワーカーたちの経験と
の共通点は多く、差別、搾取、暴⼒の経験など⾃分たちと無縁ではないということに気づいた。彼
らは、路上ベースの売春婦たちの⽣きる現状やニーズに関する理解を深めるため、その後も継続的
に彼⼥たちと会って話をした。どちらも初めは、互いに疑いを抱いており、信頼関係を築くのには
時間がかかった。こうした 2 年間の継続的な活動を経て、ヘタイラは⼥性を善と悪に分ける「娼婦」
というスティグマ32と戦うため、そして、セックスワーカーと連携した運動を促進するための空間
となった。 
 
 ヘタイラは多様性に富む組織で、積極的に意⾒交換を⾏うセックスワーカーや学者を、異なる年
齢、国籍、性別の専⾨家から構成されている。現時点報酬を受けているスタッフはわずか 2 名であ
るにもかかわらず、メンバーの⼤多数は⾮常に意欲的に活動している。 
 

加えて、ヘタイラは学界、LGBTI・クィア・トランス活動との同盟関係構築、強化を⾏ってきた。
また、政党や労働組合に属する個⼈への⽀援も⾏っている。 
 
組織化の利点  
 

売春は、多くのスティグマを受け、他のセックスワーカーとの競争しながら、⾮常に孤⽴し
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た⽅法で⾏われています。⾃⼰組織化をすることで、集合的な感覚を与え、集団的エンパワ
ーメントを可能にすることができます。これによって他のあらゆることが可能になるといえ
ます。 
エリサ・アレナス（ヘタイラの活動家兼スタッフ） 

 
⾃⼰組織化は、仲間との交流を通じて⼈々が知識を拡⼤し、能⼒を⾼める集団的教育と学習のプ

ロセスである。ヘタイラの活動の核は、⾃⼰組織化を⽀援することである。ヘタイラは組織にいる
セックスワーカーに⽀援を届けることはできるが、セックスワーカーが組織とかかわるかどうかは
彼ら⾃⾝が決めることである。これはエンパワーメントによって⼒を得た⼥性たちがヘタイラに携
わるようになり、次第にコミュニティの中の潜在的なリーダーになるという相互的プロセスである
とヘタイラは考えている。⾃⼰組織化は、セックスワーカーが⾃分⾃⾝の物語の主⼈公となり、⽴
ち上がって⾃分たちの権利を主張することを可能にする。インタビューを受けたセックスワーカー
のレベッカは「セックスワーカーの組織の存在によって、所属するセックスワーカーを⾃分は仕事
を守る者だと認識させる」と話している。集団的アドボカシーは、スティグマがセックスワーカー
や彼らの置かれる状況に与える影響に対する社会的認知を促す。また、⾃⼰組織化はまた⾃尊⼼の
向上と暴⼒と向き合うためのセルフケアにもつながる。それにともなって、売春に関連するスティ
グマによってセックスワーカー⾃⾝に「⾃分は悪い⼥だ」と感じてしまう罪悪感に対処することが
可能になる。 
 

この研究に参加しているセックスワーカーの多くは、⻑年⾃⼰組織化を⾏い、⾃分たちの権利の
ために闘ってきた。また彼⼥たちは、⾃分は⾃分⾃⾝よりももっと⼤きなものに属しているという
強い感覚を持っており、仲間やヘタイラからの⽀援をとても⼤切にしている。これらのすべての要
因は彼⼥たちの⾃⼰認識や暴⼒や虐待、不正、搾取などの状況に対応する能⼒に肯定的な影響を与
える。 
 

娼婦であるということは、私にとって不名誉ではありませんでしたし、誰かにそれを弁明し
なければいけないということもありませんでした。(…)私は、社会によって養われているわ
けではないので、社会によって決め付けられることを気にすることもありません。 
ジャネット（セックスワーカー） 

 
ヘタイラは⾃⼰組織化には課題があることを認識している。当初、セックスワーカーたちは彼ら

の期待に反し、あまりヘタイラに関わっていなかった。 
しかし、ヘタイラはそれを受け⼊れて理解し、より積極的に組織に関与しているセックスワーカー
を加えて常任の組織中核を作り、時々参加する⼈とはより広い集まりを作って対応した。 
 
 ヘタイラにより最初にサポートされたのは、モンテラグループである。 
このグループの名前はマドリードの繁華街で⼈気のある、セックスワークがオープンに⾏われてい
る通りからつけられており 2001 年から活動している。このグループのリーダーであるエクアドル
⼈セックスワーカーのリーダーは、仲間と組織を作ることを望んでおり、ヘタイラは彼⼥たちが何
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を必要としているのか尋ねた。もう⼀つのグループは、ヘタイラに関わる活動家で構成されており、
2001 年から権利擁護活動を⾏っている。彼らは 2015 年にギャグ法施⾏下の警察による横暴を受け、
AFEMTRAS に加盟した。 
 

私たちのプラットフォームを形成した後、私たちは政治家に「⼀緒にセックスワーカーたち
を⾃由にしましょう。あなたたち全員をセックスワーカーとして正式に登録しましょう。そ
して、これを規則にしましょう。」と⾔ってほしいと考えました。だから私たちはこの組織
を⽴ち上げ、私たちの、そして⼈⾝取引問題に取り組む友⼈や仲間たちの権利のために戦う
ことを決めました。しかし、私たちは今も世間からは「⾒えない存在」なのです。 
ヴェラ（AFEMTRAS のセックスワーカー） 

 
より実⽤的なレベルで⾃⼰組織化が与える効果として、セックスワーカーが仲間と仕事について

話すこと、職業についてお互いに質問すること（売春はタブーなので、情報を得ることは容易では
ない）、そして互いをケアし合うこと、⾃分⾃⾝で⾒つけたケアの⽅法で安全性を⾼めることが挙
げられ、これらはセックスワーカーの労働条件の改善を⼤幅に可能にする。 
 
スペインにおけるセックスワーカーの課題 
 
スティグマ 

固定観念を壊し、セックスワーカーと仲間になろう！ 
フォーカス・グループ・ディスカッション 
 

売春婦として⽣計を⽴てることに付随するスティグマはセックスワーカーが直⾯する最⼤の課
題である。彼⼥たちは、性的サービスの売買で経済的に⾃⽴した⼥性になることに対してスティグ
マを受けている。宗教、社会、そしてイデオロギーは、⼥性の性的⾏動を制限し、「娼婦」という
⾔葉を軽蔑的な意味で浸透させる。そして⼥性を⼀⽅、善良で純粋な「マドンナ」、他⽅、不潔で
不道徳な使い捨ての「娼婦」という⼆つの階層を作り上げる。 
 

売春に関しては、すべての⼈を個別に説得する必要があります。 
他の問題であれば、⼈々は先⼊観を持たずに売春の話を聞きます。しかし売春の場合、⼈々
は⾃分の偏⾒を持ち込みます。 
マメン・ブリス（ヘタイラの活動家兼共同創設者） 

 
政策は世間の認識に影響を与える⼀⽅、スティグマは強く根付いており、法律や政策が変わっても
消えることはない。あるいは政策と介⼊はスティグマを増加させうる。政府のキャンペーンのほと
んどが売春と性的搾取を混同し、両者を同じものとして根絶することを⽬指したものである。 
 

「売春婦憎悪」の根幹がどこにあるのかを特定し、それが公共政策に与える影響、セックス
ワーカーが市⺠と⾒なされない原因を突き⽌めることができれば、それは素晴らしいことで
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す。 
マリオ・ブラスケス（COGAM） 

 
売春について社会的に構築された固定観念を破ることで、スティグマをなくし、セックスワーカ

ーが⾃分たちがしていることについて話せるようになり、⼆重⽣活をする必要がなくなる。 
 

⽴ち上がらなければいけません。 他のひとたちは、先に他の理由で⽴ち上がっています。
⼀歩前進するには、胸を張って歩き続けなければなりません。 
ダヤナとヴィコ・フェティッシュ（セックスワーカー） 

 
セックスワーカーの中には、スティグマと闘うためには、セックスワーカーであると世間に知ら

れてしまうというリスクが伴うとしても、オープンにメディアなどに顔を出すこと重要だと考えて
いるひとたちがいる。 
 

メディアは虐待的で、⾔いたい放題に何でも⾔います。 彼らは私たちを勝⼿に撮影し、許
可なくテレビで放送します。あたかもその⼈には⼈⽣や私的な⽣活など持たないかのように
彼⼥たちを扱います。それでも、私はそちら側に⽴っています。私は売春婦で、何度もテレ
ビに出演しています。メディアは私たちの顔を隠さず、そのまま映して流します。 
カタリナ（セックスワーカー） 

 
スティグマは、特に街頭ベースのセックスワークにとって重⼤な問題である。スペインには社会

階層があり、その⼀番下に路上ベースのセックスワーカーがいる。それは、彼らが最も⾒えやすく、
確⽴した社会条件のなかで最も⽬に⾒えて困難を抱えているからである。しかし筆者が話したセッ
クスワーカーは路上で働く⾃由を⾼く評価している。路上であればいつ仕事に⾏くのか、どれくら
いの時間滞在するのか、提供するサービス、顧客を選び、警察や顧客からの暴⼒から互いに⾝を守
り、サポートし合うことができる。 
セックスワーカーは家族を養うために働く労働者であり、そして物資を購⼊し、税を納めることで
経済に貢献する市⺠である。最も怒るべきことは、彼⼥たちが労働者や市⺠として、他の市⺠と同
じ社会的、医療的サービスを受けていないということである。 
 

⼥性の⼈権が擁護されるべきものなのであれば（...）⼀部の⼥性だけではなく、すべての⼥
性を擁護する必要があります。 
クラリサ・ヴェロッシ（ジェネラ） 

 
「私たち抜き」で「私たち」について話すということ 

最も重要なのは、現実的でいることです。⾒たいと思うものや⾒ていると思っているもの
を⾒ず、本当にそこにあるものを⾒てください。 
ヨハネス・マーン（ヘタイラの活動家） 
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メディア、権威のどちらもセックスワーカーについて話をするが、彼らと話をすることはない。
セックスワーカーとのインタビューの中で、彼⼥たちの⾔葉が誤解されたまま、あるいは⼀部だ
けを使われた例がいくつか共有された。メディアは、彼らの取り扱う内容に合うように現実を操
作し、セックスワーカーが呼ばれたい名前を名乗る権利すら拒否する。セックスワーカーは声を
上げ、⾃分の置かれる現状を表現し、権利を主張することができる場所を⾒つけるのが、ますま
す困難になっていると感じている。 
 

メディアは警察の横暴について語ることはありません。私たちは警察から受ける暴⼒や屈辱
に苦しんでいますが、メディアは決してそれについて話しません。これは、恥ずべき事です。 
ビヨンセ（セックスワーカー） 

 
セックスワーカーが⾃⾝の経験や⾒識について話すとき、彼⼥に課された「被害者」像に合わな

ければ、その⼥性は代表者としてふさわしくないという理由で退けられる。これは特に、トランス
ジェンダーの⼥性が⼥性の代表ではないとされ遠ざけられる理由である。 
 

私はセックスワーカーであることを誇りに思っています。しかし私はそう信じることを否定
します。そうしなければ私はトランスセクシャルなので、他の職業選択肢が得られなくなる
からです。 
ダヤナ（セックスワーカー） 
 

最後に、性的搾取の被害に苦しんでいる⼥性の声は、売春と搾取に厳密な区別なしに語られるこ
とがままある。そしてしばしば権利を主張したセックスワーカーが、彼らや⼈⾝取引被害者の権利
を奪う結果を招くことになる。これは、他の⼥性グループに対する誤謬となり、フェミニストたち
が連携する機会を減らす。 
 
パブリック・ポリシー 

セックスワーカーが強く攻撃されているとき、「何があなたたちにとっての主な問題ですか」
と尋ねれば、彼⼥たちは平和に働きたいと答えるでしょう。これは 20 年前と同じ問題であ
り、変わらぬ望みです。かつて驚異のように⾒えた条例が承認された今、私たちはその条約
とともに⽣きています。 
マメン・ブリス（ヘタイラの活動家兼共同創設者） 

 
ヘタイラは、刑罰政策はセックスワーカーが直⾯する最⼤の問題ではないと主張しているが、政

策によって様々な物事が複雑化し、彼⼥たちの⽇常⽣活に⼤きな影響が与えられているのは確かで
ある。マメンはこれについて「セックスワーカーは無⼒感を強く感じながら、⾮常に困難な状況で
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働いています。この状況が彼⼥たちを⼀⽬の届かない私的空間へと追いやり、そしてセックスワー
カーが⾒えなくなると、⼈々は彼⼥たちがまるで存在しないかのように扱うのです」と述べている。 
 

マドリードでは、かつてセックスワーカーが働くアパートが集中している通りがあった。しかし、
対策が進められた 2004 年以降、セックスワーカーがより遠い地域で働くことを余儀なくされた。
ヘタイラのシルビア・ガルシアは、「⼥性は他の場所への移動を余儀なくされました。しかし、セ
ックスワーカーのニーズへの対応も、セックスワーカーが働ける安全なスペース確保のための交渉
もありません」と指摘した。 

近年インターネットを活⽤し、ひそかに活動するセックスワーカーが年々増加している。それ
によってセックスワーカーの⾃⽴と収⼊は増加しているが、安全性は犠牲にされた。安全性にお
いて、売春宿にはベッドの下に警報ボタンがあり、路上では同僚が近くにいるが、インターネッ
トで出会った顧客と⾃宅で会うとき、彼⼥たちの周りには誰もいない。 
 

インタビューしたセックスワーカーの多くが⾔及している通り、刑罰を課す政策では治安維持の
⽬標を達成できないだけでなく、セックスワーカー保護の脆弱性を次の 2 つの理由から増⼤させる。 
第⼀に、犯罪化された環境によってセックスワーカーが⾒込み顧客と交渉しなければならない時間
が制限され、より危険性の⾼い性⾏為への同意など、よりリスクの⾼いものになる可能性がある。
第⼆に、罰⾦によってセックスワーカーの収⼊を⼤幅に減少させ、労働が阻⽌されないように他の
国に移動することを余儀なくされた。 
 

しかし、スペインにグレーゾーンとして売春が残っているのにはいくつかの利点がある：  
この法的制限は決して最悪なものではありません。より良いモデルもありますが、さらに
悪いモデルもあります。このグレーな法的区域はスティグマが⾮常に強いこの社会でセッ
クスワークを⾒えにくい存在にさせますが、これは利点と⾔えます。もしあなたが売春婦
だとしても、誰もそのことを知る必要はありません。したがって、セックスワーカーは⾃
分⾃⾝のことを公開する必要はありません。 
ヨハネス・マーン（ヘタイラの活動家） 

 
マドリードの⾃治体、「アホラ・マドリード」（ 'Madrid now'のスペイン語）33は、セックスワー

カーのニーズに鈍感である。彼らは公約として、売春婦の権利を⽀持するためのセックスワーカー
との共同プログラム34を実施しているが、アホラ・マドリードは以前と変わらず、彼⼥たちを犠牲
にするアプローチを続け、批判的な質問なしにセックスワークを犯罪化している。 

 
経済危機 

2008 年にスペインを襲った経済危機は、売春婦の労働条件に悪影響を及ぼし、彼⼥たちの労働
を不安定にさせた。 顧客数は減少し、賃⾦は下落した。これにより、⼥性は収⼊を維持するために
さらなる⻑時間労働、多くの顧客を得ること、そしてよりリスクの⾼いサービスに備えなければな
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らなくなった。 
 

廃⽌運動 
廃⽌論者による⼥性に対する善意の議論が繰り広げられますが、彼らは前提として⼥性を
犠牲者と⾒なしており、さまざまな状況における売春に対し、⾮現実的な観点からアプロ
ーチしている。したがって、どちらもセックスワーカーの状態を改善するための議論では
なく、最悪の場合、彼⼥たちは犯罪者とみなされます。 
エリサ・アレナス（ヘタイラの活動家兼スタッフ） 

 
ヘタイラが創設されたとき、廃⽌論議はそれほど強くはなかったが、今⽇、政府機関内外の覇権

的⽴場となっている。廃⽌論者はセックスワーカーは男性による性的搾取の究極の犠牲者であり、
個々の考えや意思決定の能⼒を持たないという考えを促進させている。 
 

廃⽌論者は、「⼥性は性産業が存在することが原因で⼈⾝取引の犠牲になっており、性産業がな
くなれば⼈⾝取引は消えるというものである」という不完全な因果関係を確⽴した。しかし、⼈⾝
取引の原因はさらに深いところに根付いており、そして貧困や機会の⽋如、社会的保護の⽋如、お
よび制限的な移⺠政策などのより構造的な問題が背景にある。したがって、性的取引を廃⽌やセッ
クスワーカーおよび顧客を罰することは⼈⾝取引の解決にはつながらない。 
 

廃⽌主義が公共政策として実践的なかたちとなったとき、セックスワーカーの⽣活や労働状
況は悪化されます。 
シルビア・ガルシア（ヘタリアの活動家兼スタッフ） 

 
ヘタイラの参加者は、廃⽌主義運動が男性優位主義的で、新⾃由主義的なシナリオの中で発⽣し

た男性優位主義的な社会現象であるという意⾒に同意する。しかし、ヘタイラの出発点は、現在の
社会システムを前提とし、その中で⼥性の⽣活を改善することである。廃⽌主義者によって提供さ
れる措置は⼀般的に、「リハビリテーション」であり、概念的に⽋陥があるだけでなく、有効な⼿
段ではないため、⾮常に不安定な労働部⾨に就業する労働者に対する代替的な⼿段がほとんどない。 
 

私は他の仕事よりも多く稼ぐことができ、⾃分の予定を調整することが可能なので、路上で
働いています。 私⾃⾝が提供するサービスを選び、顧客を選び、⾃分でお⾦を稼いでいる
のです。 
カタリナ（セックスワーカー） 

 
ヘタイラのエリサが⾔うように、廃⽌主義者は、売春そのものや、権利を要求するセックスワー

カーの存在を体系的に否定している。さらに、フェミニズムがこの⽬的のために組織されている場
合、これはより⼤きな問題になる。 
 
トレーニングと知識の交換 
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セックスワーカーたちは、セックスワークを仕事とすると決めた⼈々に対し、提供するサービス
の内容や価格、労働条件についての知識、あるいは社会的・⼼理的⽀援、暴⼒の防⽌や、直接影響
を及ぼし得る法律などのより具体的な問題に関する情報が不⾜しているという点におおよそ同意
した。 
 

私は、路上で働いているので、労働者階級の娼婦ですが、他の場所のセックスワーカー
と違いはありません。 それぞれのシナリオには、それぞれに異なる現状があり、私たちに
必要な訓練は、私たちがいたい場所の現状に応じたものであるべきです。 
ニンファ（セックスワーカー） 

 
セックスワーカーの権利団体は、⼥性たちがセックスワークを始めるうえで⾃分たちの 

権利を知り、理解するための情報やアドバイスを提供する団体である。APROSEX のパウラ・ヴィ
ップ⽒が述べているように、セックスワークは⾦銭の取引に関わる問題であるので、専⾨家として
彼⼥たちは常に⼒を備えておくべきである。 
 
組織的な課題 

ヘタイラは、海外移住による会員の減少や、セックスワーカーの権利団体としてのヘタイラに対
するイデオロギー的攻撃、資⾦調達の問題などを含む、いくつかの組織的課題に直⾯している。 

 
警察からの容赦のないハラスメントおよび罰⾦制度により、多くのセックスワーカーが他のヨー

ロッパ諸国に移住した。 潜在的指導者の移動傾向がますます増加していることにより、⾃⼰組織化
の継続性と安定性に悪影響が及ぼされ、運動が弱体化している。外部により強い攻撃を受けている
セックスワーカーの権利団体にとって、より協同的で調和された⽀援活動が必要とされている。セ
ックスワーカーを⽀援する組織として、社会的スティグマや、セックスワークそのものや、彼⼥た
ちが受け取る報酬、仕事に対する姿勢に関する誹謗中傷を分かちあう。ヘタイラとジェネラはプロ
ライツの全国プラットフォームのメンバーであるが、このプラットフォームには効果的な調整が⽋
けている。 
 

同盟を築く必要があります。 この同盟には、セックスワーカーの組織だけでなく、セック
スワーカーたちが⾃分たちの居場所だと要求する場所で活動するセックスワーカーによる
組織も含まれるます。それによって、より⼒強く団結された集団を⽣まれるでしょう。 
クラリサ・ヴェロッシ（ジェネラ） 

 
セックスワーカーの権利擁護におけるヘタイラは政治的⽴場上、政府からプログラム資⾦を受け

取るのを頻繁に阻⽌される。政府は、セックスワーカーの労働条件と⼈権を改善するプログラムな
どは実施せず、団体を⽀援することはない。そればかりか、売春や性的搾取と⽴ち向かうための
多くの資源は、売春婦に対する不名誉な「意識啓発」に投資されている。 

 
ヘタイラは 20 年以上、セックスワーカーとともに活動してきたという経験を持ち、⾮常に限ら
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れた資源の中でセックスワーカーの権利をサポートするためのベストプラクティス介⼊を実施し
てきた。経済的な制約により、ヘタイラは売春婦を辞めたい⼥性への直接⽀援など、以前まで提供
していたサービスの提供を断念した。 現在こうした⼥性は他団体へ紹介しなければならず、彼⼥た
ちが質の⾼い援助を受けるために、他団体との信頼構築という全く新しいプロセスを始めなければ
ならない。 
 

仕事は⼭ほどありますが、お⾦はありません。 資⾦不⾜など、私たちの活動条件は⾮常に
不安定ですので、よいアイデアを持っていても、すべてを実⾏することができません。 
ヨハネス・マーン（ヘタイラの活動家） 

 
加えて特筆すべきなのは、グローバルノース（北半球に偏在する先進諸国を指す）におけるセッ

クスワーカーの権利団体は、多くの場合、国際的な寄付者からの資⾦調達やセックスワーカーへの
特定の資⾦は考慮されていない。その背景として、これらの国家が富裕層に位置しているおり、⾏
動主義を⾏使するために資⾦が必要だからである、と仮説を提唱する。 

 
「⾼級娼婦」という⾔葉がありますが、仮にあなたが私を「娼婦」と呼んだとしても、その
ことについては⼀向に構いません。ですが、現在の不安定なヨーロッパ情勢のなかで、「⾼
級」だとか、そういった話をされることに関しては、⾮常に嫌悪感を覚えます。 
クラリサ・ヴェロッシ（ジェネラ） 

 
⼈⾝売買について：⼈⾝取引の現状と議論 
 

90 年代以降、国際的な移⺠の増加は、同時に⼈⾝取引増加への懸念を引き起こしている。 
そもそもヘタイラは、セックスワーカーの保護に焦点を当てており、活動エリアの中で実際に⼈⾝
取引の事例を⽬撃することはなかったため、この問題については組織が取り扱う領域ではないと考
えていた。しかし、廃⽌主義者からの要求に基づき、現在は問題への理解と分析、議論への参加、
そして代替分析の紹介が求められている。 
 

国連薬物犯罪事務所の報告書(2010)35によると 、売春を⾏っている⼥性の約 14％が⼈⾝取引の被
害にあっている。このデータは、警察や政治家、メディア、そして社会団体によって繰り返されて
いる 90〜95％というデータよりも現状に近いと感じられる。被害者の保護、および⼈⾝売買対策
のための刑罰強化という点において、さらなる⽭盾が挙げられる。もしもセックスワーカーが⼈⾝
取引の危機にさらされやすいのであれば、被害者の特定や保護の必要があるのに、警察はセックス
ワーカーを訴追し、罰し、セックスワーカー保護のために不可⽋な信頼関係の構築を妨げている。 

 
可笑しな話ですが、私たちがトレーニングをすると⾔うと、⼈々は「セックスワーカーを訓
練する」と思い込みます。明確にする必要がありますが、彼⼥たちはすでに⾮常に熟練され
ており、我々が⾏っているのは⼈⾝取引を識別する専⾨家の訓練です。なぜなら、世間には
売春に関する混乱やスティグマ、「売春の存在が⼈⾝取引を⽣み出している」というような
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ステレオタイプな主張が多く、⼈⾝取引事件を識別するレベルを⾼める必要があるからです。 
クラリサ・ヴェロッシ（ジェネラ） 

 
セックスワーカーと警察の間により確かな信頼関係があれば、セックスワーカーは性的暴⼒や搾

取の被害を報告するようになり、⼈⾝取引の対策を改善できる可能性がある。 
当研究への参加者は、⼈⾝取引の現状と⼈⾝取引に関する議論はセックスワーカーに影響を与え

うる 2 つのまったく異なる問題である。売春にまつわる「犯罪」そのものは、他の労働部⾨で起き
る犯罪と同様に、明らかに起訴されなければならず、⼈⾝取引の被害者の権利は保護されるべきだ。
⼈⾝取引反対議論では、性産業が⼈⾝取引のターゲットになることが多く、セックスワーカーやそ
の協⼒組織もまた、同様であると信じられている。 

個⼈インタビューとグループインタビューの中で、セックスワーカーたちは何が⼈⾝取引かに関
する⼀般的理解を説明した。セックスワーカーたちは⼈⾝取引を「⼈々を捕まえ、だまして何かを
させるもの」と定義した。路上で性的労働を強制されている⼥性の例もあるが、⼈⾝取引のほとん
どは室内の性産業で発⽣すると彼⼥たちは考えている。彼⼥たちの働く地域では、ほとんどのセッ
クスワーカーが顔⾒知りなので、⼈⾝取引の兆候を認識することが容易である。しかし、現在の法
制度においては、⾃分⾃⾝の存在を警察にさらすこと、さらには潜在的にハラスメントや罰⾦のリ
スクにさらすことを同時に意味する。彼⼥たちは「警察と同じ通りで働いている」と冗談を付け加
え、通りで働く他の労働者もよく知っていると話した。警察もまた性的搾取の潜在的な状況を検出
することができ、その資源と⾏動する能⼒を考えれば、セックスワーカーよりも優れているべきで
ある。 
 

セックスワーカーが⾃分たちの権利を守るために組織するとき、彼⼥たちは廃⽌主義者たち
から違法者扱いされ、そしてヘタイラとコガムのようにセックスワーカーを⽀援する組織は
「奴隷所有者」や「⼈⾝取引業者」と呼ばれます。 
マリオ・ブラスケス（COGAM） 

 
⼈⾝取引に関する議論において、被害者として識別されることは、セックスワーカーたちを苛⽴た
せている。なぜなら、それは彼⼥たちの個⼈的な⽣活実態や⾃律的に意思決定する能⼒を否定する
からである。加えて、セックスワーカーにサービスを提供している個⼈は、⼈⾝取引の業者として
告発されたり、中傷された。たとえば、かつて他のセックスワーカーを職場まで⾞で送迎して稼い
でいたセックスワーカーは、有罪を⽴証する証拠がなかったため、後に無罪となったものの、⼈⾝
取引の罪で起訴された。別のケースでは、路上で労働者向けにスナックやソフトドリンク、⽔など
を販売していた元顧客が、⼈⾝取引の罪で⾮難された。この事件は、性的搾取の事件としてテレビ
で報じられた。これら２つの事件の共通点として、どちらの状況においても、情報が操作されてい
たという点が挙げられる。例えば、2 ⼈の被告⼈が⽀払いと借⾦の勘定を記録したノートは、セッ
クスワーカーを搾取していたことを証明しようとして恣意的に⽤いられた。 
 
 
⼈⾝取引反対議論への対応 
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⼈⾝取引防⽌政策は、これまで、セックスワーカーに悪影響を及ぼしてきました。 
これらの政策は公的に記録されていない移⺠を検出し、⼥性を強制送還するために使⽤され
てきました。 出稼ぎ労働者は「危険にさらされている⼥性」として統計に含まれますが、
こうした⼥性に対して⾏われたのは、国外追放のみです。 結局、これらの⽅針は⼥性の移
動を統制するための戦略なのです。 
シルヴィア・ガルシア（ヘタイラの活動家兼スタッフ） 

 
スペインの⼈⾝取引防⽌政策で採⽤されている「⼈⾝取引」の定義には、性産業だけでなく、す

べての労働分野への⼈⾝取引が含まれている。しかし、2013 年に⼈⾝取引防⽌対策の専⾨家グル
ープ（GREATA）の報告書36でも指摘されているとおり、スペインは⼈⾝取引対策において性的搾
取に焦点を当てている。2017 年 6 ⽉、GRETA は再びスペインを訪問し、⼈⾝売買防⽌に関する欧
州議会条約の実施状況の評価を⾏った。この点に関してなされた進歩はまだ⾒られていない。 
 

専⾨家（セックスワーカー）のなかには、⼈⾝取引の問題に関わりたくない⼈がいます。彼
⼥たちは、「私たちは⾃分たちの権利を守ろうとしているだけなのに、⼈⾝取引された⼥性
だと誤解されていて、そういう⼈たちのトップはその現状を解決するよう求めてくる」と話
しています。同時に、⾃分たちがこの問題に介⼊する必要があると考える⼈もいます。 
なぜなら、セックスワーカーの現実を⾒て理解しているからです。 
クラリサ・ヴェロッシ（ジェネラ）とジャネット（セックスワーカー） 

 
実際、2008 年と 2012 年にヘタイラはスペインの⼈⾝取引防⽌ネットワークへのメンバー加⼊を

申請したが、必要な条件すべてを満たしているにもかかわらず⼊会を拒否された。 
拒否の理由に関する回答は得られなかったが、ヘタイラは組織がセックスワーカーの権利を⽀援す
るために活動しているという事実が原因ではないかと推測している。こうしたフラストレーション
があるにもかかわらず、ヘタイラは外部と敵対的になるのではなく、セックスワーカーの権利保護
を可能にするために他団体と同盟関係を築くことを⽬指しており、⼀⽇が終わる頃には、それはレ
ゾンデートル（存在理由）となる。彼⼥たちは議論に参加し、被害⼥性として継続的に表現するこ
とを批判したり、政府の代表や公共機関に影響を与えうる場所へ出向いたりする。マメン・ブリス
がインタビューで述べたように、⼈⾝取引に関する議論はセックスワーカーの権利保護に役⽴てる
ことができる。 
 

組織化されたセックスワーカーは売春に関して困難が多く、無⼒感さえあるアイデアに多くの努
⼒を注いだ。たとえばマルチェラが夜働いている時、コンドームを配布する NGO が彼⼥に話しか
けてきたと話した。彼⼥はその NGO 団体に対し、「あなたたちはセックスワーカーを同情して⽀
援しているのか」と尋ねた。それについて彼らが否定すると、彼⼥は「では、なぜあなたたちはプ
ロライツ団体ではないのか、私たちが権利を持つことを望んでいるか」と問いを続けた。この質問
に対し、NGO は返事をためらった。マルチェラは彼らに「そもそも助ける、助けないという問題
ではなく、私たちはそのどちらも必要としていない」と伝えた。 
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ヘタイラのアプローチ 

ヘタイラ以外に私たちが頼ることができる組織はありません。 
他の組織は彼らの定義に基づいて私たちを⽀援します。 
ヴェラ（セックスワーカー） 

 
ヘタイラの活動は、主に政治的擁護と社会的介⼊の 2 つに焦点を置いている。 

政治的擁護の⽬的は、セックスワーカーの権利の保護、労働・⽣活条件の改善、そして社会がセッ
クスワーカーに対して抱いているスティグマやステレオタイプの解消である。ヘタイラは、政治的
⽴場を明らかにしていることで社会的、政治的、財政的に孤⽴しており、団体は多⼤な犠牲を払っ
ている。マメンが述べているように、「時に⼈権を守ることは敵を⽣み出す。」しかし、ヘタイラの
徹底された政治的⽴場はセックスワーカーとの信頼関係の構築や、証拠に基づいた議論、および国
内の⼈権保護や市⺠権の擁護に関わる運動や団体との同盟を可能にした。 
 

私たちの活動はすべて彼⼥たち（セックスワーカー）の教えに基づいています。 
シルヴィア・ガルシア（ヘタイラの活動家兼スタッフ） 

 
ヘタイラの社会的介⼊は、⼤きく 3 つの分野に分けられる。⼀つ⽬は、より良い条件で働きたい

セックスワーカーに助⾔や⽀援を提供である。これには、技術の開発⽀援（例：ニッチサービスの
提供）や顧客との交渉スキルなど、⾃営業者として登録するためのカウンセリングも含まれる。⼆
つ⽬は、社会的資源へのアクセスや⼊国⼿続き、家庭内のもめごと、その他⼥性（多くの場合が家
族の⻑であり、移⺠であることも多い）としての地位を脅かす問題への対処など、セックスワーク
とは厳密には関連しない⼼理社会的援助である。そして三つ⽬の役割に、仕事からの解雇、料⾦の
未払いや、賃⾦が払われない性的暴⾏、無許可での写真撮影やビデオ録画など様々な問題に対処す
るための法的助⾔の提供がある。 

ヘタイラがセックスワーカーに情報を提供する⽬的は、どんな権利が法律で保障されていて、ど
のようにその権利を守るのかなどの知識を彼⼥たち⾃⾝が⾝につけるためである。例えば、ビリャ
ヴェルデ⼯業団地での警官による暴⾏を受けて、#nosomosdelit との連携や、暴⾏に備えて有事の
際に取るべき集団的対策などを記載したリーフレットをセックスワーカーに分配するといった情
報提供を⾏った。 

 
ヘタイラは⼈⾝取引問題を直接取り扱っていないが、潜在的な事件性を検知した場合、ヘタイラ

が初めて提携を⾏った⼈⾝取引対策プログラムである「プロジェクト・エスペレンサ」に通報する。
プロジェクト・エスペレンサは⼈権保護の観点から活動しており、また、コーディネーターである
マルタ・ゴンサレスの発⾔にもある通り、主に「⼥性に⽿を傾け、彼⼥たちのそばに⽴ち、彼⼥た
ちと共にいること、彼⼥たちの決定を順守すること」に重きを置いている。政府や警察との連携は、
警官による暴⾏事件や移⺠の即時強制送還などの影響で不信感が強いため、実現はより難しい。そ
のため AFEMTRAS のセックスワーカーは、⼈⾝取引の可能性があるケースに対し、情報を収集す
るために組織内で話し合い、その後ヘタイラや地域で活動している NGO と情報を交換する。ヘタ
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イラのエリサが⾔うように、「組織化されていて、周囲に信頼できる仲間がいることは、⾃分の置
かれている現状や問題について話をする勇気を彼⼥たちに与える。」 
 
警察からのハラスメントに抵抗するための組織化 

ギャグ法公布の 1 か⽉前、セックスワーカーはヘタイラに対し、警官からの誹謗中傷やハラスメ
ント、⾝体的暴⾏が増加傾向にあること、違法⼊国を撃退する警察部隊 UCRIF37、特に地⽅部隊の
隊⻑とその部下 1 名からの物理的攻撃についての報告を始めた。2013 年以降、こうした暴⾏は報
告されていたが、2015 年 7 ⽉のギャグ法公布によって⽇常的な懲罰や継続的な暴⾏の増加が加速
した。 
 

これらの報告を受け、ヘタイラは地⽅⾃治体の代議⼠と会い、警察による虐待の報告と、法律の
発表時点では、セックスワーカーは懲罰の対象にならないという保証がされていたにもかかわらず、
罰⾦が科されていた原因の追究を⾏った。会合で代議員は、今後セックスワーカーは懲罰の対象に
ならないこと、そして将来的には顧客のみが罰⾦を科されることを約束した。しかしその 5 ヵ⽉後、
セックスワーカーたちの⾃宅に罰⾦納付書が送られてきたため、ヘタイラは再び代議⼠と会った。
代議⼠は、セックスワーカーが罰⾦を科された理由は、警察からの忠告に従わず、反抗したからで
あるという説明した。この主張の指す「反抗」とは、「売春婦として働く」という⾏為であるため、
この説明は公正ではない。しかし、ヘタイラが集めた証拠によると、警察の⽅が実際の違反⾏為よ
りも気まぐれであることが明らかになった。 
 

警察は私たちに対して横暴です。そして、警官によっていうことが違うので、誰の意⾒を聴
けばいいのか誰にも分かりません。 私はかつてある路地で働いていましたが、誰にも悩ま
せられることはありませんでした。しかしギャグ法ができて、市の警官は私に今後、そこで
働くことを禁⽌すると告げました。次の⽇同じ場所に仕事に⾏くと、UCRIF が来て、そこ
での労働を禁⽌され、罰⾦が科されました。私は彼らに働くうえで問題がない場所を聞き、 
次の⽇そこへ⾏きました。すると今度は別の UCRIF チームがやってきて、「前⽇に注意を
受けたにもかかわらず、また同じ場所にいる」と⾔われ、罰⾦を科されました。 
その警官は、私がセックスワークを続ける限り、どこにいようとも私を罰すると⾔いったの
です。 
カタリナ（セックスワーカー） 

 
2016 年 12 ⽉、新聞『パブリコ』38で報じられているように、ヘタイラや AFEMTRAS を含む複

数の NGO は、売春を⾏う者の権利侵害をやめさせるために必要な対策として、⾼等警察本部、オ
ンブズマン、そして政府代表団に訴状を提出した。また、公的苦情を請け負う売春技術委員会39に
対して、請願書も送られたが、それらの組織のうち⼀つも⾏動をとった団体はなかった。 

⾼等警察本部のスポークスマンは、「警察内部で調査を⾏った結果、これらの事実は証明されて
おらず、ヴィラヴェルデ⼯業団地勤務のすべてのセキュリティ機関は警察倫理に沿って⾏動してい
る」と宣⾔した40。この結果を踏まえてセックスワーカーたちは、警察の横暴をなくすことを求め
る様々な運動を続けている。2017 年 1 ⽉、暴⾏の容疑のある警官は議会に出るよう求められたが、
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本レポートの執筆時点では、動きはなく、ヘタイラは次なる⾏動を計画している。こうした事実解
明のプロセスについて、いくつかの残念な問題がある。第⼀に、⾼等警察の不当な対応と透明性の
⽋如が挙げられる。第⼆に、市⺠の利益を求め、彼らの懸念に応えるべき役割を持つはずの政府お
よびマドリード市⾏政からの対応が不⼗分である。そして最後に、売春婦と協⼒する組織からの動
員と⽀援の⽋如や、公の場で警察による暴⾏を⾮難したり、これを撤廃するための対策について話
し合ったりしていない点である。 

⼀⽅で、これらの出来事かもたらした良い結果は、セックスワーカーたちの運動を強化されたこ
とだ。AFEMTRAS は 2001 年に結成されて以来、ヘタイラのサポートを通じて組織化され、ます
ます結束が強まっている。 ギャグ法への抵抗運動は、独⽴した組織としての AFEMTRAS の知名
度を上げることを可能にした。 

 
国家機関や治安部隊への信頼（…）を優先させるために、これらの機関による暴⾏を隠蔽す
ることは、セックスワーカーや潜在的⼈⾝取引の被害者の脆弱性を増加させている。 
ヘタイラによる国家警察に対する公式声明⽂ 

 
 
結論と提⾔ 
 

今回の調査によって、スペインにおけるセックスワーカーに影響を与える主な問題、およびこれ
らの問題に対抗するためにセックスワーカーの権利団体が採⽤している戦略を特定することがで
きた。調査の結果は、⼈⾝取引対策の枠組みはセックスワーカーが搾取を経験するのを防ぐ役割を
果たしていないことを⽰し、現⾏の対策は、無益で有害な介⼊や公共政策に資源を⽤い、街頭でセ
ックスワーカーや性産業に従事する移住者に対するハラスメントや暴⾏を警察に許可するだけの
ものだということが明らかになった。 
 
 セックスワーカーに影響を与える効果的な政策やプログラムを改善する鍵は、セックスワーカー
たちの意⾒に⽿を傾け、彼⼥たちの⼈権を奪う売春の犯罪化という慣習に挑むという極めてシンプ
ルなものである。売春の⾮犯罪化および健康と労働に関する法律における規制の緩和は万能薬では
ないが、それはセックスワーカーの権利を保護するための第⼀ステップである。加えて、売春に対
するスティグマをなくし、さらにはジェンダーに基づく暴⼒と闘うための対策、社会における⼥性
の有給無給労働の価値を⾼めることを促進するための対策が必要である。 
 

性産業において、より効果的に⼈⾝取引にアプローチをするには、セックスワーカーの⼈権尊重・
保護に対する概念的転換が求められる。懲罰的な政策や警察による暴⾏は、路上で活動するセック
スワーカーに直接影響を及ぼしている。⼊国管理局 UCRIF は、⼈⾝取引の調査を担当しているが、
搾取の実態を特定するうえで重要な鍵となるセックスワーカーとの信頼構築に失敗している。同様
に、⼈⾝取引取り締まりの前線で活動する専⾨家に対し、世間が抱えるセンセーショナルな物語や
イメージ、ステレオタイプを超えた訓練が必要だ。 
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⼈⾝取引防⽌の枠組みは、セックスワークの犯罪化、移⺠規制の厳重化を促進させているが、これ
は⼥性の移住制限に効果的なだけであり、移⺠や⼈⾝取引の被害者、どちらにとっても無益である。
⼈⾝取引の現状には、しばしば移住のプロセスにおける不満や挫折感が背景にある。したがって⼈
⾝取引を廃絶するためには、各州が安全に移住することを権利として認め、すべての移⺠の権利を
保証するべきだ。 
 
 ⼈⾝取引との闘いにおいてセックスワークが論議の中⼼となり、結果としてセックスワーカーや彼
⼥たちを⽀援する団体が⾮難の対象とされてきた。この業界で売春婦として働くことを選択した
⼈々は法的枠組み内外の両⽅で権利を否認された。こうした枠組みはセックスワーカーの存在を事
実上、市⺠としても⼈間としても消し去ろうとしている。セックスワークに関する絶え間ない議論
は、道徳と品格という概念の優位性と、正当な権利の間で繰り広げられる闘争を明らかにしている。
同時に、性産業に焦点を当てることは、⼈⾝取引が発⽣させる他の要因や、⼈⾝取引被害者の特定
および⽀援に失敗してきたという事実から⼈々の注意をそらすことを可能にしている。 
 

セックスワーカーおよびセックスワーカーの権利保護団体は、⼈⾝取引の事例を報告することが可
能であり、調査に協⼒することに積極的であるが、正式な⼈⾝取引対策の構造から排除されるだけで
なく、事件への関与を疑われ、資⾦的⽀援も得られない。 
 
 ⼈⾝取引に焦点を当てることは、セックスワーカーが⽇常的に直⾯する⼈権侵害から注意をそらす
ことも可能にしている。⼈⾝取引と搾取はそれぞれ異なる現象であるが、両者とも適切な対応と真
に権利を取り戻すための機会を必要とする。セックスワーカーたちは⾃⾝を労働者として認識して
おり、他の労働者と同等に安全に働くことのできる場所や労働権、その他の社会的利益を求めてい
る。セックスワークの⽅針は⼈権とフェミニストの社会正義的視点に基づいているべきである。⼈
⾝取引の被害者も権利を保障され、保護されるが、⼀⽅の現実が他⽅を⾒えなくすることはできな
い。また、⼀部の⼥性の権利が他の⼥性の権利よりも優先されるということはあってはならない。 
 
 セックスワーカーたちが組織化することはエンパワーメント効果があり、また搾取や⼈⾝取引のリ
スク軽減につながる。⾃⼰組織化はセックスワーカーを個⼈・集団の両⾯を強化し、そして彼⼥た
ちが暴⼒や虐待の状況に対応するための能⼒を強化する。また、⾃⼰組織化は、社会的孤⽴やセッ
クスワーカーの⽣活に浸透したスティグマを軽減するうえで重要である。⼈権活動家、労働組合、
および資⾦提供者は⾃分たちの権利を要求するために組織化したセックスワーカーたちと連携す
るべきだ。 
 

スティグマはセックスワーカーにとって最⼤の課題であり、彼⼥たちの⽣活のあらゆる⾯に浸透し
ている。そして、警察とメディアの両⽅がセックスワークの偏った⾒⽅を永続させており、⼥性の
権利向上を妨げている。セックスワークに従事する⼈々が満⾜に暮らし、他の⼈々と同じ権利を享
受することができるようにするためには、社会的に構築されたステレオタイプを破ることが緊急の
課題である。 
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以上の観点から、このレポートでは以下の推奨事項を提唱したい。 
 
政府および地⽅⾃治体への提⾔：  

1. セックスワーカーを罰する公共政策を廃⽌し、売春で⽣計を⽴てる⼈々の権利を労働
法で認めること。 
2. ギャグ法および地⽅条例におけるセックスワーカーおよび顧客に対する罰⾦を⽌め、
職権乱⽤の有無を調査すること。 
3. ⾏政上の軽犯罪よりも、虐待や搾取の発⾒により重点を置くこと。 
4. セックスワーカーが逮捕や罰⾦を恐れずに働くことができる区域を設けること。 
5. ⼈⾝取引対策を含む、セックスワーカーの⽣活に影響のある政策を開発する際、セッ
クスワーカーの権利保護団体が平等に参加するよう呼びかけること。 
6.  セックスワーカーと他の⼥性を区別することなく、すべての⼥性に対して敬意を持っ
て接するための意識啓発キャンペーンを実施すること。 
7. ⼈⾝取引防⽌政策がセックスワーカーに対するスティグマにならないように配慮する
こと。 
8. 安全に移住することを認め、すべての移⺠に権利を保証すること。 

 
⼈⾝取引防⽌団体への提⾔：  

1. ⼈⾝取引とセックスワークの混同と、その両⽅に関する有害なステレオタイプをなく
すこと。 

2. ⼈⾝取引廃絶に向けてセックスワーカーの権利団体が果たすことができる潜在的な役
割を認めること。 

3. ⼈⾝取引対策の構造にセックスワーカーの権利保護団体の平等な参加を呼び掛けるこ
と。 
4. ⼈⾝取引問題への介⼊において、性産業という範囲を超え、セックスワークにおける
暴⾏と⼈⾝取引事件の両⽅に焦点を広げること。 
5. ⾃らの⽬的を遂⾏するために、⼈⾝取引の被害者を司法的、政治的あるいは組織的レ
ベルに基づいた判断をしないこと。 
6. 性産業から離れることを希望するセックスワーカーに実質的な⽀援と⽣計を⽴てるた
めの代替⼿段を提供すること。 

 
寄付団体への提⾔： 

1. セックスワーカーの⼈権を擁護し、促進する⼿段として、セックスワーカーの組織化
を⽀援すること。 
2. 資⾦による⼈⾝取引対策がセックスワーカーたちの権利と幸福に悪影響を与えていな
いか、厳格な評価を定期的に実施する。 
 

著者について： 
チュス・アルバレスは、⼥性の権利の熱⼼な提唱者である。アルバレスは、⼤学でソーシャルワー
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クを専攻し、男⼥平等参画の修⼠学位を取得した。また、南⽶とスペインの両⽅でいくつかのメデ
ィアとオンライン・プラットフォームに寄稿しており、2015 年からはラテンアメリカ向けのプロ
グラムオフィサーとして GAATW で勤務している。近年の研究ではセックスワーカーへのヒアリ
ングを通じて、彼⼥たちのおかれる⽣活実態や現状の調査を⾏っている。 
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るため、この章でも同様に扱う。 
ヘタイラはセックスワークについて話すとき、1)売春を⽣業とする⼥性すべてが⾃分たちのことをセックスワーカーと呼ぶわけではな
い。 2）これらの⽤語をもっと頻繁に使うことによって「⾵俗」といった古典的な⾔葉に対するスティグマを取り除こうとしている。 
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メキシコ 
Francisco Javier LagunesGaitán 
 
メキシコは世界最⼤のスペイン語圏の国である。⾼中所得国と⾒なされるが、⾼⽔準の不平等が特
徴で、⼥性、移住者、先住⺠の間での貧困の割合がより⾼い。さらに、⼈⼝のほとんどは、あまり
労働者が保護されないインフォーマルな仕事で雇⽤されている。 
 
メキシコは、⼥性に対する暴⼒を含む、暴⼒と刑罰免除の⽔準が⾼い国である。ギャング関連の犯
罪活動が広まっており、性産業に⼊ってくる⼈⾝取引は、業界内の他の形態の強制や搾取と同様に、
この研究で⽂書化されたいくつかの事例が例証するように、⽐較的共通している。 
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合意あるセックスワークもまた現実で、多くの⼥性にとって⽣計の選択肢だ。しかしながら、メキ
シコの⼈⾝売買法は、この 2 つの現象を適切に区別していない。法律の概念的な曖昧さと、根強い
警察との癒着、⾏政の腐敗は、⽂書化したような、セックスワーカーをターゲットとした法の乱⽤
および悪⽤を蔓延らせた。 
 
現在の研究は、セックスワーカーの組織化が⼈権保護や労働条件改善にどのように貢献するかを⽴
証している。この研究の焦点は、Brigada Callejera de Apoyo a la Mujer（省略形：BCAM またはブ
リガダ）という組織で、この研究の⽬的は以下のとおり。1）セックスワーカーの権利を主張する
ための当事者エンパワメントの BCAM の取り組み。2）⼈⾝売買防⽌の枠組みがセックスワーカー
の仕事や経験にどのように影響を与えたか。3）セックスワーカーを⽀援し、⼈⾝売買を含む搾取
と虐待に⽴ち向かうために、BCAM が使った戦略を検討する。 
 
研究は Brigada のスタッフと⼀緒に、様々なレベル―戦略とアドボカシー、セックスワーカーへの
サービス提供―において⾏われた。フィールドワークはメキシコシティー、グアダラハラ、グアテ
マラ国境近くのチアパス州の 3 つの場所で実施された。セックスワーカーたちは様々な職場で訪問
されインタビューを受けた。インタビューの結果、多くのセックスワーカーが適していない環境で
働いていることが明らかになった。これは、犯罪組織および不適切な公務この 2 つの要素によって、
広範囲にわたる暴⼒、虐待、汚職と免罪を特徴としている。セックスワーカーらは⽣計を⽴てるた
めに、これらの⼆重の脅威に次のように対処しなければならない。しかし、この章でたくさん⾔及
するように、セックスワーカーたちが望んでいるのは、⽣計の源泉である性産業そのものの終焉で
はなく、業界内の多数の⼈権侵害の終焉を望んでいる。性産業の根絶を⽬的とした禁⽌主義者たち
がとる措置は、業界で働く⼈々から⽣計を奪うことだけに役⽴ち、そして実際は、彼らをギャング
とカルテルの影響下に置く不条理な結果をもたらす。 
 
セックスワーカーが直⾯する課題に対するブリガダのアプローチは、本質的に 3 分野ある。第⼀に、
セックスワーカーの⾃⼰決定を尊重する⽅法で、包括的で、個⼈中⼼の法的、健康的、⼼理社会的
サービスを提供する。第⼆に、セックスワークのメキシコネットワークのような組織と連携し、セ
ックスワーカーの⾃⼰組織化および動員をサポートする。第三に、⼈間として、労働者としてセッ
クスワーカーの権利を尊重する法的および政策的環境づくりのために積極的に権利擁護する。最近
達成した憲法裁判所の 2 つの判断では、メキシコのセックスワーカーが労働者として認められ、法
律では、セックスワークと⼈⾝売買の違いが認識されるという前進があった。 
 
前書き 
社会経済的および政治的背景 
メキシコは世界最⼤のスペイン語圏の国で、2017 年の推定⼈⼝は約 1 億 2,920 万⼈。1 ⼈⼝統計学
的には、メキシコの⼈⼝は落ち着いてきていて、⼈⼝増加率は 1.3％、出⽣率は⼥性 1 ⼈当たり 2.2
⼈となっている。2 メキシコは世界で 15 番⽬に⾼い年間国内総⽣産で 2016 年は 1 兆 1,046 億⽶ド
ル、国⺠総所得は⼀⼈当たり USD 16.383（2011 PPP $）。3 2017 年 6 ⽉の失業率は経済的に活動
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的な⼈⼝の 3.3％で、2006 年 2 ⽉以来最低だった。4 しかし、総雇⽤レベルは⾼いが、ほとんどの
⼈が低賃⾦のインフォーマルな仕事に就き、社会保障制度へのアクセスは⼗分でない。5 その結果、
国⺠の半分近くの⼈々は公式に国の定める貧困ライン以下で⽣活しており、3％は 1 ⽇ 1.90USD 未
満の⽣活をしている。6 
 
メキシコはジニ係数（国⺠所得分配係数）が 48.21 で7、最も格差の⼤きい不平等な国々OECD 諸
国の⼀つだ。⼈⼝の 1％の⼈々が国の収⼊の 21％を受け取る。先住⺠族（2015 年総⼈⼝の 10.1％
にあたる8）は、特に不平等の影響を受けていて、彼らの 75％が貧困状態で、38％は極度の貧困状
態で⽣活している。それぞれ総⼈⼝と⽐較すると、総⼈⼝にとっての 50％と 10％ということがで
きる。9 
 
しかしながら、冷たい経済の数字は、UNDP の⼈間開発指数のような、健康や教育を考慮にいれ
た⽣活の質を記述しない。188 の国と地域で、メキシコは Human Development Index（HDI）77
位（スコア 0.762）、ラテンアメリカの他の⼤部分と同じく⾼度⼈間開発グループにある。ただし、
指数が不平等に応じて調整されると、スコアは 0.587 に減少する。10 
 
貧困層を⽀援するために政府による 2 つの重要なプログラムが確⽴されている。Prospera（条件付
き現⾦振替プログラム）は、いくつかの重要な医療サービスを提供している。2500 万⼈の受益者
に、⾼齢者向け⾷糧および⼦どもたちの学費援助を⾏なっている。 
社会扶助以外にも、Prospera は雇⽤と⼥性の経済的包含を促進しようとしている。11 Seguro 
Popular de Salud は⼀般に開かれた、基本的健康のために限って経済的援助する⾃発的な補完的社
会保障プログラムで、完全な通常の社会保障制度にアクセスできない⼈々のためのサービス。2016
年のこのプログラムの受益者数は 5,490 万⼈だった。12 しかし、これらプログラムは最貧層の住⺠
に不可⽋な救済をすることにのみ焦点を当てており、実際に彼らの⽣活の質はほんの少ししか向上
しない。 
 
ラテンアメリカ地域は発展しているにもかかわらず、何百万⼈もの⼈々が取り残されている。貧困
はジェンダーの側⾯を持っている。ラテンアメリカでは、100 ⼈の男性に対して、117 ⼈の貧困⼥
性がいて、1997 年以来、不平等は 8％増加している。脆弱性は累積的で、⼟地を持っていない⽥舎
の先住⺠族⼥性はより恵まれない境遇に置かれる。ラテンアメリカ⼈の 38％はサービス産業にお
ける不安定雇⽤にあり、脆弱性が⾼い。彼らは公式には貧しい⼈々とは⾒做されないが、中流階級
というわけでもない。不安定な仕事、ジェンダーと所得格差のこの状況において、多くの⼈、特に
⼥性は、可能で最善の⽣計の選択として、海外に出稼ぎに⾏くか、セックスワークをする。 
 
メキシコは移住の源泉国という評判があるが、移住の傾向は変化している。メキシコへの移⺠は過
去 20 年間で急激に増加した。2015 年には、メキシコの外国出⾝者の数はかつてない⽔準に達し、
2000 年の 2 倍の 100 万⼈だが、それでもまだ総⼈⼝の 1％未満である。さらに、2015 年には約 1,200
万⼈のメキシコ⼈が海外に居住し、その 97％が⽶国だが、2009 年以降、メキシコに戻ってきたメ
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キシコ⼈の数は、アメリカへの移住者数を超える。13 また、2015 年には推定 37 万 7000 ⼈の中⽶
移⺠がアメリカに⾏く途中にメキシコを経由した。 
 
犯罪と罰 
ラテンアメリカは世界で暴⼒による殺⼈が最も多い地域だ。世界の⼈⼝のわずか 8％が住んでいる
にもかかわらず、それはすべての殺⼈の 38％を占めている。2000 年から 2016 年の間に、260 万⼈
以上の⼈々が殺害された。この暴⼒は中東と中央アジアの紛争地域だけで起こる被害にも匹敵する。
14 中央アメリカの北部三⾓地域では、意図的な殺⼈がこの地域で最も⾼く、ホンジュラスでは年間
10 万⼈あたり 75 ⼈、メキシコでは 16 ⼈、エルサルバドルでは 64 ⼈、グアテマラでは 31 ⼈とな
っている。15 
免責と公正に関する研究センター（CESIJ）によって発⾏された Global Impunity Index 2017（GII）
によれば、メキシコはフィリピン、インド、カメルーンに次いで世界で 4 番⽬に⾼い免責指数を持
つ国である。⾼い⽔準の免責は、国の社会経済的不平等と密接に関係している。社会的排除は、免
責を促進し、限界条件にある⽣活を送っている⼈々への影響を悪化させる。16 
このような不処罰を背景に、メキシコでは⼥性に対する暴⼒が⾮常に頻繁に発⽣している。メキシ
コでは、2014 年に 1 ⽇に 6.3 ⼈の⼥性が殺害された。17 
国家は、⼥性に対する暴⼒に対処するのに⼗分なことをせずずっと責任を持ってこなかった。2009
年に⽶州⼈権裁判所は、8 ⼈の⼥性が死亡した状態で発⾒された Algodonero Field の事件に関して、
メキシコ政府に対する判決を下した。裁判所は、メキシコ政府は、ジェンダーに関連する暴⼒のパ
ターンが存在することを⼗分に認識していながら、被害者を守る⽅法や、こうした犯罪防⽌措置の
⽋如、何百⼈もの⼥性が殺害されたこと、（⼥性の）失踪に対する当局の対応の⽋如、殺⼈事件の
捜査における調査の⽋如、不正義と⾔ってもいいくらいの、家族への⼗分な賠償18の⽋如を指摘し
た。 
 
メキシコにおけるセックスワーク 
⽂化と歴史 
世界の他の地域と同様に、メキシコでは、男性はセックスが必要であり、⼥性はそれを愛のために、
好意の交換として、またはそれを売ることによって授けると⼀般的に信じられている。この考え⽅
によれば、私的領域では、⼀部の⼥性は結婚を通じて安全と栄養と引き換えに無料でセックスを⾏
うが、公的領域では、売春婦はセックスをお⾦と交換する。 
 
メキシコでは、いくつかの古代⽂明、植⺠地時代から現在に⾄るまで、特定の⼥性グループを性病
の伝染を防ぐために隔離および管理する慣⾏があったことが、さまざまな歴史的記録に書かれてい
る。19 
 
ローマ・カトリックの伝統的な⾒解によれば、植⺠地時代には、売春は必要悪と考えられていたが、
道徳的に卑劣とされた。18 世紀頃、セックスワーカーは有害な存在、性病の担い⼿、またはスキ
ャンダルになりやすいと考えられていた。その結果、国は、彼らの⽣活と⾝体を完全に制御するた
めに、明確な政策と法律⾏政の医療機構を備えた規制主義モデルを実施した。しかし、19 世紀ま
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2014 年、たくさんの抗議、動員、ロビーイング、戦略
的裁判闘争の結果、メキシコシティ政府は、セックス
ワーカーの安全性を改善し権利を促進するという形
で、セックスワーカーをサラリーマンでない労働者と
して認めた。 

無節操に法を適⽤する
ことは、⼥性は脆弱性
の⾼いジェンダー属性
だからセックスワーク
に従事する⼥性などい
ない、という⾒⽅を助
⻑する。これは⼈⾝売
買議定書の意向と⽭盾
する。 

でに、セックスワークは⾼い流動性を特徴とするようになった。売春宿とキャバレーは、セックス
ワーカーのプロ化を⽬的としたフランスのシステムに従って設⽴された。法律は、治安維持の⼿段
として、きちんとした貴婦⼈（マダム）を認識した。 
 
20 世紀の前半にアプローチは廃⽌主義の 1 つに変
わった。売春宿は禁⽌され、貴婦⼈は訴追されたが、
売春あっせん者（ポン引き）が引き継ぎ、規制され
ていない⽴ちんぼが増加した。周旋は 1929 年に⾸
都で重罪と宣⾔された。世紀の後半に、⼀部の都市
では新しい規制システム、いわゆる営業許可エリアが導⼊された。しかし、これらの規制は国のす
べてで明確な廃⽌主義の刑法と共存しており、 ⼥性の権利の保護が⽋如しているため、ポン引き（ヒ
モ）の暴⼒は不処罰にされ続けている。例として、テナンシンゴの⼩さな町、トラスカラは、強制
的な性的サービスをさせるため⼥性を⽶国に移送するポン引きがいることでよく知られている。20  
 
現在、メキシコ全⼟で、路上で性的サービスを有料で提供することは重罪ではなく、ただの⾏政上
の罪となっている。最⼤ 36 時間の逮捕、または罰⾦で、犯罪歴の記録はされない。何⼗年もの間、
この規則は腐敗した警察官がセックスワーカーから⾦銭や性的好意を強要するために利⽤されて
きた。同様に、コアウイラ州では、地⽅議会は地⽅⾃治体が条例を発⾏して、性的労働者も明⽰的
に含む⾮サラリーマン（ストリートミュージシャン、靴クリーナーなど）を認識および規制するこ
とを許可する法律を可決した。 
 
セックスワークの社会⼈⼝統計 
 
性産業は、技術的および社会的変化によって、規模だけでなく多様性に
おいてもまた、成⻑し拡⼤してきた。現在、新しいサービスとニッチが
ある。ライブセックスショー、エロティックマッサージ、ラップダンス、
ストリッピング、エスコート、テレフォンセックス、セックスツーリズ
ムだ。 
 
汚名、および彼らの仕事の隠された、そしてしばしば半犯罪的な地位の
ために、メキシコに何⼈のセックスワーカーがいるのかを知ることは不
可能である。ブリガダ・カレジェラは、約 60 万⼈の⼥性セックスワー
カー（およびさらに 20 万⼈の若者がセックスを売る）があると推定し
ている。21 この国のほとんどのセックスワーカーはシス⼥性であり、男性とトランス⼥性の数は少
なく、メキシコ市⺠またはラテンアメリカの他の地域から移⺠がほとんどである。ブリガダ・カレ
ジェラの観測によると、コロンビア、ベネズエラ、アルゼンチン、キューバからの移⺠のセックス
ワーカーは、主に売春宿、エスコートの仲介業者、ラップダンスクラブで働いている。さらに、10
年以上にわたり、東ヨーロッパの⼥性が産業の上位層で働くためにますますメキシコに来ている。
22 ブリガダによれば、これらの外国⼈労働者の⼀部は組織犯罪ネットワークによってメキシコに連
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れてこられたが、彼らの多くは⼀⼈でやってきた。⼤多数は⽂書化されないため、虐待に対して脆
弱だ。⼥性のセックスワーカーの HIV 陽性率は 0.67％であるのに対し、⼀般の⼈々では 0.23％。
トランスジェンダーおよび異性装者のセックスワーカーでは、15.5％となっている。23 ⼥性セック
スワーカーは、コンドームの使⽤の増加と⾃発的な HIV 検査の結果として、HIV 流⾏の始まり以
来、HIV 感染率が減少している唯⼀の集団である。24 
 
現在の⼈⾝売買防⽌法の⽭盾 
 
⼈⾝売買は、2007 年にメキシコ合衆国刑法に初めて盛り込まれた。これは、⼈⾝売買、特に⼥性
と⼦どもの売買の防⽌、抑制、処罰に関する国連議定書（以下、⼈⾝売買議定書）に基づく国の義
務を全うするためだった。同じ年、特別なメキシコ合衆国法、⼈⾝売買の防⽌と処罰に関する法律
が通り、これが国連議定書に対応するメインの法律となった。この法律は、2012 年に、より効率
的で包括的な法律、⼈⾝売買の防⽌、処罰、根絶に関する⼀般法、および被害者の保護と⽀援に関
する⼀般法（以下、⼈⾝売買に関する⼀般法）に変わった。25 
 
⼈⾝売買に関する⼀般法では、第 10 条で⼈⾝売買の罪の定義を、「搾取を⽬的として 1 ⼈または複
数の⼈々を募集、勧誘、輸送、移送、雇う、引き渡し、受領、1 ⼈または複数の⼈々をかくまう⾏
為」とし、5〜15 年の懲役刑および罰⾦となっている。26 このように、⼈⾝売買を構成する 3 つの
要素―⾏使（募集、移送等）、⼿段（強制、詐欺、暴⼒等）、⽬的（搾取）―を必要とする⼈⾝売買
議定書の定義とは異なり、メキシコの法律は⼈⾝売買と同じような搾取と受け取られるような実際
のあらゆる活動、⼈⾝売買の⼿段を構成する要素をはっきりと規定していない。 
 
第 19 条は、同意が無効でない限り、明らかに性的契約を許可している。ただし、第 20 条は、性的
事項の契約の性質、頻度、および具体的な条件を成⽴することを禁じており、法的不確実性の状況
に繋がっている。 
 
⼈⾝売買に関する⼀般法は、すべての⼥性を「脆弱性の位置」にあるとみなすことを含め、「脆弱
性の位置の悪⽤」の概念の広範な定義を採⽤している。法律の無節操な適⽤は、⼥性が脆弱なジェ
ンダーに属しているという理由だけで、セックスワークに従事できる⼥性はいないと考える傾向が
ある。これは、⼈⾝売買議定書の意図に反する。脆弱性の位置（APOV）の悪⽤に関する国連薬物
犯罪事務所（UNODC）のガイダンスノートは次のように述べている：「単なる所定の脆弱性の存
在は、企てられた“活動”の⼿段として APOV を主張する訴追を裏付けるには⼗分でない。そのよう
な場合、脆弱性の存在とその脆弱性の悪⽤の両⽅は、確かな証拠によって確⽴されなければならな
い。*…+“⼿段”の使⽤は、⼗分に深刻な性質と、被害者の同意を損なうほどの“⼿段”の使⽤でなけ
ればならない」。27 
 
⼀般法第 40 条は、⼈⾝売買の犠牲者と⾔われる⼤⼈から無条件に⾃律性を奪う。なぜなら、たと
え完全な知識と⾃由意志があったとしても、犠牲者の合意は無意味であると宣⾔しているからだ。
したがって、第 40 条もまた、⼈⾝売買議定書に⽭盾している。「“⼿段”を⽰す要件は、少なくとも
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議定書内では、搾取条件だけで成⼈の⼈⾝売買を成⽴させるのは不⼗分であると断⾔している。そ
の合意が危険性がなく、脅迫、武⼒の⾏使、または他の形態の強制 etc なしで機能し続けるのであ
れば、搾取的であると考えられる状況で働くという合意は、⼈⾝売買の構成要素とならない。搾取
だけで⼈権侵害を含む犯罪に関わる場合があるかもしれないが、⼈⾝売買議定書の限定する範囲内
で、「⼿段」は成⼈の⼈⾝売買を構成するために利⽤されなければならない。28 ⼈⾝売買に関する
⼀般法が、合意が無意味であると⾒做す限り、⽴法者らは⼈々の決定能⼒を侵害する。⼿段に関連
する犯罪の定義が明確ではないため、⽀払われた合意のある性的活動さえ、犯罪⾏為となる可能性
がある。29 
 
2016 年、メキシコ上院は⼈⾝売買に関する⼀般法改正案を提出し、これらの⽭盾は取り組まれた
が、下院では通過しなかった。30 このように、メキシコの法律は、売春禁⽌アプローチと同調し続
け、⼈⾝売買被害者を特定する適切な保証はできないが、警察はセックスワーカーを逮捕し、苦し
ませることができる。⿇薬組織の広範囲に及ぶ⼒は、セックスワークの犯罪化およびスティグマ化
と同じように、組織犯罪と、家族を含む個⼈が、⼥性にセックスワークを強要したり、彼⼥たちの
収⼊の⼤部分を取り上げる状況を作り出す。これらのポイントは、調査結果セクションの複数の個
⼈的な証⾔によって⽰されている。 
 
⽅法 
 
⼥性を⽀援するストリートの団体、Elisa Martínez, AC（またはスペイン語の頭⽂字で BCAM）と
の綿密な協議によって、この研究はセックスワーカーが働き、組織化されている場所で⾏われた。
迫害されている⼈々が社会的な知識を作り出すのをシェアする⽬的で、フェミニストの参加型のア
プローチを採⽤することによって、この研究は社会調査と教育と⾏動を統合しようとした。それゆ
え、BCAM のスタッフと BCAM の活動の受益者つまりセックスワーカーのコミュニティと幅広く
関与することが決定的に重要であり、この研究の⽬的と同時に潜在的な価値も議論することになっ
た。この研究は、彼⼥らの声が聞き届けられ、彼⼥らの経験が世界中に、つまり他のセックスワー
カーの活動家、委任された研究者、⽀援組織、そして法律と政策の担当者に共有されることに資す
るものである、という共通理解が参加者の間にあった。この研究の⽬的は、以下の 3 点であった。
1）セックスワーカーを勇気づけて彼⼥らが権利を主張できるようにする BCAM の⽅法を⽂書に残
すこと。2）BCAM が反⼈⾝売買の枠組みと取り組む経験と、それがいかに彼⼥らの仕事に影響を
与えているかを調査すること。3）セックスワーカーを⽀援し、⼈⾝売買のケースを含む搾取と虐
待に⽴ち向かう BCAM の戦略を検討すること。 
 
過去において、BCAM は研究者と⾯倒な経験をしたことがあったため、研究者が隠れた課題を持
っているかもしれないことに警戒している。それゆえ BCAM は、前にボランティアの協⼒者であ
った私（BCAM のピア教育者のための HIV/AIDS と⼈権のコースを提供した）に、この研究を指
揮するように提案した。BCAM のリーダーチームは私をセックスワーカーの仕事場―BCAM が健
康と教育のサービスを提供している場所―に⾃信をもって連れて⾏った。この組織の指導者との議
論で、私たちは、以下の仲間にインタビューすることが重要であると合意した。 
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・ この組織のビジョンと全体的な⾒通しを記録するために、BCAM の 3 ⼈の指導者、設⽴者の
⼀⼈である Rosa Icela Madrid、法律カウンセラーの Arlen Palestina、そして⼈権の推進者で
ある Silvia Anguiano へのインタビュー。 

・ BCAM のプログラムの実地の活動家（field worker）の経験を記録するために、5 ⼈のピア教
育者かつ/または実地の活動家、メキシコシティーの Morti と Krizna、タパチュラの Raquel
と Lenchita、そしてグアダラハラの Berenice へのインタビュー。 

・ 過去において BCAM の教育または健康サービスを受けたことのある 12 ⼈のセックスワーカ
ーへのインタビュー。3 ⼈（Diana と Nadia と Estela）は⼈⾝取引における搾取のサバイバー。
グアダラハラにおけるフォーカスグループディスカッションには、更に 8 ⼈のセックスワー
カーが参加した。フォーカスグループの参加者は引⽤時には仮名を使うことを選んだ。 

・ チアパスにおける反⼈⾝取引法の誤った適⽤の犠牲者である 3 ⼈（Claudia、Beata、Lenchita。
3 ⼈は BCAM の実地の活動家でもある）へのインタビュー。 

・ より広い⾒通しを得るための、2 ⼈の外部の情報提供者へのインタビュー。メキシコシティ
ー政府の労働と雇⽤の⻑官、Dora Patricia Mercado Castro と、グアダラハラにあるエイズ医
療財団（AIDS Healthcare Foundation、AHF）のラテンアメリカ事務局⻑、Patricia Campos 
Lopez 博⼠。 

 
3 つの異なる地域がインタビューの場所として選ばれた。メキシコシティーの La Merced Market
（ラテンアメリカ最⼤のセックスワーカー密度を擁する）、南の国境であるチアパス州の Tapachula
と Huixtla（メキシコシティーから 1175km で、メキシコへの⾮公式の移⺠の主な⼊り⼝)、そして
Jalisco 州のグアダラハラ（メキシコシティーから 526km で、この国で 2 番⽬に⼤きな都市）。BCAM
は数年にわたってこれらの地域において活動してきており、性感染症の検査とカウンセリング、法
的アドバイスと訓練、搾取と虐待の被害者のための⼼理的な⽀援を提供し、そしてコミュニティー
の動員を進めている。Tapachula と Huixtla におけるインタビューは 2017 年 1 ⽉に⾏われた。私は
BCAM チームと共に幾つかのバーとパブリックな場所、そして⼀つの売春宿を訪れた。メキシコ
シティーにおいては、BCAM のサービスオフィスと La Merced にある診療所で、2 ⽉の異なる 2
⽇にわたってインタビューした。グアダラハラでは、インタビューは 3 ⽉の 4 ⽇間にわたって、バ
ー、ホテル、アパートで⾏われた。各参加者はこの調査のねらいに関する⼿短な説明を受け、スペ
イン語版のレポートを受け取ることを約束された。彼⼥らは、扇情的なジャーナリズムによって個
⼈的に暴露される危険性なしに彼⼥らの経験を話し、それを共有されることを望んでいたので、彼
⼥らは時間と考えたことを提供してくれた。 
 
結果 
 
BCAM、Elisa Martínez, AC の背景 
 
BCAMは⾮営利で無党派で⾮宗教的な組織で、シスそしてトランスのセックスワーカー、⼈⾝売買
のサバイバー、その他の連帯する⼥性による、27年以上のコミュニティ形成に関わってきた。BCAM
は、セックスワーカーの⼈権、市⺠的権利、労働の権利、に特化してきたし、また、狙いを絞った



223 

特定の集団に対するコンドームの社会的マーケティングを通してHIV/AIDSと性感染症を予防す
ることや、⼈⾝売買と労働の搾取に注意を向けることにコミュニティを動員すること、に特化して
きた。BCAMは3都市で通常の活動を⾏っており、国内のネットワーク、Red Mexicana de Trabajo 
Sexualに技術的な⽀援を提供している。2013年3⽉から、BCAMは、全ての種類の搾取と虐待に対
するグローバルな抵抗に貢献するために、⼥性の⼈⾝売買に反対する国際的な同盟（the Global 
Alliance Against Traffic in Women：GAATW）に参加している。 
 
BCAM はストリート（callejeras）においてセックスワーカー、先住⺠、移⺠と直接的に HIV/AIDS
教育と予防を⾏う、学⽣の⼩さなグループ（brigadas）として始まった。BCAM にとって、⼥性（主
に差別を経験したセックスワーカー）のグループと積極的に連帯することはとても重要である。団
体の名前に Elisa Martínez とあるのは、BCAM が⼀緒に活動した、最初のセックスワーカーを尊敬
してのことである。彼⼥は AIDS で死んでいる。この団体の名前は、⼥性であることで、またセッ
クスワーカーであることで、または HIV ポジティブであることで、AIDS で死んだり差別を経験し
たり殺されたりしたすべてのセックスワーカーの全体的な⼈間性を認識することの重要性のシン
ボルとなっている。 
 
BCAM の使命は、差別されている⼈々を勇気づけて、彼⼥たちが⾃⾝をケアして彼⼥たち⾃⾝の
ために⽴ち上がり、⼈⾝売買や搾取に対する戦いに参加することを躊躇させるような⽂化的な障害
を克服させることに貢献することであり、HIV/AIDS や他の性感染症の予防に貢献することである。
BCAM は、セックスワークは労働であるという原則に深くかかわりながら、同時に、セックスワ
ークの構造的な原因の根絶に対する分析と努⼒をしており、そうすることで最終的に、⼥性が収⼊
を得ることのできる選択肢をより多く持てるようにしようとするのである。 
 

1980 年代の終わり以降の AIDS 流⾏の始まりに際して、BCAM の設⽴者はメキシコシテ
ィーの主に La Merced の周りに最初の⼥性グループを組織しました。そこでは⼈権を擁護
する⼈たちが多くの脅威にさらされていたのです。そこでは彼⼥らは HIV の感染を防ぐた
めにコンドームの使⽤を推進することに関わりました。同時に、そのような努⼒を通じて、
彼⼥らはセックスワーカーと⾃称「マネージャー」の間の恒常的な対⽴を⽬撃しました。
「マネージャー」は、保護と引き換えにセックスワーカーを搾取していたのです。このよ
うにして彼⼥らは、companeras（⼥性のコンパニオン、このケースではセックスワーカー）
がこの種の困難にさらされている場所をいくつか発⾒しました。そしてそのようにして彼
⼥らは、労働の現実と性的搾取と虐待に関する直接的な知識を⾝に着けたのでした。 
Silvia Anguiano、BCAM の⼈権保護官 

 
⼈⾝売買の分析 
 
BCAM は、⼈⾝売買は⼈々の尊厳と⼈権を害するとても深刻な罪であると理解している。この特
殊で犯罪的な罪は、脅迫、詐欺、強要、暴⼒によって彼⼥らを搾取する⽬的で、⼈を集めて、ある
国から別の国へ、または同じ国内において移動させることを意味している。 
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BCAM にとって、成⼈の同意にもとづく性的な取引と、直接の⼈⾝売買の間には決定的な違いが
ある。メキシコの法律が⼈⾝売買に対して曖昧であるために、また法の執⾏者の訓練と意識の⽋如
のために、⽇々の職務において法の執⾏者は、⼈⾝取引との戦いを⼝実にしてセックスワーカーを
犯罪化しているのである。31 
 

⼈⾝売買は、⼈間の搾取の⼀形態であり、⼈間に害を与えて、被害者が潜在能⼒を完全に
発揮するのを不可能にするかもしれない。被害者は主に⼥性であり、幸福な⼈⽣と尊厳を
達成するのを、この 2017 年においても不可能にしている。 
Arlen Palestina Pandal、BCAM の法律カウンセラー 
 
BCAM にとって、⼈⾝売買は犯罪者が脅したり、強制的または詐欺を⽤いて、被害者をあ
る場所にとどまらせて、その意思に反して強制的な労働を強要することだと⾔えます。⼈
⾝取引は、この犯罪を罰するために現実的に動かないいくつかの権⼒の知識によって何度
でも運営される⾮合法な産業である。 
Krizna、トランスジェンダーセックスワーカー、メキシコシティー 
 
⼈を搾取するのがねらいの⼈⾝売買とは、⼈を成⼈であろうと未成年であろうとその意志
に反して服従させて、⾮⼈間的な条件で恣意的で不法な勤務時間の強制労働につかせたり、
⼈を性的搾取のねらいで町から町へ、または国から国へ移動させたりすることです。その
他の⼈⾝売買は⼈を強制して違法なドラッグの配達と販売をさせることをねらいとして
います。 
Silvia Anguiano、BCAM の⼈権保護官 

 
上記の引⽤に⾒られるように、ブリガダのメンバーは⼈⾝売買の議定書の線に沿った、⼈⾝売買に
関して的確な理解をしているけれども、メキシコの⽂脈における⼈⾝売買に関する彼⼥らの際⽴っ
たマニフェストの分析は⼈⾝売買を駆動する社会的、政治的そして経済的要因とともに⼈⾝売買の
発達を可能にする腐敗にも及んでいる。 
 

⼈⾝売買にかかわる⼈間は以下の通りです。1）給料のいい仕事があると騙して⼈を集め
てくるオペレーター（仕掛け⼈）、2）⼈⾝売買された⼈を受け取って留め置き、事前に決
まっている場所へと移動させる仲介者、3）⼈⾝売買の被害者。彼⼥らは低賃⾦、⼤抵の
⼈なら利⽤できるような医療への限られたアクセス、経済的な低成⻑、質の悪い教育、不
平等、周縁化、によって脆弱であり、良い⽣活を望む彼らは簡単に餌⾷になる。4）直接
の搾取と虐待をする⼈間。 
Silvia Anguiano、BCAM の⼈権保護官 
 
⼈⾝売買に関わっているのは⼈⾝売買と搾取に特化したマフィア（padrotes、madrotas、
そして traffickers）で、政府の幾⼈かの⼈物の援助と教唆を受けています。政府の⼈物と



225 

は、いくつかのケースではこの犯罪をコントロールできるように思われる⼈物で、警察官、
検察官、地⽅政府の判事、そして市⻑まで含みます。 
Krizna、トランスジェンダーセックスワーカー、メキシコシティ 

 
メキシコのセックスワーカーによる挑戦 
 
セックスワークと⼈⾝売買の混同 
 
上述の「⼈⾝売買に関する総合法（the General Law on Human Trafficking）」における⼈⾝売買
とセックスワークの混同によって、州レベルで公布された同様の法律と共に、同意にもとづくセッ
クスワークへの攻撃と起訴の根拠として使われることになった。 
 
反⼈⾝売買の訴訟が異議のある証拠や不規則な証拠を含んでいるということは普通に⾒られるこ
とである。BCAM が⽂書にして公に報告しているように、また以下の記事(vignette)に⽰されてい
るように、警察と検察は時にセックスワーカーのコンドームを⼈⾝売買の「証拠」として扱う。 
 

グアダラハラでは、セックスワーカー、客、またセックスワーカーが働くのを許された場
所に対する恒常的な迫害がある。警察はよく、客がホテルを出るときに⾝分証を提⽰させ、
家族に「どこにいたか」ばらすぞと脅すことによって⾃⽩を強要している。⼈⾝売買と性
的搾取について話すことは、⼈々に暴⼒と脅迫を使ってでも何かすべきだと思わせるんだ。
ここには、どんな動きもコントロールされないで⾃由に歩き回る⼥たちがいる。2 年前に
は、警察がこのホテルに来たけれども何も⾮合法なものを⾒つけられなかったので、3 つ
の部屋を⼀時的に閉鎖したんだ。というのも、警察は「⾃分たちの上司にガサ⼊れをした
ことを⽰さなければいけない」と⾔っていたから。だから私は、「この建物で売春が⾏わ
れていることを許してもらう」ために罰⾦を払わざるを得なかったんだ。私としてはお客
様にコンドームを提供できるようになりたいんだけれども、コンドームの存在にもとづい
て少なくとも 3 部屋を閉鎖して罰⾦を科されるから、リスクが⾼すぎるんだ。 
Carlos、グアダラハラのセックスワーカーが使っているホテルのオーナー、ジャリスコ州 

 
BCAM は、メキシコシティーの計画を変えて、性的搾取の捜査をする際にコンドームを「証拠」
として扱うのを⽌めるように、メキシコシティーの総合法律家（Attorney-General）に提案した。
この問題において、公衆の意⾒が彼⼥らを助けることになることは特筆されてよい。 
 
他の国と同様に、合衆国の⼈⾝売買の年次報告（annual Trafficking in Persons Report）が起訴と有
罪判決を⽰せという圧⼒をかけていることによって、また不⼗分で腐敗した法システムによって、
⼈⾝売買の事件に関する数々の不法⾏為、偽りの告訴、間違った有罪判決がセックスワーカーと移
⺠に割り当てられている。私が⾏ったインタビューからのいくつかの引⽤が、これらのポイントを
描き出している。 
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私はチアパス州の Tapachula で⽣まれました。私は不当にも 3 年半刑務所に⼊れられまし
た。私には昔の結婚で⼦供がおり、また現在の夫には⼀⼈の娘がいて、私が時々⾯倒を⾒
ています。私たち 2 ⼈は、娘に売春させたという不当な起訴によってそれぞれ 20 年の刑
の判決を受けました。この裁判には多くの不正⾏為がありました。例えば、私たちが巻き
込まれた宣誓陳述書は死んだ⼈の名前で作られていたのです。実際の捜査もなかったし、
偽りの供述のようなとても多くの明⽩な不正によって、チアパス州の地⽅裁判所は判決の
適⽤を留保することに決めました（軽い犯罪に対する例外的な⼿続きです）。裁判におけ
る司法当局の悪⾏が知られるのを避けるためでした。しかしそれは私の場合だけで、夫は
まだ刑務所にいます。それで私は判決で⾔い渡された 20 年にわたって毎⽉、犯罪⼈の記
録にサインしないといけなくなったのです。だから私は完全に⾃由なわけではないのです。
私は犯罪歴があるということでいくつかの仕事を断られました。 
Claudia、38 歳、反⼈⾝売買法の濫⽤の犠牲者、Tapachula 
 
私はホンジュラスを 10 年前に出てメキシコに来ました。私の⺟が透析の治療で受けるた
めでした。それで私たちは⽀払いをすることができなくなりました。私が仕事を⾒つけた
バーのオーナーは、移⺠局、警察、保健所に賄賂を贈らないといけないんじゃないかな、
と⾔いました。私はそこを去らねばならなかったのですが、そしてしかし、もしあなたが、
ここでは物事がどのように進むのかということと、⾃分の権利をどうやって守るのかとい
うことを知らなければ、あなたは恐ろしい状況を耐えねばならないのです。2014 年に警察
の突然のガサ⼊れがあり、そこには 2 ⼈のウェイトレスしかいなかったのですが、警察は
もう⼀⼈のウェイトレスを被害者として、私を犯罪者として扱うことにしたのです。現場
の検察官はもう⼀⼈の⼥性に現⾦を集めるように命令し、私にはそれを数えるように命令
をしました。そして彼らはそれを写真に撮りました。彼らは全て―ジュークボックス、ビ
ール、お⾦、を分捕っていきました。私たちは幾⼈かの他のウェイトレスと共に他のバー
に連れていかれました。警察は私たちに服を脱ぐように命令し、男性警察官が私たちを⾝
体検査しました。現場の検察官は、次の⽇には解放されて⼦どものもとへ帰れると約束す
るけれども、最初に「ただ形式的に」いくつかの書類にサインしてもらわないといけない
と⾔いました。そこには被告側の弁護⼠や領事の事務官もいませんでした。被害者にでっ
ち上げられた⽅の⼈はシェルターにかくまわれ、私の裁判で証⾔しないように脅しました。
さもないと彼⼥を「売春させられた」という理由で⼦供を遠くに離してしまうぞ、と脅し
たのです。でも彼⼥は親友だったので、とにかく証⾔してくれました。そうであっても、
彼らは私に不道徳と労働搾取の罪で 3 年の刑の判決を下しました。コンドームが証拠とし
て提⽰されました。私は執⾏猶予付きで、たったの数か⽉で解放されました。彼らは私が
刑務所を出所する時に、私にメキシコ⼈の⼦供がいることを前もって知っていながら、私
を出国させようとしました。私はいまだに何件かの仕事を犯罪記録のために断られていま
す。 
Lenchita、28 歳、法の濫⽤の被害者で Tapachula における BCAM の健康フィールドワー
カー 
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私はホンジュラスで⽣まれましたがメキシコに 14 年住んでいます。私は⼈をホンジュラ
スからメキシコに連れてきて売った、という申し⽴てで告訴されました。祖国には何年も
帰っていないのに、です。警察は私を地元のバーに連れて⾏ってビールを注がせ、私とビ
ールの写真を何枚か撮りました。私のいとこが私（と⼀緒に、⼀度も会ったことのない何
⼈かの若い⼥たち）によって⼈⾝売買されたという建前のようでした。彼⼥は州の警察の
エージェント数名によって州都に送られ、4 か⽉にわたってバーで売春を強制されていま
した。警察は彼⼥に、私の裁判で証⾔したら殺すぞと脅していました。1 年後に私は 6 年
の有罪判決を受けました。私は判事に、なぜ私が何の証拠もなく判決を受けたのか尋ねま
した。すると彼は、もっと⻑い刑期を⾔い渡さなかったことに感謝するんだな、と⾔いま
した。というのも、彼は私の裁判の書類から何か本物のことを⾒つけられなかったからな
のです。それで私と何⼈かの収監者で、裁判のやり直しを求めてハンガーストライキを⾏
いました。そして私たちは 1 年以上後に解放されたのです。彼らは 1 年にわたって、私の
裁判の書類を渡すのを拒み続けています。いくら権威(authorities)が無罪放免だと⾔って
も、私の犯罪記録では私は有罪なので、私は死語を探すのに苦労をしています。私は刑務
所を出ましたが、いまだに無実の罪を晴らす書類を受け取っていません。 
Beata、33 歳、反⼈⾝売買法の誤った適⽤による被害者、チアパス州 Huixtla 
 

インタビューは以下のことを明らかにした。セックスワークは⼥性の⽣涯にわたる収⼊を⽣み出す
活動の⼀つになりうる、ということ。そして⼥性を⼈⾝売買から守ることをねらいとした厳格な法
律は、彼⼥らの選択を制限するだけでなく警察の腐敗と虐待を⽣じさせうる、ということも明らか
にした。 
 

私はホンジュラス⽣まれです。私は国の中の暴⼒を逃れるためにメキシコに来ました。私
はある時、3 ⼈以上の⼥友達と⼀緒に出国した。移⺠警察はコンドームなしで彼らとセッ
クスすることを強制しようとしましたが、私たちは拒否しました。不法移⺠にとって、表
の世界の仕事を得るのは簡単ではないので、私たちの多くはバーのウェイターやウェイト
レスになったのでした。勤務時間の後にバーの客と出かけてセックスすれば、収⼊を 4 倍
にもできます。誰も強制はしませんが、とても魅⼒的です。チアパスの法律はウェイトレ
スが客（fichar）と相席して飲むのは禁⽌されています。ジュースやソフトドリンクを飲
んでいるだけでも、警察はその突然のガサ⼊れの時にウェイトレスが客と座って飲んでい
るのを⾒つけたら、店を閉鎖できるのです。たとえそれがファミリーレストランでもです。
警察が⾔うには、この法律はウェイトレスがアルコールを飲むのを強制されるのを防ぐこ
とを想定している、ということです。ほんの少しの間友達に話しかけるのもダメなのです。
私が BCAM を知ってから 3 年以上になります。彼⼥らはバーを訪れてコンドーム、検査、
健康と法律の使い⽅に関するワークショップを提供してくれるのです。私は BCAM によ
る漫画がとても有⽤であることに気づきました。私の⼦供に世界で起きていることを教え
るのに使っています。 
Rosario、30 歳、Tapachula のウェイトレス 
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⼈⾝売買に関してもセックスワークに関しても⼀般化は不可能である。というのも、それらは地域
や集団によって変化するからだ。Raquel は説明する： 
 

私はニカラグアで⽣まれました。Tapachula では、私の働いてきたバーでは仕事仲間の⼥
性のほとんどは彼⼥ら⾃⾝の意思でそこにいるし、Tapachula のセックスワーカーの多数
派は移⺠です。Tapachula では誰かがポン引きにお⾦を渡していても、最もあり得るのは、
彼⼥が望んでそうしているということです。 
 

他⽅で、Oaxaca では私は多くの⼈⾝売買を⽬撃した。主に未成年が集められ、移動させられ、働
くか彼⼥らのマネージャーのために物乞いをさせられていた、と彼⼥は述べた。Oaxaca は先住⺠
の貧しい⼈⼝を擁しており、⼈⾝売買と虐待をする⼈間による被害者の⼤半は彼⼥らである。 

 
多くの機会に私は Oaxaca のセックスワーカーに話しかけようとしたが、ストリートでさ
え、それは難しかった。というのも、彼⼥らの近くには虐待者がいて、⾒張っているし、
⽇々の分け前を集めているのです。 
Raquel、28 歳、セックスワーカーで BCAM の現地活動家で教育者 
 

これから先の説明は、国内的あるいは国際的な⼈⾝売買の定義において「脆弱性の位置」といった
概念が助けにならないことを強調していく。移⺠の状態はしばしば脆弱性の要因であると指摘され
るけれども、Raquel の経験では、貧しい先住⺠の搾取と⼈⾝売買に⽐べれば「脆弱性」は少ない。 
 
最初は暴⼒か詐欺による⼈⾝売買によってセックスワークに⼊った⼥性であっても、良い条件で働
くことができて収⼊を維持できるならば、セックスワークに留まり得る、ということもまた、書き
残しておく価値がある。法の実施や政策決定者や活動家が“同意とは何か”などの法的概念に関して
議論している⼀⽅で、⼈々の⽣きた経験やその複雑な意思決定過程は別の話を教えてくれる。Estela
のように： 
 

私はメキシコシティーで⽣まれました。13 歳の時は何か⽉か家事労働をしていましたが雇
い主は私にお⾦を払ってくれませんでした。それで私は、もっと良い給料を払ってくれる
というある⼥性のために働くことを受け⼊れました。しかし彼⼥は嘘をついていました。
私はお⾦を受け取ることなく多くの男たちとセックスすることを暴⼒的に強制されまし
た。それらの⼥たちは Texcoco の、⼈を誘拐して奴隷にする犯罪的なギャングの⼀部だっ
たのです。私は 2 年以上の⾮常な苦痛ののち、何とかして逃げ出しました。その後、仕事
をした数カ所では不払い労働で、私は⾃分の意思に反する状態に置かれました。そして、
あるゲイ男性が私を彼の Zamora にある売春宿で雇ってくれたのです。いい条件で、本物
の収⼊があり、⾃分のしたいことができる⾃由がありました。私はやっと⾃分にもっと⾃
信が持てるようになり、それ以来私はセックスワーカーなのです。今では私は⾃分でやっ
た仕事について、誰にもお⾦を渡していません。 
Estela、60 歳、メキシコシティーのセックスワーカー 
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これら全てのことが指し⽰しているのは、⼈⾝売買には万能で簡単な解決策は絶対にないというこ
とである。⼈⾝売買に対する脆弱性は多くの要因、つまり紛争、強制的な移⺠、経済的な必要性、
に影響を受ける。これらの要因は現在の反⼈⾝取引が取り組むことができないものである。セック
スワークを犯罪化することと反⼈⾝売買法の曖昧さは、法的な強制の条件や、セックスワーカーを
逮捕して拘留し、虐待しても刑罰を免れるような司法制度を追加して作り出す。これらのことはこ
の国に固有の腐敗によって促進されている。 
 
セックスワークは労働であるという認識の⽋如 
 
⼈⾝取引に関する総合法（the General Law on Human Trafficking）と等価な州の法律はセックス
ワーカーの労働権と、それから雇⽤主の権利と義務（そのような関係があれば）を認識することの
⼤きな障害物となっている。「「売春の状況」に⾃発的に関わっている全ての⼈は、「間違った判断」
の影響を受けている、だから彼⼥らは、セックスワークの禁⽌と売春の客や組織、推進者への罰則
を通して救われるべきだ」と、禁⽌主義者は根拠もなく憶測している。反⼈⾝売買法も含めて、性
的契約に対する過度の禁⽌によって、別の影響も出ている。社会保障制度へのアクセスに関する
ILO の会議 102 の精神に反するような雇⽤主とセックスワーカーが正式な雇⽤関係を結ぶ権利を
確保するには、反⼈⾝売買法は障害になっている、という影響である。 
 
BCAM は⼈⾝売買に関する総合法の改正に向けてロビーイングをしており、上院の議会のアドバ
イザーと共に法律の草案を作ってきた。しかしこれは、禁⽌主義の活動家の影響によって下院で阻
⽌された。 

 
⼥性の課題における問題は被害主義者の視点からではなく、権利の観点から扱われなけれ
ばならない、と私は確信しています。⼈々の活動や決定に関して裁定を下すよりも、私は
権利を守るために管理主義者(regulationist)の⽴場に⽴ちます。私のフェミニスト運動にお
ける経験は労働組合にはじまります。私は⼥性と労働（⾮公式でサラリーマンではない仕
事や家事労働も含めた労働）の問題をめぐって何年も働いてきました。 
Dora Patricia Mercado Castero、メキシコシティーの⻑官 
 

ギャングによる暴⼒、強制、そして搾取 
 
⿇薬密売カルテルと関連するギャングが⽀配する地域に対する戦争は、彼らの sicarios（暗殺者）
の活動によって暴⼒的に表沙汰になっている。彼らは市⺠にテロを仕掛けているが、テロの中には
⼥性を誘拐して強制的に売春に従事させることも含まれている。そして彼らは性産業の⼀⾓を⽀配
下に置いている。ギャングが性産業を⽀配しているところでは、セックスワーカーの収⼊から相当
な額のお⾦を取り上げる、ギャングの構成員と強制的にセックスをさせる、ギャングの活動に暴⼒
的に参加させる、といった搾取的な活動がありふれている。性産業に関わる多くのセックスワーカ
ー、ダンサー、ウェイトレス、バーのオーナー、マネージャーと客が殺されてきた。 
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私は Puebla 州で⽣まれました。15 歳の時にボクシングをしていました。トレーニングの
後に突然、⿊いバンがやってきて私たちを取り押さえました。そして次に⽬覚めた時には
Sinaloa（1500km も離れた、⿇薬カルテルの本拠地）にいました。彼らは私たちを隠れ家
に留め置きました。⼀部屋に 10~15 ⼈の⼥性がいましたが、若いのは 3 ⼈だけでした。彼
らは私たちの中から容姿の魅⼒的なものを分けると⾔いました。彼らは毎⽇何らかのドラ
ッグを私たちに注射しました。私たちは⾃分の⽣命をコントロールすることができなかっ
たのです。反抗しようものならひどい⽬にあわされました。そこでは他の⼥性がレイプさ
れ殺されるのも⾒ました。彼らは私たちを客の牧場に何週間とか何か⽉とかの期間で貸し
出しました。貸し出しされるときにはいつも武器を持った護衛が付きました。全てのお⾦
は⼈⾝売買している⼈間に渡りました。ある時は私が客から銀の⾸飾りを受け取ったこと
でひどくぶたれました。彼らは、私たちが従わないと家にいる妹を罰するぞと脅しもしま
した。そこにいる 20 歳以上の⼥性だけが、私たちに⾐装を着せてメイクをして、また注
射もする⼈たちでした。私が初めて逃げようとしたとき、彼らは私を捕まえてたくさん叩
きました。私はそこで 5 年も留め置かれましたが、私たちのうち 3 ⼈だけが、そこにいた
ある⼥性の助けで逃げることができました。Sinaloa から逃げた後は、私は Tlaxcala の
Tenancingo から来たポン引き(padrote)と暮らしました。彼は暴⼒をふるいました。何年
も常に暴⼒を振るわれていると、⼈⽣や愛とは何なのかとか、誰かに扱われるやり⽅とか、
の観念を失ってしまうでしょう。私は徐々に⾃分が価値ある⼈間であるという⾃覚を取り
戻し、⼈⽣の選択に責任を持つことが再びできるようになりました。しかし、それは困難
なことでした。 
Nadia、31 歳、⼈⾝売買の犠牲者でセックスワーカー、メキシコシティー 
 

犯罪的なギャングの暴⼒は警察の腐敗と深い関係がある。それからセックスワークの場合には、ス
ティグマが付け加わる。こういった環境が、犯罪的なギャングにセックスワーカーを搾取したり⾦
を強要したりするのを許すだけでなく、Diana が話すように、家族のメンバーにも許すのである。 

 
私はポン引きの町としてとても有名な街、Tlaxcala の Tenancingo で⽣まれました。初め
に、ポン引きはあなたを愛していると⾔います。時には彼らの妻がポン引きの助けをして
新しい⼥性を集めます。彼らは「俺のいとこを紹介するから孤独を感じないよ」と⾔いま
す。彼らはその妻に、⼥性を集めるのを⼿伝えば、セックスワークをして彼らにお⾦を渡
す代わりに、彼⼥らの⼦供を預けてやろうと約束します。ポン引きが彼⼥らの⼦供を連れ
去ると脅してくれば、警察には駆け込めません。彼らは⼥性を他の町や合衆国に⼈⾝売買
で移動させます。私⾃⾝の⽗親は私の 3 歳の息⼦を⼈質に取っていて、息⼦に⼆度と会え
なくなるぞと脅してくるので、私は彼に毎週お⾦を送っていました。最近、私は⽣まれた
町に戻って息⼦を取り戻してその町から逃れることができました。今では私は⾃分⾃⾝と
⼦供を養うためにセックスワークをしています。 
Diana、21 歳、メキシコシティーのセックスワーカー 
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禁⽌主義者の、性産業を根絶やしにしたいという決意にもとづく⾏動は、セックスワーカーが収⼊
を得るための選択肢を狭める効果を持っている。禁⽌主義者の観点(environment？)からは、カル
テルがセックスワーカーの⽣活の機会を代表するので、彼⼥らは搾取、虐待、そして⽣命と純潔へ
の危険といったありうべき最悪の事態にさらされ、⼈⾝売買の犠牲になるのだ。 
 

私は Jalisco にある州の AIDS 対策委員会のディレクターとして何年か働いて学びました。
Jalisco では警察、地⽅政府、いくつかのホテル経営者とポン引きがセックスワーカーを可
能な限り搾取しています。ナルコ・カルテルに対する戦闘があった時には、セックスワー
カーは頻繁に捕らえられました。セックスワーカーは、彼⼥らの権利と⾃律性に対する最
も基本的な尊重を必要としています。性的な取引を何とかして扱おうとするどんな法律も、
セックスワーカーの権利と彼⼥らの個⼈的な安全の、最も効果的な促進と認識に基づく必
要があります。私はグアダラハラの⾒捨てられた家にストリートの若者たちがスクウォッ
トして⽣活していたのを思い出します。彼⼥らは物乞いなどをして⽣き延びていましたが、
⼀⼈の若々しい⼥性は性的な取引をよくしていました。彼⼥をすぐに何らかのシェルター
や本当の救いとなるようなサービスに連れていく代わりに、彼⼥を逮捕した警官は、彼⼥
にオーラルセックスを強要したのです。彼⼥が HIV 陽性だという情報が不当にも漏らされ
た時、新聞の反応はレイプ犯の警官の健康を⼼配するというものでした。HIV と共に⽣き
る、不当に逮捕された未成年のレイプの被害者ではなく。 
Dr Patricia Campos Lopez、エイズ健康財団（AHF）のラテンアメリカ事務局⻑、グアダ
ラハラの Jalisco 
 

義務的な健康監視 
 
セックスワーカーに対する義務的な健康監視が、この国のほとんどの地域の地⽅の法律で⾏われて
いる。基礎的な健康管理に関する条項に検査が含まれるので、コントロールカードと検査が地域の
保健所によってセックスワーカーに売られているが、これは違法なことであり、しかし頻繁に起こ
っている事である。このような状況は、Tapachula のような不法移⺠が多い場所ではなおさら悪く
なる。 
 
健康への公正で⾃発的なアクセスを擁護することは、BCAM がそのために組織化されてきた中⼼
課題であった。メキシコシティーでは、BCAM と Red Mexicana de Trabajo Sexual は義務的な健康
管理に関する虐待と搾取に反対して（セックスワーカーを）擁護することに成功して、2000 年に
はそのような虐待と搾取を⽌めさせることになった。 
 
他⽅で不法移⺠にとっては、国⽴移⺠機構（Instituto Nacional de Migracion）は移⺠管理の⽬的で、
この国の在留証明として健康管理カードを受け取っている。それゆえ BCAM は、健康状態の管理
への要求に関して不法移⺠のセックスワーカーにアドバイスを提供したほか、地⽅の、州の、そし
て連邦レベルの政府と協⼒して特別な管理キャンペーンを共同で組織した。初めのものはチアパス
の Huixtla におけるセックスワーカーに寛容な地域の設定だった。 
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私はニカラグアで⽣まれました。私が 4 年前に初めて BCAM のスタッフと会ったときに
は、BCAM がセックスワーカーを教育して彼⼥らの権利を守ることに貢献していたし、彼
⼥らを助けて虐待を予防し⽌めさせることに貢献していたので、私は BCAM の⼀員だと
思いました。不法移⺠を正規のものにするキャンペーンのお陰で、正規化されたセックス
ワーカーはより良い労働環境を交渉したり虐待を拒否したりするためのかなり良いポジ
ションを得ました。 
Raquel、28 歳、BCAM の現地活動家で教育者 
 

 
セックスワーカーが直⾯している困難に応答する 
 
セックスワーカーが直⾯している困難に対する Brigada のアプローチは基本的に 3 つある。初めに、
セックスワーカーの⾃⼰決定を尊重するやり⽅で、包括的で、個⼈中⼼の法的なこと、健康に関す
ること、⼼理的なサービスをセックスワーカーに提供している。⼆番⽬に、Brigada はセックスワ
ーカーの⾃⼰組織化と動員を⽀援している。BCAM のメンバーシップを使って、Red Mexicana de 
Trabajo Sexual のような組織との同盟において、⽀援しているのである。RMTS と共に、Brigada
は性的搾取や労働の搾取につながる⼈⾝売買に⾔及する条約原案を作成した。三番⽬に、Brigada
はセックスワーカーを⼈間としてそして労働者として尊敬するような法的、政策的環境を作り出す
ための⽀援活動を活発に⾏っている。 
 
セックスワーカーを⽀援する包括的なアプローチの⼀環として、Brigada は、⼈⾝売買された⼈と、
搾取と強要の被害者であるセックスワーカーへの包括的な法的、⼼理社会的な⽀援を活発に提供し
ている。BCAM は、セックスワーカーのグループが⼈⾝売買と搾取について学べるようにセック
スワーカーをピア教育者へと育成している。以下の引⽤はこのアプローチを描いている。 
 

BCAM は、健康と虐待の予防を推進し、La Merced 周辺のセックスワーカーを勇気づけて、
虐待、搾取、⼈⾝売買について認識するようにしている。そうして虐待にさらされている
⼈を助けている。BCAM は告発すると決めた⼈の相談に乗ったり、犯罪的な虐待を経験し
ている/経験した⼥性への⽀援を提供したりしている。 
Arlen Palestina Pandal、BCAM の法律相談員 
 
ストリートでセックスワークをするときに何が起こるかを聞き、⾒ることによって、搾取
の犠牲者や⼈⾝売買された⼈にサービスを提供しながら、私たちは、⾃分たちの意思に反
して性産業に従事している多くの⼥性を協⼒して助け出しています。それで、もし私たち
にこのことが分かるなら、なぜこんなにも多くの公共機関が、どこで虐待が起きているか
知ることができないように⾒えるのでしょうか？ 
Rosa Icela Madrid、BCAM の設⽴者 
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Brigada Callejera は、犯罪的な検察当局を告発することから始めました。Brigada Callejera
は必要であれば、メディアにおける裁判を強調し、犠牲者に法的アドバイスと直接的な⽀
援を提供しています。Brigada Callejera は本、パンフレット、ワークショップ、メディア
を使った情報キャンペーンを展開して、いかに⼈⾝売買を予防し根絶するかに関する知識
を広めています。 
Krizna、トランスジェンダーセックスワーカー、BCAM の現地活動家 
 
Brigada Callejera は、出来ることを何でもして、⼈⾝売買や他の虐待の被害にあった⼈を
助けています。他の誰も、Brigada のように被害者をケアする者はいません。Brigada は被
害者が必要とするものを実践的な物から法的または⼼理的カウンセリングまでを提供し、
被害者が安全になるまで助けることを⽌めません。 
Morti、45 歳、セックスワーカー、BCAM の現地活動家、メキシコシティー 
 
Brigada Callejera は Mexican Network of Sex Work と共同していて、もしある⼈が搾取や
⼈⾝売買の被害を受けている可能性があれば、彼⼥らが性産業をやめたり、告発したり、
または別の都市に引っ越したりするのを助けるために、法的アドバイスと⽀援を提供し、
彼⼥らの⾃律性への信頼と尊重にもとづいて助けになり勇気づける関係を確⽴するので
す。Brigada は⼈⾝売買に反対する漫画の本を使ったインパクトの強い教育プログラムを
持っています。その漫画は搾取と⼈⾝売買の被害にあった実在の⼈物の話にもとづいてい
ます。Companeras が彼⼥らの経験でもって貢献してくれました。それで彼⼥らは他の⼥
性が犯罪的な虐待を受けることを防ぐ助けになりえたのです。 
Rosa Icela Madrid、BCAM の設⽴メンバー 
 

私がインタビューしたセックスワーカーは BCAM から医療サービスや法律の情報受け取ったり、
また、他の同僚と助け合って経験を共有したりする機会が持てたことにとても感謝していた。彼⼥
らのフィードバックはいかに彼⼥らがこの統合的なアプローチを評価しているかを⽰している。 
 

私たちは、⾃分たちの権利を守ることができるようになるために、もっと法律の知識が必
要です。そして⾃分たちの健康を守るための情報とオリエンテーションも必要としていま
す。新しい仲間（Companeras）は時々、「ストリートは⾃分の持ち物だ」と思い込んでい
る⼈物にお⾦を払うよう脅されていることもあります。でも、ゆすりは犯罪です。だから
私たちは新しい⼦に、私たち⾃⾝を守るために法律を使えるのだと教えているのです。私
は、普通の仕事の給料では⽣活するのに⼗分ではないため、⾃分⾃⾝でセックスワークを
するようになりました。BCAM に出会ったのは 6 年前で、ストリートに訪ねてきてくれま
した。無料で医療サービスや法律のオリエンテーションを提供してくれたのです。 
Carla、セックスワーカー、メキシコシティー 
 
BCAM のことは 10 年以上前から知っています。健康に関する無料のサポートとオリエン
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テーション、そして⾃分⾃⾝を守るための法律の使い⽅を⼊⼿できるこのような場所があ
ってとてもうれしいです。 
Estela、60 歳、セックスワーカー、メキシコシティー 
 
BCAM はいつも必要な⽀援をしてくれます。ゆすりの企てをやめさせたり、セックスワー
カーからお⾦を集めようとする⼈や搾取する⼈からの要求を拒絶したりするための⼼づ
もりをしておくために、BCAM の提供するワークショップに参加することはとても重要な
のです。(訳注：that is why の理由を so as 以下、と取りました。) BCAM の恒常的な活
動の⼀つは搾取や⼈⾝売買、あるいは虐待されたセックスワーカーを助けるために組織化
することです。そのためには、BCAM が私たちにセックスワーカーとしての権利を教えて
くれ、⾃分たち⾃⾝を守る⽅法を教えてくれるワークショップに参加することがとても重
要なのです。 
Morti、45 歳、セックスワーカー、BCAM の現地活動家、メキシコシティー 
 

 
BCAM は常に本物の⼈⾝売買の裁判に対して⽀援を提供しているのに対し、BCAM は被害者とな
ったセックスワーカーに法が間違って適⽤された裁判についても法的な⽀援を提供している。その
ような裁判で、BCAM は裁判の書類を⼊⼿するように申告していて、それで、無料の弁護⼠に助
けてもらって、セックスワーカーを犯罪化するための⼝実としてどのように反⼈⾝売買法が使われ
ているかを調査することが出来るのです。 
 

もし BCAM メンバーの間でそうすることが妥当であると共通理解が得られれば、合法で
あろうとなかろうと、その⼈をその環境から引き離すような、適切な⾏動をとるために、
BCAM は法的問題を可能な限り速やかに分析します。個別の法的な状況では、どの関係諸
機関が⽀援を提供すべきであるかを分析して⾒出します。それで私たちはそのケースに従
って、⻘年であっても未成年であっても、もし他の⾏動が取られれば予期しないような危
険な結果が家族に及ぶようなら、虐待を受けた⼈にカウンセリングして関係を作ります。
BCAM は、私が協⼒してきた間は、暴⼒の悪循環から逃げ出すために⽀援を必要とする⼈
を、助けることなく置き去りにしません。セックスワーカー⾃⾝で私たちのサポートを求
めることが必要なのです。 
Arlen Palestina Pandal、BCAM の法律カウンセラー 
 
BCAM は個⼈ごとの事案に提供したマネージメントに関して全記録を取っています。第⼀
段階では被害を受けた⼈の安全を確保します。そして告訴状を提出するのに付き添ったり、
必要ならメディアに働きかけたり、必要なら⼼理的、医学的⽀援を提供します。 
Krizna、トランスジェンダーセックスワーカー、メキシコシティー 
 

BCAM は、虐待と対決するためのエンパワーメントを推進しながら、セックスワーカーの⾃律的
な組織化を育成し⽀援するために知識、技術、専⾨的経験を提供している。この種の共有と共同の
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⼀例として、BCAM は Mexican Network of Sex Work とともに丹精込めて作ったプロトコルを配布
し情報を伝えている。そのプロトコルは労働における虐待、暴⼒、強制（⼈⾝売買まで含む）の度
合いを評価するために具体的な⼀連の指標を考慮に⼊れている。 
 
BCAM は⼈⾝売買に反対する漫画、Comics contra la Trata の出版を通して、セックスワーカーの
権利と組織化の必要性を彼⼥らに学ばせるための防⽌キャンペーンも実⾏している。その漫画は、
⼈⾝売買とセックスワークの違いを明確にしながら、そしてセックスワーカーの当然の権利を守り
要求するために彼⼥たちが組織化するための⽅法を提供しながら、メキシコにおける⼈⾝売買の⾏
われ⽅を描いている。 
 
BCAM はその「漫画」のインタラクティブな読書会を組織して、虐待、搾取、暴⼒と強制に関す
る議論を刺激している。そしてセックスワーカーの経験に即して、彼⼥らにとって安全な場を開き、
彼⼥らを⾃由にするための、そして仲間（companeras）をあらゆる形の迫害から助け出すための戦
略と資源として何があり得るのかを確定している。 
 
最終的に BCAM は、公正な法とその執⾏を⽀持することに継続的に関わっている。BCAM はメデ
ィアと協⼒してセックスワークとセックスワーカーに対する公衆の認識を変えようとしており、ま
た⼈⾝売買に関する正しい情報を広めようとしている。BCAM はまた、学⽣、政策決定者、そし
て⼀般⼤衆向けに公開セミナー、プレゼンテーション、ディスカッションを組織しており、セック
スワーカーとセックスワーカーの権利に特化した研究と書籍にスポットライトを当てている。 
 
上述の通り、Brigada は General Law on Human Trafficking の改正に向けたロビー活動をして、こ
の法律がセックスワーカーがその職業を選ぶ権利を認識するように、進歩的な政策決定者に近いと
ころで働いている。今のところ、Brigada の最も注⽬に値する達成は、セックスワーカーを⾮正規
雇⽤（non-salaried）の労働者として擁護することに成功してきたことである。 
 
⾮正規雇⽤の労働者としての認識 
 
最近 Brigada が関わった⼆つの裁判は、セックスワーカーの組織化と動員と、その擁護者（弁護⼠、
法律⽴案者、フェミニストの活動家、ジャーナリスト、⼈権を擁護する⼈）の共同で何が達成され
たかを⽰している。双⽅のケースで、成果は Juicios de Amparo、つまり、メキシコの憲法に正式に
記された権利（いかなる公権⼒によってであれ、憲法違反の⾏為にさらされた⼈々の権利）、を守
るために設⽴された裁判所に向かうことによって達成された。 
 
初めのケースでは、Brigada と Red Mexicana de Trabajo Sexual は、2012 年の国際労働者の⽇
（International Labour Day）に、50 ⼈以上のセックスワーカーを組織して、⾮正規雇⽤の労働者
としてセックスワーカーの労働権を要求する抗議活動を⾏った。これは異なった⾏為主体による数
多くの共同の努⼒の⼀つであった。この努⼒は、この認識を提供するする PJF 112/2013 Federal 
Action of Protection の判決へと結実した。結果的に、この⾏動は今では、同じ認識を国中に広げる
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ための戦略的な訴訟にとっての新しい道を開いた。独⽴したセックスワーカーを⾮正規雇⽤の労働
者として認識することは、性的な⽬的による⼈⾝売買の犠牲者とセックスワーカーを区別すること
によって、メキシコにおける⼈⾝売買に対する国⺠的な反応を改善するための重要なステップとな
った。新しい法律が発効してから、セックスワーカーにたいするゆすりはメキシコシティで急速に
減少していった。現時点では、BCAM はチアパス州の Frenillo、Coahuila、Tuxtla Gutierrez のよ
うな異なった市議会において同じ認識を広げようとロビー活動を⾏っている。 

 
メキシコシティのセックスワーカーの労働環境にとって、⼀つの⼤きな達成は、市政府が
⾮正規労働者として認めたことです。20 年来に渡って、Brigada チームの助けも借りなが
ら、私たちセックスワーカーは警察によるゆすりと闘ってきました。今では、警察のガサ
⼊れの企てを⾒れば、私たちは政府の発⾏したバッヂを⾒せます。そのバッヂは、ある時
間帯でこの通りやあの通りで働くことを認めているものです。 
Morti、セックスワーカー、BCAM の現地活動家、メキシコシティ 

 
⾃発的なセックスワークを⼈⾝売買から区別することに貢献した判決は、連邦司法局(the Federal 
Judiciary Branch(FJB))が出した 206/2016 である。この判決は犯罪的なケースに関する連邦保護⾏
動（Federal Protection Actions）に関係している。この判決で、判事はフェミニスト⼈類学者の
Marta Lamas の仕事から⾒解を引⽤した。 
 

セックスワーカーが最も必要としているものは、合法的に設⽴された職場であり、その職
場は地⽅政府、近隣住⺠、⼩売商⼈、そしてセックスワーカー⾃⾝といったアクター全て
から受け⼊れられている必要があるのです。不幸なことに、警察の⽂化の中にはいまだに
反動的なものがあるので、彼らのうちある者はセックスワーカーを保護されるべき普通の
⼈だと⼗分に認識せずに、ゆすりと虐待のたやすい餌⾷と考えがちなのです。だから⾮正
規雇⽤の労働者として考えてし認めることは、セックスワーカーが個⼈的な安全性を⾼め
たり労働の権利を守ったりするための偉⼤な道具なのです。たとえ⽴法府がいまだに、セ
ックスワークを⾏政上の違反とみなす地⽅の条例を改正していなかったとしても、です。 
Dora Patricia Mercado Castero、メキシコシティ⻑官 

 
 
結びにかえて 
 
本稿ではメキシコにおけるセックスワーカーが直⾯する多くの問題に焦点をあてた。それは彼⼥/
彼ら⾃⾝が⽣きる現実とそこから紡がれる⾔葉によって、またそうした問題に対して集団として抵
抗し告発するためにブリガーダが尽⼒したことによる。 
私はそれらの多くの問題をいくつかのカテゴリーに分けようとしたが、問題同⼠が重なり合う部分
も多いためその作業は容易ではなかった。 
偏⾒、セックスワークが仕事であるという認識の不⾜、⼈⾝売買禁⽌法によってもたらされた現場
での混乱、強⼤な⼒を持つカルテルの存在、腐敗した警察、⽶国における⼈⾝売買撲滅への取り組
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みが成功していると⾒せるための圧⼒によって激化する逮捕・検挙率の増加、上記のこうした要素
が複雑に絡まりあい各アクターによるセックスワーカーへの暴⾏、搾取、性⾏為強要、そして虐待
が起きている。 
 
こうした背景のもとで、BCAM は健康・法律上の・そして⼼理的な援助をセックスワーカーと⼈
⾝売買の被害者へ提供し、彼⼥/彼らの権利について説明し、個々⼈のニーズに気を配っている。 
厳しい環境であるにも関わらず BCAM は他のアクティビストら、またメキシコ連邦政府・地⽅⾃
治体双⽅に対してセックスワークが仕事であり、⼈⾝売買とは異なるということを認識させる活動
に従事してきた。そのことはセックスワーカーと⼈⾝売買の被害者との双⽅が彼⼥/彼らの⼈権を
最⼤限に享受することに繋がる。 
 
BCAM との協議の結果、本稿では以下の 6 つの項⽬を公⼈・私⼈を問わず全てのアクターへの⽰
唆としたい。 
 
· ⼈⾝売買の予防を強化すること 
特に若い先住⺠⼥性が⾏⽅不明になり、フェミサイド（⼥性をターゲットにした殺⼈）が⾼い割合
で起きる地域、あるいはセックスワーカーが働く場所において。 
 
· BCAM とレド・メヒカーナ・デ・トゥラバーホ・セスアル（メキシコのセックスワーカーのグル
ープ）が開発した⼈⾝売買指標を各市町村、集合住宅、学校や企業で使⽤し、⼈⾝売買に関する啓
発活動を⾏うこと 
 
 
· ⼈⾝売買の被害者予備軍への保護を強化するということ 
 例えばセックスワーカーの⼦どもたち、セックスワーカー⾃⾝は特に誘拐や⿇薬カルテルによる
暴⼒に遭いやすい 
· セックスワーカーを特別な保護が必要な⼈のグループへ追加すること 
 特にジェンダーを理由に⼥性への暴⼒が起きるため 
· 裁判所がセックスワーカーの親権を剥奪することに正当性を与える Civil Code Provision を廃⽌
すること 
 実際、様々なアクター（セックスワーカーの家族も含む）により Civil Code Provision は濫⽤さ
れ、「当局へ通報する」と脅す際に利⽤されている 
· ⼈⾝売買の被害者（当事者が被害者であると認識していない場合においても）が⾏うサービスを
犯罪化しようとする法案を廃⽌すること 
 これらの法案はセックスワーカーの利⽤者も全て犯罪者とする働きを持つため 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
フランシスコ・ハビエル・ラグネス・ガイタンは 1990 年代よりエイズの権利交渉活動と⼈権カウ
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ンセリング、そして性の多様性と健康に関する活動に従事してきた。また、メキシコにおける HIV・
AIDS 関連の会議を主催してきたことに加えて、セックスワーカーの権利団体と LGBT の団体への
HIV 予防啓発トレーニング活動を実施した。2005 年からは「カーサ・デ・ロス・アミーゴス」と
いう平和・⼈権に関わる NGO 団体と共に、難⺠の・特に LGBT の当事者と⼈⾝売買のサバイバ
ーへの⽀援を⾏なっている。彼は法と⼈権を専⾨とし、社会⼈類学の学位を持つ。 
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